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第 23 回 総 会 概 況 


期日 昭和 29 年 4 月 4 日 , 5 日 
会 場 記 応 義塾 大 学 医学 部 北里 講堂 
会 長 松 林 吉 
第 1 日 4 月 4 日 (午前 8 時 30 分 開会 ) 
開会 の 辞 松林 会長 
演 1 へ 19 
示 説 20<47 
評議 員 会 正午 よ り 
絵 会 午後 1 時 
第 5 回 桂 田 賞 投 賞 式 (財団 法人 寄生 虫 病 学 奨励 会 ) 
受賞 者 佐々 学 氏 (東京 大 学 助教 授 , 伝 研 所 員 ) 
「 基 虫 の 研究 」 
演 説 48 て 69 
特別 講演 長崎 大 学 教授 北村 精 一 博 士 「 フ ィ ラ リア 症 に つい て 」 
第 2 日 4 月 5 日 (午前 8 時 30 分 開会 ) 
演 説 70<88 
示 説 89<120 
評議 員 会 正午 よ り 
総 会 午後 1 時 
第 1 回 小泉 賞 授賞 式 (財団 法人 東京 寄生 虫 予防 協会 
受賞 者 大 阪 大 学 教授 村上 信 三 氏 
ク 且 教 授 竹本 常松 氏 
清水 然 昌 氏 
醍醐 貴 二 氏 
「 海 人 草 有 効 成分 の 研究 」 
演説 121^150 
閉会 の 辞 松林 会長 
寺 親 会 18 時 ょ り 
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総会 に 於 けろ る 決議 事項 


規約 第 11 条 に より 下記 の 2 氏 を 名 誉 会 員 に 推 準 する 。 (ABC 順 ) 

長野 定 治 博士 田部 江 博 士 

規約 第 8 条 に より 下記 4 氏 を 新 評議 員 と する 。 (ABC 順 ) 

種田 憲太郎 氏 . 小林 芳 人 氏 , 橋 哲夫 氏 , 大 越 伸 氏 

商事 の 任期 満了 に つき 改選 を 行い 下記 の 6 氏 に 委嘱 する 。(ABC 順 ) 

小 営 義孝 氏 , 松林 久吉 氏 , 宮崎 一 郎 氏 . 森 下 董 氏 佐々 学 氏 , 山下 次 郎 氏 
次 期 総会 開催 地 京都 市 

次 期 会 長 小林 晴 治郎 博士 

次 期 会 期 4 月 2 日 , 3 日 , 4 日 

次 期 総 会 特別 誠 演 担当 者 選択 を 次 期 会 長 に 一 任 す る 。 

地方 支部 を 北 , 東 , 西 , 南 日 本 支部 と 呼び , 地方 部 会 (例会 ) を 支 都 大 会 と する 。 
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第 13 条 
第 14 条 
第 15 条 
第 16 条 
第 17 条 
第 18 条 
附 則 





[寄生 : 





日 本 寄生 中 学会 規約 
本 会 は 日 本 寄生 下 学 会 と 称す る 。 

本 会 は 寄生 忠 及び 寄生 忠 病 に 関す る 学術 の 研究 進歩 を 
本 会 は 前 項 の 目的 を 達する 為 に 次 の 事業 を 行う 。 
学術 総会 及 び 支 部 大 会 を 開 人 1 坦 す る の の 


図る を 目的 と する 。 


機関 雑誌 を 発行 する 。 

会 た らん と する も の は 現 会 員 の 紹介 に より 韓 事 会 の 承諾 を 経て 入会 する も の と する 。 
本 会 に 次 の 役員 を お く 。 

会 長 1 名 評議 員 若 二名 卒 事 【6 名 . 総会 軸 事 1 名 

会 長 は 本 会 の 事務 を 総理 する 。 幹事 は 会 長 を 補佐 し て 本 会 の 事務 を 処理 する 。 


評議 員 は 本 会 重要 の 件 を 審議 する 。 総会 二 事 は 総会 の 事務 に あたる 。 
会 は 証 員 会 の 推 詳し た 者 に つき 。 総 会 の 議 を 経て み を 定め る 。 
評議 員 は 評 謗 員 会 の 推 ギ 2 者 に つき , 総会 の 議 を 経 ら 之 を 定め る 。 
商事 は 評議 員 の な 選 に よ つ て 定め る 。 会 事 は 会 長 が 委嘱 する 


会 長 及 び 総 会 電 事 の 任期 は 1 ヵ年 と ずる 。 東 事 の 任期 は 2 ヵ年 と る 。 但し 重任 は 妨げ な 
い 。 

本 会 に は 名 准 会 員 を 四 く こと が 出来 る 。 名 誉 会 員 は 評議 員 会 の 議 を 経て 絵 会 に 於 て 推挙 す 
る 。 

本 会 は 総会 の 決 謎 を 経て 地方 支部 を 設け る 事 が 出来 る 

会 計 

本 会 の 会 費 は 1 ヵ年 金 800 円 と する 。 

地方 部 会 は 8 信和 Kt: な G 和 De 

会 員 若 し 引 続き 会 費 を 納入 し な い 時 に は 会 員 の 資格 を 矢 うぅ 。 

名 誉 会 員 は 会 費 を ae 

3 

本 規約 は 総会 の 決議 を 経 ざ で れ ば 変更 する こと を 得 な い 。 


は 東京 都 港 区 予防 衛生 研究 所 内 に お く 。 
KK ジ Mer 2 あの っ 
席 し て 研究 発表 を 行 5 資格 を 有する 。 


1. 本 会 の 事務 所 は 
2 本 会 は 衛生 昆虫 学会 と 緊 宙 な 繋 を 促 見 
3. 本 会 及び 衛生 昆虫 学 : 


会 員 は な に 他 の 学会 





東 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 1 号 
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藤 浪 鑑 鳥 清太郎 林 直 助 。 稲田 竜 吉 
石橋 松 蔵 神保 孝太 郎 葛西 勝 疾 。 桂 田 富士 郎 
川 上 瀬川 村 央 也 小 朱 凡 宮島 東芝 助 
長 ケタ 郎 内藤 和 行 鈴木 ・ 稔 。 田宮 真仁 
山田 信一郎 


NN 


昭和 29 年 名 谷 会 員 及 び 人 役員 (ABC 順 ) 


安 藤 売 小林 晴 治郎 宮 川 米 次 武 
長 野 定 治 中 川 幸 庵 大 平 得 三 田 
横 有川 定 吉 田 頁 雄 
松 林 久 埋 
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者 小宮 義孝 松 林 久 吉 宮 崎 一 郎 森下 性 


佐 々 学 山 下 次 郎 
評議 員 赤木 勝雄 阿 部 康 男 浅 田 順 一 江 ロ 季 雄 
種田 凍 太郎 細 川 修 治 福 井 玉 夫 石井 信太 郎 
石 井 進 一 色 於 葛 四 郎 板 垣 四 郎 岩 田 正 俊 
岩 田 繁 雄 小 林 芳 人 小宮 義 孝 久 米 清 党 
祝 圭 夫 松 林 久 吉 竜 雄 松 崎 義 周 
営 崎 一 人 郎 森下 勤 ず 音素 長 花 操 
新 美 大 四郎 尾 形 藤 治 犬 . 越 伸 岡 都 洪 洋 
岡村 一 郎 犬 森 南 三郎 尾 崎 佳 正 沢田 藤 一 郎 
沢 田 利 貞 杉 浦 三郎 佐 々 学 清 水 重 矢 
谷 川 久 治 山口 堪 仲 柳沢 利 喜雄 山 下 次 郎 
日 本 医学 会 評議 員 小 宮 義 孝 
ク 連絡 員 石 崎 達 
学術 用 語 議 会 委員 小 宮 義孝 
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ナオ 学 ま 沈 商 前 人 記し タ や か で の を で の 長崎 大 学 教授 北村 精 一 ・…・13 
第 1 日 
演 説 
1. Hoplorhynchus ozakii Hukui 1952 の 寄生 率 に 就 て バトーー…ー 福 時 井 利 人 ( 訪 岡 学 鞭 大 )・…・・21 
2. 糞便 内 に 於 ける 腸管 寄生 原虫 「 チ ステ 」 の 消長 に 関す る 観察 ・・‥・…・…・ ト 部 昭 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 )・…・・21 
3. 赤 列 アメ ー バ の 衣 光 法 に 依る 観察 ・ ーー …… 〇 鈴木 未 南 ・ 小 机 弘 交 ( 知 大 ・ 衛 生 )…・21 
4 アメ ー バ 虫 体 表 解 物質 の マウ ス 実 験 臓器 に 及ぼ す 
組織 細胞 学 的 研究 の 〇 原 造 ・ 沢 田 利 貞 ( 群 大 ・ 衛 生 )・…・22 
5. アメ ー バ 性 肝 作 及 肝 腸 瘍 の 発生 機 序 に 関す る 実験 的 研究 ・……… 〇 況 田 利 貞 ・ 原 毅 造 ( 藻 大 ・ 衛 生 )…・22 
6. 二 , 三 の 抗生 物質 の 培養 赤 獲 アメ ー バ に 対す る 作用 ・……………………………・ 高 田 季 久 ( 阪 大 ・ 微 研 )…・23 
7. 実験 的 ア ォ メー バ 症 に 関す る 研究 。 第 1 報 。 赤痢 アメ ー バ 
感染 と 接種 株 随伴 細菌 の 海 手 腸管 内 定 蓄 性 と の 関連 に つい て ・……・……… 斎藤 誠 (東京 都 在原 病院 )・…・23 
8. Trypanosoma gambiense の 発 疲 学 前 有 員 に 関す る 研究 (第 13 報 ) 
副 拓 元 に 関す る 二 , 三 の 考 察 ・ 福 喜多 重光 ・ 尾 崎 文雄 ・ 猪 木 正三 ( 阪 大 ・ 微 研 )・…・24 
9. 犬 及 び 猫 に お ける Coccidinm NON 完 (第 5 報 )……………… 富村 保 ( 浪 大 ・ 農 誤 医 )・…・24 
10。 島 マ ラリ ア の 研究 (第 3 報 )…ww。ww…ー、 ュ … 露 vv 永井 利 承 (長大 ・ 風 土 研 ・ 病 理 )・…・・25 
11. 涼 マラ リア Pasmodium berghei に 関す る 研究 …・………・…・ 〇 田中 寛 ・ 神 田 午 造 ( 伝 研 ・ 寄 生 虫 )・…・25 
12. 肖 ・ 犬 ・ 雀 より の Toxoplasma 検索 ・・‥…・ バ ーー 田崎 光 ( 慶 大 ・ 寄 生 昌 )・…・26 
13. 畑 便 内 遇 昌 卵 検出 法 の 比較 研究 ドド ドド ツー の 用 ・ か 上 2 
14. 十二指腸 ツ ン デ 法 に よる 寄生 昌 の 
集団 検診 成績 ーーO 概 哲夫 ・ 鳴 海 奴 泰 ・ 田 中 正 一 ・ 菊 地 寛 ( 弘 大 ・ 外 科 )・…・27 
15. Pte 洒 N0Oheyo OL 山下 次 郎 (北大 ・ 農 ・ 動 物 )・…・・28 
16。 崎 県 の 肺 吸虫 分 布 (全便: 電電: 本 田中 徳郎 (長大 ・ 風 土 研 ・ 臨床)・ ・・28 
17. PfRyebdy 放 9 
18. 肺 吸 虫 の 研究 ・ 四 国産 廊 に 見 出し た 四 既 知 種 と 
三 未知 種 に つい て ・………・ 〇 富川 三男 ・ 中 瀬 勝 (徳島 大 ・ 息 二 内 科 ), 田中 谷 (徳島 中 央 病院 )・…・29 
19. 肝 蜂 症 と 肝臓 デス トマ 症 と の 家 各 感染 に お ける 比較 研究 ・TL・… 小 野 豊 ・ 〇 磯田 政 恵 (日 歌 大 ・ 病 理 )・…・29 
示 説 
20. Trichomonas vaginalis の 閑 光 法 に 依る 観察 ・・‥・…………… 鈴木 条南 ・ 小 机 弘 之 ( 群 大 ・ 衛 生 )・…・30 
21。 二 , 三 抗生 物質 の 抗 Trichomonas 作用 ・・ ーー・ ーー・ ・ 浜 田 義雄 ( 阪 大 ・ 徴 研 )・・・・31 
22. Trichomonas tenax の 地 差 に 関す る 研究 ・……・ 中 林 敏 夫 ・ 猪 本 正三 ( 阪 大 ・ 徴 研 ) 片岡 猛 ( 阪 大 ・ 人 科 )・…・31 
23. ヂ デア ル ヂ ア に 関す る 研究 ・・ PCCEYEP ーー 亀谷 了 ・ 野 々 部 春 登 ・ 石 浜 光 ・…・32 
24. Trypanosoma gambiense の 免疫 学 的 変 暴 に 関す る 研究 ・( 第 14 報 
感染 , 治療 マッ ス に お ける 抗体 の 消長 に 就 いて ・……* 尾 短 文雄 - 和 多 陣 * 導 正三 ( 阪 大 ・ 後 研 )…・32 
25・ 最近 中 国 に 於 ける ズー ラ 病 に 就 て ・ < ーー・ 吉川 政 市 (広島 農大 )・…・・33 
26. Epidemiology of amebiasis: 1. Infence of water SupDDlY, 





coincident with divers features of terrain, on the 
occurrence Of intestinal protoZO3.。 IT. Acquisition 
of intestinal protozoa in a highly endermnic area 
after reduction 二 oo by therapy. 


・D. E. Wykof. ]. R. C. Fonseca and L. S. Ritchie (406 Lab.)・・・ 


・33 





【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 1 号 


覚醒 剤 常用 者 の 問 に 発生 し た マラ リヤ に つい て ・・………… 大 稚 正 満 ・ 加 茂 南 ( 九 大 ・ 寄 生 虫 )・…・・34 
検査 比較 に つい て ・・ーーーーーーー ド ーーー 加 哀 勝地 ・ 三 浦 光 生 (名 古屋 ・ 公 衆 保健 協会 )・…‥・35 


半 便 内 寄生 上 罰 検査 に つい て (第 2 報 )………………… 人 * 人 (時 和 )。 ・…・36 


愛知 県 矢作 川 流域 の 寄生 東 保 有 状 況 に 就 て -……………………・ … 加 藤 俊一 (中 部 寄生 虫 予防 会 )・・・36 
米子 市 に 於 ける 屋内 葉 の 内 部 寄生 暑 昌 ・ バ … で くく … ド に ーーー 森下 卓郎 (鳥取 大 )・・・36 
PA yye な "ツー 杉原 弘人 ・ 杉 原 道人 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 )…・・37 
宮入 貝 の 解 宮 ・ 9 re 直 博 (東大 ・ 農 ・ 験 医 )・…・37 
Biologic studies on Oncomelania nosophara : 


Persistence of Sgg-1aying eo PP 
from males.・・・ ・…・Y。Otori, 革 . S. Ritchie (406 Med. Lab.)・…・・38 


寄生 虫 性 疾患 に 於 ける 白血球 遊走 速度 及び 條 喰 能 に 就 て 。 第 2 報 , 
家 束 住 血 吸 虫 症 に 於 ける 白血球 店 走 速 度 及び 商 喰 能 に 就 て ・…・…・・ 松 岡 広 次 (大 阪 赤十字 ・ 研 究 科 )・…・・38 


日 本 住 血 貴 是 の 宿主 特異 性 に 関す る 研究 (3) 
答 種実 験 小動物 の 比較 病理 学 的 研究 rtihirtrhtlrtzlrtehtlreslee 人 二郎 ( 予 研 ・ 寄 生 昌 )・…・39 


グル ュ ン 酸 アン チェ ン ツ 人 ー ダ の 日 本 住 血 明 に - 対 する 
効果 試験 (予報 )‥ … 佐 々 木 考 ・ 飯 鳥 利彦 ・ 保 坂 幸男 (山梨 研究 所 )・…・39 


日 本 住 箇 吸 貝 窟 に 関す る 研究 治療 実験 第 1 報 ・・ ECREEE … 小 沢 塵 三 ( 四 府 病院 )・…・39 
愛 胡 県 下 モ クズ ガニ = の 肺 中 下 補 欄 幼 躍 寄生 状況 に 就 て ・…・…・ 表 川 修治 高橋 一 郎 (山口 医大 ・ 病 理 )・…・41 
肺 明 貝 明 腫 内容 の 化学 的 成分 (第 2 報 ) アミ ノ 酸 に つい て …・…………・ 鐘 本 策 一 郎 ( 九 大 ・ 衛 生 )・… 


豚 肺 吸 虫 定 の 病理 組織 学 的 研究 (第 有 報 ) 
Paragonirnus ohirai 自然 感 楽 ・ ーー ドー ュー 色 於 某 四 郎 ・ 宣 村 保 ( 浪 大 ・ 農 ・ 炭 医 )・…・ 


肝 双 の 検査 法 に 就 て ーー ーー 飯島 利 放 ・ 保 坂 幸 男 ・ 佐 々 孝 (山梨 研究 所 )・…・ 
ーー ror 生生 間 NB ・ 溢 江 活 (久留 米 大 ・ 寄 生 昌 )・…・ 
東日本 及び 北日本 の 傘 状 虫 症 の 疫学 的 研究 ・…………・…・ 佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 定 ( 伝 研 ・ 寄 生 昌 )……・ 
アク リジン オレ ンジ 和信 光 法 に よる 上 駐 虫 卵 の 生死 鑑別 に つい て 沢田 利 貞 ・ 賠 常 晴 ( 群 大 ・ 衛 生 ) 

感光 色素 に よる 窒 生 虫 雅 の 肖 色 … ee 田林 ( 棚 大 ・ 等 馬 明 )・…・ 
豆 阜 県 の 宮口 中 に つい て ・・ バ ーー 今井 田 二 三 子 ・ 水 町 央 重 (岐阜 大 ・ 寄 生 虫 )・… 

演 説 

岡山 地方 の 半 誠 水 産 魚類 に 於 ける 吸虫 類 被 枯 幼 虫 の 種類 に 就 て ・ …" 赤 木 学 (日 本 寄生 Non で ・ 
Bucephalus itabo の 発育 実験 ・………・…… ぃ で ドド に ドド 尾崎 佳 正 ( 広 *・ 動物 )・…・ 
ミヤ イリ ガイ の 寺地 性 の 量 的 研究 ・ バ バー 信和 な koe 安 組 岡 一 男 ( 予 研 ・ Cm 
サン トブ ライ ト 及 び DN-1 の 宮入 貝 殺 具 効 果 の 検討 ・ 〇 保坂 幸男 ・ 飯 島 利彰 佐々木 邦 (山梨 研究 所 )・・…・ 


Molluscocide studies : Laboratory and preliminary 
field tests with DN-1 against eggs and young of 


Oncomelania nosophora. 
J. E. Williams, Y. Otori, J. R. C. Fonseca, L. S. Ritchie (406 Med. Lab.)・…・ 


53。 日 本 住 血 吸虫 セル カ リア の 殺 滅 に 就 て ・… ぃ バー ドド ドド ドド ドド ドド ドー 杉浦 三郎 (山梨 研究 所 )・…・ 
54. 日 本 住 血 吸 虫 症 に 於 ける セル カリ ア を 用 いた 血清 反応 の 検討 ・・…・・ 大 島 智 夫 (公衆 衛生 院 ・ 寄 生 昌 )・……・ 
55. 日 本 住 血 吸 虫 症 の 沈降 反応 (第 2 報 ) 松瀬 幹也 (久留 米 大 ・ 寄 生 束 ) 
56. Acquired immunologic resistance against 


Superinfections of Schistosorna JaponiCurn. 
S. Lin. L. S. Ritchie, G. W. Hunter III (406 Med. Lab.)・・・・ 


57。 門 脈 及 び 腸 管 組 織 内 に 注入 せる 日 本 住 血 吸虫 〇 大 越 伸 ・ 石 井 1 各 欄 剛 男 ・ 薄井 万 平 ・ 
卵 並 びに 膝 蜂 卵 の 運命 に 就 て rr ・ 友 田 田 ( ・ 農 ・ 王 医 ) 


58。 日 本 住 血 表 是 症 の 実験 的 研究 , 第 3 報 。 合成 樹脂 注入 に よ 
肝 の 血管 承 の 形態 学 的 所 見 旧記 医大 ) ・ ・ 〇 西川 美 博 (大 阪 赤十字 ・ 研 究 科 )・…・ 


59。 日 本 住 血 表 虫 脳 内 寄生 に 関す る 実験 ・ バ …… ド ーー ーー 菊池 滋 (日 本 住 血 吸虫 病 研 )・・…・ 





紹 和 29 年 6 月 (1954)〕 


60. 
61. 


62. 
63. 


64. 
65. 
66. 
67 . 
68. 


鹿児島 及び 際 可 島 に お ける 糸状 虫 の 種類 〇 長 花 操 ・ 外 山 寛 (鳥取 大 ・ 医 )・… 
鹿児島 県 下 数 部 落 に 於 ける フィ ラリ テア 詩 査 北原 経 太 ( 鹿 大 ・ 公 衆 衛生 )・…・ 
追加 鹿児島 に 於 ける フィ ラリ ア の 浸 演 実 態 (第 2 報 ) 阿部 康男 ・ 〇 山下 博 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 )・… 
兵庫 県 美方 郡 の 一 山村 に 発見 され た フィ ラリ ア 流 行 例 増田 陸 郎 (兵庫 県 ・ 香 住 保健 所 )・…・ 


般 体 内 に 於 ける フィ ラリ 了 仔 由 及 功 是 の 生存 発育 に 


及ぼ す 汐 度 の 影響 に 関す る 研究 (第 2 報 )・‥ AAAAYIKL ス > 。 一 レスタ ーー 
ミク ロフ イラ リア の 定期 出現 性 に 関す る 研究 (第 1 報 )……・……・………・ 尾 辻 義 人 ( 鹿 大 ・ 佐 藤内 科 )・…・ 


フィ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 ・… 枝 屋 富 一 ・ 〇 餅 島 実 俊 ・ 福 元 務 ・ 春 田 豊 作 ・ 肥 後 正典 ( 廊 大 ・ 入 一 内 科 ) 


糸状 虫 症 の 免疫 学 的 研究 … バ ーーーーー・O 岡 部 洪 洋 ・ 松 瀬 幹也 (久留 米 大 ・ 寄 生 昌 )・……・ 
邊 の Onchocerca gutturosa 及び 馬 の O. cervicalis に つい て ・…・ 〇 佐藤 孝 ・ 林 苔 生 ( 伝 研 ・ 寄 生 昌 )・…・ 
スパ トニ ン に よる 和牛 セタ リア の 充 虫 試験 。 .. 〇 石原 忠雄 ・ 尾 形 藤 治 ・ 上 野 計 ( 家 寺 衛 試 ) ..…. 


第 3 報 , 細山 羊 脳 脊 丹 糸 状 虫 病 の 予防 効果 "三宮 正明 ・ 川田 史郎 ・ 三 木 茂 (香川 県 塵 ) 
各種 ピ ベ ラ ヂ ン 誘導 体 の 犬 糸状 昌 仔 昌 に 


対す る 効力 比較 実験 ・ … 〇 久米 清治 ・ 大 石 勇 ・ 中 沢 浩三 (東農 工大 ・ 歌 医 )・…・ 


第 2 日 
日 本 産 ハ ヌ タ を: - 間 お る に 寄生 する Aoioeanla 司 負 頭 虫 の 


中 間 宿 主 ・ ・……*O 縮 方 一 喜 ・ 田 中 覚 MMM6o0 て 
本 潤二 SM が YS な 47 野田 亮二 ( 浪 大 ・ 農 ・ 鱗 医 )・…・ 
ラブ ヂ チ ス , ホ ミ ニス (人 醒 虫 ) に 就 て ・……・ 〇 北畠 栄 太郎 ・ 水 谷 昇 ・ 横 内 幸 造 ( 弘 大 ・ 一 生理) 
初島 に 於 ける 銘 虫 の 疫学 的 考察 ・ 人 ( 北 研 ・ 寄 生 昌 )・…・ 


和 川 県 ーー 二 は に お ける (特に 銘 虫 ) 


流行 調査 (第 3 報 ) 〇 吉田 幸 弘 ・ 川 平 喜 直 ・ ト 部 昭 ・ 泉 正己 ・ 青 野 宏 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 )・……・ 
アイツ トー プ 本 処置 釣 仔 虫 の 感染 に 関す る 研究 ・…・ 〇 森下 哲夫 ・ 小 本 瑞穂 永田 二 朗 (岐大 ・ 寄 生 東 )・……・ 


急 虫 仔 虫 に 関す る 研究 。 TV. 植物 体 を 人 驚 は ん する 仔 昌 に つい て ・‥…‥…・…・ 原 田 文雄 ( 御 奈 川 ・ 衛 研 )・・ 


と 0 〇 富士 田 猛 中 休 催 雄 丸田 豆 造 ・ 人 . .… 
多 虫 の 人 体 実験 ・( 横 大 ・ 寄 生 虫 ) 永井 際 吉 ( 横 大 ・ 皮 膚 科 ) 


基 病 の 研究 (第 4 報 ) 実験 門人 休日 薬 つい て ・………・・ 雄太 郎 


釣 虫 症 患者 胃液 の 催 知 面 反応 バー ドー ドー の ーーーーー 諸 田 茂 ( 甘 大 ・ 林 内 科 )・… 
釣 虫 症 の 臨床 的 鈴 察 ・・‥・・…ーーーーーー バ ーー 岩田 繁雄 ・ 中 村 逸 朗 (大 阪 医 大 ・ 内 科 )・…・ 
釣 虫 駆除 前 後に お ける 正 液 像 の 比較 ………………・……・ 〇 牛山 員 三 ・ 岡 本 稔 (東京 寄生 虫 予 防 協会 )…… 
急 昌 アレ ルギー の 実験 的 研究 (続報 )・…・ 石 原 国 ・ 原 田 義 道 ・ 三 上 義昭 ・ 〇 森 納 (鳥取 大 ・ 第 二 内 科 )・…・ 


狗 昌 ア レル ギー の 実験 的 研究 。 其 の 一 , 組織 学 的 研究 ・・ …… 赤 星 澄夫 ・ 村 山 司 ( 熊 大 ・ 寄 生 昌 )・… 


包 昌 アレ ルギー の 実験 的 研究 。 其 の 二 , 血清 学 前 研究 岡村 一 郎 ・ 松 下 文雄 ( 熊 大 ・ 寄 生 昌 )・…・ 
銘 虫 の 免 商 に 関す る 研究 <*・* で * ・ ・ ・…- 永 田 二 朗 (岐阜 大 ・ 寄 生 虫 )・…・ 


線 虫 類 に 於 ける 核酸 の 分 布 。 第 1 報 , 釣 虫 体内 の 核酸 に 就 て ・ 岩崎 孝 (山口 医大 ・ 病 理 ) 


プロ ム ナ フト ー ル に 佐 る 銘 虫 有 除 に 関す る 研究 (続報 )…‥…‥・…………・ 三 浦 格 楼 (大 阪 医大 ・ 内 科 )・…・ 


Brom-2 Naphtol に よる 銘 貝 駆虫 の 臨床 検査 成績 ・…………… ーー 錬 還 作 有 っ ーー 2 


示 説 


銘 虫 流行 地 報 告 (第 11 報 ) 京都 府 (その 3 )‥…・ 消 正 寿 ・ 吉 田 幸 雄 ・ 川 平 善 直 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 )・……・ 
神戸 市 内 一 工場 従業 者 の 釣 昌 調査 (その 4 ) ーー… 栗林 海 男 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 )・…・ 
矢作 川 流 大 に 於 ける 負 虫 調査 。 第 1 報 …・……………・………・ 森 山 和 典 ・ 田 島 文 雄 (森山 寄生 東 研 )・……・ 
水中 又は 土壌 内 の 釣 仔 昌 の 分 離 に 就 て の 試み ーー・ バ ーーー バーーー ーー 西村 猛 ( 阪 大 ・ 徴 研 )・…・ 
鈴 虫 流行 地 に 於 ける 土壌 内 釣 虫 仔 昌 の 季節 的 消長 (第 3 報 )…………・ 三 谷 和 合 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 )……・ 





〔 寄 生 忠 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 


銘 虫 の 感染 経路 に つい て 。 第 1 報 一 その 推測 的 考 窪 に つい て ・・…・…・ 水 野 哲 夫 (千葉 大 ・ 公 衆 衛生 )・…・ 
グ ビ ニ 銘 虫 感染 仔 虫 の 混 度 に 対す る 抵抗 カー バー 浜田 双 (鳥取 大 ・ 医 )・…・ 


工科 釣 虫 保有 小学 生 の 体力 テスト 


(発育 度 の 観察 )・‥ "mr* 美 甘 正 文 ・ 鐘 田 義 男 ・ 志 波 剛 (日 医大 ・ 征 一 内 科 )・…・ 


釣 虫 の 免疫 学 的 研究 。 鈴虫 体 抽出 物質 の 


殆 普 種々 な る アレ ルギー 性 反応 に つい て ・・……… …・ 鈴 木 末 南 ・ 佐 野 基 人 ( 群 大 ・ 衛 生 )・…・ 
銘 虫 の 完全 販 除 の 容易 な ら ざ る 場合 の 検討 ‥……・・…………・ 洗 国府 ・ 海 野 泉 (日 医大 ・ 酒 田 病院 )・…・ 
多 虫 定 の プ ロム ナフトール に よる 十二指腸 グン テ 療 法 ・・・……………… 緒形 一 保 (南大 阪 病 院 )・…・ 
銘 虫 駆除 剤 と し て の 四 塩 化 エ チレ ン の 研究 …・・ バ ーー … 山 崎 俊幸 (川崎 ・ 登 戸 病院 )・…・ 
銘 虫 症 に 於 ける 四 塩 化 エ チレ ン に よる 治療 回 数 に つい て ・・………ー……… 財津 吉 憲 (門司 市 )・…・ 


題 虫 卵 の 低温 に 対す る 抵抗 力 に 関す る 研究 。 


特に 摂氏 雪 下 21 度 に 於 ける 抵 撤 力 に 就 て ( 神 遺 )・‥…・ 山 崎 繁 ・ 富 田 俊雄 ・ 山 下 太郎 (日 本 冷蔵 )・…・ 
昭 虫 感染 予防 に 関す る 研究 。 第 2 報 , 野 楽に 付 導 せ る 
硬直 の も 沙 没 森吉 夫 ( 訪 岡 市 )・…・ 


虫 卵 に 対す る 辻 湯 処 理 の 効果 (その 2)…・ 

虫 感染 予防 の 研究 。 (第 9 報 ) 殿 尿 の 二 硫 化 炭 素 多 理 松村 竜 雄 ・ ・ 友 松 新 ・ 織 田 欠 人 ・ 竹内 

に よる 昌 虫 感 予 防 の 野外 実験 成 二 と 野菜 の 楽 剤 負 理 政夫 ・ 和 寺尾 宏一 郎 ・ 後 藤 散 子 ( 群 大 ・・…・ 
に よる 頭 虫 感染 予防 実験 成績 小児 科 ) 浅 / 1 時 史 (前 橋 刑 務 所 ) 
ceriwoomewoiee 旨 tu ) 織田 敏郎 ( 群 大 ・ 小 児 科 )・… 


中 - 破 化 談 素 尿 硝 負 理 に 村人 寄生 昌 


撲滅 に 関す る 研究 ・…… … 森 下北 夫 ・ 小 林 玉 穂 ・ 永 田 二 朗 ・ 水 町 晴 重 (岐大 ・ 寄 生 是 )・…・ 
20 首 鷺 上 2 0 (東京 都 衛 研 )・…・ 


府下 一 堪 村 に 於 ける 党 『 皇 下 問 題 (第 4 報 )。 


店 9 の 知明 と つい て ・・・…・ oe eo eo ee ee ee … 訂 井 満 ( 京 府 医大 ・ 医 動物 )・…・ 
き 兆 野菜 土壌 に お ける 寄 生 虫 卵 の 問題 ・ … 和 泉 精 一 ・ 伊 東信 吾 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 ・ 寄 生 虫 )・…・・ 
BR Ps 和 括 ……………………・ 横 田 生 ・ 竹 内 覚 ・ 尾 上 信 一 ( 京 府 医 大 ・ 小 児 科 )・…・ 


長期 積雪 地区 に 於 ける 改良 便所 普及 部 落 の 寄生 虫 感染 と 土壌 ・… 療 波 浩 ・ 坪 田 隆 (日 医大 * 酒 田 病 院 )・… 


ビタ ミン RS (横浜 医大 ・ 寄 生 虫 )・…・ 


顕 虫 症 に お ける Ca 代 誹 。( 第 3 報 )…・…… 68 
虫 の 免疫 に 関す る 研究 ・・ PA … 森 下 哲 夫 ・ 小 林 玖 生 ・ 水 町 晴 重 (岐大 ・ 寄 生 虫 )・……・ 


顕 虫 性 アレ ルギー 特に テル サッ 現象 に 就 て 


松田 文太 郎 ( 三 泡 病院 )・…・ 


… 山 本 好 明 ( 阪 大 ・ 微 研 )・…・ 


海 人 人 草 有効 成分 の 薬理 学 的 研究 ・・ re 村 三郎 (藤沢 薬品 )・…・ 
海草 有 効 成 分 の 化学 前 定量 流 …・ バ ババ 原 剛 縮 太 野 ・ 藤 時 和 内 ・ 森 本 明 (藤沢 薬品 )…… 
サン トニ ン 双 下 機転 に 関す る 研究 柳 治 (大 阪 刑務 所 )・・・ 
杉 実 に 依る 條 虫 駆除 の 臨床 的 研究 (第 2 報 )……………… 三 輸 清 三 ・ 長 島 豊 晴 (千葉 大 ・ 石 川内 科 )・…・ 


橿 京 條 虫 の 難 に 及ぼ す 影 響 に つい て 沢田 勇 (奈良 学 鞭 大 ・ 生 物 )・…・ 


野 束 に 見 られ た 'Coenurus sp. に 就 て トド oo oe 分 島 整 (埼玉 ・ 衛 研 )・…・ 


顕 虫 体 glycogen に 関す る 研究 …・……・ KT 
虫 角 友 の 組織 学 的 知見 神 壮 ・… バ ーーーーーー ーー の 佐藤 権 内 ・ 朝 倉 滋 ( 弘 大 ・ 概 外科 )・… 


虫 卵 発育 に 就 て の 知見 神 遺 ババ ……ー……・ 
顕 上 卵 試験 管内 脱 殻 に 関す る 観察 ーー ツー ドー 符 日 富士 夫 ( 慶 大 ・ 寄 生 昌 )… 
顕 虫 運動 に 及ぼ す 諸 種 無機 イ オン の 影響 ‥・…‥・・………・ 〇 石 時 達 ・ 久 津 見 晴彦 ( 予 研 
陸 雪 凶 の 混 度 に対する 導 六 力 II. 罰 を 湿度 702 ら に 


… 舟 坂 直 ( 慈 大 ・ 薬 理 )・……・ 
…・ 石 川 道雄 (名 大 ・ 解 前 )・…・ 


・ 寄 生 虫 )…… 


間 散 的 に 一 定時 間接 触 させ た 試験 ・ Yerewyervees … 森 正三 (鳥取 大 ・ 医 )…・ 
野菜 , 漬物 の 熱湯 負 理 を 大 衆 化し た 場合 の . Ch 


顕 虫 の 予防 効果 内科) 大 勧 正 満 (三井 産 医 研 ) 
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剤 に よる 頻度 減 に 関す る 野外 実験 ・…………ー……ー…ー…ー…* 内 田 昭 夫 ( 群 大 ・ 公 義 衛 生 ) 
庄司 全 に が ける 拉 部 落 の 設定 に 関す る 撤 同 研究 ・……. 座 田 昭 夫 ・ 磯 田 好 康 (千葉 大 ・ 公 衆 衛生 ) 
〇 炎 崎 義 周 ( 横 医大 ・ 寄 生 足 ) 松川 朗 


天 記 宮 度 並 に その 季節 的 消長 ( 完 )………・・……・ 放 正文 (魚沼 病院 ) 茂 手 木 率 思 (千葉 市 ) 


An inv eStigation on the seasonal fluctuation of 
aScariaSiS in a 0 寺 - 


・P. Frick,。 H C. Russel, 工 . S. Ritchie (406 Med. Lab.)・・ 
…・ 角 田 富雄 ・ 手 島 一 (千葉 大 ・ 石 川内 科 )・…・ 


Lo CC スズ スペ 
鯛 虫 の 感染 と 集団 豚 虫 に 関す る 研究 


(宇治 市 一 小学 接 幼 稚 園 に 於 ける 観察 )・……・ 〇 川本 修二 ・ ト 部 昭 ・ 吉 田 幸 雄 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 )・…・ 
犬 題 昌 の 先天 性 感染 に つい て (第 1 報 )・…… 清 水軍 矢 ・ 〇 堀 見 利 員 ・ 二 橋 動 (日 本 験 医大 ・ 寄 生 昌 )・…・ 
名 虫 半 に 於 ける 病理 組織 学 的 研究 ・・ 4 ンー 〇 昌 田 吉郎 本 田中 茂 種 (畠田 病院 )・… 


台 虫 挫 患 者 の 血清 に よ る 貧 虫 仔 昌 か 


河 胞 化学 的 変化 に つい て ・ cf … 〇 橋本 細 宏 ・ 石 橋 正男 (千葉 大 ・ 病 理 )・ 


魚 虫 に 関す る 2, 3 の 研究 (第 1 報 )。 . 馴 晶 ア レル ギー 


と 顕 虫 感染 予防 … 松 村 竜 雄 ・ 〇 由 上 修三 ・ 絹 谷 放 ( 群 大 ・ 小 児 科 )・…・ 
海 人 草 成 分 の 化学 的 研究 ・ バ ーー ーー… … 〇 宮崎 道 治 ・ 渡 辺 久 礼 ・ 2 (藤沢 薬品 )… 
海 漆 中 の Terpen 系 物質 の 昭 虫 駆除 作用 に 関す る 実験 的 研究 ・ "深山 寺 憲 (北大 ・ 薬 理 )・ 
サン トニ ン 誘 導体 の イン ウイ トロ の 効力 比較 ・‥‥……………・ 〇 伏見 純一 ・ 大 幡 勝 取 ( 阪 大 ・ 徴 研 )・ 
一 新 駆 虫 剤 パン バラ ジ ト ー ル に 就 て ・・ バ ーーー 宮川 逸郎 ・ 篠 原 準 ・ 石 著 大 三 (東生 病院 )・・ 
時 昌 経 肛 感 染 の 有無 に 就 て ババ ーーーーーーーーーーーーー ーー 本 間 誠 (日 医大 ・ 酒 田 病 院 )・・ 
四国 の 顕 口 虫 POR 語 SR (徳島 大 ・ 第 一 病理 )・ 
有 東 器 口 昌 の 分 布 調査 ・ ー… "OO 和 下 ・ ( 九 大 ・ 寄 生 虫 )…・ 
有 打 中 第 3 直人 折衝 “mrvevvcescccccs 流 環 議 :( 思 大 ・ 定点 


礼文 島 に お ける 多 房 性 テヒ ノ ュ ッ クズ 発育 環 に つい て の 


調査 , 並 に 同定 血清 反応 の 試み いい " 保 寿 ・ 〇 市 川 人 穂 ・ 飯 田 広 夫 (北海 首 衛 研 ) 
半 小 条 昌 の 代謝 に 関す る 研究 (第 8 報 )………………………・ 〇 守屋 荷 二 ・ 佐 野 蔵 (大 阪 市 医大 )・ 


分 藍 せ る マン ツ ン 坂 昌 4 erinacei の 


自然 審 生 に つい て ・・ 岩田 正俊 ・ 秋 田 一 貫 (奈良 学 横 大 )・ 
縮小 EE ia * 揚 房 ・ ご 土肥 幸枝 ・ 大 田 垣 博雅 ( 日 本 寄生 下 病 研 ) ps 
北 央 地方 に 於 ける 縮小 条 下 感染 事例 ・……・………………・ 大 竹 省 吾 ・ 塚 越 邦 二 (埼玉 ・ 行 田 保健 所 )・ 


誌上 発表 


無 脊椎 動物 に 寄居 又は 寄生 せる 原虫 の 研究 (IT)…・…・…・…・…・……………・ 福 井 玉 夫 (東邦 大 )・‥ 
Trichomonas muris の 多糖 類 反応 に つい て ・・…ーーーーー バ ーー 野村 弘 ( 慶 大 寄生 虫 )・…・ 
Trichomonas vaginalis の ュ ハ ク 酸 脱水 素 酵 素 ・…・・・・・……・…・…ー…・ 浅 見 殴 三 ( 慶 大 寄生 昌 )・ 
OCTLEY す ーー 佐藤 礼 治 ( 慶 大 寄生 虫 )・ 

示 痢 アメ ー バ の 議 和 内 チ ス テ 六 。 其 の 2, 共 撲 細菌 群 を 変え た 影響 ・…‥・ 山 田 英幸 ( 慶 大 寄生 昌 )・ 
赤痢 アメ ー バ の モル モッ ト 感 菜 試験 殊 に 拡散 因子 剤 の 感染 に 及ぼ す 影 響 ・・ 山 川 速水 ( 慶 大 寄生 東 )・ 
自 沙 の 実験 的 赤痢 アメ ー バ 感染 に 対す る 毅 竹 抗生 物質 の 作用 ・…………………… 林 晋 ( 塵 大 寄生 東 )・… 
燃 療 槍 所 の 検便 成績 ・ 上 バー バ ー バ トビ 上り -u…ー ヨ ー ド トト トト ッッッ トット トット トト ここ 松本 繁雄 ( 色 久 光明 園 )・ 
名 古屋 市 内 に 訟 ける 寄生 虫 感染 度 調 査 ・ ト ーー・ ト バー ババ ーー *・ 森 山 和典 ・ 早 川 有 (森山 寄生 虫 研 )・・ 
- 児 万 ・ 原 田 文雄 ・ 武 和夫 ・. 


培 } 赤 独 ア メー バ 血 球 捕食 機転 -・… バ ………ー…・ 


尿 尿 分 離 負 理 の 研究 。 VIII. 殿 の 化学 楽 剤 負 理 (3)・‥ バ … ド ーー…ー 石井 裏 二 ( 和 奈 川 衛 研 ) 


肺 吸虫 , 住 血 明 虫 及 び 横 川 吸 虫 の 免疫 に 関す る 研究 ・………・…・ 森 下 折 夫 ・ 小 林 瑞 季 (岐大 ・ 寄 生 昌 )・…・ 
日 本 住 血 吸 虫 卵 の 身 化 温度 並び に その 通化 率 ・…・………………ー………・ 伊 藤 二 郎 ( 予 件 ・ 寄 生 昌 )・ 








. 〇 敬 沢 利 喜雄 ・ 小 林 昭 夫 ・ 矢 島 ふ き ・ 水 野 哲 夫 . . . 
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肺 吸 虫 卵 の 形態 学 的 研究 (第 2 報 )。 三種 肺 明 下 卵 の 


『 生 躍 学 雑誌 ・ 第 3 徐 ・ 第 1 号 


比較 , 殊 に 子宮 内 卵 に つい て ・ バツ ーーー 一 色 於 弟 四郎 ( 浪 大 ・ 農 験 医 )・・115 
実験 的 犬 肺 吸 虫 症 に 関す る 研究 (第 2 報 )……・・…………………・ 位 阪 清光 (大 阪 赤十字 ・ 外 科 )・・・116 
幼 媛 県 に 於 ける 肺 吸 虫 の 研究 。 基 の 1, 南 宇 和 天 に 

於 ける 野犬 の 自然 感染 に 就 て ・・ coo ceoo eo ee eo eo eo eo eo oe ee …・ 磯 部 光 ( 南 字 和 病 院 )・・116 
異形 吸虫 の 人 体感 染 に 於 ける カマ ラ 駆 東 法 の 生か 

応用 価値 に 就 て ・ "浅田 順一 ・ 擬 房 ・ 越 智 負 枝 (日 本 寄生 下 研 )・…・117 


ェ キ ノ ス ト マ 笠 吸虫 に 於 ける 浅田 種 と 小野 種 この 異同 問題 に 就 て -………………・ 岡 本 ニー 三 ( 画 館 )… 
ミラ キジ ウム の 生態 に 関す る 研究 。 III. 肝 蜂 ミラ キジ ウム の 直交 性 補遺 yp ・ 
肝 時 の 人 体 異 所 寄生 の 一 例 ・ ーー 宮 義 孝 ( 予 研 ・ 寄 ) 河口 忠雄 ( (甲府 病 隊 完 )・ R 


肝 蜂 の 免疫 学 的 研究 (第 2 報 ) 実験 的 肝 星 症 に 


お ける 異種 抗 元 (2, 3 の 出 虫 ) の 皮 内 反応 に つい て ・・・…ーー……・ 東 凡 弘 ( 浪 大 ・ 農 王 医 )・ 
岐阜 県 下 の マ ン ツ ソン 珈 虫 症 ・・ rirtrililtrtltlthtltrltertlrtete 李 雄 ・ 原 田 直彦 (岐大 ・ 病 則 )・ 
豚 釧 虫 卵 の 看 白 膜 形成 に つい て で で ーー ドド ドド に ピー ドゥ ピー 石井 詩 一 ( 予 研 ・ 寄 生 昌 )・ 
台 虫 症 に 於 ける 鉄 代謝 ・・ ・ー・・ ・ こ てい で いい いい っ 松田 文太 郎 ・ 三 沢 敏 也 (三笠 病院 )・ 
形 虫 集 有 二 当 に 的 け る 吉林 剤 の 販 虫 効果 ・・ ーーーーーーーー・ 内 田 妥 夫 ( 群 大 ・ 公 乗 衛生 )・…・ 
台 虫 寄生 者 と 非 寄 生 者 に 於 ける 装 便 中 の 脂肪 量 の 比較 ‥・……………・……・ 吉 沢 利雄 ( 慶 大 ・ 寄 生 虫 )‥ 
顕 虫 須 剤 の 経口 感 作 に よる 皮膚 及び 腸 敬 の Arthus 現象 …・……………・ 小 宮山 隆三 ( 慶 大 ・ 寄 生 昌 )… 


海 人 墓 ・ サ ント ニン 含 剤 中 の ジ デニ ン 酸 及び 


サン トニ ン 含 量 と 脳 虫 効果 に 就 て ・…‥…・ 竹 本 常松 ・ 清 水 然 員 ・ 醍 醐 周二 ・ 窒 達 英 ( 阪 大 ・ 薬 学科 )・・ 
鉛 虫 流行 地 報告 (第 12 報 ) 兵庫 県 (その 3 )・・…・ 栗 林海 男 ・ ト 部 昭 ・ 渡 辺 清 ( 京 府 医 大 ・ 医 動物 )・ 


Ancylostoma duodenale 仔 虫 に よる 


免疫 家 重 血清 の 沈降 物 形成 に つい て (第 2 報 )…・・・…………… ドー 永井 光 ( 阪 大 ・ 徴 研 )・… 
銘 虫 硫 除 剤 の 効果 判定 に つつ いて ・… バ "mr rr 岩田 繁 奴 ・ 緒 形 一 保 (大 阪 医 大 ・ 内 科 )・ 
1 ブロ ム 2 ナ フト ー ル に よる 多 虫 集団 凡 除 成績 ……・………………… 高林 良 光 (岐大 ・ 病 理 )・・ 
移 症 の 治療 実 用 -… バ ーー バーー・ he 注 (大 分 ・ 西 田 病院 )・…・ 
有 卓 類 口 虫 成 虫 前 端 部 の 微 綱 構 造 *・・・ バ ババ ババ ーー の ーー 武市 任 ( 九 大 ・ 寄 生 和 )・…・ 
熊本 県 に お ける 有 刺 顎 口 虫 の 第 - - 中 間 宿 主計 (第 2 報 )……………・……・ 磯 部 親 則 ( 九 大 ・ 寄 生 虫 )・…・ 
.. 佐 藤 入 郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英雄 ・. 


久 虫 保有 者 の 貧血 に つい て 


南 九州 離島 並び に 沖縄 の 糸状 虫 症 の 調査 ・・ バ ……………・ "* 花 城 清 育 ( 鹿 大 ・ 佐 藤内 科 ) 


且 の 夏 閣 に つい て ドド TTPTTTTTmmrrnrn rr 谷 日 守男 (日 大 ・ 農 環 医 )・…・ 
オー ラミ ン 束 光 法 に よる 顕 虫 卵子 の 生死 の 判別 ‥…・…・ バ ババ ーーー 分 島 整 (埼玉 ・ 衛 研 )・…] 
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特 別 講 


系 状 是 症 ( フ ィ ラ リア 症 ) 


長崎 大 学 教授 北村 精 一 
ヶ 助教 授 片 霊 大 助 
Filariasis 
Seiichi Kitamura, Daisuke Katamine 


1. 継 敵 虫 症 の 疫学 

最近 の 浸 淫 状況 

1. 日 本 に 於 ける 本 症 の 疫学 的 方 面 は 衛生 動物 学会 で 
伝 研 の 林 氏 の 特別 講演 で 詳細 の 報告 が ある 管 で ある 故 こ 
ゝ で は 一 々 に つい て は 述 べ な い が , 知 々 の フィ ラリ ア 研 
完 班 の 各 員 が 各地 で 調査 研究 し た 結果 を 入 合 的 に 見 る 
と , 最近 の 浸 淫 状 況 は 北 は 青森 県 に 於 ける 北畠 , 佐々 等 
の 発見 に 始ま り 全 く 日 本 全土 に 夢 延 し て 居る こと が 判明 
し まし た 。 し か し 九州 の 南部 , 長崎 県 の 五 鳥 列 租 , 天草 
島 , 四国 の 南端 の 嶋 音 は その 渡 度 , 其他 の 環境 等 が 本 症 
散 延 に 好 条 件 の た め , 今 何 お 歴 ん に 募 延 し て 居り , し か 
$ も 若い 青年 層 に 仔 虫 陽性 者 が 非常 に 多い 。 そ の 他 の 地方 
は 存在 は し て いる が , 募 延 の 状況 で は な い 。 し か も その 
存在 し た 歴史 的 回 題 を する と , 或 は 黒潮 の 流 と 不 即 不 離 
の 関係 が ある こと が 最も 多く , その 外 の 土地 で は その 地 
の 歴 更 的 根拠 と 因縁 深く この 意味 か ら 本 症 の 日 本 に 於 け 
る 疫学 的 老 窪 は 同時 に 本 症 の 喝 的 考察 と 器 る 深い 関係 が 
あり , まこ と に 興味 ある こと で ある 。 

慕 延 の 実相 

昔々 が 疫学 的 調査 研究 中 興味 ある 事実 を 発見 し た の で 














演 要 旨 


夢 延 の 実相 と し て 逃 べ る 。 長崎 県 下 及 び 天 草 を 詳細 に 調 
査 し て 居る 間 に 長 崎 県 五島 の 最 西端 に ある 小値賀 町 は 図 
の 如く 北 つか の 小さ い 島 が 極 く わ づ か な 距離 に 点 在 し て 
居る が , その 島々 の 募 延 は 第 1 表 の 如く 血 路 木 島 の 如き 
23. 以上 の 仔 由 検出 率 が ある か と 思う と 斑 島 は 1.5 
の 少 い 有 様 で , 同様 な こと が 天幕 の 大 江村 で も 浜 里 は 


第 1 表 小値賀 町 の 感染 状況 





部 落 別 調査 人 員 仔 更 陽 性 者 仔 昌 検出 率 








浜 津 45 2 4 .444 
笛 吹 28 3 10.714 
納 伺 172 16 9.302 
後 路 木島 98 23 23.462 
大 島 185 19 10.290 
斑 鳥 321 5 1.558 
計 849 68 8.009 
第 2 表 大 江村 の 感染 状況 
調 仔 仔 電 和 症 感 感 
二村 三條 胡 染 人 
大 中 長 胡 圭 
| 雪 率 と こ 者 者 率 
浜 里 123 0 0 0 0 0 0 0 
唐 崎 183 9 4.918 2 5 3.825 14 2.607 
横 浜 541 36 6.654 13 16 5.360 52 9.612 


里 246 23 9.35010 9 7.724 32 13.008 
越 崎 468 87 18.624 23 43 14.103 130 27.778 
野 中 517 102 19.724 13 55 13.153 157 30.368 

西 194 68 35.052 20 32 26.907 100 51.546 

計 2272 325 14.301 81 160 10.627 485 21.347 


仔 昌 検出 率 0 で ある が 10 町 程 離 れ た 西部 落 で は 実に 
35 多 以 上 の 検出 率 で ある 。 か ゝ る 甚だ し い 差 が ある こと 
は 色々 の 疫学 上 の 原因 が 存在 する こと は 勿論 で ある が 

こ ヽ で 強調 し た いこ と は か ょ ゝ る 現実 が 各地 に ある の で 調 
査 者 が 各 村 を 点々 と 採血 し た 時 に 万 一 , 西部 落 の み の 住 
民 を 調査 し た 時 は 大 江村 は 非常 な 狙 豚 が ある と 誤 まり , 

これ に 反 し て 浜 里 部 落 の み を 採血 すれ ば 大 江村 に は 殆 ん 
ど 本 症 は な いと 誤 つ た 判断 を 下す こと に な る 。 か ょ る 事 
実は 今後 本 症 の 調査 は 勿論 他 の 寄生 貝 病 を 疫学 的 に 調査 








する 際 も 大 い に 参 考 と な る こと ヽ 考 える 。 
2. 練 映 皿 症 の 病態 
フィ ラリ アァ 熱発 作 (くさ ふる い ) の 了 臨床 像 
昔々 は 本 症 の 臨床 を , 第 3 表 の 如く 分 ける 。 感染 が あ 


第 3 表 ネネ 状 虫 症 の 臨床 経過 


潜 伏 期 
無 症状 仔 虫 陽性 期 
委 性 症状 期 (( き ふる い ) 
慢 人 性 期 
陰 論 水腫 
乳 魔 硝 


光 巳 陰 褒 
象 皮 病 etc. 
附 マレ イネ 状 虫 症 


状 は な く 仔 昌 の 陽性 期 で .。 その 後に 来る の か 急性 症状 
期 , 所 調 く さ ふ る いで ある 。 こ の / く さ ふ る い ツ が 続い 
て いる 間 に 慢 性 期 に 移行 し て 各種 の 症状 が 身体 に あら わ 
れ て くる 。 今 は か ヽ ゝ る 要 性 期 に 就 て の 病態 は 割愛 し て 所 
調 く さぁ ふるい に 就 て 香 々 の 得 た 知見 を 詳細 に 述べ る 。 在 
来 の 成 書 を 繕 く < と フィ ラリ ア 症 の 本 態 又 は 主体 と も 見 る 
べき , この / グ くさ ふる い / の 記載 は 全く 昔 日 の 不満 足 な 
観察 に 甘い た も の と 考え る , 百々 が 親しく 現地 に 行き 現 
に グ く さぁ ふるい / 症状 を 起 し て 居る 多く の 患者 を 観察 し 
て 在 来 の 記載 が 牙 程 度 誤り で ある こと を 発見 し た 。 先ず 
自 他 覚 的 症状 を 見 る と 前 度 症 と し て は 皿 感 , 戦 便 , 頭痛 
等 他 の 熱性 病 患 者 と 同じ 様 な こと が 多く ある が 区 て 全身 
症状 が 起 る , その 際 の 熱 型 は 38?C 一 39?C 乃至 40?C も 
出る が , これ が 4 乃至 7 日 間 も つ ゞ く 場 合 と , 2 乃至 3 
日 で 生 ょ 分 利 的 に 下 封 する も る の と ある が , その 款 型 その 
も の は マラ リア その 他 の 如き 特 虹 的 な こと は な い 。 面 し 
て この 熱発 作 の み で 終る こと も 時 に ある が 多く は 藤 て , 
本 症 独 特 の 各種 の 症状 が 起 る 。 育 ふる い , 肩 ふ る い , 乳 
ふる い , せん き 等 の 症状 が 特徴 的 で 首 ふ る い は 項 部 附近 
の 一 種 名 状 し が た い 異 常 感 , 疹 痛感 が あり , 同じ 様 な こ 
と が 肩 ふ る い の 場 合 に る 肩 肛 部 附近 に それ も 左 と か , 右 
と か に 局 在 し , 又 婦 人 の 場合 に は 授乳 中 の 有無 に 関 せ ず 
起 る 。 又 せん き と 称す る 場合 は 陰 論 か ら 下 腹部 及び 大 脱 
上 部 に か け て 繁 張 感 ," 異常 感 , 義 痛 法 が 起り , 時 に 腫 有 
する こと も ある 。 か ヽ る 症状 を 詳 さ に 観察 する と , 大 体 
2 つの 群 に 分 ける こと が 出来 る 。 そ の 1 つ は 丹毒 様 の 皮 
飛 開 状 を と も な 5 発作 で あり 他 の 1 つ は 全く か ヽ る 友 膚 
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第 4 表 自 他 覚 的 症状 
前 駆 症 
全身 症状 ( 熱 型 , 皮膚 内 臓 。 尿 所 見 ) 
局所 症状 


丹 奏 様 皮膚 変化 を 伴わ な いも の ・…・B 群 

不全 型 
変化 は な い 発 作 で ある 。 娠 々 は 今 こ の 2 群 を A 群 と B 群 
に 分 け て 見 た 。 在 来 は この 両 群 を 全く 混同 し て 一 般 に 観 
窪 さ れ て いた の で ある 。 香 々 は 以下 この 4, B の 両 群 を 
仮定 し て 現に / く さ ふ る い / の 頻発 する 患者 を 観察 する 
に 初発 は その 大 部 分 が 30 歳 以 下 で あり , 月 に 数 回 の 発 
作 の ある も の は や は り 比 較 的 若い 人 即ち 40 歳 以下 に 多 
い , 面 し て 40 歳 以 上 に な る と か ヽ る 頻発 の 発作 は 洛 次 
減少 し て 年 齢 と 共に 消失 に 至る 。 次 ぎ は 1 年 間 に 於 ける 
発作 の 好 発 する 時 節 は や は り 4 乃至 6 月 , 10 一 11 月 , つ 
まり 農 筆 期 が 多く , 双発 作 の 誘因 と な る 因子 を 調べ た 生 

第 5 表 発作 の 放 因 








6 
混 間 : ' 着 0 
B 40 9 7 6 6 

順 る 多種 多様 で 1 人 で 数 種 の 因子 と 覚 ば し きも の を 和 え 
る が , 今 第 5 表 に 示す 如く , 誘因 を 区 別して 見 る と 過労 

が 1 番 多い が 前 逃 の A 群 , B 群 の 区 別 か ら 見 る と A 群 に 
於 て は 創傷 と 到 5 も の が 断然 多く , B 群 は 特殊 の 労働 が 
多い 。 こ ゝ に も ゃ も A 和 群発 作 と B 群 発作 の その 誘因 が 断然 は 

つき り し て くる 。 更 ら に 興味 の ある こと は 以上 の 両 種類 

の 発作 が 頻発 し て 藤 て 来る 後遺 定 と も 見 る べき 各種 の 慢 

性 型 へ の 症状 を A 群 と B 群 と の 間 に 如 何 な る 関係 に ある 
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第 6 表 発作 と 後遺 症 
、 発作 を 自 息 





患者 数 A レ な いも の 
旬 皮 病 (四肢 陰 紛 ) 12 12 0 0 
陰 府 水 腫 73 0 51 22 
光 巴 陰 褒 2 0 2 0 
乱 魔 尿 11 0 10 
無 後 遺 症 72 1 71 0 
計 170 13 134 23 


無 後遺 定 : く さ ふ る い の 既 往 定 あつ て 50 歳 以 上 の 者 












ぐ ヽ 











紀 和 29 年 6 月 (1954)] 
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る い ツ 常習 者 の 仔 虫 陽性 率 を 年 齢 





的 に 見 る と 40 歳 台 以下 の も の が , 
それ 以上 の も の より 断然 多く , 








第 7 表 くき ふる い ぃ 常 居 者 の 仔 東 検 出 率 
"< 10 こ 20< 80 40 ニ 5 と 。 。 
年 齢 9 29 39 49 sg 0 計 A B 
常 衝 者 2 5 。 10 29 和志 28 89 138 6@6 
M.E( 十 ) 2 4 4 13 9 8 40 4 36 
を 100.00 80.00 40.00 68.42 50.00 30.77 50.00 25.00 56.25 


か を 見 る に 第 6 表 の 如く , 後に 象 皮 病 を 来たし た も の は 
すべ て , その 前 の 発作 は A 群 即ち 崩 毒 様 発作 の あつ た も 
の で , その 他 の 後遺 定 の も の は 殆 ん ど B 群 発作 の も の で 
ある こと が 明らか に な つた 。 

次 ぎ に か ヽ る 臨床 経過 が 仔 虫 の 有無 と 如何 な る 関係 が 
ある か を 見 る に 第 7 表 の 如く 年 齢 的 に 仔 虫 検出 率 は 減少 
する , 20 歳 台 が 最高 で も る が これ と 反対 に 各種 の 症状 は 
年 齢 と 共に 増加 する 。 次 ぎ に 各 症状 と 仔 虫 陽 任 率 の 関係 
を 見 る と 第 8 表 の 如く 熱発 作 の み の 場 合 が 断然 多く , そ 
の 他 の 症状 の 際 は それ より 減じ て 来る , 乳 ビ 展 症 の 場合 
は 比較 的 仔 虫 陽性 率 が 高い の で ある , 又 こ の 際 / く さ ふ 


第 8 表 各 定 別 仔 息 検 員 率 





喜 発 作 み 287 王 較 軒 ーーーーー」 84 29. 268 
陰 則 水 腔 100 面 ーー 16 16.000 
象 肥 疾 34 コ 3 8.823 
和 麻 到 28 困 7 25.000 
その 他 2 0 0 
舞 巻 就 3465 372 10.033 

すさ ーー 借 

ビー 仔 吾 陰性 


第 9 表 発作 と 仔 躍 数 








レー 年 発 夜間 平均 昼間 発作 時 
氏名 橋 作 - 仔 邊 数 導 均 仔 昌 数 
3 疾 非 発 発作 ーー 
6 IA 季 * 局所 月 
5 齢 度 作 時 時 
1 松 村 @ 49 桂 28 32 2 0 
2 湯 日 ? 2 桂 84 128 2 0 
3 赤 山 @ 82 桂 14 16 2 0 
4 磯 部 8 69 桂 26 46 3 2 
5 山 下 @ 39 士 22 27 1 2 
6 小 出 $ 54 村 0 78 2 0 
7 大 起 8 36 過 0 4 0 0 
8 衝 森 8 68 士 0 64 15 14 
9 大臣 $8 20 填 0 12 1 0 
10 園 田 $ 46 填 0 4 0 0 
EE 0 な 人 6 宴 0 7 4 0 
12 松 山 % 44 持 0 0 2 0 
13 山 下 @ 21 二 0 0 0 0 
14 堀 口 % 36 桂 0 0 2 0 
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A,B 両 郡 の / く さぶ ふるい / を 見 る 
と B 群 の も の が 仔 虫 陽性 系 は 人 遊 か 
に 高い こと を 知 つ た 。 第 9 表 は 発 
作 と 仔 昌 と の 関係 を 14 名 の / く さ ふ る い / 常習 者 に 就 
て 精査 し た も の で こい ヽ に 吾 々 は 此 る 興味 ある 事実 に 遭遇 
し た 。 先ず 第 9 表 が 示す 如く 発作 の 頻度 と 夜間 に 表 わ れ 
る 仔 虫 数 と の 問 に は 関係 は な い が , 発作 発現 中 の 夜間 で 
は 断然 仔 虫 数 が 多く な る 。 又 書 間 で も 発作 時 に は , 末 構 血 
管 に 仔 虫 の 出現 する こと が あり , 何 こ の 際 発 作 時 夜間 出 
現 な きも の で 発作 時 夜間 に 発現 し , 双書 間 と 中 も 出現 す 
る 場合 が ある 。 更に 興味 ある こと は 書 測 発 作 時 耳 委 血 に 
は 仔 虫 を 見 な いで も / く さぁ ふる い / 発作 局所 の 血液 に 仔 
虫 を 見 る こと で , 例え ば 肩 ふ る い の も の が その 肩 の 皮下 
又は 更 ら に 深い 末 檜 血液 に 仔 虫 を 見 る の で 勿論 この 際 , 
局所 に 陽性 の みな ら ず , 耳 条 血 湾 に ぁ 陽 吐 を 見 る も る の も 
ある が , 重 に 角 , 夜間 非 発作 時 に 仔 虫 の 出現 し な いも の 
で 書 間 発 作 時 に その 局所 に 仔 虫 を 発見 し た の は , 和 吾 々 が 
- 初 め て で ある 。 こ の 際 勿 論 身 体 の 発作 部 位 以外 の 箇所 か 
ら は 仔 昌 は 陰性 で , 例え ば 左肩 ふる い の 際 , 左肩 の 処 所 
か ら は 仔 虫 を 見 る が 対照 の 右 肩 か ら は 仔 虫 を 見 る こと が 
出来 な か つた の で ある 。 こ れ ら の 事実 は 後 錠 の 仔 貝 定期 
出現 と 相 並 ん で 相当 の 問題 を 呈 供 する も の と 考え る 。 

血液 所 見 

本 症 患 者 の 血液 所 見 は 第 10 表 の 如く 69 例 の 平均 を 見 
る と 一 般 に 相当 の 貧血 が あり , 一 見 健康 に 見 える 仔 虫 陽 


築 10 表 血色 素 赤 血球 , 白血球 (69 例 ) 
Hb Rote Weijie 
無 症 M.F( 十 ) 62.2 392 8390 
くさ る ふるい 71.0 384 7110 
陰 間 水 話 77.0 412 7550 
象 皮 病 66.0 380 6000 
乳 魔 尿 64.1 394 5520 


性 者 [M.F.( 十 )) が その 程度 に 於 て 最低 で ある こと も ゃ 大 
い に 注 目 す べき こと で ある 。 血 沈 値 は 一 般 に 促進 し て 居 
る が 無 症状 M.F.( 十 ) 者 も 赤 促 進 し て 居る が 器質 的 症状 
者 , 特に 象 皮 病 , 乳 麻 尿 患 者 に 於 て は 断然 甚だ し い 。 又 
血液 凝固 時 間 , 出血 時 間 も 一 般 に 相当 度 短 縮 し て 居り , 
特に 凝 央 時 間 が 何 に か 症状 の ある も の で は 相当 高度 に 短 
縮 し て いる 。 白血球 は 好 酸 球 が 顕著 に 増加 し て 居り , 汐 
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巴 球 は / く さぁ ふる い / 患者 及び 象 友 病 の も の が 概して 増 
加 し て 居る が 陰 柚 水腫 や 乳 座 尿 患 者 は 一 般 に 汐 巴 漏出 の 
ij た めか 減少 者 が 多い 。 当 仔 虫 の 有無 と 血液 像 と の 関係 で 
は あま り 差 違 は な い 。 又 / く さぁ ふる い / 発作 時 を 非 発作 
時 と 比較 し て 白血球 の 動揺 を 見 る に 発作 時 に は 前 桶 の 
A,B 両 群 と も 増加 し て 時 に 2 万 以上 に 及 ん だ も の も あ 
る 。 文 発作 時 の 好 酸 球 の 動き を 観察 する に 第 11 表 の 如 
く ML.F.( 士 ) の も の で 発作 時 陽 作 に な つた も の は 大 体 会 


第 11 表 発作 と 好 琶 球 





増 加 
_ >32%2 >622 >10 有 


11 3 39 





馬 ま へ 、 
( 二 ) 一 ( 十 )。 6 1 2 21 
Eeef) 3 き  .. 0 7 
(-)ー( 一 ) 2 0 1 11 


例 の 半分 増加 し て 居る が M.F.( 一 ) の も の で 発作 時 陽 任 
と な つた も の は 殆 ん ど 全 例 が 増加 し M.F.( 一 ) の も の が 
発作 時 も 依然 と し て 陰性 の も の は 殆 ん ど 好 酸 球 に も 変化 
が な い 。 これら の 点 は ML.F. の 出現 と 好 酸 球 と が 多大 の 
関係 ちり と 思 わせ る 点 で , 後 芝 の ML.F. 誘発 試験 に 於 て 
一 層 著 明 に 説明 する こと が 出来 た 。 又 血 法 中 の Ca. K. 
Na 等 は 概して 正常 値 を 示 し た 。 

次 ぎ に 血 毅 の 者 白 分 大 を 調べ た 処 総 蛋白 量 は 乳 魔 尿 症 
を 除き 一 般 に 増加 し て 居り 乳 際 尿 症 で は 7- ゲ ロブ リン が 
他 の 症状 者 に 比 し て 生 ょ 減少 し て 居る 。 し か し 7- グ ロブ 
リン は 一 般 的 に は 高く 徒 つ て A/G の 比 は 健康 者 に 比 し 
て 低い 状 体 に ある (第 12 表 ) 。 又 仔 虫 数 と 7- ゲ ロブ リン の 


第 12 表 血 毅 蛋白 分 居 

jp ああ の # まま +7 AG 
健 康 者 (19 例 )6.88 4.21 0.51 0.74 0.48 1.04 1.81 
無 症 M.F( 十 ) (15 例 )7.18 4.07 0.57 0.76 0.52 1.25 1.60 
く さき ふる い (7 例 )7.16 4.00 0.53 0.67 0.56 1.42 1.55 
陰 三 水腫 (10 例 )7.33 3.83 0.57 0.72 0.62 1.62 1.33 
象 皮 病 (5 例 )7.72 4.11 0.53 0.72 0.60 1.74 1.36 
乳 魔 尿 (22 例 )6.52 3.41 0.56 0.79 0.58 1.12 1.35 


量 的 関係 と の 間 に は 殆 ん ど 関係 は な か つた 。 更に 患者 
の 年 齢 即ち 病歴 か ら 見 て 迷 患 中 の 期間 と 7- ゲ ロブ リン と 
の 間 に は 深い 関係 が あつ て , 大 体 年 齢 の 高い も の , 即ち 
病歴 の 古い も の 程 Y- ゲ ロブ リン は 増加 し て 居る 傾向 を 確 
突 に 知 つ た 。 こ ょ で 和 吾 々 は 本 症 の 特 効 楽 と 到 わ れる スペ 
ょ = ニン を 加 者 に 服 楽 させ て 見 る と スペ トニ = ニン の 副作用 と 
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も 革 わ る ょ 色々 の 症状 を 呈し た も の 程 7・ ゲ ロブ リン が 増 
加 し て いる 。 こ の 事実 は 後 芝 の 本 症 病理 機 序 解明 の た め 
の 抗原 抗体 反応 と 密 接 な る 関係 が ある も の と 考え られ 
る 。 又 汐 巴 球 と 7- グ ロブ リン は 大 体 平行 的 に 多少 を 示 し 
て いた 。 革 に 興味 も る こと は 本 症 仔 虫 陽 叶 者 の 7Y- ゲ ロブ 
リン の 高い も の に スペ トニ ン を 服用 させ 駆虫 を させ て 見 
る と 第 13 表 の 如く 多く の も の が 第 3 日 目 に 機 然 7- ゲ ロ 


策 13 表 駆虫 と 蛋白 分 居 』 


ad 
| 
時 


ブリ ン が 烈 し い 減少 を 来たし この 傾向 は その 中 10 日 目 
位 に は 前 より 多少 増加 し て 3 ヵ月 目 位 に は 之 の 値 に 戻る 
こと を 5 絡 つ た 。 こ の 際 こ の 現象 を 明か に 示す 症例 は スペ 
トニ = ン 服 用 後発 熱 そ の 他 全 映 症 状 の 烈 し いも の 程 顕著 で 
ある 。 こ れ は 本 症 の 病理 機 序 解明 に 氷 る 示 明 多き こと で 
或 は その 成因 が 1 種 の アレ ルギー 反応 の 結果 で は な か ろ 
う 公 と 想像 し た い , 又 こ の 間 付 け と し て 次 の 実験 に より 
立証 する こと が 出来 た と 信ずる も の で ある 。 

系 状 虫 感染 と 免 商 , アレ ルギー 反応 

今日 まで 本 症 の アレ ルギー 反応 の 実験 に 際 し て は 各種 
の 拓 原 が 用 いら れ た 。 特に 犬 の 糸状 虫 の 抗原 は 在 来 何 人 
か の 人 々 が 用 いた も の で ある が , この 外 に 和 吾 々 は 本 学 風 





た 0 人 炎 - の ゆ み あき 
699 358 059 074 049 752 
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第 14 表 抗 原 
犬 剛 強 ネネ 状 虫 抗原 (D.F.X.) 


成熟 幼虫 生理 的 食塩 水 浸 出 液 ( 葉 .X。) 
Ca. 500 匹 : 2cc 


バン クロ フト 仔 虫 電 溶液 (M.F.E.) 
Ca. 16 万 匹 : 14 cc 


4. 仔 昌 陽性 患者 尿 (F.H.) 
対照 : 健康 者 尿 (G. 古 .) 
土 病 研究 所 の 大 森 教 授 の 御 好 意 に ょ り 明 の 体内 に ある 成 
熟 幼 虫 , 又 人 血 中 の 仔 虫 の 電気 溶解 液 , これ は 本 年 度 の 
日 本 皮膚 科学 会 で も 発表 し て 居る が 吾 々 の 教室 で 創案 し 
た も の で 仔 虫 の 浮 漠 液 に 平 流 電気 を 通じ 仔 虫 を 電 溶 し て 
秀明 な る 抗原 性 を 得 た も の で ある 。 其 の 他 の 抗原 と し て 
は 仔 虫 陽 訂 者 に スペ トニ ン を 投与 し て 第 4 日 目 の 尿 を 濃 





昭和 29 年 6 月 (1954)〕 


縮 し た も の で , この 胡 中 拓 原 に 著 想 し た の は 恐らく 和 吾 々 
が 嗜 先 で は な いか と 考え て 居る 。 こ れ ら 原 の 製法 の 内 
犬 の 系 状 虫 抗原 及び 尿 内 抗原 は 第 15 表 に 示 し た 方 法 で 
行 つ た も の で , 以上 の 抗原 を 用 い て 皮 内 反応 , 洗 降 反 


い , 補 体 結合 反応 を 行 つ た 。 そ の 結果 , 皮 内 反応 で は 成 


策 15 表 抗原 製法 
2。 F.H. Sup. 0.3 メ 3 t8&g。 
の 
仔 申 陽性 患者 一 第 4 日 目 尿 探 阪 
(ML.F. 504 隻 / 
濃縮 
ャ 
生生 
上 清 
+ 
次 析 
濃縮 ( 全 氷 基 の so) 
濾過 (シャ ム ベ ラン ル L。) 


腐 仔 虫 抗原 で は 対照 健康 者 で は 31 例 中 4 例 が 陽 仁 に 出 
て 居る 。 感染 者 で は 64 に 陽性 に 出 た 。 この 際 虫 卵 
陽性 者 と 比較 し て 見 る と 感染 者 で 多少 一 致す る も の も あ 
る が , 健康 者 で 馴 虫 陽 仁 者 が 陰性 に 出 て いる の を 見 れ ば 
決し て 本 反応 が 非 特 暴 位 の も の と は 考え られ な い 。 次 ぎ 
に 前 菊 の 叉 抗原 を 用 いて の 成績 は 大 体 60 多 以 上 に 陽性 
で 特に 有 症 状 感染 者 に 著 明 に 陽 吐 を 示し て 居る , つま り 
経過 が 古い も の 程 陽 性 率 が 高く 抗体 の 体内 生産 が 顕著 で 
ある こと が 明か に され た 。 又 昭 虫 卵 陽 吐 者 と の 非 特 暴 反 
応 は 本 成績 に より 益々 否定 出来 る る の と 考え る 。 

沈降 反応 に 於 て は 犬 系 状 虫 症 拓 原 を 用 いる と 8000 倍 
稀釈 に 於 て 明らか に 40 多 以 上 の 陽性 者 を 見 る こと が 出 
来 , 対照 は 0 を 示し , 原 の 特典 作 を 明らか に 把持 す 
る こと が 証明 出来 た 。 休 お 患者 尿 撤 原 , 犬 糸 状 東 抗原 , 
及び 仔 虫 電気 溶解 撤 原 を 比較 する と 電 浴 抗原 は 全 例 陰 灯 
で 恐らく 香 々 の 電気 溶解 度 が 適当 度 を 超え た 故に 全 例 陰 
性 と な つた も の で この 点 は 更 ら に 検討 中 で あり , 思考 氷 
撤 原 及び 犬 糸 状 虫 抗原 で は 特 暴 的 の 反応 を 示し 明らか に 
本 病 の アレ ルギー 性 の 存在 を 認定 し 得 た も の と 信じ る 。 
この 際 の 患者 尿 撤 原 は 前 輝 の スパ トニ ン も 投与 後 第 4 日 
目 の 尿 が 最も 抗原 物質 を 保有 し て 居り 第 3 日 目 で は 反応 
の 結果 より 見 れ ば 未だ 抗原 物質 は 量 的 に 5 量 し か 展 中 
た 排出 が され て いな いこ と る も 明らか に な つた 。 更に 顕 虫 
卵 保有 者 に 以上 の 両 反応 を 比較 し て 見 て , 成 誤 仔 虫 抗原 
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及び 犬 座 状 抗 原 は 虫 卵 排出 陽性 者 に 生 ょ 高い が 本 加 考 尿 
撤 原 は 虫 卵 陰性 の 方 に 高い こと が 判明 し て 装 に 明らか に 
本 症 尿 抗原 が 最高 特異 性 を 有する こと を 知 つ た 。 以上 の 
事実 を 絶 合 し て 見 る と , 本 症 の 硝 撤 原 が 最高 の 特異 性 が 
あり 有 症 状 者 は 無 症状 者 に 対し て 高く 年 齢 と 共に 増加 し 
即ち 経過 の な いも の 程 陽性 度 が 高く な る 。 こ の 事実 は 血 
湾 の 7. ゲ ロブ リン 其他 の 高低 と よく 一 致す る 傾向 を 示す 
も の で ある 。 駐 O 犬 フィ ラリ ア 抵 原 と が 相 一 致す る 女 を 見 
れ ば 犬 フ ィ ラ リア の 親 虫 の 有する 抗原 物質 と スペ トニ ン 
に よ つ て 或 る 衝撃 を 受け た 患者 価 内 フィ ラリ ア 母 虫 及 び 
仔 虫 より 尿 に 移 つ た 物質 と の 間 に は 全く 同一 の 共通 の 抗 
原 物質 の 存在 し て 居る こと が 想像 出来 る 。 何 お 以上 の 実 
験 に 際 し て 対照 と し て 健康 人 に スペ トニ ン を 与え た 際 の 
第 4 日 目 尿 を 抗原 と し た も の は 本 症 患者 に 何等 の 反応 を 
示さ な か つた こと を 確証 し た 。 

系 状 虫 寄生 と 連 球 苗 

本 症 / く さぁ ふる い / の A 群 に 属す る も の が 外傷 と 志 接 
な る 関係 が あり , その 結果 は 人 象 反 病 に 移行 する こと は 前 
逃 の 如く で ある が 以前 より 連 球 茜 の 混合 感染 が 式 々 さ 
れ , 駐 九 大 水島 教授 の 門下 は 既に この 方 面 の 業績 を 挙げ 
て いる 。 香 々 は 家 束 の 反 膚 に 於 て 犬 フ ィ ラ リア X に た エバ 
ンス プリ ュー を 入れ て 対照 と 比較 する と 確 突 に 犬 フィ ラ 
リア に は 色素 拡散 館 の ある こと が 明らか に な つた 。 次 
ぎ 犬 フ . ィ ラリ アヌ ヒ に 連 球 落 を 混合 し て その 皮膚 に 於 ける 
反応 性 を 見 る と 閉 明 な 催 炎 性 を 示す 。 勿論 連 球 功 の み で 
は 殆 ん ど 対 照 と 変り は な い 。 駐 患 者 血清 に 連 球 菌 を 入れ 
対照 と し て 婦 康 人 血清 に 遠 球菌 を 入れ 拡散 能 及 び 催 茨 作 
用 を 比較 する と 殆 ん ど 変 り は な い 。 双 スペ トニ ン を 与え 
た 患者 と 健康 尿 と の 間 に 顕 閉 な 差異 を 認め る 。 次 ぎ に 加 
者 硝 連 球 苗 を 入れ , 健康 者 十 連 球菌 を 比較 する と 前 者 
に 浮腫 , 発赤 , 腫 張 が 顕著 に 出る 。 更 ら に 犬 フ ィ ラ リア 
双 と ヒア ロニ ダー ゼ と を 比較 する と 遅 発 性 で ある 犬 フィ 
ラリ アヌ の 方 が 浮腫 状 の 拡散 度 が 6 時 間 後 に 顕著 に 増加 
し て 来る が ヒア ロニ ダー ゼ の 方 は 1 時 間 以 内 に 拡 が つ て 
その 拡散 の 模様 が 異 な る 。 又 加 者 皮膚 に = エバ ンス ブリ ュ 
ー の み を 注入 し 見 る と 本 症 友 膚 に 於 て は 3 時 間 以 前 に 色 
素 拡散 が 急激 に 昇 ま る こと を 知 つ た 。 更 ら に 加 者 皮膚 に 
於 て 犬 フ ィ メラ リア X メ 又は 愚 者 尿 中 に 遠 球菌 を 入れ て 対照 
と し て ヒア ロニ ダー ゼ 連 球菌 を 入れ た も の と 比較 し て 
見 る と 前 者 に 著 明 に 奥 症 を 呈す る こと を 見 た 。 以 上 の 諸 
事実 は 本 症 握 忠 者 の 体内 に は 何 物 か 吉 球 苗 と 親和 性 を 示 
す 物 質 が 出来 , その た め 連 球菌 等 の 有する 催 交 性 , 拡散 
性 を 強力 加 し て いる こと を 知 つ た の で ある 。 
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3。 定期 出現 性 の 問題 

定期 出現 の 臨床 的 観察 

本 症 の 仔 虫 が 独特 の 性 格 を 持ち 本 邦 に 於 て は 書 間 は 殆 
ん と 末 栓 血 に 出 ず し て 夜間 に 出現 する 想像 は 今日 大 き な 
テー マ で ある 。 文献 を 見 る と この 方 面 に は 実に 多く の 仕 
事 が あ 。 人 体内 に 於 ける 仔 虫 の 分 布 , 宿主 の 生理 条件 と 
の 関係 , 外界 の 各種 の 光線 その 他 の 刺 埋 と の 関係 , 仔 貝 
の 産生 と 死亡 , 又 地 理 的 分 布 と の 関係 この 点 で は 昨年 の 
マニ ラ の 汎 太平 洋学 会 で も 問題 と な つて いた 様 で ある 。 











:16 表 仔 忠 定期 出現 曲線 
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答 17 表 仔 東 出現 曲線 TI 














致 で は 二 , 三 新しい 事実 を 発見 し た の で 記 送 する 。 大 
体 夜間 の 出現 曲線 は 第 16 表 の 如く 色 ぇ な 形 で 表 わ れる 。 
又 連 日 1 週間 に わた つて 同一 人 の 仔 虫 数 を 調べ て 見 る と 
第 17 表 の 如く , 或 る 者 は 夜間 10 時 の 数 は 大 体 一 定か 
と 思え ば 他 の 者 は 甚だ し い 差 異 が ある 。 又 同人 の 同時 の 
動 , 静 , 毛細 上 管 の 数 を 調べ て 見 る と 平均 毛細 血管 に 最 
も 多く 次 ぎ が 静脈, 動脈 と 球 ぅ 順序 で ある 。 双 皮膚 毛細 
李 管 を 一 身体 の 5 ヵ所 各 対 照 に 採 征 し て も 各々 相 異 な つ 
て 居る , 即ち , 血 流 中 の 仔 虫 の 審 度 は 濃淡 相 錯 術 し て 流 
れ て 居る こと を 紙 つた 。 


( 18 ) 
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第 18 表 S 剤 に ょ る 昼間 仔 虫 誘 田 』 
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次 ぎ に 各 種 の 楽 剤 を 用 いて 書 間 の 誘 出 試験 を 試み た 移 
スパ トニ ン で は 殆 ん ど 全 例 に 於 て 服用 後 5 分 乃至 10 分 
で 最初 の 誘 出 が 起り 4 時 間 位 続く 何 え スパ トニ ン は 服用 後 
3 分 で 既に 血液 中 に 多数 の 姜 出 が 起 る の で この 事 は 本 剤 
が 既に 口腔 粘膜 か ら 吸 履 さ れ て 居る と 球 わざ る を 得 な 
い 。 奴 シ ュ ク ルッ マン の 渡 液 で も る コン ム ニ ン の 静 注 で 
る ぁ 大 多数 で 表 わ れ る 。 そ の 他 ゾ ルス チ ボ サ ン , ティ ビオ 
ン , BAL,。 ルミ ン D 等 その 楽 理 作用 を 考 ん て 試み た が 何 
ずれ も 読 出 反応 は な か つた 。 

第 19 表 S 剤 の 定期 出現 に 及ぼ す 影 響 II 


ww / 人 6 時 を 
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次 ぎ ぼ に スパ トニ ン を 定型 的 な 夜間 出現 を し て 居る 患者 
に 午後 6 時 半 に 0.1g 投与 する と 第 19 表 の 示す 如く 1 
時 チョ ッ ト 誘 出す る が 点線 (これ は 投与 前 日 の 夜間 出現 
曲線 ) の 如き こと は 全く な く 大 い に 出 現 曲線 は 乱れ 図 に 
示す 如く 書 間 も 相当 な 数 の 出現 を 来たし 中 々 平常 曲線 に 
は 戻ら な い 。 駐 夜 間 最 も 仔 虫 の 表 わ れ る 時 間 が 夜半 12 
時 頃 え スパ トニ ン を 与え る と 鹿 て その 朋 間 か ら 出 現 仔 虫 は 
ー 時 甚だ し き 減 少 を 来たし 媒 日 は 風間 と 難 も 出現 し , 前 
述 の 場合 と 相似 た 出現 曲線 を 呈す る 。 又 更 に 午前 6 時 
即ち ソロ ッ ロ 出現 の 終る 時 に スパ トニ ン を 与え る と , も 
つと 出現 曲線 は 混乱 を 来たし て 夜間 も 書 章 も 区 別 な く な 
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る 。 更に スパ トニ = ニン を 0.1g 1 日 書 間 3 回 分 服 し て 2 
ー3 回 与え る と 定期 出現 は 今や 全く 何 ん の 特徴 も な く な 
つて し まう の で ある 。 以上 の 事実 は 甚だ 興味 ある 事実 で 
定期 出現 性 の 機 序 を 明らか に する こと は 未だ し で ある が 
スパ トニ ン の 楽 理 作 用 の 解明 と 共に この 方 面 か ら の 定期 
上 AWKooー 4 
更に 仔 虫 の 出現 に 際 し て の 白血球 の 態度 を 観察 する 
emem orrenseepioe 
酸 球 出現 は 未 村 仔 虫 の 増加 と 離す べから ざる 関係 に ある 


第 20 表 。 こ の こと は 更に スペ パト ニン を 与え た 時 の 仔 量 
第 20 表 定期 出現 と 好 酸 球 TI 
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1 M 6 802224 24 6 8 0 
た 線 仔 昌 数 , 細線 好 酸 球 数 

謎 出 の 際 に も 明らか に 立証 する こと が 出来 る 。 対照 と し 
て 健康 人 に スペ トニ = ニン を 与え て も 殆 ん ど 変 化 は な い 。 更 
に 仔 虫 の 出現 と 血球 の 遊離 速度 や 墨 粒 貸 喰 機 能 を 調査 す 
る と これ に ゃ 平 ee * あ り , ak 
能 を 活 洪 に させ る こと を 誠 つ た 。 こ の 際 も スペ トニ = ン 投 
と に 依 つ て も 仔 ! SA 出現 後 15 分 位 よ り 活 洪 に な り , 大 体 
仔 虫 の 末 栓 血管 消失 まで 相関 々 係 が ある 。 

令 , スペ トニ ン を 投与 し た 際 の 遊離 速度 や 貧 喰 臓 能 を 
健康 者 , 仔 虫 陰性 の 有 症 状 者 に 就 て 調べ る と 仔 昌 保有 者 
に 訟 て 大 部 分 は 白血球 機能 が 元 進 し て 居る こと を 明らか 
に する こと が 出来 た 。 

4. 練 汰 申 症 の 治療 

本 症 の 治療 は ピ ベ ラジ ン 剤 を 以 て 今日 の 処 , 最高 と し 
て 居る 。 仔 昌 陽 性 者 175 名 に 於 て 香 々 は 第 21 表 の 示す 
如き 色々 な 方 式 を た て て 検討 し て 見 た 。 各 方 式 と も 相当 
な 効果 を 見 て 居る が , その 内 最も 優秀 と 思わ れる も の は 
1 回 量 0.05g, 1 日 5 回 2 週間 投与 , 又 0.1g. 1 日 3 
回 17 日 間 , 0.2g. 1 日 3 回 1 週間 投与 等 で , 総量 5g 
に 近い も の が 成績 が よい 。 祭 3 妃 至 6 ヵ月 後に 1 度 仔 虫 
険 陸 に な つた 49 例 中 6 例 が 再び 陽性 と な り , 治療 後 依 


然 と し て 仔 昌 陽性 の 25 例 中 3 一 6 ヵ月 後に は 10 例 に 減 






少し た 。 
第 21 表 ビ ペ ラ ヂ ン 剤 に よる 治療 


駆虫 効果 (175 例 ) 





ー 限 業 方 添 





Gr 賠 日 総量 例 数 1 ヵ月 後 3 と 6 ヵ月 後 
0.05X3X 7 1.05 10 5 
0.05x3x14 2.10 6 1 
0.05x4x 7 1.40 6 1 (で っ は) 
0.05x5x14 3.50 6 1 
0.10x3x 7 2.10 6 2 
0.10x3x10 3.00 83 49 (すっ (4 
0.10x3x14 4.20 41 11(3) 
0.10x3x17? 一 5.00 一 7 0 
0.10x5x 7 3.50 6 1 
0.20x3x 7 4.20 4 0 

計 175 67 


(0.10xX3※10) 十 (0.10x3x10) 10 2 


服薬 直 色 
(0.10x3x10)+(0.10x3x15) 12 1・ 衣 薬 直 後 


父 第 22 表 の 示す 如く , 現に / く さぁ ふる い / の 頻発 し 

いる も の 29 例 に 平均 10 g を 投与 すれ ば その 大 部 分 
は 発作 が な く な つた 。 この 内 1 例 は 17.2 g まで 投与 し 
て 無効 で も つた 。 





( 19 ) 





第 22 表 ビ ペ ラ デ ン 剤 に ょ る 治療 II 
熱発 作 に 対す る 効果 (29 例 ) 
北 効 有 効 無 効 
23 5 1 
6.0 一 12.0g 2.114.4 g YY まし す 


第 23 表 ど ビ ペ ラ ヂ ン 剤 に よる 治療 III 
乳 麻 尿 症 に 対す る 効果 (48 飲 ) 


6.2-30.6 g 12.2 と 117.2 g 


ーッ 48 多 中 : ボス パト 2 の みみ De こも の 


10 一 15 g 以上 を 還 た けれ ば 効果 は 期 人 な * - 従 て 
乳 共 尿 症 に 対 し て は 腎 十 内 注入 療法 が 必要 で あり , 又 片 
峯 が 発表 し た 腎 洪 思 管 葉 断 術 も 有効 適切 で ある こと は 追 
試 者 も あり 立証 され て 居る 。 

以上 は 特別 講演 の 要旨 で ある が , 未だ , 明確 な る 結論 
は 何 物 も な い が , 香 々 は フィ ラリ ア 症 の 臨床 本 態 は 所 主 









も ゎ も り , 象 皮 病 其他 の 各種 の 症状 は 一 種 
これ ら を 通じ て 抗原 抗体 反応 が 大 な る 
り 組織 アァ レル ギー の 方 面 か ら も 色々 説 用 
得る 点 が 多々 ある 。 搬 筆 に あたり , 日 本 寄生 中 学会 々 
長松 林 久 吉 教 授 に 深 基 な る 謝意 を 表す る 
本 研究 は 文部 省 科学 研究 費 に 負 ぅ 多大 で ある 
附 本 講演 抄 銚 に 記載 し た 業績 は 長崎 大 学 医学 部 皮 泌 


科 教 室 及び 風土 症 研究 所 の 所 員 及 び 研 究 生 の 次 の 人 ぇ 々 に 


よ つ て な され つ ょ さあ る 


症 , 


[寄生 忠 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 1 号 
生 : 綱 の 徹 合 国語 ! 逃 で あ る が 近々 の 
に 竹原 閉 と し て 発表 され る こと を 追加 する 。 

片 峯 大 助 助教 授 , 田辺 記 夫 助手 , 田林 世 治 助手 , 
博 教 助手 , 山崎 豊彦 専攻 生 , 有 里 実行 専攻 生 , 


座 巻 


森 日 義 


春 研 究 生 

谷 , 今日 まで 吾 々 及び 教室 欠 の 発表 し た 論文 の 文献 は 
昭和 28 年 発行 の ツ 最 近 寄 生 束 病 学 / 第 VII 篇 , 
(医学 書院 発行 ) 中 の 文献 に 集 銚 さ れ て いる 。 


示 状 貝 
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演説 要 


陸 ト と oZakii Hukui 
952 の : 寄生 笠 に 就 て し 
訪 岡 学 藝 大 
編 井 利 人 
中 目 
2。 章 和 半 る 有 容 寄生 原 下 
- ス テリ の 浴 長 に 関す る 維 突 
京都 府立 医大 医 動物 
ト 部 昭 
Temporary OCcurrence of cysts 


of intestinal protozoa in human 


feceS. 


Akira Urabe 
腸管 衝 生 原虫 に , 竹生 "時 的 窒 生 ( 又 
よ [ 


ヨ 然 排 虫 ) の 存在 を 失 い , を 観察 する 一 助 と 
し て 此 『 和 27 年 9 月 以降 29 年 2 月 と の 問 (に 4 種 の 腸 党 
oo し て 14 回 に 豆 り 義 便 の 検査 を 

破 し た 。 同時 に 検査 法 に 就 い て も 若干 の 老 察 を 加え 

便 検査 は 京都 市 郊外 の 一 小学 校生 徒 90 名 に 就 い 

同一 人 に 対し , 毎回 生鮮 標本 1 枚 及 激 度 標本 1 枚 令 
は 激 度 標本 2 枚 を 検査 し た 。 検索 成績 の 果 計 は 感 菜 者 率 
38.9 で 赤 閣 アメーバ 3.3 , 大 腸 ア メー バ 12.2 宗 , 
捧 小 アメ ー バ 17.8 , ラン ブル 前 毛 昌 20.0 用 で あつ 
た 時 的 が 拓 える 感染 者 と し て , 1) 比 較 的 短期 還 

2 回 以下 陽 仁 で , 2 其 後 の 検査 で 6 回 以上 連続 際 性 者 
を 調べ て みた 。 即ち も ラン ブル 畔 毛虫 感染 者 の 22.2 多大 
腸 ア メー バ で 18.2 , 稀 小 アメ ォ ー バ で 12.5 用 に それ が 
え る も の が 存 し た 。 勿論 この 連続 陰性 者 を 以 つ て 全て 
ーー 時 的 感染 者 と は 言え な い 。 病原 腸管 寄生 原虫 は 外部 条 
件 に 依り , 其 病 害 作 用 に 影響 を 受け る と 言わ れる が , そ 
の 寄生 に 於 て も 一 部 の も の は 腸管 内 の 棲 島 が 何ら か の 原 
因 に 依り 不適 当 な 条件 下 に な る 時 , 自然 に 消失 を する の 
で は な いか と 推測 され る 。 検査 法 の 検討 に 於 て , 1) 時 季 
に 使 る 「 チ ステ 」 の 検索 率 を 調べ た 所 , 春 に 最も 高く , 夏 
に 最も 低 か つ た が 赤 疾 アメ ー バ は 春 と 夏 に 最も 展 ょ 検出 
> 2「 チ ステ 」 の 感染 率 の 困 加 状況 を 見 る と 初 
同 よ り 14 回 を 通じ 赤痢 アメ ー バ 及 大 腸 ア メー バ は 殆 ん 


され て いる 


( 2 ) 


ど 6 回 検査 終了 迄 で 証明 され 6 回 検査 後 は 和 小 アメ ー バ 
及 ラ ン ブ ル 羅 毛 昌 が 主として 増加 し て 行 つた 。3) 6 回 検 
舎 終了 人 迄 に 於 ける 各 チ ステ の 腸 性 6 回 数 で は 6 回 連続 陽 
性 者 は ラン ブル 鞭毛 虫 の 1 例 が あり , その 順序 は 1 回 , 
2 回 , 3 回 , 4 回 . 5 回 , 6 回 で NR 糞便 の 肉眼 的 
性 状 を 大 きく 有形 便 と 軟便 に 別け て , その 「 チ ステ 」 検 出 
の 機会 を 見 た 所 赤痢 アメ ー メ , AM アメーバ 小 ア ォ 
ー バ は 何れ も 有形 便 に 多 か つ た が , 唯 だ ラン ブル 鞭毛 貝 
の み 軟 便 に 多く チ ス テ が 検出 され た 。 

(追加 ) (国立 久里 浜 病 院 小児 科 ) 有野 時 恭 勝 
1 ヶ月 間 に わた る 学童 の Giardia anblia 感 沙 者 10 
名 に つい て の 長期 間 の 観察 は , 11 ヶ月 継続 し て 陽性 で 
ある も の 6 例 , 時 に より 陽性 険 性 常 で な いも の 4 例 で も 
27E。 


赤痢 アメ ー バ の 敬 光 法 に 依る 観 究 


群 大 医 衛生 
鈴木 未 南 ・ 小 机 弘 之 


Fluoromicroscopic Studies on 万 2- 
7272 の 6 の 2 72s7 の の 2cZ by means of 
acridinorange vital staining. 
Ineo Suzuki, Hiroyuki Kozukue 


革 半 あ こ 有 各 て Acridinorange( 以 下 Acror 略 ) に よる 

EE 体外 光 処理 法 (Strugger, Haitinger, 1940) は 未だ 殆 ん 
ど 試 み ら れ て いな い 。 我々 は 先ず Acror 多 理 に より E。 
hist. の 生体 観察 を 試 久 た 。 

観 守 に は イワ キ 製 彼 光 顕微 鏡 用 光源 装置 を 用 いた 。 顕 
微 鏡 は 千代 田 A 型 を 使用 し た 。 

(1) 新鮮 染色 法 に よる 実験 結果 : 田辺 ・ 千 葉 培 地 に 培 
養 し た E. hist. 5 株 を 用 い 1 : 10, 000 Acror 溶 液 (pH 
3.5, 5.0, 6.0, 7.0, 8.0) で 多 理 し , 26"C で 鐵 検 し 
た 。 生体 観察 に は pH 6.0 一 8.0 が 好適 で pH 5.0 以下 
は 不適 で も つた 。 pH 6.0 以上 で は 運動 活 洪 な 栄養 型 は 
処理 直後 より 原形 質 中 に 多数 の 赤色 に 光る 眠 粒 を 認め , 
その 流動 状況 が 明瞭 に 観察 され る 。 核 は 一 般 に 認め られ 
な い が 稀 に 叶 緑 色 の 紋 光 を 発し て 見 える 。 虚 足 は 購 緑 色 
の 克 光 を 発する 。 時 間 が 経つ て 運動 が 停止 し た も の で は 
厚 形質 内 の 赤色 粒 は や が て 黄 更 に 緑 に 変色 し 次 第 に 淡 
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く な り , 消え る 。 原形 質 は 緑色 が 次 第 に 明る く な り 黄 色 
を 帯び る 。 核 は 特に 緑色 に 光る 。 次 で 原形 質 は 周縁 部 よ 
り 棒 色 を 喜び ve ・ 赤 色 と な る 。 核 は 黄 緑 色 を 経て 
鮮 黄 色 と な り 徐 * に 粉 , 赤 に 移行 する 。 依 て 虫 体 の 可 光 
ー Pe 間断 来る 。 人 条 之 
っ pH と も る 折 の 新旧 に 依 て 相違 は 認め られ な か 


つた 。 愚者 糞便 中 の 生 栄 伏 型 で は 赤色 頻 粒 が 細か く 少 い 
まっ 作 うた また Cyste に 就 て も 生死 に よる 磐 光 像 
の 相違 を 明か に 認め た が , 之 等 は 更に 詳 絹 検討 中 で も 
る 。 


(2) 菩 倫 染色 法 に よる 実験 結果 : HC 菩 地 (第 21 回 答 
生 虫 学会 発表 ) 中 に Acror を 1: 5,000 一 1 : 5, 000, 000 
の 割 に 添加 , 培養 し Amoeba の Acror に 対す る 抵抗 
性 , 生体 可 染 最低 濃度 , 釣 光 像 を 観 窪 し た 結果 , 24 時 間 
後 1 : 10, 000ー1 : 1, 000, 000, 48 時 間 後 1 : 1, 50, 000 ン 
1 : 1, 000, 000 に 於 て 培養 染色 が 可能 で あふ つた 。 その 約 
光 像 は 新鮮 染色 の 場合 と 同様 で , 極め て 美肌 で あつ た 。 

(3) Acror 加 継 代 菩 杖 実 験 結果 : 田辺 ・ 千 葉 菩 地 固形 
部 に Acror を 1 : 5,000 の 割 に 加え て 継 代 培 養 し た と 
ころ , 16 代 に 至る も 何 充 分 培養 し 得 た 。 随 時 鏡 検 し て み 
る に , 新鮮 染色 と 同様 の 統 光 像 を 示し , 運動 活 湊 で あつ 
た 。 即ち , Acror は 1 : 10, 000 以上 の 稀 生 で は 赤痢 アメ 
ー バ に 対し 殆ど 毒性 な く , 極め て 多 洒 に し て 変化 に 富 
豆 光 像 を 現 わ す の で , この 色素 を 用 いて の 生体 外 光 爺 理 
法 は 原虫 の 生理 研究 え の 応用 価値 が 極め て 高い も の と 考 


に 


える 。 


4、 アメ ォ メー ズバ 下 体 融解 物質 の マッ ウス 
実質 臓 蒼 に 及ぼ す 組 織 細 胞 学 的 研究 
群 大 ・ 衛 生 
原 和敬 造 ・ 澤 田 利 頁 
Histopathological studies on 
animals injected with the cell 
components of 万 . /s/o/y/2c6. 

Keizo Hara, Toshisada Sawada 

赤痢 アメーバ の 毒性 に 関し て は , 溶血 性 並 に 綱 胞 溶解 
性 , 及び 交感 神経 未 精 刺 埋 性 の ある 事 が 報告 され て いる 
の あつ * の 毒性 物質 が 全身 実 明 折 臓 器 に と 与え る 影響 に 
就 い て は 未だ 報告 が な い の で , 召 々 は アメ ー バ 遇 体 融解 
物質 を 用 いて マッ ウッ 実 質 臓 器 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た 。 
即 , 先ず 凍結 融解 物質 を 10 頭 の 健康 マウ ス に 皮下 注射 
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し , 注射 完了 後 , 夫々 , 1 一 14 日 の 間 に 撲 殺し た 。 騙 , 
自家 融解 物質 は , 6 頭 の マウ ス に 注射 し , 注射 完了 後 , 
夫々 1 一 13 日 の 間 に 撲 末 し た 。 和 出 職 器 は Hely 氏 液 , 
10 中 性 ホル マリ ン で 固定 し , ヘマ トキ シリ ン , エ オ チ 
ン , ハイ デン ハイ ン 鉄 へ マト キシ リン , Sudan III を 以 
て 染色 し , 父 Glycogen を 過 活 素 酸 Sch 控 氏 反 応 (PF 
で 嘘 液 試験 を 行い , 組織 絹 胞 学 的 に 観 窪 し て 次 の 


間 果 を 得 
- ア ッ ー 中 体 解 物質 選択 的 に 特に , 肝臓 に 障 
を 三 え る 。 


2) 肝 障 奄 像 と し て , 各 胞 が 著しく 腫 大 し , 原形 質 の 
粗大 吾 粒 状 妨 至 竣 状 化 , 又は , 泡 注 乃 至 空 胞 化 を 呈し , 
核 は タロ マチ ン の 融解 , 並 に 核 膜 周辺 え の 偏在 化 , 空 胞 
形成 等 , 各種 変性 像 を 示す 淡 明 な 肝 絹 胞 の 著 明 な 増加 を 
認め た 。 

3) 肝 繝 胞 の 技 分 像 像 中 に 3 極 分 像 を 示す 特異 な 所 見 
を 認め た 

4) 融解 物質 に よる 肝臓 障 如 で は , 交 性 反応 を 殆ど 伴 
わな か つた 。 

5) 凍結 融解 物質 の 毒性 は , 自家 融解 物質 より も 強く 


認め られ が 6 


5. アメ ー デ 性 肝炎 及び 肝 肛 痛 
の 発生 機 診 に 関す る 実 際 前 研究 
群 大 ・ 衛 生 
澤田 利 頁 ・ 原 敬 造 
Studies on the production 
of amoebic liver abscess in 
domestic animalSs. 
Toshisada Sawada ,Keizo Hara 


アメ es mes 生 機 序 に 関し て は , Aschoff は 
テア メー バ 単 独 で は 膜 韻 は 生じ な いと 逃 べ , 又 最 近 , 吉本 
は , Rat Pf で , 膜 瘍 の 発生 に は Bacterial flo- 
ra の 必要 な 事 , 及び , Bacterial Hora の み で も る 腰 瘍 の 
発生 し た 事 を 報告 し た 。 
実験 を 行 つ た 。 即 , 猫 に 於 て は , Bacterial Hora と 共 
に アメ ォ ー バ を 注射 し た 場合 は Amebic abscess を 発生 
し , Saline 及 Penicillin, Streptomycine 等 の 抗生 物 
質 を 以 て , Bacterial HHora を 除い た アメ ー バ を 注射 し 
た 際 は , 膜 務 は 生じ た が , アメ ー バ は 検出 され な か つ 
た 。 更に Chloroform, Alcohol で 予め 肝 に 障 万 を 与え 
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た 例 に , アメ ー バ を 接種 し , Alcohol 移 理 の 例 に Bac- 
terial HHora を 除 志 ませ る アメ ー バ で Amebic abscess を 
生じ た 。 

犬 に 於 て は , 季 オ リー プ 油 で 前 移 置 し た 例 に Bacteri- 
al1 Hora を 除い た アメ ー バ で Amoebic abscess を 発生 
し , 家 各 に 於 て も 犬 と 同様 , 区 オ リー プ 油 で 処理 し た 例 
に , Bacterial fora を 除去 し た アメ ー バ で Amoebic a- 
bscess の 発生 を 見 た 。 倍 , 猫 犬 , 家 和 で Bacterial 
fora の み を 注射 し た 場合 に 膜 瘍 の 発生 を 見 た が , 之 
は Amoebic abscess に 比 し , 大 さも 小さ く , 組織 的 所 
見 も Amoebic abscess と 異 り , Amoebic abscess で は 
病巣 部 に 絹 胞 浸潤 が 少く , 全 例 に 出血 が 認め られ た が , 対 
膨 例 で は 細胞 浸潤 が 強く , 出血 は 認め られ な か つた 。 以 
上 に より , Amoebic iverabscess の 発生 に は , Bacte- 
rial fora $ ふ 緊密 な 関係 を 有する が , Bacterial fora を 
除去 し た Trophozoites に よる Liverabscess の 発生 に 
は , 何等 か の 原因 に よる 肝 障 幼 の 存在 が 重要 な 役 加 を 演 
ずる も の と 思わ れる 。 





6. 二 三 の 抗生 物質 の 培養 
赤 病 アメ ー マ に 対す る 作用 


阪 大 微 研 
高 田 季 久 


Antiamoebic action of several 
antibiotics in vitro. 
Suehisa Takada 


た も 
体 培地 (猪木 等 1949) が 抗 ア メー バ 薬 剤 の in vitro test 
に は 非常 に 使 利 で あり 且 優 孝 で ある 事 を 報告 し た が , 私 
は 此 の 培地 に よ ょ り 最 近 新 ら し く 抽 出さ れ て 居る 多く の 抗 
生物 質 に つい て , 基 の 抗 ア メー バ 作 用 の 有無 を 検査 し て 
居る が , 其 の 内 , 現在 まで に in vitro に 於 て , 従来 知 
られ て 居る 抗 ア メー バ 剤 に 比較 し は る か に すぐ れ て 居 
た 四 種 , 即ち も , Trichomycin (細谷 等 1951) Eurocidin 
(中 沢 , 緒方 1953) Candimycin (武田 製薬 研 , 未 発表 ) 
及び 其 の 曹達 塩 を 見 出し た 。 各々 の 24 時 間 観 察 で は , 
培地 中 の 測度, 各 , Eurocidin・…・16, 000 倍 , Trichom- 
ycin・…・20, 000 倍 , Candimycin・・・25, 000 倍 , Candi- 
mycin -Na・…・・22, 000 倍 の 濃度 以上 に 於 て , 叉 , 48 時 
間 で は 更に 倍 有 又は それ 以上 の 低い 濃度 に 於 て も 発育 の 阻 
止 が 見 られ た 。 之 に 比較 し て オー レオ マイ シン は 10, 000 






( 23 ) 





23 


倍 (24 時 間 目 ) 塩酸 テ ぇ メチ ン は 実に 2, 000 倍 の 高 濃度 を 
要 し た 。 

双 直 達 作 用 の 観察 は 保温 顕微 鏡 を 用 い , 各 薬 剤 濃度 
2000 倍 と し て 15 分 間 の 観察 を 行 つ た が , Trichomycin 


Eurocidin は 10 分 一 15 分 で 殆 ん ど 全 部 死滅 し た の た 反 
し Candimycin, 塩酸 エメ チン , オー レオ マイ シン 等 は 
15 分 間 の 観察 で は 著 変 は 認め られ ず , 反 つ て Candim<- 
yein 等 で は 反対 に 運動 が 活 洪 と 成 つた 。 

in vitro の 成績 を 直ちに in vivo に 及ぼ すこ と は 一 
考 を 要する 点 で は ある が , 此 の 成績 より し て 之 等 薬剤 の 
抗 アメ ー バ 作用 の 大 略 を 知り 得る ある の で は な いか と 軸 
う 。 


7. 実際 的 アメ ー バ 症 に 関す る 研究 


第 1 報 赤 狗 アメ ー バ 感染 と 接種 株 随伴 細菌 
の モル モッ ト 腸 管内 定着 性 と の 関係 に つい て 


都立 在原 病院 
斎藤 誠 


Experimental studies on 
amoebiasis in the 
guinea DiZ. 
Makoto Saito 


外来 性 細菌 が 体内 に 侵入 し た 場合 , その 細菌 は 通常 定 
論 す る こと な く 短 時 間 の 5 ち に 排 注 さ れる こと が 多い 。 
この 事実 を 考 虐 し , 実験 的 に モル モツ ト の 盲腸 に 赤 狗 ア 
メー バ を 接種 し た 場合 , 赤痢 アメ ー バ に 随伴 し て いた 細 
菌 の 定着 性 と アメ ー バ 潰瘍 成立 の 間 に 関 連 が ある か 否 か 
に つい て 検討 を 行 つ た 。 

赤 独 ア メー バ 接 種 後 , 随伴 菌 の 定率 を 知る 手段 と し 
て , 排 商 便 を 接種 後 20 日 まで 毎日 , 盲腸 内 容 に つい て 
は 剤 検 時 (接種 後 20 日 ) に , 随伴 菌 の 有無 を 検 し , 死亡 
例 に つい て は , 死亡 た と いた る まで 同様 な 検査 を 行 つ た 。 

検査 の 指標 と し た 細菌 は , 供 試 ア メー バ 株 (EH 株 , 〒 
K 株 ) に 随伴 し た Eschelichia coli, 氏 lebsiela aeroge- 
nes, Alcaligenes faecalis の 3 株 で , TK 株 で は 以上 
の 菌株 に 加え て Proridence group を も 観察 の 対象 と 
し , 種 の 鑑別 に は INVIC に よる ほか ), 各種 の 炭 水 
化物 分 解 能 に よ つ た 。 

以上 の 方 法 に よ つ て 接種 株 随伴 菌 の 定着 に アメ ー バ 性 
潰瘍 形成 と の 関係 を 検討 し た 。14 例 の 赤痢 アメ ォ ー ボ 接種 
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(盲腸 に 直接 接種 ) モ キル モッ ト の 排 洪 便 に お ける 随伴 菌 の 
排 菌 状態 は 。 アメーバ 感染 を 認め な か つた 8 例 で は , ア 
メー バ 株 の 随伴 菌 の み を 接種 し た 8 例 と 同様 に 概ね 5 日 
以内 に 随伴 菌 が 消失 し た 。 こ れ に 反し 盲腸 に 潰瘍 を 形成 
し アメ ー バ を 認め た 5 例 (20 日 まで 生存 1, 8 一 19 日 死 
亡 4 ) は , 死亡 に いた る まで 或いは 接種 後 20 日 ( 割 検 時 ) 
まで 持続 的 に 或いは 間 大 的 に 随伴 菌 が 排 湯 され た 。 換言 
すれ ば アメ ー バ 潰瘍 の 形成 と 同時 に , 随伴 菌 が モル モツ 
ト 腸管 内 に お いて 増殖 し た 所 見 が を られ た , し か し , ア 

メー ババ 沖 瘍 の 形成 を 割 検 に よ つ て 明か に し た に か か わら 
ず 随 伴 菌 が 接種 後 問 も な く 消失 し た 1 例 (20 日 まで 生 
存 ) を 経験 し て いる 。 ま た 割 検 時 , 盲腸 内 容 に お ける 随 
伴 菌 定 状 の 有無 は , 排 洪 便 に お ける 観察 と 同様 で デメ ー 
バ 潰 瘍 の み られ た 6 例 中 5 例 は 随伴 菌 の 定着 を 認め , 他 
の 1 例 は アメ ー ベ 潰瘍 の み られ な か つた 8 例 と 同様 に 随 
伴 菌 は 認め られ な か つた 。 

これ 等 の 成績 を 総覧 する と , 一 般 に アメ ー バ 潰瘍 の 形 


所 
うけ る が , 実験 例 数 が 少 い の で , この 関係 の 結論 は 将 : 


に まち た い 。 


8. Trypanosoma gambiense 
の 免疫 学 的 変位 の 研究 

副 挑 元 に 関す る 二 , 三 の 考 宗 (第 13 報 ) 

阪 大 微 研 


編 喜 多重 光 ・ 尾 崎 文雄 ・ 猪 木 正三 


Studies on the immunological Va- 
riatiOmS in 7 ァ ッ カ Z72030772 の 772 の 2272S@. 
13. Considerations for subantigen. 


higemitsu Fukukita, 
Humio Osaki ,Shozo Inoki 


原 株 O 及 びそ れ よ り 再 発 操作 に より 得 た 変異 株 が 免 商 
、 学 的 に 独立 し た 抗 元 型 を 有 し て 継 代 され て 行く 中 , 我々 
の screeningmethod に より そ の 変異 株 R の 原虫 体内 に 
O 抗 元 を 認め 所 講 副 拓 元 と 名 付け て 既に 発表 し た が , な 
お 変 暴 株 Rs に つい て 同様 の 実験 を 行 つた 結果 Rs 1 代 よ 
り 21 代 ま で は 純 な 抗 元 を 以 て 継 代 され て 行き , 22 代 よ ェ 
り 41 代 ま で の 間 は Rs 22 代 治 療 マ ウス に O 原虫 が 通ら 
ず , Rs35 代 原 虫 は O 治 療 マ ウス を 通る 事 よ り そ の 原虫 
体内 に O 撤 元 の 存在 を みとめ 且つ この O 挑 元 を 含む 変異 
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株 R は 抗 O 血 清 に は 凝 塊 反 応 を 起 さ ず Rs 42 代 よ り は 混 
塊 反 応 に お いて 抗 R 血清 , 抗 O 血 清 共 に 反応 を 現 わ し 所 
詩 覆 合 抗 元 系 の 原虫 と な つた , 更に Rso, Rio の 変異 株 
に つい て も 同様 の 結果 を 得 た 。 今 塊 反応 に お いて は 純 
な 抗 元 と 同様 抗 O 血 清 に 陰性 を 示す この 様 な O 抗 元 を 合 
ぞ む 変異 株 Ri 29 代 の 原虫 体内 の O 抗 元 の 体 価 を し ら 
べた 結果 即ち 原虫 数 十 の Rio No. 62 の 感染 マッ ウス る 
血清 で 治し て の も 日 を 追 つ て 該 マ ウッ ス の 尾部 より 0 の 
毛細 管 法 に て 血清 を と り 氷 室 に 保存 後 , 0 169 代 及 び Ro 
35 代 共に 了 中 拉 の ぇ の 原 是 と 北 塊 反応 を 行 つ た 所 人 
血清 を さして 笠 日 より 主 拓 体 Rio が 現われ 7 日 目 に 最高 
に 達し それ より 減少 し , O 抗体 は 量 的 の 関係 か ら 3 日 目 
より 現われ 壮 撤 体 より も 低い 抗体 価 を 示し て いる , Ro 
No. 63, Rso No.104 る 同様 の 結果 を 得 た 。 次 に 凝 玩 反 
ふ に 訟 て 抗 Rso 血清 及び 抗 O 血清 の 両者 に 反応 を 現 わ 
ナ 複 \ 抗 元 系 に な つた Rso 55 代 No.114 の 原虫 体内 の 
撤 体 価 に つい て は 9 日 目 頃 より O 挑 体 が 主 拓 体 zo と 
接近 する 位 高い 拓 体 価 を 示し て いる 。 今後 撤 体 価 に つい 
て は な お 十分 検討 すべ き で ある が 以上 の 結果 より 変異 株 
が 始め 純 に 独立 し て 継 代 され た も の が ある 時 期 に 0 抗 区 


を 含み , その O 抗 元 が 凝 塊 反 応 に 於 て は 抗 O 血 清 に 反応 


を 起 さ ず そ の 抗体 価 も 変異 探 の 主体 価 に 比べ て 非常 に 低 
く 是 つ 日 を 追 つ て 減少 こそ すれ 増加 を 示さ な い 間 の O 
抗 元 を 港 在 抗 元 と 呼ん で 覆 合 抗 元 系 へ の 移行 を 明らか に 

し た , 即ち 複合 抗 元 の 中 に は 肖 塊 反応 に 於 て 単 一 抗 元 と 
同様 抗 R 血清 に このみ 反応 を 現 わ し 抗 0 血清 に は 陰性 の も 
の と , 抗 R 抗 O 両 血清 に 反応 を 現 わ し 直ちに 複合 撤 元 
と 決め られ る も の と が ある 。 前 者 は 我々 の screening 
method に より 始め て 変異 株 中 に O 撤 元 の 存在 を 認め 
単 一 抗 元 と 区 別 出来 る も の で 之 を 潜在 抗 元 と 名 付け 後者 
の O 挑 元 を 副 抗 元 と 考え た 。 


9. 大 及び 獲 に な ける Coccidium 
症 に 関す る 実験 的 研究 (第 5 報 ) 
浪 大 ・ 農 ・ 如 医 
富 村 保 
Experimental studies on CoccidiosiS 


in the dog and the cat (Report 5). 
本 amotsu Tomimnura 


前 回 は な gs カ ozg 7e/2s の oocyst の 形態 sporogony 
及び 猫 へ の 感 菜 試験 を 行い , 本 虫 の prepatent period 


(24 ) 





本隊 











昭和 29 年 6 月 (1954)〕 
は 8 日 , patent period は 16 一 20 日 と 報告 し た 。 今回 
は 引続き schizogony, gametogony, 寄生 部 位 等 に つい 
て の 観察 成績 を 報告 する 。Andrews (1926) は 猫 へ の 感 
染 試 験 を 行い 本 虫 の prepatent period は 5 一 6 日 と 報 
右 し て いる が 氏 の 成績 は 余 の それ と 若干 の 差異 が 認め ら 
れ , 令 Wenyon(1923) の 記載 に よれ ば 寄生 体 の 発育 と 

時 間 の 関係 等 が 未 解決 の ま ょ 残さ れ て いる 。 よ つて 余 は 
猫 (健康 ) に 大 量 の 成 惑 oocyst を 試食 感染 せしめ , 24 時 
間 , 36 時 間 , 2 日 , 3 日 , 4 日 と 日 を 追 つ て 11 日 迄 の 毎 
日 時 に 2 一 3 頭 づ ヽ を 致死 せしめ 消化 管 の 各部 か ら 各 数 
個 の 組織 片 を 取り デ ァ ン の 液 等 に 固定 し , 法 の よう に 3 
z の 連続 切片 を 作成 , ハイ デン ハイ ン の 鉄 へ マト キシ リ 
ン 染 色 を 施し , 粘膜 組織 内 寄生 体 の 検出 に 力 め , schizo- 
gony 及び gametogony を 観 窪 し た 。 その 成績 は 次 の 
如く で ある 。 

1) 本 虫 は 十二指腸 か ら 結腸 に 至る 各 徹 域 の 腸 上 友 細 
胞 内 に 寄生 する が 空腸 PPwivwsw 


2) merozoite に は 2 型 (x 型 , y 型 と する ) が 認め ら 
れ 双 方 共 の 1st, 2nd generation の merozoite を 形 


成す る 。 

3) x 型 は 1st, 2nd 共 2 一 4, y 型 は 1st generation 
6 て 8, 2nd generation 8 一 24 の merozoite を 形成 す 
る 
型 merozoite 共 1st generation は 5 日, 
2nd generation の 完成 に は 7 日 を 要 Pi 

5) 本 虫 の 粘膜 組織 内 に お ける 全 発 育 は 8 日 で 完成 す 


の 


4) x, y 


レン 


10. 鳥 マ ラリ アァ の 研究 (第 3 報 ) 
Piasmodium gallinaceum 抽出 物 
質 の 過敏 拓 原 性 に 就 い て (予報 ) 
長崎 大 学 風土 病 研究 所 
永井 利 承 
Studies on avian malaria (III). 
Allergenicity in saline extract 


from ア /2s の 7 gg/77272c6277・ 
Toshitsugu Nagai 





マラ リア 原虫 の 過敏 撤 原 性 に 就 い て は , 従来 , 時 
成因 に 関し て 想定 され て は いた が , その 実験 的 証明 は 石 


こけ で ある 。 演 者 


昭 25) の 海 手 過敏 定 シ ョ ッ ク の 報告 


( 25 ) 
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は , Plasmodium gallinaceum の 生理 食塩 水 抽出 液 を 抗 
原 と し て , Shwartzman 現象 , Arthus 現象 , Schultz- 
Dale 反応 及び 沈降 反応 の 実験 を 行い それ に 過敏 抗原 
性 及び 沈降 原 性 の 存在 する こと を 確定 し 得る 成績 を 観察 
し た 。 


11. ネズ ミ マ ラリ ア ア /2s72g の 2272 
の eZgez に 関す る 研究 


東大 伝 研 寄生 東部 
田中 寛 ・ 紳 田 錬 蔵 


Studies on ア /Z2s07272 の eZg7e2 
Vincke et Lips, 1948. 
Hiroshi Tanaka, Tozo Kanda 


ネズ ミ マ ラリ ア ア /2s2zod27z22 の eZg7e2 Vincke et Lips, 
1948 は Vincke et Lips に より ベル ギー 領 コン ゴー の 
ネズ ミ 7Z/220727S S27 の gs7eZ より 発見 され た も の で あ 
り , 日 本 に は 1953 年 8 月 13 日 W.H.O. の 央 八 賢 博士 
こよ り 当 所 に 輸入 され た 。 こ の 形態 は ア /. 722z に か な 
り 似 て いて , マウ ス ・ ラ テラ ッ テ に ふも 感染 する 。 マ ウス の 観 
察 で は 被 寄生 血球 26, 000 一 31, 600 ュ を 10 匹 に 接種 し , 

本 EN 
43/44, (97.8 妊 ) ~ た 。 この 10 匹 の マウ ス の 潜伏 
ad 日 で ほ ゞ 一 定 し て いた が , 原則 
出 原 期 間 , 死亡 迄 の 日 数 (15 日 より 26 日 ) は か な り 変 暴 
が あつ た 。 双 末 栓 血液 中 の 被 寄生 血球 率 は 日 々 の 変動 が 


大 きい が , 次 第 に 増加 し , 死亡 前 に 多く は 最高 系 (10 一 
70 多 ) を 示し た 。 1 血球 に し ば し ば 多数 原虫 が 入る が , 
その 原虫 平均 数 は , 被 寄 生 血 球 率 に ほ ゞ 平行 し て 増減 す 


る 。 潜伏 日 数 は 原虫 接種 量 に 夫 接 に 関係 が あり , 接種 被 
寄生 血球 数 1 万 ょ り 416 万 の 聞 で は , 多量 接種 すれ ば 潜 
伏 期 は 短く な り , その 関係 は logg P ニ ー0.672D 十 7.952 
と な る (P: 被 寄生 血球 数 D : 浴 伏 日 数 )。 接 種 数 1 万 以 
下 で は 軽度 の 感染 か 或 は 感染 し な いも の も あつ た 。 婁 血 
は 必 発 で , 克 亡 前 に は 300 万 /1 mm 以下 に な り , 且 中 
尾 は 黄 味 を 帯び た 蒼白 色 と な る 。 死亡 し な か つた 例 で は 
途中 で 貧血 が 眉 復 し て いた 。 ラッテ 5 匹 の 観 窪 で は , 邊 
寄生 血球 数 130, 000 一 294, 800 ュ の 接種 に より , その 中 
2 匹 が 死亡 し た 。 マウ ス と 同様 浴 伏 期 は ほ ゞ 一 定 で 2.5 
日 で も つた 。 其 の 他 の 経過 は 一 定 し た 結果 は 得 ら れ な か 
つた 。 又 生 残 つた 3 匹 は 次 第 に 原虫 が 出現 し な く な つ 
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だ た 。 ア カネ ズミ 4 ヵ ogezzzs seczoszs (に 210 万 ュ の 被 寄 
, 対照 マウ ス と 同様 に 原虫 出現 を 認め た 。 
ハタ ネズ ミ czoZzS 707e の e/77 (に は 13, 400 ュ の 被 容 
生 血 球 接種 で 対照 マウ ス 原 虫 出 現し , 死亡 し て 居る の に 
ハタ ネズ ミ に は 原虫 出現 せ ず , 36 日 後 この 血液 及び 肝 臓 
ao ウス に 接種 し た ら , マウ ス に 原虫 出現 し た の で , 
間接 に ハタ ネズ ミ が 感染 し て いた の を 知 つ た 。 


12. 渦 . 犬 . 意 よ り の Toxo- 
plasma 検索 


慶應 大 寄生 虫 
田 崎 光 


Surveys on Toxoplasma in 
rats, dogs and spDarroWSs. 
Hikaru Tazaki 


私 は 我国 の 各種 動物 に 如何 な る 程度 Toxoplasma が 
見 出さ れる か を 検討 し , 同時 に , その 腸 内 及び 血液 内 寄 
生 原 虫 を 検 べ た 

調査 動物 は , アカ ネズ ミ 50 匹 , 雀 55 匹 で あり , 同じ 
く , 同 教室 の 松元 氏 が , 犬 88 匹 に 付い て Toxoplasma 
を 検 べ た 

期間 は , 昨年 6 月 より 12 月 まで ヽ あ る 。 之 等 の 動物 
は 何れ も 生 捕 つた も の , 又は 死後 間 も 無 い も の を 使用 し 
た 。 

Toxoplasma は その 脳 , 時 に 肝 , 肛 を 乳鉢 で すり つぶ 
し , 生理 食塩 水 で 約 10 辺 の 懸 濁 湾 を 作り , マウ ス 3 匹 
の 腹腔 , 脱 内 に 接種 し , 之 を 1 代目 と し , 更に その マウ 
ス の 脳 , . 肝 , Reo 同じ 方 法 で 懸 濁 液 と し , 3 匹 の 
マウ ス に 接種 し た 。 

全 例 3 代 目 ま で 欠 代 を 行 つた 。 

観察 期間 は, 1 代目 4 週間 , 2 代目 3 週間 , 3 代目 2 
週間 で ある 。 5 

腸 内 寄生 原虫 は , 大 腸 及び 小腸 内 容 を 生鮮 擦 本 と し , 
必要 に 応じ て 鉄 ヘ マト キシ リン 染色 , 培養 を 併用 し て 行 
2 つた だ 。 


碧 液 内 寄生 虫 は 心臓 血液 を 塗 洲 ,。 ギ ム ザ 菜 色 を 行い 検 


べた 。 
ake アカ ネ ダミ で は Toxoplasma は 一 例 
も 見 出さ れず , 腸 内 寄生 原虫 は , Trichomonas muris, 


Trich parva が その ほ ゞ 全 例 に 発見 出来 , Giardia m- 
uris が 約 半 数 近く 見 出さ れ た の は 興味 有る 事 で ある 。 
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血液 内 寄生 原虫 で は , Tripanosoma lewisi が 1 例 の 
み に 認 め ら れ た 。 

犬 で は Toxoplasma は 全 例 陰 性 で あつ た 。 

雀 に 於 て は , Toxoplasma と 思わ れる 虫 体 が , 17 例 
(31 ) に 見 られ , 腸 内 寄生 原虫 は 1sospola lacazie が 
31 例 に 検 届 され た が , 正 液 内 寄生 原虫 は , 全く 認め られ 
な か つた 。 

此 の 雀 に 見 出さ れ た , Toxoplasma と 思わ れる 上 由 体 の 
見 られ た 接種 マウ ス は , 接種 後 2 週間 目 頃 か ら , 粘 租 な 
多少 瀬 濁し た 。 腹水 が 見 られ , 肝 , 腸 の 肥大 が 認め られ 
た 。 腹水 を 塗 洲 ギ ュ ザ 泉 色 する と , Macrophagen や 大 
小 汐 思 球 内 の 多く は , 原形 質 内 に 時 に 核 に も 虫 体 の 存在 
が 見 られ た 。 

形 は 紡 押 形 , 尋 円 形 , 半月 型 で 核 は 一 方 に 偏 し て 居 
る 。 

大 き さ は 長 経 2g 一 3 幅 1.4 ゅ 一 1.54 で ある 。 一 油 
胞 内 の 虫 体 数 は , 少 い も の で は 一 ユ , 多い も の で は 100 
に ゃ も 及ぶ も の が ある 。 

貝 体 の 継 代 で は , 感染 マウ ス の , 脳 , 肝 , 腫 , 又は 腹 
水 を マウ ス の 腹 腔 に 入れ て 行 つて 居る 。 

( 問 ) ( 浪 大 ・ 農 ・ 歌 医 ) 一 色 府 英 四郎 

北大 の 平戸 教 援 が 北海 道 で タメ キ か ら Toxoplasma 
を 見 出し て お られ , 病原 虫 は 肺 の 塗 抹 に 最も 濃厚 で ある 
と 記載 され て お られ ます が , 肺 の 御 検索 成績 は 如何 で し 


た か 。 

答 ) 田 時 光 
肺 に つい て は 未だ 検査 を 行 つて 居り ませ ん 。 

(追加 ) (東生 病院 ) 宮 川 米 次 


私 は 永 塩 博士 より 材料 を うけ 1 例 は 脳 水腫 で 死ん だ 臓 

の 豚 絡 膜 の 綱 胞 の 内 外 に 多数 の 小 体 を 見 , 他 例 は 同 症 の 

科 液 の 染色 標本 に 見 て いる 。 こ れ は 香川 博士 に よる と 何 
れ $ も 皮膚 反応 は 陽性 で あつ た と い う 。 こ の よ ょ うに 邦人 に 
も Toxoplasmosis が ある だ ろう と 思 つ て いる 。 

(追加 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 

田崎 氏 の 見 て いる も の は 本 来 の Toxoplasrma より も 
か な り 小 さい の で その 本 質 の 決定 に は た め ら つて いる 。 
併 し 人 竹 か ら マ ウス に 接種 し う る 寄生 体 と し て は Toxopl- 
asma 以外 に は 考え 難い 。 








95。7 
る 率 
人 
る に 
っ 


で あ 











13. 開 便 内 里 卵 概 出 法 の 比較 研究 


訪 井 衛 研 
大 瀬 四 光 ・ 前 田 素 衛門 ・ 小 原 寧 
多田 哲夫 ・ 西 畠 長 雄 


A comipariSon of techniques for recovery 
of helminth ova in Human feces. 
Takamitsu Ohse, Kaemon Maeda, 

Yasushi Ohara, Tetsuo Tada, 
Yoshio Nishihata 


抄 靖 な し 


14. 十二指腸 ュー ゲ ン デ 法 に よ る : 3 すろ 
是 特 に 東洋 毛 様 線上 豆 の 集 園 偽 診 成績 
弘前 大 医 
村 哲夫 ・ 鳴 海 弘 泰 
田中 正 一 ・ 菊 地 宴 


Mass examination about the in- 
festation of parasites, especially 
アァ jc の s77 の gye2S 07Z2672727s。 by 
the duodenal drainage. 
Tetsuo Maki, Hiroyasu Narumi, 
Shoichi Tanaka, Kan Kikuchi 


我々 は 東洋 毛 様 線 虫 が 日 本 人 の 胆道 疾患 に 全く 無関係 
剛 MM つ Ashm その 寄 生 率 の 実態 を 知る 為 
こ 上 記 検 診 を 行 つた 。 即 ち 青 森 県 館 岡村 及び 療 崎 町 中 学 
Jeefam , ゾン デ を 叶 下 せしめ た が , 検査 を 十分 な 
し 得 た の は 前 者 102 名 , 後者 68 名 で あつ た 。 これ 等 に 
Pe 
を 比較 検討 し た 
証 mp 『 生 率 は 館 岡 村 90.2 用 , 藤崎 町 58.8 
で あつ た 。 こ の 差 は 生活 環境 の 差 に よる も の と 思わ れ 
る 。 この 中 十二指腸 ヴ ン デ 法 に よる 忠 卵 発見 率 は 各々 
eee 糞便 か ら 昌 卵 を 発見 出来 
る 率 は , 集 卵 法 で は 2550 用 , 沙 涼 法 で は 僅か 10 一 15 
人 に 迄 ぎ な か つた 。 谷 つて 本 狗 の 下 し い 扶 手 補 を 
に は 必ず 十二指腸 グン デ 法 を 併用 し な けれ ば な ら な い 
こと を 知 つた 。 又 本 法 併 用 に より 我々 は 日 本 に 於 ける 東 
洋 毛 様 線 虫 の 寄生 率 は 全国 的 に 従前 の 発表 を 廷 に 上 廻る 
で あろ うこ と を 指摘 し た 。 


る ! 
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( 問 ) (大 阪 医大 内 科 ) 岩 田 繁雄 

1) 銘 虫 卵 が 寺 と あり ます が 貴 地 の 釣 虫 寄生 の 状況 如 
何で し ょ うか 。 

2) 卵 の 培養 を し て 仔 昌 を 見 た ら 鑑 別に な ら な いで し 
よう か 。 

( 答 ) 概 啓 夫 

維 前 地方 は 特に 多 虫 症 が 多く は な い 。 多 虫 卵 と 東洋 毛 
様 線 虫 卵 と の 鑑別 困難 な 場合 に 培養 し て は と の 御 意 見 は 
区 も で ある 。 然し 我々 の 場合 1,2 銘 虫 卵 と の 鑑別 困難 な 
も の が あつ て も , 同じ 標本 の 他 の 多数 が 東洋 毛 様 線 虫 で 


ある 場合 は , その 変形 を 認め て 東洋 毛 様 線 虫 卵 に 算入 し 
( 問 ) (東生 病院 ) 宮 川 米 次 


棋 墜 士 の 講演 極め て 興味 深く 拝聴 。 東洋 毛虫 の 発見 当 
時 胃 , 十二指腸 に 虫 体 を 見 出し 胃液 十二指腸 液 を 分 割 採 
取 す る と 胃液 内 に も 卵 が あつ た 。 概 君 の 所 見 如何 。 

十二指腸 液 の 虫 卵 数 に 較べ る と 半 便 内 の は 1 以下 に 
な る と いう こと は , 義 便 検査 法 の 研究 を も つと 進め な く 

て は な ら な いこ と を 物語 つて いる と 思 つ て , 教え られ る 
所 が 多い 。 

( 符 ) 棋 啓 夫 

胃液 検査 で は 多く は 無 酸 , 低 酸 を 示し て 居 た が , 胃液 
か ら の 東洋 毛 様 線 虫 卵 の 検出 は 行わ な か つた 。 

(追加 ) ( 訪 岡 市 胃腸 病院 ) 古 賀 元 基 

私 も 本 法 に より よく 東洋 毛 様 線 虫 卵 や ラン プリ ア を 証 
明 す る 。 無 症状 と な り 義 便 中 に 証明 困難 な 場合 に も 本 法 
こよ り 誕 明 し 得る こと が ある 。 又 該 虫 が 多数 寄生 する と 
十二指腸 部 に 慢性 の カタ ー ル を 起す 。 従 つて 胆道 疾患 の 
原因 と も な り 得 る と 考え る 次 第 で 演者 の 報告 に 同意 す 
る 。 

( 答 ) 棋 着 夫 

私 は 東洋 毛 様 線 虫 の 病原 性 に つい て は ① 同 虫 が 直接 腸 
道 へ 侵入 する 場合 , ⑧ 乳 頭 部 附近 の 十二指腸 災 を 起 し て 
間接 的 に 胆道 に 影響 を 及ぼ す 場 合 と を 考え て 居る 








=5. 北海 道 に 於 け 
し て 動物 園 関係 の 内 和 寄生 是 に 就 て ) 
北大 農 動物 山下 次朗 
札幌 円 山 動 物 園 中 俣 充 志 


る 較 入 動物 ( 主 と 


On internal parasites of the 
imported animals in Hokkaido. 
Jiro Yamashita, Mitsushi Nakamata 


過去 3 年間 に 北海 道 に 於 て 札幌 円 山 動物 園 及び 稚内 
末次 が hr の 
得 た 内 寄生 並び に 状 便 検査 に より 発見 し た 虫 卵 は 次 の 通 
り で ある 。 
マレ ー ニ シキ へ ヘビ より 4Z み zz7777e7 7202277 が 07727S の 7。 
2 み ey の 2S2 ( 肪 より ), ア Po の ye/ の Zs ocz/27o (食道 , 胃 , 小 
腸 よ り ), CgZz/27 が 6 7ozg7s が ce72 (小腸 より ), go 太 7 が 7 た - 
_ 2 カ y7o285 (小腸 より ), の zzzc7Zzs S の . の 者 上 9 
織 よ り ), アフ 


より ), ア gZ2sc277S 6924077222 の 編者 中 間 り ), Cs- 


の 7/2726S ze の 72e 7. S$ の 。 の 成 歌 幼虫 ( 胃 歴 , 十二指腸 
著 ), アフ リカ 産 ラ ィ ォ オ ン より の 727 が 2 se2S2S 
(心臓 より ), ミシシッピ ビー ワニ より の の 777272 7e/7c7776 
( 開 便 内 自然 排出 ) の 10 種 寄 生 虫 を 証明 し , ライ オン の 
業 便 より 7ozocgzg 7eoz222 の 忠 卵 , 黒 約 の 義人 便 内 より 
不明 卵 多数 を 発見 し た 。 

これ ら の 寄生 お て は 近く 発行 予定 の 北大 農 
学部 邦文 紀要 第 2 巻 , 1 号 に 印刷 中 で ある 。 


16. 長崎 騨 の 肺 骸 各 分 布 
長崎 大 風土 研 臨床 部 
田 中 徳 郎 
Distribution of ZZg の 7227774S 20@- 
sZeZ22 の 222 in Nagasaki Prefecture. 
Tokuro Tanaka 
長 崎 県 に 於 て , 現在 迄 に 報知 され た 肺 吸虫 症例 は 66 


例 で ある 。 その 分 布 状 態 は , 殆 殆 ん ど 全 県 下 に 理 つ て お る 
が , 私 は 濃厚 感染 地 と 思わ れる 島原 半島 及び 野 母 半島 の 


モク ズ ガ = 体内 ウッ エス テル マン 肺 吸 下 被 柚 幼 昌 保有 率 に 
つい て 調査 し た 。 即ち 南高来 郡 土 黒 村 36 匹 中 25 匹 , 

69.4 を, 鳥 友 市 101 贅 中 すべ て 険 性, 有 家 町 9 下 中 3 
33.3 2, 北 有 上 馬 村 54 匹 中 45 匹 ,83.3 2 用, 諫早 市 有 喜 


(28 ) 
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町 10 匹 中 1 匹 , 10.0 2 南高来 郡 千 々 岩 町 49 匹 中 すべ 
て 陰性 , 北 高 来 郡田 結 村 4 匹 中 すべ て 陰性 , 西 被 杵 郡 矢 
上 村 23 匹 中 17 匹 73.9 , 遷 木町 31 匹 中 6 匹 , 19.3 
, 川原 村 11 匹 中 4 匹 ,36.4 22, 高浜 村 28 匹 中 2 匹 , 
7.1 用 , 深堀 村 5 匹 中 すべ て 陰性 , 福田 村 21 匹 中 すべ て 
陰性 , 式 見 村 3 匹 中 すべ て 陽性 , 長崎 市 戸町 35 匹 中 す 
べ て 陰性 で も る 。 計 430 匹 中 106 匹 , 24.6 2 その 中 
雄 199 匹 中 35 匹 17.5 用 , 雌 231 匹 中 71 匹 , 30.7 2 る , 
1 匹 の 最高 保有 数 は 北 有 馬 産 の カ = の 32 個 で ある 。 
現在 迄 の 患者 発生 数 も 多く , 被 開 幼虫 保有 拉 も 高い 南 
高 来 郡 北 有 馬 村 大 手 川 川 ロ 5 部 沙 こ に つい て 調査 し た が , 
本 症 の 既 住 症 を も つも の 5 名 , その 中 2 名 : Nd 
現在 路 導 中 に 本 虫 卵 を 認め る 者 1 名 で あつ 
(追加 ) (山口 医大 病理 ) 綱 修 治 
肺 吸虫 症 検査 の 際 は 喘 療 検査 の み で な く , 皮膚 反応 
(P.G 反応 ), 胸部 レン トゲ ン 検 査 を 併用 する 要 が ある 。 
( 答 ) 田 遇 徳 郎 
皮膚 反応 は する 予 定 で し た が , 撤 原 作製 が 問 に 合わ な 
か つた の で し ませ ん で し た 。 


( 問 ) ( 予 研 寄生 中 ) 小 宮 和 義 学 
モク ヅ ガ ニ の 食用 時 の 詩 理 法 は 如何 な る も の か ? 
( 徐 ) 田 中 徳郎 


を の ま ょ ゆで る 場合 も ある が , カニ = 豆 腕 と 款 つて モク 
ヅ グ ガ ニ を 曰 で 味噌 と 共に すり つぶ し て 炊く 。 炊き すぎ る 
と 美味 く な い の で , 生 煮 え に な る こと あり 。 

17. 佐賀 里 の イィ タチ か ら え た に 肺 吸 息 
(お そら く ケ リュ ッ ト 肺 吸虫) 
守 F 生 中 


思 州 大 医 3 


宮 崎 一 認 


gzg の 7227274S found from a weasel 
in Saga Prefecture (presumably 
7g7227226S ん e//2co/72 ). 
Ichiro Miyazaki 


日 本 顎 口 虫 を 採集 する た め , 毎 和 名 1 タチ を 割 和 検 し て い 
る が , 同時 に 肺 吸虫 に 注意 し て きた 。 1953 年 12 月 か ら 
54 et 2 月 まで に 佐賀 県 産 324, 福岡 県 産 61, 熊本 県 産 

合計 400 頭 を みた 結果 , 佐賀 県 南川 副 村 犬井 道産 の 
1 ky ) か ら 2 贅 の 肺 吸 虫 を えた 。 

この イタ チ で は , 左 肺 に 2 ュ の か た い ュ コブ が で き , 1 

ュ に は 褐色 の 液 と 卵 を みとめ た だ け で あつ た が , 他 の 1 
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ュ か ら は 2 匹 の 成虫 を えた 。 コブ は と も に , きわ め て か 
た く , 全 周 に わた つて , 化 骨 を みとめ た 。 成 是 の 皮 和 一 は 
群生 し た よう に 見 える も の も あつ た が , 大 部 分 , 孤立 し 
て 生 を て いた 。 この 点 は P. wastermanii に 一 致す る 。 
と ころ が , 卵 栄 は 明らか に これ と ちがい , 分 枝 が 複雑 で 
ぁ る 。 た だ し , P. hoirai や P. iloktsuenensis ほど で 
は な い 。 卵 は 明らか に P. wastermani と は ちがい , な 
し ろ P. ohirai な ど に 近い 。 結局 , いろ いろ な 点 に お い 
先 年 Ameel 氏 か ら 寄 購 さ れ た , 北米 産 の P. kel- 


licotti に よく 一 致す る 。 

確実 な 同定 に は , さら 人 北米 産 と の 比較 を は じ め , メ 
タ セ ルカ リア の 発見 , 発育 更 の 追究 等 が 必要 で ある が , 
ここ に 一 応 , P. kellicotti と し て 報告 し て お く 。 


18. 肺 吸 虫 の 研究 
中 


四 國 産 解 に 見 
1 し た 四 外 知 種 と 三 未 知 種 に つい て 


徳島 大 油谷 内 科 
宮川 三男 ・ 田 中 佑 ・ 中 瀬 勝 


Studies on ア ヶ g9 の 47724S. On the four 

known-species and the three unknown- 

SDecies encysted in crabs of Shikoku. 

Miitsuo Miyakawa, Susumu Tanaka 
Masaru Nakase 


我々 は 昨年 春 以 来 , 肺 吸虫 症 の 基礎 研究 と し て 四国 産 

骨 に 寄生 する 被 組 幼 虫 の 検索 を 行い 472go72224S 2 の 63- 
7e7720777。 72c7 の CS S カ 272247 の SS, た e の 22S622e772 属 の 一 
種 , czo の 27797es 72 カ oc26S の 四 既 知 種 と 三 未知 種 を 


2 宇 了 - 
デハ ムー 


馬 oe \ 県 吉野 川 , 勝浦 川 , 那賀 川 , 海部 川 及 

向 知 県 野 根 川 , 奈半利 川 , 安芸 川 , 物 部 川 , 仁淀 川 で 
ある 

調査 骨 数 1304, 種類 は モク ヅ ゲ ガ ニ =, サワ ガニ , ベン ケ 
イガ = ニ , クロ ペン ケイ チカ テ ガ ニ 。 アシ ペラ ガニ = ニ 。 ハ 
マガ ニ , イツ ガニ , カク ペン ケイ オイ, フタ ダバ カク ガニ ( ア 
メリ カガリ ガニ ), イオ フサ オツ ガニ , ヲ サ ガニ =, オオ ヒ 
ライ ツガ = ニ の 14 種 で ある 。 

衣 別 に 寄生 被 械 幼虫 を 記す と 

モク ヴ ヅ ガ ニ ( に に アア . es/72277 

サワ ガー ニー ニ に ア . zes7e72Z72, ルル 7ZcZ の ZS SZ722470527S 


及び 2 未知 種 
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クロ ベン ケイ , アカ テ ガ ニ に アル eo22Se622e772 属 の 一 種 
アカ テ ガ ニ = ニ , ベン ケイ ガニ に 分 足 動物 
と 思わ れる 一 未知 種 の 寄生 を 認め た 。 ど ア . o 太 - 
寄生 は 認め られ な かつ 


クロ ベン ケイ , 
幼虫 の 被 組 と 
2 及び ア 
た 。 


プシ ジ シ ハ ハラ が ュー ニ 


。270 ん が Se7624S2S の 党 


,。 ハマ ガニ , イソ ガニ に ルル 2c7o カ 4/ の es 
76/oz2cS の 寄生 を 認 め た 。 


その 他 の 後に 被 本 幼 虫 の 寄 『 生 は 認め られ な か つた 。 


19. 肝 蜂 (Fasciola hepatica) と 
肝臓 スト ー (Clonorchis sinen- 
sis) の 家 兎 威 染 に むけ る 比較 研究 
日 本 環 医 畜産 大 
小野 豊 ・ 磯 田 政 恵 


Comparative studies on the 
の . 7/e カ 72cg infection and C. 
S2767S2S inmfection in rabbit. 
Yutaka Ono, Masae Isoda 


我々 は 65 例 の 家 束 を 使 つ て 肝 蜂 症 と 肝臓 ジス トマ 症 
と の 比較 研究 を 行 つ た 。 そ し て と くに 肝 と 肝臓 ジス ト 
マ と の 終 宿主 体内 移行 経路 の 比較 を 行 つ た 。 

肝 蜂 は その 体内 移行 経路 は (1) 総 胆管 より 逆行 する 説 
(Leukart), (2) 血行 や リン ぷに よる 移行 説 (Lutz, Bu- 
gge), (3) 腸 長 を 被り 腹腔 に 出 で 肝 表面 より 侵入 する 説 
(Sinitzin, 臼井 ) お よび 胎盤 感染 説 (Bugge) で ある が 肝臓 
ジス トマ は 専ら 総 胆管 を 逆 上 し て 肝臓 に 達する と いわ れ 
て いる 

我々 の 今回 の 実験 で は 肝 蜂 の 終 宿主 体内 移行 経路 の 主 
要 な も の は , 前 記 の (3) で あり , まれ に (2) の 経路 が 認め 
られ た 。 

また 肝臓 ビス トマ は 今 ま で の 諸 先輩 の 研究 報告 の 如く 
総 胆管 逆行 以外 に は 認め られ な か つた 。 

次 に 主 な 比較 を 逃 べ る 。 

1) eee 
壊 を 起 し 実質 秋 が 著 明 で ある が , 肝臓 テス トマ は 初期 か 


ら 胆 管内 に 寄生 し , PP 囲 の 結合 組織 の 増殖 
及び 人 胆管 の 増殖 が 目立つ て いる 。 

(2) 感 菜 後 40<50 日 を 経 れ ば , 肝 明 感 染 の 場合 に は 組 
織 の 骨 苦 は 極度 に 達し (濃厚 感染 の 場合 は この 時 期 に 死 
ぬ ), 各所 に 空洞 を 生じ 好 酸 球 , 好 中 球 , 組織 球 陸 細胞 
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の 増殖 が 目立ち 病変 部 周明 に は 多数 の 互 細胞 も 生ずる 。 
独 臓 ビ テス トマ の 場合 に は , あく まで 胆管 周辺 の 病変 が 主 
と な つて 備 了 胆管 の 増殖 は 非常 に 明瞭 で ある 。 

(3) 感染 後 150 月 頃 に は 肝 軽 症 の 場合 に は 剛 震 組織 の 
周囲 と 胆管 周辺 か ら の 結合 組織 の 増殖 が 目立ち 肝 は 全般 
攻 に 義 縮 硬 変 し て くる 。 肝臓 ジス トマ の 病変 は 胆管 部 
(グリ ッ ン 氏 輔 ) を 中 心 に 極度 の 偽 胆 管 の 増生 と 結合 組織 
の 増殖 が 目立ち , 丁度 腺腫 様 の 感 を 呈す る 。 し た が つて 
肝硬変 は 馴 粒 状 に な つて 現われ る 。 

以上 の 病理 学 的 所 見 か ら も , この 二 つ の 寄生 昌 の 体内 
移行 経路 を 狼 い 独 る こと が 出来 る 。 

( 問 ) (岐阜 医大 病理 ) 江 ロ 季 雄 

肝 蜂 の 体内 移行 路 と 関係 ね る が , 腸 間 膜 汐 巴 腺 を 検査 
され まし た で し ょ うか , その 所 見 が お 伺い し た い 。 

(追加 ) ( 予 研 寄 生 忠 ) 小 宮 義孝 

私 達 は 昨年 山梨 県 で 腸 間 膜 り ン バ 腺 へ の 肝 蜂 の 人 体 寄 
生 事 例 を 見 て いる 。 (本 誌 紙上 発表 参照 ) 具 今 の 実験 的 肝 
本 感染 時 腸 間 膜 り ン バ 腺 へ の 寄生 と 関 沿 し て 興味 ある と 
思わ れる の で 際 加 し て お く 。 

( 答 ) 磯 田 政 恵 

私 共 は 実験 的 に 感染 させ た 場合 に 腸 間 膜 根部 リン ペ 腺 
及び 肝 門 リン メ 腺 に 幼虫 を 見 出し た こと が あり ます 。 と 
くに 多数 の メタ セル カリ ア を 一 時 に 感染 させ た 場合 に は 
リン バ 系 に 肌 現 する の が 比較 的 多い ょ うに 思わ れ ま す 。 

. 昌 の 大 き さ は 1.5mm 程度 で す 。 な お 異 所 寄生 の 例 と し 
まし て は 和牛 の 子宮 内 , 腸管 内 等 に も 見 まし た し 肺 に は 時 
ぇ 寄生 し て 生き て いま す 。 

(追加 ) (東生 病院 ) 宮 川 米 次 

今 よ り 約 30 年 前 に 私 の 所 で 白井 君 が 肝 蜂 と 肝 ジ スト 
マ て の 感染 経路 を 検索 し , 肝 星 は 一 度 腹腔 に 出 で , 自動 的 
に 肝 表 面 よ り 実質 内 に 究 入 , そこ で 発育 する 。 肝 ジス ト 
マ て は 小林 博士 の 研究 の 如く 胆道 に 入 つて 発育 する 。 両者 
に 相違 ある こと を 認め 抽 閉 に 載せ て お いた 。 この 演者 の 
所 見 に 満 礎 の 企 意 を 表す る 。 

最近 伝 研 で 肝 ジ スト マ , 閣 発 生 , 肺 転移 , 割 検 で , 肝 
突 変 の 状態 が 普通 の と 相違 が ある と 病理 学者 が い う て い 
る 。 

( 答 ) 磯 田 政 恵 
私 共 も 宮川 先生 , 小林 先生 , 岩田 先生 の 御 教示 を 得 , 
百 井 光 次 氏 の 文献 を 大 い に 参 考 に し な が ら 実 験 し て 参り 
まし た 。 実験 例 中 腸 間 膜 を 破 つ て 肝 表 面 か ら 侵入 する も 
の が 圧倒 的 に 多く て , 他 の 経路 の 場合 は 非常 に 少く , 

12 例 (65 例 中 ) し か 認め ませ ん で し た 。 
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肝臓 ビジ スト マ の 場合 に は 胆管 周囲 の 結合 組織 の 増殖 が 
肝 の 各所 に 起り これ を 中 心 に 肝 克 変 が 行わ れる の で , 肝 
表面 か ら 見 た 場合 題 粒状 に な る の が 特徴 的 で し た 。 肝 星 
は 過 壊 組織 部 か ら も 胆管 周明 か ら も (つま り 人 全般 的 に ) 肝 
硬 変 が 起 る の で す 。 和牛 の 場合 に は と くに 左 葉 が 姜 縮 硬 変 
する こと が 著 明 で す (これ は 胆管 の 解 割 学 的 見 地 か ら 3 
な づけ ます ) O 

示説 要旨 
20. Trichomonas vaginalis 
の 芝 光 法 に 依る 観察 


群 大 医 衛 生 
鈴木 示 南 ・ 小 机 弘 之 
Fluoromicroscopic Studies on 
アァ zc/97202S 2 の g772S Dy meanS 
of acridinorange Vital staining. 
Hiroyuki Kozukue, Ineo Suzuki 


赤 素 Amoeba (演題 3 参照 ) に 次 で 我々 は 7. 2gg. に 
就 て も Acridinorange (以下 Acror と 略 ) に よる 生体 弥 
光 女 理 を 試み た 。 供 試 T. V. は 伝 研 よ り 分 与 を 受け た 
1 株 で る あ 。 

(1) 新鮮 染色 法 に ょ る 実験 結果 : 浅見 氏 培 地 に 培養 し 
た T.V. を 1: 10,000 Acror 溶液 (pH 3.5, 5.0, 6.0 
7.0, 8.0) で 移 理 し , 23?C で 鏡 検 し た 。 生体 観察 に は 
pH 3.5, 5.0 は 不適 当 で , pH 6.0, 7.0 も 生 虫 の 像 が 現 
われ る 迄 に 時 間 を 要 し ( 約 30 分 ) 余り 好適 で な い 。 pH 
8.0 が 好適 で ちる 。 この 点 万. が s. と 異 る の は , T. V. 
で は 培地 が 著しく 酸性 と な つて いる た めで ある 。 典型 的 
な 像 は , 多 理 直後 より 盛 に 運動 する T.V. の 原形 質 ( 箇 
光 暑 緑色) の 中 に 赤色 に 光る 眠 粒 が 多数 認め られ る が , 
題 料 が 楼 色 , 黄色 , 緑色 に 光 つ て いる も の も ある 。 遷 は 
一 般 に 見 えな い が , 濃緑 色 に 見 える こと も ある 。 皿 手 , 
波動 膜 は 見 えな い 。 時 間 が 経つ て , 運動 が 停止 し た も の 
で は , 東 体 は 円 く な り 赤 色 眠 粒 は 黄 , 緑 に 変色 し 淡く な 
つて 消え る 。 原形 質 全 体 が 緑色 を 呈す る 。 以後 引 光 父 は 
Amoeba に 酷似 し た 変化 を 示す 。 即ち T. V. も 死に 近 
いも の ほど , 原形 質 , 核 の 久 光 は 赤色 の 方 に 近づく 。 

(2) 菩 状 染色 法 に よる 実験 結果 : 浅見 氏 培 地 の Met- 
hyljen 青 の 代 り に Acror を 1: 5, 000~1 : 3.330, 000 
の 割 に 添加 , 24 時 間 及 び 48 時 間 培 養 し た 結果 で は , 1 : 
5, 000 で は 運動 な く , 1 : 10, 0001 : 25, 000 に 於 て 運動 
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する 虫 体 に 辛 5 じ て 新鮮 染色 に 似 た 像 を 認め て る こと が 
出来 た 。1 : 50.000 で は 運動 する 虫 体 で も 原形 質 内 訓 粒 
は 淡い 緑色 を 呈す る に 過ぎ な い 。 培養 染色 像 が , E. 
hist. の よう に 鮮 か で な い の は 培地 が 極め て 酸性 (pH 
5.0 一 5.3) に な つて いる た めで ある 。 

(3) Acror 加 継 代 菩 養 実 験 結果 : 前 記 同 様 に Acror 
を 1 : 5, 000-1 : 2, 000, 000 の 創 に 培地 に 加え , 継 代 培 
養 し て T. V. の Acror に 対す る 抵抗 性 を 検 し た と こ 
ろ , 1 : 5, 000 で は 1 代 , 1 : 10.000 で は 3 代 ま で 継 代 出 
来 た 。 1 : 20, 000 以上 の 稀 釈 で は 15 代 ま で 対照 と 差異 
な く 菩 養 し 得 た 。 

要する に , Acror は T. V. に 対し て も 1: 10, 000 以 
上 の 稀 駅 で は 殆 ん ど 毒 性 が な く , 之 で 和 多 理 され た T. V. 
は 多彩 な 約 光 像 を 現 わ す 。 た だ T. V. の 場合 は 生活 す 
る Medium が 酸性 に 傾き 過ぎ て いる か ら pH 8.0 程度 
の 盟 Alkali 性 Acror 溶液 を 用 いる 必要 が ある 。 


21. 二 , 三 撤 生 物質 の 拓 
Trichomonas 作用 
阪 大 微 研 浜田 症 雄 
A comparison of the sensitiVity 
Of アァ Zc/ の 707S の の 7 の 72S to 


YariOuS new antibiotiCs. 
Yoshio Hamada 


放線 菌 の 培養 菌 体 よ た り ア セト ン , メタ ノー ル で 抽出 さ 
れる 物質 の 多く が Candida を 含む 不 完全 菌 と 微 に 対し 
て 強い 撤 生 力 を 示す が , これ は 又 同 時 に 原虫 に 対し て も 
殺虫 並び に 増殖 抑制 作用 を 示す 。 こ ゝ で は 77co7z の が - 
2$ 2gg22 の 77S 及び 7. プ oe7xs の 44 時間 培養 原虫 を 一 定 
条件 下 で 被 検 往生 物 と し て , 以上 の 放線 菌 の うち 2.3 の 
物質 に つい て 抗生 作用 を 検討 し た 。Eurocidin (Ca Hez-es 
OzN) は SeZ/222yceS 7 の ye が cz の 主として 菌 体 か ら 
と れる が , この 徴 黄色 板 状 結晶 (1, 000u/mg 二 Candida 
albicans 稀 釈 単位 ) は in vitro で 107/ml の 測度 で 30 
分 以内 に 両 原虫 の 運動 を 停止 させ , 57/ml で 増殖 を 抑制 
する 。 Eurocidin は 沙 血 作 用 が 強く (1.6 メ 10*!= 家 各 血 
球 , 37?C2 時 間 値 ) 家 兎 の 子宮 内 注入 で は 0.3 多 以 上 の 
測度 で (但し エト セル 1.0 多 含 有 の ママ 油 器 濁 液 : 粘膜 に 
充血 を 与え , また 子宮 忌 の 肥厚 が みみ られ る が 午 戦 作用 は 
な く , 又 以 上 の 副作用 も 一 過 性 で ある 。 毒性 は 1 回 投与 
で は 経口 投与 の 場合 LDs。=421 .5 mg/kg で ある 他 iLp., 
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38.00 mg, i.v. 43.18 mg, 又 反 下 で は 61.21 mg を 示 
す 。 腹腔 内 投 与 で は 0.2mg/10g/day を 連続 用 いる と , 
〒T. v. var. に 感染 後 3 日 目 の マ ウス を 総量 1.0 mg で 全 
例 治 疹 延 命 さ せ た 。 皮下 投与 で は T. Y. var. 接種 前 3 
日 目 よ り 前 記 量 を 注射 ずる と 18 例 中 17 定 が 延命 し た 。 

Candimycin は 5SZ. ezeezSiSs の 殴 体 より と れる レ 
モン 黄色 無 定 形 粉末 で あつ て 精製 鹿 の 高 い 粉末 は (C : 
57.17, H: 8.18, N: 1.70) streptomycin の 添加 で , 
30, 000u/mg の Candida 稀 息 単 位 を 示す 。 本 物質 は in 
vitro で 7.2. 及び 7. 了 に 対し て 1. 000 万 倍 の 濃度 で 
その 増殖 を 抑制 する 。Candimycin は Trichomycin と 
は 紫外 線 吸 必 スベ クト ルム , 元素 分 析 値 か ら 異 る る の と 
考え られ る が , すでに Candida に 対す る 抗生 物質 と し 
て し られ て いる Candicidin や Ascocin, と は 紫外 線 吸 
改 ネ スペ クト ルム より 極め て 近似 し た も の と 考え られ , 及 
元素 分 析 値 より は Eurocidin と 極め て 似 て いる 。 す な わ 
ち Candimycin は 362, 382, 406 mz に 極大 を 示し 
362, 381, 404 mz の Cadicidin, 358, 376, 399 mw の 
Ascocin と 似 て あり , Candimycin が C : 57.17, 旦 : 
8.18, N: 1.70 な の に Eurocidin は C: 57.95, 是 : 
8.23, N: 1.62 の 分 析 値 で ある こと は 挑 原 東 性 物質 の 
構造 に 興味 を も た し め る 。 

5659 も Candinycin と 似 て お り , 菌 体 物質 で T. v. 
に 対す る in vitro の 増殖 抑制 作用 は 250 万 倍 以上 で も 
認め られ る 。 


22. Trichomonas tenax 
の 菩 養 に 関す る 研究 


阪 大 微 研 中 林 敏 夫 ・ 猪 木 正三 
阪 大 歯科 片岡 猛 


Studies on culture of 
プ ァ 2c// の 77077S 76747 ア . 
Toshio Nakabayashi, Shozo Inoki 
Takeshi Kataoka 


培養 z 基 中 の 7.7ezgz と 共存 細 苗 と の 生物 学 的 な 相 互 
の 関係 を 知る 目的 で 共存 菌 或 は 培 低 基 に 種々 な 操作 を 
加え て その 原虫 及び 綱 菌 増殖 に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た 。 
駐 之 等 に Penicillin 及び Streptomycin 舌 に Chlora- 
nphenicol を 添加 し て 無菌 塔 養 を 試み その 可否 を 検討 し 
た 。 培地 は 田辺 干 葉 培 地 及 び 血 清 終 面 緩衝 液 培地 (時 に 
0.2 乃至 0.3 衝 Thioglycollate を 加 う ), 原 昌 株 は 1, 





32 


K。, Ks, S の 4 操 で , 無菌 試験 は T.G.C 培地 を 使用 
し た 。 そ の 成績 を 統合 する と 次 の 様 で ある 。 

1. 共存 細菌 の 48 一 72 時 間 培 養 洲 液 の 添加 , 無菌 培 
養 は 不可 能 で あつ た 。 

2. 共存 半 菌 の 漠 厚 凍 結 融 解 菌 液 の 添加 に よ ょ つて 無 苗 


玉 養 は 出来 な か つた 。 

3。 予め 弥 菌 を 増殖 させ た 後 , 或 は 濃厚 生 苗 を 添加 後 
に 行 つ た 無菌 培養 は 不可 能 で あつ た 。 

4. ke 
個 に 培養 し た が 原虫 の 増殖 は 認め られ な か つた 。 

以上 の 各 実 験 で 無菌 培養 で な い 場 合 に WPF 
特に 著しい 差異 を 示さ な か つた 。 私 共 の 採用 し た 培養 
や Pa Merry 


あつ た 

次 に 二 三 の 双 素 及び 酵素 阻害 剤 の 添加 が 原虫 及び 細菌 
増殖 に 及ぼ す 影 響 を 検討 し た 。Gentian violet の 105 倍 
malachite green の 8X メ 10! 倍 濾 度 の 添加 で は 原虫 及び 
潮 菌 の 増殖 は 良好 で , Buhwae 上 の 濃度 の 添加 で は 増殖 阻 
害 が 著しく 継 代 培養 も 不可 能 と な る 。 KCN の 103 モ 


や 
ル , CHzICOOH の 10-? モル 濃度 の 添加 で は 原虫 及び 
菌 の 増殖 は 著しい 限 寄 を 受け ず 継 代 培 PHP 
より 高 濃度 の 添加 は 両者 の 増殖 を 著 明 に 抑制 する 。 又 こ 


れ 等 の 添 加 に より 原虫, 絹 菌 共に og phase の 延長 が 
見 られ る 。 荷 之 等 酵素 阻害 剤 を 加え る こと に より 共存 細 
苗 相 に 夫々 異 つた 変 移 が 見 られ る 。 


23. デア ル デ ア に 関す る 研究 


亀谷 了 ・ 時 る 々 部 春 登 ・ 石 浜 光 
Studies on CZ の 272 72772 の 77 infection. 


Toru Kamegai, Haruo Nonobe. 
Hikari Ishihama 


ヂ デア テア ル ヂ ア (以下 ヂ と 略す ) は 了 臨床 的 に 重要 な 原虫 の 1 
つ で ある 。 そ の 感染 は 幼時 に 起り や すく , 学童 で は 高 学 
年 に な る と 著しく 減少 する 。 こ の 事 が ヂ の 培養 が 困難 な 
る 理由 と 関連 を 持つ の か も 別れ な い 。 吾 々 は ヂ の 菩 葉 に 
就 て 研究 を 企 て , 今回 は 2,.3 の 動物 に 就 て 実験 を 試み た 
が 結果 は いづ れ も 成 功 に 至ら な か つた 。 

[その 1 ]〕 人 人 の ヂ 襲 子 を 猫 に 与え た 場合 

6 歳 の 男子 で 自覚 症 は な い が 測 厚 な 感 業 を し て いる 者 
の 義 便 か ら 水 で 洗う ぅ 事 に よ つ て 多数 の 諾 子 を 得 た 。 こ れ 
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を 予め 血球 計算 器 で 濃度 を 算出 し て 軒 い て , この 液 を 和牛 
馳 に 混 じ て 生後 1 ヵ月 の 仔猫 3 匹 に 与 へ た 。 各 猫 200 万 
ュ 位 に な つて いる 。 

然るに 投与 吾 日 に 妥 子 を 便 中 に 発見 し た の 
日 目 に 至る 作用 に 発見 出来 な か つた 

[その II) 人 の 麻子 を 成人 男子 が 内 下 し た 場合 。 
SCENE 

し た 所 , 叶 下 後 2 日間 は 便 薩 し 3 日 目 に 粘液 使 を 頻 同 

3 
の 後 8 日 目 迄 は 下腹 部 の 自発 痛 と 裏 急 後 重 を 伴い 大 腸 カ 
タル の 症状 を 呈し た が ヂ は 出現 し な か つた 。 8 日 目 に サ 
ル ゾ ー ル を 投与 し て カタ ル 症 状 は 消失 し た が 19 日 目 迄 
用 に チ ヂ は 発見 出来 な か つた 。 ト 部 昭 氏 の 場合 と 同様 で あ 
つた (寄生 東 学 雑誌 2 巻 1 号 75 真 ) 

[その III〕 人 の デ 槍 子 を マウ ス に 与え た 場合 。 
同様 に し て 得 た ヂ 誤 子 を 体重 17 g 位 の マウ ス 10 匹 に 
答 々 200 ュ 位 を 与え た が 9 日 目 に 1 匹 に ヂ 襲 子 を 発見 し 
た の み で 23 日 に 至る も 用 に 出現 し な か つた 。 


みみ で 19 


24. Trypanosoma gamDiense 
の 免疫 学 的 変異 に 関す る 研究 
(第 14 報 ) 威 染 治療 マウ ス に 
お むけ る 抗体 の 痛 長 に 競い て 

阪 大 徴 研 
尾崎 文雄 ・ 詞 喜多 重光 ・ 猪 木 正三 

Studies on the immunological 
VariatiOonS in ブ ァ y カ 740S074 の g の - 
2 の ze72se. 14. Antibodies in both 

infected and cured mice. 

Humio Osaki, Shigemitsu Fukukita 

Shozo Inoki 


感 マ ウス 及び それ を 人 血清 等 を 用 い 治 療 し た 場合 の 
抗体 の 消長 を 主として 既報 の 凝 塊 反 応 , 所 詩 Ehrlich 氏 
法 及び screening 法 に よ り マ ウス 血清 に つい て 観察 し 
た 成績 は マッ ス の strain 及び 個体 差 , 接種 原 下 数 , 治 
療 の 時 期 及 び 程 度 , 環境 等 に より か な り の 差 暴 を 免れ ぬ 
が 概ね 次 の 通り で ある 。 抗体 産生 は 感染 初期 よ り 活動 免 
商 の 過程 と し て 多少 共進 ん で いる 訳 で あろ ぅ が 各種 条件 
下 で E 氏 法 , screening を 併用 し 抗体 の 存在 を 認め 得る 
程度 の も の は 見 られ な か つた 。 谷 流 血 中 中 等 度 に 原虫 を 
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算 す る 時 期 以 降 弟 塊 反応 で 極 僅 微 な 反応 を 狼 い 得る が 少 
く 共 変 暴 誘発 能力 を 有する 拓 面 清 と は 目 し 難い 。 
治療 後 は 治療 (流血 中 原虫 消失 を 以 て 治療 と 見 人 区 す ) と 
共に 通常 急速 に 抗体 線 の 上 昇 を 見 , 第 4 一 7 一 10 日 頃 に 
最高 値 を 示し 後 溜 次 減 到 さ れ 約 3 一 4 週間 で 胡 色 応 
は 中 等 度 以下 に 低下 し , 所 讃 弱 陽 性 程度 に 弱 化 の 後 は 
緩徐 な スロ ー プ を 画 き 治療 後 160180 日 に 及 ん で も 人 
反応 を 示し 中 の 時 期 に あつ て も 明か に screening に よ 
り 発病 は 阻止 され る 。 従 つて 組織 免 商 の 如き は 更に 相当 
長 が 期 に 豆 る も の と 考え られ る 。 
緩 温 な る 感 肖 殊 に 早期 治療 の 場合 は 治療 後 も 暫く は 殆 
ん ど と 抗体 価 の 上 ら ぬ 例 あ り 又 曲線 の 上 昇 も 比較 交 徐 々 で 
あり, 最高 値 に 達する 迄 に 約 5 週間 を 要する も の も 見 ら 
れる 。 和 項 に 起 る 自然 の 治療 の 場合 も 数 日 に し て 撤 体 の 存 
在 が 認め られ 概して 1 Neon 
単 個 乃 至 原 虫 を 以 て の 感染 の 場合 は 通常 5 一 8 日 の 浴 
伏 期間 を 経て 発 # る が その 或 も の は 流血 中 原虫 出現 を 
見 ぬ 和 経 過 し 叱 の 場合 も 拓 体 を 証明 する の が 例 で あり , 
相当 数 の 原虫 を 接種 し て も 之 と 同じ 様相 を 呈す る も の も 
認め られ る 。 但し 接種 原虫 が 増殖 を 繰 返 す 事 な く 早急 に 
死滅 し た 場合 は 当然 拓 体 を 証明 する に 至ら な い 。 
治療 マウ ス が 再発 を 起す 場合 『 は 既存 の 抗体 価 は 一 拳 に 
低落 する が , 再発 原虫 が 発現 当時 若干 前 の 抗 元 型 を 帯び 
間もなく 消失 する 例 は 見 られ 同一 マウ ス が 2 回 以上 再発 
を 繰 返 す 場合 (現在 迄 7 回 を 最高 と す ) 既 住 の の 型 抗体 は 
再発 の 都度 低下 し て 新しい 型 の も の が 之 に 代 る 。 
同 王 の 原虫 と 治療 マウ ス を 以 て screening を 行 5 
場合 時 と し て 異な る 撤 元 型 の 原虫 と な つて 発病 する 事 が 
あぁ り 之 は 抗体 価 が 発病 阻止 に は 不 十分 で も ある が 原虫 も そ 
の 仙 を 宗 り 変 異 し て 現われ る も の と 思わ れる 。 








25、 最近 中 國 に 於 け る Surra に 就 て 


広島 農業 大 学 
吉川 政 市 


On the Surra (Trypanosomiasis) in china. 
Masaichi Yoshikawa, 


最近 中 国 の Surra (Trypanosoma evansi に よる ) は 
L 以 隆広 汎 の 地 灘 と 多発 し 然 も る 馬 , 騨 , 時 及び 水 


生 の 相互 感 菜 発病 が ある 。 馬 属 に 対 し て は 1951 年 以来 
防 過 に 手 さ れ た が 水生 (慢性 経過 を 取り , 
する ) は 未だ 放任 され て いる 。 


多く は 員 過 
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Surra の 診断 法 は 流血 , 胸 舌 塞 刺 液 の 虫 体 検出 及び 小 
動物 援 種 試 験 , 血清 反応 (特殊 溶血 反応 及び 祖 体 結合 反 
応 , 虹 表 反応 , フォ ル マ リ ン 反 応 ) が 行わ れ , 就 中 虫 体 
の 検出 と 特殊 溶血 反応 が 重視 され る に 至 つた 。 特に 特殊 
Moi 応 に 比 し 診断 価値 が 高く ( 馬 は 100 
多 の 陽性 ), 感 菜 発症 ( 碧 中 貝 体 出現 ) 後 平均 6.7 日 で 陽 
性 反応 を 現 わ し , 治 疹 後 F 埼 16.6 日 に 及 ん だ 。 

Surra 防 則 に 対し て 従来 の 試験 成績 に 鑑み 1952 年 か 
ら 新 化学 剤 Antrycide( 英 国 製 ) Naganin ( 蘇 術 製 )、 鐘 

銅 ( 自 製 ) の 効力 比較 試験 が 行わ れ た 。 Antrycide は 従来 
の 化学 剤 及 び 他 の 新 化学 剤 に 比 し 有効 で 体重 200<350 
kg に 対し 1.5g (10 多 黄 液 と し て ) 皮下 注射 し 94 ン 116 
人 65 一 116 日 間 の 治 勤 力 が ある 。 鐘 銅 

テレ チェ モン ッ 銅 ) も 相当 の 治療 価値 が あり 体重 毎 臣 0.08 
cc を 4 っ 5 回 静脈 内 注射 し 44 一 111 日 以上 (試験 未完 了 ) 
斑 発 を 見 な い 。 Naganin は 毎 蓄 0.014ー0.015g を 3 本 

は 筋肉 内 注射 し 45 日 の 予防 力 し か な く , 副作用 
訪 奄 其他 ) が 著 明 で あつ た 。 本 病 の 防 過 に は 更に 優 
な る 化学 剤 の 出現 が 期待 され て 居る 。 


26. PEpidemiology Of Amebiasis : PoS- 
sible infhience of water suDDIY, CoinCl- 
dlent with divers: feature of terrian, On 
tne occurrence of intestinal protozoa 


Dale E. Wykof, J. R. C. Fonseca, 
上 . S. Ritchie 


406th Medical General Laboratory 


The observations presented indicate that the 
incidence of protozoan jnfectionS Was lower on 
the floor of the KKofu Valley, Yarmanashi Precture, 
Japan, where drinking water was obtainable from 
Open wells, than in Secondary valleys of sur- 
rounding mountainS where the prirmary Source Of 
water was either a river Or an irrigation Strearn。 
For 万 7206 の 6 77S7o7y が cg the incidence tended to 
increaSe from upper to jower levels of the valley, 
in agreement with an expected increase in fecal 
pollution. Fluctuations of 万 . co/7 and 万 . gg 
irrespective of valley levels, and a dispropor- 
tionate increase of 戸 . so/y7 が cg in the hill com- 
munities, prompt the speculation that the several 
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modes of protozoan transmission may not be 
equally effective for 万 . 7s7o/y が cg and other ame- 
bas. Since cyst drying has been shown to be 1ess 
darmnaging to 万. co/z than . /gsZo7y7 が cg, the latter 
mnay be more dependent on water tranSmiSssion. 
Aithough other factors such as direct and food 
handler transmission and Hfies may have contri- 
buted to the increased incidence of protozoa jn 
hill villages, it js believed that water was the 


major factor of difFerence. 


27. 覚醒 剤 常用 者 の 問 に 発生 
レ た だ マラ 9 アア に つい て 


九 大 寄生 東 
大 鶴 正 満 ・ 加 茂 南 


On the prevalence of malaria 
broken out among the poisoned 
people with Wakeamin. 
Masamitsu Otsuru, Hajimne Kamo 


最近 福岡 県 の 基 談 鉱 集団 社宅 と その 隣 村 に , マラ リア 
患者 が 次 々 と 10 例 ば か り 発見 され た 。 患 者 は 全て 3 日 
熱 マラ リア で , 昭和 28 年 7 月 上 旬 炭 鉱 の 第 1 例 に 続き , 
同年 12 月 まで に 炭鉱 8 例 ( 男 7, 女 1), 隣 村 1 例 ( 男 ) 
発生 し た 。 ま た 年 齢 (20 一 38 歳 ), 生活 (3 名 は 同一 寮 ), 
職種 (4 名 は 同一 職 場 ), 交遊 , 性 行 等 共通 し た グル ー プ 
の 人 舌 の 間 に 特 発し た 。 外地 へ 行 つ た こと の ある 者 は 2 
名 で , その 1 名 (最初 に 発見 され た 例 ) だ け は 外地 感染 て 
ラリ ア の 再発 の 維 が ある が , 他 は 全て 今回 新しく 感染 を 
受け た も の と 判断 され た 。 こ ょ で 最も 重要 な こと は , 彼 
等 の ほとん ど が 覚醒 剤 の 常用 者 (確実 な 者 7 名 ) で あり , 
注射 器 を 不潔 の まく ゝ や り と り し た 事実 も 認め られ た こ 
で ある 。 症例 群 中 の 6 名 に つい て は , 本 人 洋 の 自供 , ま 
た 医師 , 上 司 , 家族 等 か ら 聴 取 し た 資料 に 基づい て 注射 器 
の 貸借 関係 (接種 の 経路 ) を 追求 する こと が で きた 。 そ の 
他 感 菜 経 路 に つい て 種々 調査 し た 結果 , 発生 時 季 か ら 考 
えて 自然 感染 を 全く 否定 し て し まう こと は で き な い が , 


患者 の 大 部 分 は 覚醒 剤 常用 者 の 間 に あ り が ちな 不潔 注射 
器 に よる 一 肘 の 人 工 接種 マテ リア で ある と 推定 され る に 
玉 つ た 。 た な お - 上 記 の 他 に 1 例 3 日 球 マ ラリ ア 愚 考 が 発生 
し た の で ある が , これ は 本 症例 群 に 属す る 1 例 か ら 輸血 
を 受け た 者 で あつ た 。 次 に か ょ る 接種 マラ リア 成立 の 可 
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能 作 に つい て 考察 し て みる と , 原虫 媒介 の 役目 を する 注 
圧 誰 内 の 残 久 血 液 は 0.02 ご 0.07 cc と いう 極 く 少 量 で あ 
る こと , 不潔 の 程度 に 種々 ある こと , 注射 器 を ある 時 間 
放置 し て 使用 する こと も ある こと , 大 下 注射 も ある こ 
と , また 同時 に 注入 され る 覚醒 剤 の 影響 , その 他 か ヽ る 
常用 者 に あり が ちな 不 自然 な 行為 を いろ いろ 想像 し て み 
る と , 成立 の 可能 性 は か な り 覆 雑 で も る が , 一 般 に 低 度 
で , また 潜伏 期 の 居 延 する 傾向 が ある よ うに 思わ れる 。 

し か し そこ に は か ょ る 常用 者 の 生態 か ら 考 えて , 彼 等 の 
間 を 頻 に 注射 器 が 住 復 し , 同一 人 に つい て 接種 の 機会 
が 度 重 な る と いう プラス の 条件 も ある と みな けれ ば な ら 
な い 。 発生 地 は , 元 来 マ テリ ア の 非 流行 地方 で ある の 
で , その 感 源 は 結局 外 か ら 持 込ま れ た も の に 違い な い 
の で ある が , 本 症例 群 は 恐らく 今 次 の 戦後 マテ リア が こ 
の よう な 特異 な 感染 の 形式 で 未だ に 尾 を ひい て いる 1 例 
と 考え る 。 

Ne も Norn 
東京 都立 民生 病院 に 於 て 最近 3 ヵ月 聞 に 24 例 の 三 日 
款 マラ リア 患者 を 診療 し た 。 患者 は 総 て 都内 の 浮浪 者 で 
覚醒 剤 常用 者 で も つた 。 都 の 衛生 局 と 協力 し て 基礎 現地 
調査 を (上 野 ・ 秋 葉 原 ) 行 つた 結果 , 総 検診 数 76 例 中 27 
例 に 三 日 封 マ ラテ リア 原虫 を 発見 し た の で 現在 衛生 局 殴 視 
庁 等 と 協力 し て 都 の 全 浮 浪 者 7300 名 を 対象 と し て 夢 延 
状況 を 調査 し て いる 。 現在 迄 , 下谷 , 浅草 保健 所 管内 640 
例 中 26 例 に 三 日 圭 マラ リア 原虫 を 証明 し た 。 

総 て 彼 等 に あり が ちな 不潔 注射 に よる 人 工 接 種 感 菜 と 
考え て いる 

猛 入院 患者 に つい て 覚醒 剤 常用 者 並び に マラ リア 愚者 
の 肝臓 機能 を 中 心 と し て 肝 生 体 組織 検査 肝 左 機 能 検 査 等 
種々 の 検査 を 行 つ て いる 。 

(追加 ) ( 阪 大 微 研 寄 生 虫 ) 山 本 好 明 

大 阪 中 央 病院 に 於 て 本 年 に 発熱 主訴 し た 3 名 の 男性 で 
末 栓 血液 に マラ リア 三 日 熱 原虫 が 甚 多 数 認め あら れ た 。 共 
に 長期 間 覚醒 剤 を 注射 し 中 止 後 数 ヵ月 を 経て いる 。 
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28. 概 査 比較 に 就 て 
中 部 日 本 寄生 虫 予 防 協会 
加藤 俊一 ・ 三 浦 光 生 
On the comparison of some stool 
examination methods. 
Toshiichi Kato, Mitsuo Miura 


:。 朝 

糞便 寄生 虫 卵 検査 ( 赴 接 塗 抹 法 ) に 際 し て 1 標本 中 1 
2 個 の 比較 的 少 い 卵 数 に 止 る 事 の 多い 十二指腸 虫 雅 及 び 
東洋 毛 人様 線 虫 卵 等 の 検出 成績 は 本 の 塗 抹 技 術 の 優劣 に 
佐 て 非常 に 左 有 され る 事 は 技術 員 の 等 し く 経験 する 多 で 
ある 。 即ち 様 本 が 厚 き ! に 過ぎ て も 赤 余 り ) 注 き に 過ぎ て も 
之 が 検出 率 基 しく 低 下 せ られ 殊 に 集団 検査 に 際 し ー- 枚 鏡 
検 法 を 実施 せん と する に 於 て は 厚 き に 過ぎ ず 藻 き に 過ぎ 
な い 理 想 の 標本 を 一 様 に 作製 せん に は 容易 い 落 抹 手 技 と 
思わ れる が 突 WO の 技術 を 要する も の で ある 。 余 等 の 
検査 室 で 6 る 落 抹 技術 上 の 難点 も 容易 に 解 結 し , し 
か も 検 昌 ai 『 し く YK 
を 使用 する 標本 作製 法 を 採用 し その 比較 試験 を 行 つた 

II. 塗 抹 隊 本 の 作り 方 

マッ チ 棒 の 先 に 米粒 大 の 糞 塊 を 可 検 便 の 三 ヵ 所 位 い の 
多 か ら 採取 し オプ ェクト グラ ス 上 に 附 基 せしめ 別に 用 意 





せる 2.0cm※X2.5cm 大 の セロ ハン 紙 を (「 グ リセ リン 」 
加 石 灰 酸 水 に 常時 浸漬 し 用 に 臨み 取出 し 水滴 を 除却 し て 


か ら 使 用 する ) 覆い 揚 指 頭 で 強く 圧し 開 便 の 展張 を 計り 
妥 し て 30 分 一 1 時 間 室 内 に 放置 後 鏡 検 する 。 
グリ セリ ン 加 石 炭 酸 水 の 多 方 


5 用 古 談 酸 水 50.0 cc 
グリ セリ ン 50.0 cc 
IIIT. ガバ ー グ ラス 法 と モロ ハン 紙 法 と の 比較 実験 成 


績 

愛知 県 下 学童 の 集団 検査 に 際 し 両者 の 比較 実験 を 試み 
る に 次 表 の 如き 成績 を 示し た 。 即ち , 顕 昌 卵 の 陽性 比 は 
「 ガ バー グラ ス 法 」19.5 2「 モ ロ ハ ン 紙 法 」 20.3 2 に し て 
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生 ょ 良好 程度 の 検出 率 を 示し た に 過ぎ な か つた が 十 二 指 
腸 虫 卵 (が バー グラ ス 法 7.6 用 セロ ハン 紙 法 13.2 2) 較 
昌 卵 (が バー グラ ス 法 0.9 モロ ハン 紙 法 2) 東洋 毛 様 
線 虫 卵 ( が バー グラ ス 法 陰性 セロ ハン 紙 法 0.07 22) 肝 ヂ 
ス (ガバ ー グ ララ 法 陰性 セロ ハン 紙 法 0.07 用 ) 等 あつ て 
は 極め て 良好 な 検出 系 を 示し た 。 比較 の 対象 と し た 所 詩 
ス 法 の 塗 採 標本 は 1.8 cm x1.8 cm 大 の 「 が ガ 
滴下 液 は 「 グ リセ リン 」 加 石 炭 酸 水 を 使 


ガバ ー ゲ グラ 
バー グラ ス 」 用 
し 作製 し た 

8 考察 並び に 結論 

余 等 は 糞便 寄生 虫 検査 (直接 落 抹 法 ) に 際 し 康 抹 標本 作 
製 に 作り 「 が バー グラ ス 」 の 代用 と し て セロ ハン 紙 を 使用 
する 事 に 依り 検出 率 る 大 き な 事 を 認め 得 た 之 が 所 感 を 
刀 ぶ れ ば 次 の 通り で ある 。 

1. 本 法 の 優秀 性 の 因 る は が バー グラ ス 法 (1.8cm※ 
1.8cm 大 ) よ り 検 査 量 が 生 ょ 多量 で ある 事 及 び モ セロ ハン 

紙 の 審 首 に 依り 稽 ょ 厚 き に 過ぎ た と 思わ れる 箇所 に 於 て 
も 可 成 り 視 野 の 鮮明 度 を 有する 事 に 依る も の と 思考 せら 
る 。 

2. 鏡 検 は 沙 抹 直後 の も の より 30 分 以上 和室 | 
し た も の ヽ ゝ 方 が 視野 と な り 検 出 率 大 な り 。 

3. セロ ハン 紙 に 依る 沙 抹 標本 は 媒 日 迄 放置 する も 鏡 
栓 に 衣 障 な し 30 分 一 1 時 間 放 置 後 の も の より 更に 視野 
の 鮮明 度 を 増し 魚 虫 卵 , 鞭 昌 卵 等 の 有色 卵 に あり て は さ 
な が ら 視 野中 に 浮上 の 観 を 呈す 。 

4. 殊 に モロ ハン 紙 法 に て は 十二指腸 虫 卵 , 東洋 毛 様 
線 虫 卵 及 び 罰 形 小 な る 鞭 虫 卵 , 徒 川 氏 明 虫 卵 , 肝 チ スト 
マ 等 の 検出 に 極め て 容 趣 な り 。 


入 に 放置 


所 調 カ バー グラ ス 法 と 「 セ モロ ハン 」 紙 法 の 比較 実験 成績 











検 検 陽 卵 . 保 
法 | 言 | 数 昌 卵 | 十二指腸 卵 | 
ャ wm スジ ゲ 控 | | 451 | 285 20.3| 188 13.2 
| 1, 400 ] 


| s82| 278h9.5 | 107|7.6 





kJ 9 電 に 。 還 朋 JH 
東洋 毛 様 だ 間 抽 ま ー ヴ マ で 
線 昌 卵 | 析 衝 記 デス | 二 種 | 三 和 


1 0.072 28 ( まい 1 bp. 名 4o | ュ 





に | | 12 | 0 | | 10 | 0 








29. 開 便 内 答 生 串 卵 柳 査 に つい て 
(第 2 報 ) 
大 阪 市 立 医 大 
杉山 朝 ・ 雇 田 正 道 ・ 幼 島 淳 仔 
磯 川 真 和 ・ 守 屋 答 三 
On the egg-counting of 
parasitic Worms. (HE)、 
Hiroshi Sugiyama, Masamichi Fukuda 
Jyunji Fukushima, Sadakazu Jsokawa, 
Shojt Moriya 


ooo よる 寄生 忠 卵 検査 に お ける 検出 率 の 問題 

を 挫 計 学 的 に 検討 し た 

先 づ , 調査 対象 と する 母 集団 を , 特定 の 虫 卵 に つい て 

陽性 群 ( 母 集団 に 於 ける 割合 , g) と 陰性 群 ( 母 集団 に 於 
ける 割合 , 認 と する 。 

また , 陽性 知 よ り 抽出 され た 試料 に 基き 凍 量 , 約 10 
mg (カバ ベー グ ラ ス の 大 き さ , 22X22 mm) の 紗 採 掃 本 
1 枚 に する 。 忠 卵 検出 率 (陽性 郡 を , 間 : 言い な く 陽 栖 
Ft 幸 ) を p と する 。 





の 様 な , 由 卵 検査 模型 を 想定 し , OR 

灯 還 返し て , 10mg 試料 ? 内 人 樹 し た 成績 よ 
り , g と p の 推定 値 % と p を 求め る 大 式 4 を 求め , 実 
地 の 諸 成績 に 応用 し た 

の exerse 
量 中 に 発見 され る 特定 寄生 虫 の 虫 雅 数 の 分 布 が , ボア っ 
ツン 分 布 に , ょ よく 区 すく る こと は , 従来 , 諸家 の 研究 の 
一 致し た 結論 で ある が , 我々 は こ 9 ] い 」 更に 
各 全 便 に お ける ポア ッッ ツン 分 布 の 母 平 区 
布 型 を 想定 し て , 前 刀 の 陽性 群 より する 平 和 の 検事 p 
と この m 自身 分 布 型 と の 関係 を 検討 し た 。 

m の 分 布 に 種々 の 型 を 閑 守 し て , p と の 関係 か ら そ 
の 分 布 の 入 囲 を 調べ る と 正規 型 ・ 指 数 型 等 で は , 可能 
な m の 存在 範囲 は 極め て m の 小さ い 部 分 に 限ら れ , 
顕 昌 卵 の 場合 に は 検便 中 の 経験 と 合わ な い 

種々 の 検討 の 結果 , ガン マ 型 分 布 7 (4 ム ) を 想定 す 
る こと が 委 当 で あろ うと 思わ れる 。 平均 //4 を 経験 上 の 
乾 も らし い 値 の 附近 に きめ て みる と , ガン マ 型 の 中 で も 
J-shaped に な る 。 .、 何 , こ ヽ で 想定 し た m 5 ン 












キ 
トド 
ん 応 


マ 型 に つい て , 得 m を 母 平 均 と する ポテ アッ ツン 型 を 
合 さ せ て みる と , 理論 的 に ポリ り リヤ ・ エ ッ ケ ン ベ ル ガ ー 弄 ! 
或 は 負 の 二 項 型 と 呼ば れる も の が 得 ら れる が , これ は 小 
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宮 氏 の 報告 中 に ある , 頻度 分 布 と 様相 を 同じ くし , 双 , 
Hunter 名 NNN (1952) の Egg Count の 頻度 分 ) 
布 に 負 の 二 項 型 を 低 させ て いる こと も る, We よ 
う で ある 。 ガ ンマ 型 分布 (4, ) の 平均 は 4 で 
様 本 に よる 最 区 解 は 算術 平均 ※ で も あり, p と ん ん と 
の 開 に は 
(4 2 

な る 関係 が 成立 つか ら , こ ya (4, の 
の 母 数 4 み が 推定 され , その 分 布 曲線 を 得る こと が 池 
来る わけ で ある 


アア 








30. 愛知 弁 矢作 川 流 城 の 
答 生 昌 保 有 其 況 に 就 て > 


テー 

中 部 寄生 下 予 防 会 【 

加藤 俊一 3 

Epidemiological survey of human Dara- 
site in the area of Yasaku-River. 4 
Toshiichi Kato Tn 

抄 多 な し 0 
を 日 

31. 米子 市 に 於 ける 屋内 

も 

の 『 財部 寄 生 暑 由 も 

鳥取 大 公衆 衛生 19 

森下 香 了 
Internal-parasites of house-rat 聞 

in Yonago city. 16: 

Takuro Morishita Ph 

昭和 26 年 8 月 より 昭和 27 年 ? 月 迄 米子 市 内 の 人 家内 MA 
で 捕え た 衣 の 318 頭 に 就 て , その 内 部 寄生 昌 の 調査 を し 
た 。 採集 し た 暑 虫 は , 吸虫 問 で は cos7972 CZZe/07- 3 の 
cs Ando et Ozaki, 万 czzos7o7z ヵ o77e2se Asada, 条 
東 類 で は 万 yzezo/e の ZS 7722222472 (Rudolphi), 万 yze- 9 
3 = 8 は ( 
O7e の 2S 722 の (V. Siebold), CysZceycZS 2SC2 の 7277S (Bat- 1 
sh), 線 虫 類 で は Cg ヵ 277Z776 /e の og が cg (Bancroft)。 CgZz- 6 
シレ: 本 

7277o の gc777272 (Eberth ) , 7 の 7 の s の 77247 72707S。 /W7 の の OS- oe 
の 22PW/ZzS 777S。 〇 7 の go の es 72777 (Sandgroun) , Cg- KA 
947e7e7ZZS $ の ZS の (Schneider ), 7c/427S 277S (Sc- 1 
る 。 


hrank), 4scg7z2, SyZZc72 の の 2e/272 (Rudolphi) , 7 が - 












昭和 29 年 6 月 (1954)〕 


cs97 の eS CZ2SS2c の 7 ( Bellingham), 以上 15 種 で あ 


つか た - 


32. 日 本 産 Physa 類 の 医 球 
体 幼 物 学 的 観察 
京都 府立 医大 医 動物 
杉原 弘人 ・ 杉 原 道人 
Miedical malacological observations 
of Physa sp. in Japan. 
Hirohito Sugihara, Michihito Sugihara 


Physa は 欧米 で は 普通 に 広 Me し て いる と ころ の 


Lymnaea 似 の た 次 の 巻 上 内 で ある が , JFA 
発見 は 終戦 後 , 主として 都会 の 習 人 に 共 て で ある 。 私 
1 は 昨 ? 中 鳴 川 の 堤 紡 の 伏流 | 水中 に ー Phy S3 SD。 を " ま 


め に その 伏流 氷 中 に 一 諸 に 棲息 す 
る Lymnaea と 比較 し つ ょ 外部 形態 歯 吾 の 測定 を 行 つ 
た 。 即ち , 帝 の 角度 は 7 帝 曲 の 角度 は 10* の も の 最 
も 多く , 蒙 長 は 12.08 王 0.07 mm。 蒙 筐 は 6.65 二 0.04 
mm, 受 日 終 笠 は 9.76 土 0.07 mm, 帝 口 横 径 は 4.74 土 
0.03mm, 螺 塔 は 2.71 主 0.04 mm で ある 。 鼓 径 と 殻 長 
の 比 は 0.5 以下 の も の 91.5 を を, 0.7 以上 の も の な く , 帝 
と 帝 長 の 比 は 0.8 以下 人 ) 34.5 , 0.9 以上 の 
帝 口 横 符 と 蒙 唱 縦 笠 の 此 は 0.6 以下 の 
も の 99.5 2, 0.7 以上 の も の は な い 。 螺 頂 より の 角度 
180? 増 加 す る ご と に 増加 する 螺 局 の 編 は 180? より 10:09? 
ま で 0 0.1 一 0.7 mm で ある が , 1080? と 1260? の 固 
で は 1.3>1.5 mm と 次 第 に 増加 し , 1260" と 1440? と の 


ず そ の 種 名 の 決定 の た 


ク 
H 縦 1 1 王 と 
22 


ふも の 2 で あり , 


聞 で は 5.3 ン 6.1 mm と 急 に 増加 する 。 坦 し 、 14409 と 
16207" と の 間 で は 送 に 2 て 4 mm と 減少 を 示す 。 以上 の 


Physa sp. の 外部 形態 の 測定 を Lymnaea と 比較 する 
と ・ 押入 滅 径 と 帝 
長 の 比 , 帝 口 横 径 と 帝 口 終 科 の 比 よ り 容 易 に 両者 を 区 別 
で きる 。 炎 に 脂 杏 を 測 定 する と , 長き 2.86 土 0.06 mm, 
編 1.84 主 0.05mm で , 幅 と 長 さ の 比 は 0.5 以下 の も の 
な く , 平均 0.67 で ある 。 歯 天 の 形 は 扇形 で あり , 中 歯 
は 6 一 8 個 の 失 頭 を 有 し , 側 歯 と 緑 は 区 別 困難 で あり 
合計 一 側 の みみ で 80 一 123 個 で 3 一 9 個 の 失 頭 を 有 し て い 
る 。 上 貝 の 個数 より 緑 只 の 中 で 最も 多い 和 頭 数 は 6 個 の も 
の で ある 。 この 歯 天 の 測定 より Physa sp. の 歯 式 は 


100 
100+ ラー - ち 9) 77 (但し M の 中 に を 含む ) と な 
る 。 Physa と Lymnaea と は 歯 舌 の 形態 が 全く 違う の 


( 37 ) 
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で 歯 耕 の み で 区 別 で きる 。 以上 の 測定 で 鴨川 の Physa 


Sp. は P. acuta, P. fontinaliis の いずれ か と 思わ れる 






が 生殖 器 の 構造 の 研究 に より 二 者 の いずれ か は 確定 する 
と 考え る 。 更に Physa の 一 種 が 北米 で は 肝 蜂 の 中 間 宿 
主 と な り 得る こと が Body(1920) に ょ り 実 験 釣 に 証明 さき 
れ て いる の で , 日 本 産 を 使用 し て この 追求 
する つも り で あり , 叉 モノ アラ イガ ィ が 田部 等 (1953) に 
よる と 水田 皮 睦 炎 を お こす 一 種 の 鳥類 住 箇 吸虫 の 中 間 宿 
が , モノ アラ イガ イィ と 同一 の 環境 
で 兵 島 する Physa sp. も この 住 血 吸虫 の 中 間 宿 主 に な 
りう る の で は な いか と いう 点 も 今後 の 研究 に より 明 須 に 


する - 予定 で ある 。 


Physa SD. 


主 に な る と 逃 べ て いる 


2323. 宮入 上 貝 の 解 章 
東 『 大 農 医 板 垣 博 


Anatomical study of 
OZzcg72672727 7405 の の 0 の. 
Hiroshi Itagaki 


宮入 具 の 解剖 学 的 業績 は 中 本 (1923) 以 外 に は 精 絹 な : 
の は な い 。 

材料 は 山梨 県 中 互 磨 郡田 富村 産 の も ゃ の を 用 い , 
題 微 鏡 下 で 解剖 し た 。 

消化 夫 は 口 球 に 始ま り し 舞 状 の 胃 に 至 
り 以 後 多少 税 曲 し て 直腸 を 過ぎ て 体 の 右側 外伝 礎 に 開 ロ ロ 
する 。 日 球 に は - 対 の 権 伏 の 虹 腺 が 開き 胃 の 嗣 近く に 
中 腸 腺 ( 財 臓 ) が 開口 する 。 胃 中 に は 本 品 体 が あり , 目 百 
の 中 歯 は 三 上 区 を 有 し , 第 一 側 歯 は 9>? 歯 を な す 。 備 環 
夫 は 体 の 左側 外 奏 腔 近く に 一 心房 一 心室 の 心 民 ハ が あり 鯉 
導 脈 を 受け 動脈 は 心室 を 出 て 直ちに 前 後 の 二 大 動 派 に 分 
れ , 日 球 下 面 及び 胃 の 随 近 に 至る 。 

呼吸 系 と し て は 外 三 膜 内 面 に 突出 する 60 余 の 葉状 片 
より 成る 負 で ある 。 

排 港 系 は 体 の 左側 心臓 の 上 後方 , 腸管 の 下方 に 位 す る 
白色 の 腎臓 で ,. その 開口 は 左側 外伝 腔 の 最も 奥 に ある 。 
筋肉 の 中 で 最も 主 な も の は 喜 軸 脇 で 良く 発達 する 。 

神経 系 は 食道 を 囲む 対 の 神経 節 ( 脳 , 側 , 内 臓 ), 脳 宰 
経 節 の 下方 に ある 1 対 の 足 神経 節 , 口 球 の 後面 食道 の 下 
側 に ある 1 対 の 日 球 神 経 節 及び それ 等 の 神経 か ら 成 る 。 
脳 節 は 主 に 胸部 , 触角 , 有 眼 等 を 支配 し , 側 神経 は 左側 の 
も の より 一 神経 を 左 方 へ 出す 。 側 内 臓 神経 連繋 は 左右 交 
有 丸 し 従 て 内 臓 節 は 見 掛 上 左右 が 逆 の 関係 を と る 。 左右 内 


生体 と 
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臓 節 は 後方 及び 側 方 に 各々 太い , 内 臓 神経 と 外 倒 神経 を were included as a laying site, reproduction was 6 
出し , 橋 節 より 出 た 外 作 神 経 と 左 節 より 出 た 内 臓 神経 に based on the number of young which hatched. 2 
は 劉 の も の が ある 。 足 神経 節 か ら は 側 方 に 2 対 , 前 後 During the frst summer of isojation under 1a- 9 
林 時 つ て 3 対 の 主 な 神経 を 出す boratory conditions, females reproduced as many 
叶 と し て 足 神 経 節 の 上 方 に 1 対 の 平衡 胞 友 が 和 需 as those which were paired with male, indicating B 
角 , 有 眼 が ある 。 that copulation of the preceding fall or before had y 
生殖 器 は 雄 で は 中 腸 腺 に 匂 ま れ た 精 財 に 始ま り 較 精 管 been adequate for normal reproduction. Females を 
を 経て 円 色 の 提 護 腺 に 至り So 天 部 で ES paired with males the frst summmer and isolated 3 
走 し て 可 成 り 大 形 の 陰茎 に 終る 。 で は 輸 卵 等 が 卵巣 か the second, showed increased reproduction during 
ら 発 し 腸管 に 潜 つ て 下 向 し 数 回 曲折 し て 後 , 受精 氏 の 人 痢 the second sunumer、aSSuring adequacy Of labora- | 
向 を 受入 れ や ょ ヽ ero 管 を 受け て 了 塊 膜 腺 の tory conditions. Females in complete isolation ・ 
中 を 通 つ て 体 の 右側 外島 有 の WT 門 に 接 【 て 開口 する during both first and second Surmrmers Were CaDa- 
一 方 , 貯 精 美 の 導管 は 一 度 還 2 人 きじ で 人 後 之 > 寺 字 に ble of producing Some Young during the second 
交 丸 し て 後 分 れ , 尋 塊 膜 腺 に 併行 し 生殖 器 開口 近く で 再 Summer。but the numbers were greatly reduced. 
び 之 に 合 す る On the basis of observations on three females, it 
以上 の 結果 か ら 神 経 節 の 発 涯 状態 , 短 唱 体 を 有する appears that reproduction may not be possible 16 
事 , 輸 卵 管 と 冊 imgs 当 乏 の 十字 変 叉 等 か ら 本 属 の 分 類 学 during the third year of isolation. y 
上 の 位置 に 再考 の 要 が ある と 思わ れる P 
35. 3 和 す [ 生 是 層 疾患 に お な ける 自 血 包 
34. Biological studies on Ozcozze/Zz7Z 球 遊走 速度 及び 次 喰 能 に 就 て > 
20S の の 7 ・ Persistence of egg-lay- NN Wieetroniaoo 6 
> s る 由 陣 球 遊走 速度 及び 商 喰 能 に 就 て ) 
ing by O. zzosg ヵ oz following 3 
isolation from males. ん 
松岡 広 次 
cc On the amoeboid movement and 
406 th Medical General Laboratory 
phagocytic activity of leucocytes 
An jnvestigation is in progress to determine in parasitic infections. 
how long the Ozcoe/2722 740s0 カ 7 の ZZ Can Continue Hiroji Matsuoka 
to ay fertile eggs after isolation from males。 只 
This is of importance in respect to the possibility 日 本 住 血 吸 虫 症 に 於 ける 血液 の 変化 は 極め て 興味 深い 
of snail repopulation of areas in which virtual も の が あり , 之 に 関す る 報告 は 多数 み ら れ る 。 然し 白 血 
eradication has been achieved by mmolluscocides or 球 は 一 般 に 一 時 増加 する が 重 SR 必ず 減 
other means. Another aspect of the investigation 少 す る と いう こと は 周知 の 事実 で も る が , 白血球 機能 に 
iS to compare reproductive capacity of females 関し て は 何 解 明 を 要 す べ き 点 が 多い の で 本 実験 を 行 つ 
isoljated during different seasons of the year. だ た 
Single females were isolated on flter paper in 突 験 動物 は 成熟 健康 家 各 を 用 いた 。 感染 に は 片山 地方 
Small petri dishes, of which a portion were paired より 採取 せる 宮入 上 内 内 モル カリ テア を 家 束 腹 歴 に 経 皮 感 染 
with males during spring and sumrmer。 Males せしめ た 。 重症 例 で は セル カリ ア 10001500, 軽症 例 で 
were removed from all dishes at the end of fall は 700 筐 感染 せしめ て 検索 に 供し た 。 由 血 球 遊 走 速度 は 6 
thus interrupting copulation much as it would be 杉山 氏 法 に より 測定 し た 。 好 中 球 墨 粒 色 喰 度 は 森 氏 法 に 2 
under natural condition of hibernation. Since the より 行い , 谷 氏 法 に よ ょ て つ 分 類 し て その 平均 値 を 求め 』 
eggs were not easily seen in the inud cakes. which た 。 経過 観察 は 重症 例 は 感染 前 と 感染 後 1 一 6 週 に 奄 り 5 





8 ) 
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毎週 測定 し , 軽症 例 は , 感染 後 1, 3 週 , 1, 2, 3, 
4 月 目 に 測定 し た 。 

重症 例 は 好 中 球 遊 走 速度 (N. M. V.) は 感染 1 週 目 は 減 
少し 2 一 4 週 は 促進 を 示し 5 週 以後 は 著 減 し た 。 好 酸 球 
遊走 速度 (E. M. V.) は 感染 1 週 目 に 最も 低下 し て 晴 後 洒 


次 居 復 の 傾向 を 示す が 6 週 目 に は 再び 低下 する 。 好 中 球 
節 喰 度 は 感 菜 1 週 目 に 減少 し 次 いで 消 次 軽度 の 促 進 を 示 
す 


軽症 例 は N.M.V. は 感染 後 よ り 3 週 目 迄 は 著 明 に 減 
退 し 休 引 続き 2 月 目 ま で 洒 次 減退 し , 其 後 3 月 目 に 一 過 
性 に 偶 進 が 見 られ る が 4 月 目 に は 再度 減退 する 。E.M.V. 
は 感 菜 後 若干 の 動揺 は ある が 減退 する 。 面 し て 1 月 目 に 
最低 値 を 示す 。 好 中 球 貧 喰 度 は 感染 後 より 1 月 目 迄 は 減 
少し 3 月 目 に は 一 時 促進 する 。 

日 本 住 血 吸 虫 症 Pete 人 は N.M.V., E.M.V., 墨 
粒 鍵 喰 度 の 熟れ も 感染 1 週 目 に 強く 障 旭 を 受け その 後 汰 
次 快 復 の 徴 を 示す が 貧血 が 進行 する に つれ て 帳 血 球 の 庄 
機能 が Mod 示す も の と 考え られ る 。 軽症 感染 例 は 白 血 


球 機 能 に 及ぼ す 障 刀 は 重症 例 よ りゃ 慣性 的 で 軽度 で ある 
と 考え られ る 。 即ち N.M.V., 墨 粒 資 喰 度 に 訟 て は 感染 
後 2 月 目 迄 障 密 を 受け その 後 一 時 栓 復 す る が 再度 機能 ヵ 
減退 を 示し , E.M.V. に 於 て は 感 菜 後 動 挿し な が ら 機 能 


の 減退 が 圭 続 する 


36. 日 本 住 血 吸 是 の 宿主 特異 
性 に 関す る 研究 (3) 各種 実 
小 動物 の 比較 病理 学 的 研究 
予 研 寄生 中 部 
伊藤 二 郎 
Studies on host-specifcity of 
Sc/2S79s0727 7 の 0742CZ272. 3 
A comparative pathology of different 
laboratory mammalian hosts infected 
with ぐ . 74 カ の 72CZ72. 
Jiro Ito 
家 束 , マウ ス , モル モッ ト , ラッ テ の 4 種 の 実験 動物 
に 夫々 日 本 住 血 吸 虫 を 感染 せしめ , 感染 濃度 及び 感 菜 後 
の 経過 期間 に 特に 留意 し て その 比較 病理 学 的 研究 を 行 つ 
た 。 一 般 に 肝臓 , 腸管 , 肺 臓 等 の 虫 卵 沈 誠 に 対す る 組織 
反応 の 程度 に お いて 宿主 の 差 が 著しく , その 他 の 臓器 で 
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の 病変 は 前 者 と 略 ょ 平行 の 傾向 は 見 られ た が , 宿主 の 差 
は 著しく な か つた 。 然し て 宿主 別 の 反応 と し て は 家 兎 に 
お ける 下 卵 沈着 に 対す る 組織 反応 が 最も 強く , 他 の 実験 
動物 で は 全く 認め られ な いか 或いは 軽い 様 な 著しい 像 が 
多 か つ た 。 マ ウス に お ける 上 虫 卵 沈着 の 反応 性 は 家 重 と 酷 
似 す る も 征 ょ 弱く, 由 駆 結節 の 規模 も 小さ か つた が , モ 
ル モ ッ ト , ラッ テ に 比較 する と 人 お 反応 性 は 強く 認め ら 
れ た 。 モルモット に お ける 忠 卵 洗 昔 の 反応 性 は 他 の 動物 
に 比 し て 基 だ 弱く 且つ その 発現 が お そく , 20 週 割 検 例 
迄 , 何れ に る 重 篤 な 病変 は 認め られ な か つた 。 ラッテ の 
一 般 的 反応 所 見 は そ モルモット と 略 ぇ 酷似 し て 居 た が , 腸 
管 に お ける 病変 が 極め て 軽微 で あり , 更に 寄生 虫 体 に 対 
し て 肝臓 が 早期 か ら 特異 な 防 多 反 応 を 示す の が 認め られ 
だ q 

以上 の 虫 卵 沈 間 に 対す る 組織 反応 性 の 強弱 は 既報 の 宿 
主 名 死 状況 , 虫 卵 排出 状況 , 虫 体 寄 生 状況 , 発育 状況 等 
と は ほ ぶ 平行 し て 居る 事 が am られ た 。 何 詳細 は 日 新 医学 
41 巻 5 号 に 掲載 の 予定 で ある 


37. グル ュ ン 酸 ア ンチ モン ソー ダ の 
日 本 住 血 吸 是 に 対す る 効果 試験 (予報 ) 


Il 梨 研究 所 
佐々 木 孝 ・ 飯 島 利彦 ・ 保 坂 幸 男 


Takashi Sasaki, Tosh 抽 息 o Iijima 
Yukio Hosaka 


抄 鉄 な し 。 


38. 日 本 住 血 吸虫 症 の 研究 
治療 実験 第 一 報 各種 治療 法 の 
血 , 尿 中 濃度 並 に 解毒 剤 の 影響 

国立 療養 所 甲府 病院 
小沢 慶三 

Studies on the schistosomiaSiS. 
Therapeutical experiment. Report 1 


Keizo Ozawa 


日 本 住 血 吸 虫 症 の 現 治療 法 に は 幾多 の 欠陥 が あり 適切 



















































































40 【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 * 第 1 号 
で は な く タ 再発 が 腰 * ょ あり 恐 し い 慢性 症 を 若 起 する の で [III〕 Bal 単独 並 Hypo ( チ ォ 硫 酸 ツ ソー ダ ) 併用 に よ G 
改善 を 要する 。TIMaren の Rhodamine B の 法 に より , る 影響 
Sb の 体内 外 の 推移 , 並 解毒 剤 の 之 へ の 影響 を 研究 し , 軍 金 属 解毒 剤 た る Bal 並 Hypo を A 山羊 に は 両者 
次 の 若干 の 成績 を 得 た の で 報告 する 。 を 併用 し , B 山羊 は Bal の ス を 用 いて 実験 し た 。Bal 
【I〕 1 固 注射 に よる 画 中 尿 中 濃度 の 測定 は 200mg を 皮下 に , Hypo は 2g を 静 注 し た 。 T 
雄山 羊 四 頭 に スチ プ ナ ー ル (以下 スチ と 称す ) 0.003 ィ ) Intensive Treat. 後 42 日 目 に 注射 し , 3? 後に 採 は 
g/kg を 静 注 し , 表 T1 の 成績 を 得 た 。 即 ち 最初 数 時 間 は 急 血 を 行い , 表 HIT の 結果 を 得 て , 注射 後 は 明 に 血 中 に 抗 
表 1 0.003g/kg ステ プ ォ ナール 注射 後 の 血 中 濃 諾 表 III Int. Tr.42 日 後 の Bal. 実 験 
セ 月 5 Oo に oO | o | >O ご: っ 1 旨 1 四 6 ES か 
時 間 | 1 2 3 | 49 129 2 が | 48 | | 注射 前 I 回 | II 賠 
?/ml 0.64 | 0.46 0.3| 0.2| 0.1 0.06| 0.075 DI A 0.1 0 | o. 肪 
同 尿 中 濃度 ( 狐 ) ー B 0.05 0.17 | 60.283 
Pe 1 5 の 
| 0 の 
馬 に が | が | 9 が r 上 | 人 の 
症 0 B 3 0 0 * 
| 2.6| 0.9| 0.6 こ 
0 表 IV 1 日 3 回 3? 置 注射 叶 の Bal Hypo 注 
傾 料 に 減少 し 12? 後に は 0.1 7/m1 と な り , その 後 は 極 本 9 > の 
に よる Sb の 病 中 濃度 及 尿 中 濃度 (7/10 cc) っ 
め て 縦 助 に 減少 し , Brady 等 の (2 注射 と 同様 な 測 ー = ー ーーーーーーーーー- 一 一 
度 曲線 を 描く が , 48^ 後に や ヽ 増 加 し た 。 之 は 腸 内 の Sb Al2o |49 | 7? 24? | 2gr 72: 10: H 10 』 十 2? 
の 再 吸 履 に よる と し 中 へ の 排 洪 は 動物 に ーー テー ナー ナー ナー テー テー エー イィ ーーー」 ーー 
ょ mw ymSwetee 会 箇 2.7 4.9 7.4 8.5 11.63.350.55 0.63 
f 達 ろ 横 ゝ の 
〉 父 使用 楽 剤 に より 種々 身 る 模様 で ちる が , Bartter の 。 半 0.290.410.460.354.060.12 0 0 
T. 下 . 注射 の 結果 と 相似 し た 。 碧 球 2.4 4.5 6.943.155.543.23 
[II〕] Intensive Treatment の 血 中 Sb 測度 比 | 8IHO.915| 81.3126 
雄山 羊 二 頭 を 用 い , スチ 0.003g/kg を 3" 間隔 一 日 四 200| 250 120 8.32 13.3 本 
回 二 日 間 注 射 し , Sb の 功 中 及び 血 毅 内 濃度 の 測定 を し 9 [ 
て 表 II の 成績 を 得 た 。 一 回 投与 の 場合 より 泊 か に 高 渡 上 上 ee 
度 と な り 22? 後 の 笠 日 注射 前 の も の も 1" の も の と 殆 ん 全面 3.07j5.8 9.6 曜 4 5.1 1.450.2 | 0.64 
ど 同 じ く 更に 次 回 注射 に より 急速 に 高 濃度 と な り , 永続 血 禁 ? 0.430.990.170.810.08 0 0 
する の が 見 られ た 。 区 球 の 濃度 は 血 外 よ り 廷 か に 高く , Pe | 
その 比 は Lippincott 等 の 報告 に 似 た 。 上 比 12 8.7 7.2 5.3 17 | 有 
表 TIT Intensive Treatrment に 於 ける 血 中 Sb 濃度 7/ml 宇 
ーー ニー ニー ニーー- ー ー 肺 5 
2 2 | 0" | "1. 二 。 | 夫 1. 縮 | 宮 | 持 昌 を 
全 箇 | 3.61 4.73| 5.88| 8.07| 2.65 7.07 | 9 | 7.6 | 9.3 | 9.4 | 4.5 | 2.09| 0.55 ( 
| 1 l | | 
血 尊 | 0.15 0.32| ? | 0.95| 0.62 1.06 1.31 | 1.07 2.55 | 2.78| 1.1 | 0.58| 0 も の 
陣 球 | 3.46| 4.41 | | 7.02 | 2.03 6.01| 7.69| 6.53| 6.75 | 6.62 | 3.4 ! 1.49| 中 , 
比 | 13 |18 | し じす 「『 5 5 6 | 26 | 23 | 3 | 2.5 | 匹 ( 
B 比 ・……・ 血 球 Sb/ 血 苦 Sb ゃ の 
全 血 | 3.15 4.81 5.85 7.98 | 3.41 6.92| 8.71 | | 9.5 | an.6| 4.5 | 2.2 】 赤 公 
碧 芋 wed 0.75 | 0.81 1.27| 1.39 1.97| 2.69| 2.97| 32.2 | まる | 3.96』 42 
1 (| いそ の 
地球 | 2.78 | 4.06 5.04 | 6.71| 2.02 4.95| 6.02| 7.13 | 9.4| 2.3 | 1.16| の は 
擬 7.5 | 5.4 | 6.2 | 5.2 | 1.5 | 2.5 | 2.2 | 3.01| 4 まま 全 | まき 二名 
1] | 】 』 コ N 性 





( 40 ) 














昭和 29 年 6 月 (1954)] 


Sb の 増 加 を 見 4 ゾ 1 胸 こ o 
) スチ 0.003g/kg3? 間隔 1 日 3 加 の みろ 注 射 を 行 
い , 同時 に Bal 等 を 前 同様 に な し 採 皿 才 日 及び ] 日 後に 


採血 の 後 再び Bal 等 注射 更に 2? 付 折 血 採 氷 を 行い 表 

た 。 之 に よる と , 之 等 の 注射 後 血 中 濃度 

3 増加 し , 間 多い 程 丸 HHypo 併用 程 著 し く 耳 つ 永 

続 し た 。 大 中 Pe E 江 に は 著 変 無い 結果 と な つた 。 
( 間 ) (山口 医大 病理 , 大 阪 赤十字 病院 研究 科 ) 

潮 ) 川 修治 松 賠 広 次 , 住 坂 清光 , 西川 義博 


昔々 は .Sodium oxiantimonic gluconate を 使用 し 大 


IV の 成績 を 得 











肺 吸虫 症 : 家 串 , 日 本 住 押 吸 』 症 の 治療 : を 行 つ て い る 。 
犬 肺 ! Re 7 頭 中 2 頭 に は 1 頭 に 応 き 0.2g Pro kilo 
の 半 治 療 を 行う 。 他 は 1 頭 に 就き 0.1g Pro kilo 





治療 を 行 つて 見 た 。 0.1 g 治療 で は 可 成 り 著 効 で あつ 
住 血 明 虫 症 で は 0.1 g Pro.kilo の 静脈 注 射 治療 を 行 


2 だ し で ろ 治 療 9 日 | ] に 血液 は 上 験 前 に 以 復 夢 た 。 


39. 愛媛 
征 被 結 幼 ! 


郊 下 | も る くず 蟹 ! の 肺 吸 
1 人 『 生 状況 に 】 跳 いて 


打 日 医大 病理 
細川 修治 ・ 高 笑 一 度 


On metacercaria of アァ go- 
7727724S in 万 2 の Ce267 76 カ 072cZ4S 
in Ehime Prefecture. 

Shuji Hosokawa, Ichiro Takahashi 


失 和 28 年 9 月 下旬 より 同年 11 月 上 旬 の 間 , 愛媛 県 東 
H 群 中 筋 村 ( 高 瀬川 ) に て 採集 せる 「 も くず 」 岩 に 於 ける 
肺 員 虫 被 械 幼虫 を 調査 し た の で 報告 する 。 

検査 成績 

U) 検査 柚 数 70 匹 中 , 被 栓 幼虫 の 寄生 を み な か つた 
も の は 2 匹 。 被 寄生 衣 は 68 匹 (97.1 ) で も つた 。 そ の 
中 , 赤色 天 粒 を 含む 被 栖 幼 虫 の み 寄 生 し て いた も の 17 
匹 (24.8 有 ), それ を 含ま な い 被 要 幼 由 の みろ 寄生 し て いた 
も の 3 匹 (4. ee 混合 寄生 し て いた も の 38 匹 (68.6 
る ) で あつ た 。 双 寄生 被 華 幼 昌 総数 は 817 個 , その 中 , 
赤色 占 粒 を 含む も の は 575 個 (70.4 巡 ), 未成 熟 型 34 個 
(4.2 ), 幼 弱 型 5 個 (0.6), 赤色 題 粒 を 含ま な いも 
の は 203 個 (24.8 2) で あつ た 。 何 未 成 誤 型 , 幼 弱 型 に は 
赤色 訓 粒 を 認め な か つた 。 
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(2) 胡 の 大 き さ と 容 生 並 に 寄生 数 と の 関係 , 甲 帝 の 最 
MeikectSCCREEPCSEE 
yet の 関係 は 61 一 65mm の 角 が 最高 の 寄生 率 を 示し 

又 寄 生 数 と の 関係 は 51 一 60mmm の 角 (12 匹 中 1 匹 

性 ) は 1ー10 個 寄生 で は 8 匹 (66.7 2), 11 一 15 個 は 12 
匹 中 3 匹 (25.0 用 ) で あつ た 。 61<70mm の 角 (44 匹 中 
1 匹 陰性 ) で は 1 一 10 個 寄 生 は 26 匹 (59.1 2 用)11 一 50 個 
寄生 は 44 匹 中 16 匹 (36.4 2), 51 一 100 個 寄 生 は 44 匹 
中 1 匹 (2.3 を ) で あつ た 。 71<80mm の 恨 で は 1 一 10 
個 寄 生 が 14 匹 中 9 匹 (64.3 用 ), 11 一 50 個 寄生 は 5 匹 
So 錠 ) で あつ た 。 

)「 も くず 賑 」 に 於 ける 被 舞 幼虫 の 体内 分 布 , 70 匹 
Pe 中 2 匹 陰性 ) に 於 ける 被 要 幼 昌 の 分 布 は 最多 和 寄生 部 
位 は 側 95.7 巡 , 体 関節 部 80.0 , 足 関節 部 78.6 用 , 足 
筋 50.0 , 体 筋 21.4 用, 肝 5.7 用, 心 1.4 用 の 順 で 他 
Msymmot め ら れ な か つた 。 1 匹 平均 密生 数 は 鯉 5.43 
足 関節 部 2.09, 体 関節 部 2.01, 足 筋 1.5. 体 筋 は 0.57, 
肝 0.06, We な つて いる 。 赤色 上 吾 益 を 含む 被 柚 
幼虫 の 最 Mk 77.1 少 , 足 関節 部 65.7 22, 体 関 
節 部 58.6 用 , 足 筋 は , 体 筋 15.7 用 肝 5.7 多 , 
心 1.4 2 で あつ た 。 赤 Pe を 含ま な い 被 要 幼 虫 の 分 布 
は 前 同様 鈴 が 多く , 52.9 で , 体 図 節 部 37.1 用 , 足 関 
節 部 28.6 用 , 足 筋 20.0 用 , 体 筋 11.42 で あつ た 。 

本 調査 に 於 \ 、 て 的 は 97.1 の 高い 寄生 
し て いる が 特に 61 一 65 mm の 大 き さ の 角 が 最 
又 61 一 70 mm の 骨 が 時 よ 最 多 で あ 才 あ 

2 舞 幼 虫 が 最も 多く , 広く 分 布 し て \ 











、 明 休 『 に 
ナ る 被 棒 幼 是 は 鯉 の : 8 血管 に 最も 多く 寄生 し て 居 
り , ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の み で あつ た 。 


40. 肺 吸 是 時 内 凌 の 針生 成 
ナ (第 2 報 ) プ * ネ ノ 酸 に つ ( > に 
九 大 ・ 衛 生 菊 本 策 一 度 
Chemical component of fluid 
contained in the capsule of 
lungfluke. (2) amine acid. 
Sakuichiro Ogimoto 


中 止 。 
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41. 豚 肺 吸 下 症 の 病理 組織 学 
的 研究 (第 2 報 ) 279g の 242774S 
ozZg7 自然 威 染 


浪 大 ・ 農 ・ 又 医 
ー 色 記 革 四 ・ 宮 村 


Histopathological studies on swine 
paragonimniasisS. II Spontaneous 
infection with ZZ4g07277224S 07272. 
Otoshiro Isshiki。 Tamotsu Tomimura 


宮崎 の 卓 見 に より 日 本 産 肺 吸虫 は ア . wesfc72227, ア ・ 
9 の 7727。 アア. 7 を 7se2eZ57S の 3 種 あ る こと が 明か に され 
た 。 我々 は 豚 か ら 第 1 種 を , 齋藤 ・ 藤 大 石 等 は 豚 か ら 第 
一 種 及 び 第 2 種 を 見 出し て いる 。 我々 は 最近 第 1 種 自然 
例 ( こ れ は 別に 報告 する ), 4 例 の 第 2 種 自然 例 を 得 た 
豚 か ら ? 本 か が 見 出さ れる 以上 , 生物 学 的 性 質 , 病因 的 意 
義 に 相 居 5 鍵 問 を 生ずる 。 

材料 は 州 産 3 例 , | 県 産 ( 新 分 布地 ) 1 例 と する , 
昌 の 皮 ワ 一 は 群生 卵巣 は サン デ 状 , 卵 は ozgz 型 に て , 
精 局 卵 に よ つ て 種 を 同定 し た 。 昌 は 吉 く 成虫 , 虫 数 は 2 
東 , 産卵 時 盛 に て , 豚 は 本 種 の 一 好 半 答 玉 と 認 め ら れる 
( ア . zeesze/622 は 発育 悪く , 産卵 を 長く 続け ず に 辞 夫 
する らし い )。 肺 に お ける 好 論 部 位 は 否 面 , 殊 に 舌 
臓 葉 で ある 。 限 局 性 一 汎 発生 統 毛 性 助 膜 災 あ り , 亜 球状 
の 東 状 は 助 膜 面 に 半球 状 の 隆起 を 示し , 普通 助 膜 直下 , 
する sf 納 歴 は 肉芽 形成 に より , 概 し 


カ 5 あり は せ ぬか 


の 


て 厚く 強 組織 的 所 見 の 一 般 は 従来 の 人 ・ 虐 肺 
忠 家 に な け si 4 承認 する に 過ぎ な い が , 母 虫 の 産 


卵 能 力 が 吐 盛 で も る た めか , 陳 旧東 胃 の 虫 卵 性 肉 非 腫 化 
の ゆり 。 2 人 を を 経て 周囲 実質 に 卵 栓 塞 を 来 

, 送出 性 一 増殖 性 変化 を 若 起 し , 綱 葉 性 虫 卵 性 結節 性 
rt それ 等 の 集合 等 に 
より 遊 に ニン ドウ 大 の 躍 性 肉 募 腫 を 形成 する 。 一 般 変 
化 と し て は 授 性 増殖 性 間 質 性 肺 導 の 像 が 著 明 で ある 。 実 
質 に お ける 姜 出 性 一 増殖 性 の 変化 に る 環 味 ある 種々 相 が 
見 られ る 。 罪 は 空洞 , 虫 襲 難 , 気管 支 腔 , 汐 思 管 , 小 工 
葉 。 洲 巴 装置 , 助 膜 等 に も 証明 せ られ , 概して 
の 727 型 固有 の 形 を 示 し て いる 。 異物 互 細胞 に よる 卵 吸 
履 現 象 が 見 られ , 浸潤 は 形質 細胞 が 主 で ある 。 好 酸 球 は 
単 核 任 の も の が 多い 。 病 期 的 に は 各 例 共 小堀 の い ぅ 肉芽 
形成 期 一 獲 痕 形成 期 に 相当 する 。 肺 門 部 リン バ 節 の 洞 内 
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に 卵 栓 寺 が 見 られ た 。 申 卵 性 病巣 が 著しい 点 に お いて , 
ッ 肺 吸虫 症 と 違 つ て いる 。 結核 症 と は 極め て 類似 し , テア 
レル ギー 性 症候 群 が 所 見 せら れ ア レル ギー 性 炎症 と も い 
い 得 る 


42. 肝 蜂 の 概 査 法 に 就 て 


山梨 医 研 
飯島 利彦 ・ 保 阪 幸男 ・ 佐 々 木 孝 


A comparison of egg concentration 
methods of 2sczo/2 e カ 272c の . 
Toshi 握 o Iijima, Yukio Hosaka 
Takashi Sasaki 


私 共 は 肝 蜂 の 由 卵 検査 を 塗 抹 6 枚 法 (18 メ 24 mm), 作 
MS III 法 , 予 研 法 , 浮 流 法 ( 古 酸 ツー ダ ), 渡辺 法 変 法 
(山梨 医 研 法 ) の 6 法 に 就き 行い , これ ら の 検出 率 の 比較 
を し て みた 。 渡辺 法 は 便 5 一 10g を 300cc の 水 に 溶解 
し , 100 メッ シュ の 茶 演 で 渡 過 し 年 ら , 500cc の ビー カ 
ー に 移し , これ を 30 分 間 放 置 し 虫 卵 を 沈 滅 せ し め , 後 
デム 管 で 上 澄 を 除去 し , 沈 溶 約 50cc を 底 に 残す 。 そ こ 
で ビー カー を 傾斜 せしめ 水 と 硝子 の 境界 部 より ピペット 
で 晶 卵 を 吸い 上 げ る 方 法 で も る が , 同 変 法 は 上 溢 除 去 後 
残 つ た 沈 音 液 を 全部 シュ ピッ ゥ ッッ グ ラス に 移行 せ し め , 
を 15 分 放置 沈 滅 せ し め , 最 底部 2cc を 駒込 ピ ば ペッ トバ 
吸い 取り 検 鐘 す る 

対象 は 山羊 28 頭 で 検査 は 渡辺 変 法 を 除き 各 方 法 に 就 
き 5 回 繰返し , 渡辺 変 法 は 中 途 よ り 之 を 始め 3 回 繰返し 
て 検査 を 行 つ た 。 検査 終 了 後 これ ら の 供 試 動物 は 全部 割 

検 し , 肝 双 寄 生 の 有無 を た し か め た 。 

名 答 査 決 の 検 素 は 視 検 結果 を 100 と し 之 に 基き 算出 
し た 

検査 千 果 は 太 酸 ソー ダ 浮 法 に 於 いて 最低 を 示 し 僅か 
に 4.29 土 2.42 2 で あり , 最高 は 渡辺 変 法 で 92.86 土 3.97 
多 で あつ た 。 肌 序 に 従い 排列 する と 酸 ソー ダ 浮 流 法 
の 作 ), 浴 抹 6 枚 法 (44.29 土 5.94 刀 ) AMS III 
法 (67.14 王 5.61 2), 予 研 法 (71.43 土 5.40 ), 渡辺 法 
(88.57 土 3.80 2), 渡辺 変 法 (92.86 土 3.97 用 ) と な り 実 
際 検査 に 当 つ て 渡辺 法 並 に 渡辺 変 法 に 信頼 が お か れる の 

で ある 

更に 最高 の 検出 率 を 示す 渡辺 変 洲 を 比較 する に , 渡辺 
法 は その 繰 作 に 於 いて , 変 法 よ り 簡単 で も る が , 最後 の 
東 卵 を 吸 上 げ る 場合 技術 的 な 習 吉 を 要する が , 渡辺 変 法 
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は こ の 点 技 術 の 習 , 


と 不 習 部 は 大 し て 
ふら 云 つ て も 渡辺 


湊 辺 法 よ り 高 位 に ある 。 


結果 に 影響 し な い 。 


検出 率 の 点 


43. 九 州 意 : 鳥 頻 光 


エガ > - 
久留 米 


を 生 吸 是 類 の 研究 


大 寄生 下 


洪 江 浩 
Studies on avian trematodes in Kyushu. 


Hiroshi Shibue 


た タプ 申 


宮入 互 に 寄生 する Ceg74 72 を gs が 7 Yokogawa et 
Ito より 発育 する 42777e724 C の 7 が 7276 Yamaguchi et 
育 史 の 研究 に 際 し て , 1950 年 11 月 よ 
り 51 年 5 月 に 写 る 間 に 福 岡 県 久留 米 市 周辺 よ り 採集 し 

た 野鳥 54 牧 に 就 て 吸虫 類 の 調査 を 行 つた 

調査 し た 野鳥 の 種類 及 び 数 は , カサ サギ ア zcg が が cg 


79977c2 下 . et S. 1, スズ メ ア gSse ァ 77072727227S S7247- 


Nishimura の 発 


Zs Steineger4. キセキ レイ 4672c2772 cZ276764 CS カ ZC の 


(S. G. Gmejiin)2.、 クセ キレ イィ 77o7c7772 7 の 2 /24ge672S 
Gloger 2. モズ 也 gz224S の ce の 72S の 2zce の 27S 華 . et 
S。1, ヒヨドリ 


3、 ツゲ 


47c7osce/7S 6 の 277 の 7 が S の 29777 が 7 が S (.) 
アア z7724S 22777 6 の 72227S 華 . 4。 ジャ ツウ ビ 
タキ ア /gezzcz7zzS 7 の ZS (Pallas)1, カワ セミ 47ce。 
go g777/s の ezg が og/ezs2s Gmelin 4。 オ ホ コ ノ ハ ヅ ク OZ/zs 
2 を ん 2 の 6 の S2 が 779eS 華 . et S.1, ゴイ サキ ん ye な - 
cO72Y 72VC 妨 co77Y 22YC が coO72% (上 L.) 4。 マガ モ 42Zgs が 74 た 
?7yzc//os 上. 3. キジ バト S/ が 7/ の カ e772 07%627272S 0776- 
27277s (Latham) 1. タマ シギ os の 2724/2 の eg7/e24SZS 
イソ シギ 7 ア g2 yo/ezcos 革 . 1 
クサ シギ 


ク ヒナ 2//2zS 292772CZ4S 72277C- 


ezg7g/czs7S (上 L.)3, 
タ シ ギ Cc ヵ e7 gg7 が zogo gg/77zZgo ( 比 .) 11, 
77g2 oc7 の の 24S し. 6 
zs Blyth 1, カイ ッ プ リ ア ogzce カ s 7 の co/7zs カ ogge2 (R< 
eichenow)1,。 で ある 

これ 等 の 肢 鳥 の 腸 よ り 採 集 し た 吸虫 天 の 種類 は , カサ 
サギ より ecog め 7os7o22472 の Se の 9477e2772472 ( Dubois) , 
オ ホ コ ノ ハ ゾク Agogg7 の /9s/9242772 COc//e472 (IKauSe) , 
ゴイ サギ より 万 cg20c42s2S の e ザ og727S (Ratz) 及び 
ア Pyg27o の SS Se2222S Onchi et NiShio., タ シ ギ より - 
7770c/2S が 2S gOS Yarmaguchi, 万 c72720S/ の 242 22 
7 の cs Ando et Ozaki, egz2zse247e//Z の zzce の 27Ze ( Ya- 
友 マジ 


maguchi) 及び 727 が eZ @7 の 722e Yamaguchi, 


ギ よ り 万 . go が sg を 2 及び 2727 の C772226 Yarmag- 


用 法 の 方 が 僅か で は ある が 
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ucih et Nishimura, ク ヒ ナ より c/gzos7 の 2 の 7g777 Ya 
maguchi, カイ ツブ リ よ り アア eZgzszgey 7o の gcs Yamaguchi 


及び ア e/2szge ァ g7 の 7 の eszc27277S TShii, マガ モ よ り ア の s- 
279e/S222422 7 の 2g2C277 の 724S Skrjabin (Syn. ア . 72 カ 9747CZ7S: 
Ishii) の 14 種 で ある 。 

本 調査 に 於 て 新 に 終 宿主 と し て 追加 すべ きも の は カサ サ 

ギ に 訟 ける eo の 957 の 72 se の 477e7274224。 オ ホ コ 

ノ ハ グ ク に 於 ける ん eo の /osZo22222 coc/eg7e。 タ シ ギ 
に 於 ける czoc/2s が 6S g の ZS の が, 万 c/ が 0s76 が 2g。 ep た 
2S627e772 の zce カ 272e 及び ル 727772e226 e7o77oe, タマ シギ 
に 於 ける cgzocZ2s22S gOS の を 7,。 ゴイ サギ に 訟 ける 
アッ yg の の 52S S272722S 等 で ある 。 何 タ マシ ギ が 27 が 7 の 
cg77226@6 で ある こと は 第 20 回 寄生 虫 学会 総会 で 発表 し 
た 。 


44. 東日本 及び 北日本 の 
人 糸状 皿 症 の 疫学 的 研究 


東大 伝染 病 寄生 虫 
佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 


Studies on the epidemiology of 
human flariasis in the eastern 
and northern parts of Japan. 
Manabu Sasa, Shigeo Hayashi. 


Hiroshi Tanaka 


本 邦 に お ける 人 の 系 状 虫 症 は , 
れ て , 最近 各地 で 調査 カ 
治 45 年 約 11 万 の 上 子 こつ いて 行わ れ た 血液 検査 以来 , 
この よう に 広 汎 な 調査 は 行わ れ た こと が な い の で , 更 め 
5 杖 記 の 全 符 を 括 れ と と >、 そ の 称 の 失 和 を 和 
る 為 に , いま ーー つ に は , 1950 年 林 , 佐々 等 に よ つ て 八丈 
小島 に マレ ー 系 状 虫 の 存在 が 発見 され て 以来 , 本 邦 に お 
ける 他 の 流行 地 に つい て も る , 一 応 種 類 の 再 検討 を 必要 と 


す る に 到 つ た か ら で あ る 


再 検 討 の 必要 が 導 感 さ 
* 准 め ら れ て 来 た 。 一 つ に は , 明 


我々 は , 東日本 及び 北日本 に つい て , これ ら の 詩 査 を 
行 つ た 。 そ の 概要 を 記す と , 1) 昭 和 28 年 7 月 13 日 より 


16 日 まで , 青森 県 八戸 市 近郊 お いて , 夜間 の 検査 を 行 
い , 1057 名 中 16 名 , 1.5 に 保 号 者 を 認め , これ ら 陽 性 
者 に 著 年 者 も 含ま れる こと か ら , 現在 な お 活 洪 に 流行 が 
ep な お 7 名 の 加 者 に つい 
て , 乳 麻 殿 , 乳 膝 血尿 , 陰 商 水腫 等 の フィ ラリ ア 症 状 を - 






認め た 。 仔 虫 の 種類 は zzc/eze2 の 2zcZ の 7 で あつ た 。 
2) 同年 9 月 30 日 より 3 日 間 , 新潟 県 本 時 南方 の 山間 地 


高柳 村 , 山 平 村 , ee 142 名 中 4 名, 2.8 
多 に 仔 了 陽性 者 を 見 出し 名 に 乳 忠 尿 , 乳 膝 血尿 の 症 


状 を 確認 し た 。 種 名 は 叱 . 2 で ある 。3) 同 年 8 
月 29 日 より 5 日 間 , 伊豆 上 島 の 新島 で 調査 し , 200 名 中 
3 名 , 1.5 多 に 陽性 者 を 見 出し た が , 本 島 は 糸状 虫 症 の 
記 鉄 が 従来 な か つた と ころ で ある 。 仔 虫 は や は り 屯 . 
22zc7 の 7 が 7 で あつ た 。 34) 昭和 29 年 1 月 27 日 , 茨城 県 久 
慈 郡 袋田 近辺 を 調査 し , 7 名 の 患者 に 乳 腐 尿 , 陰 給 水腫 
等 を 認め , この 久慈 川上 流 の 山間 地帯 に や は り , 系 状 昌 
症 の か くれ た 流行 地 が 存在 する こと を 知 つ た 。 当地 も 徒 
来 記 多 の 存在 し な か つた 地域 で ある 。 Wo 名 に 





つい て 夜間 の 検 血 を 行い 得 た が , 仔 虫 を 見 出さ な か つ 
ナー 
ハム か こ O 


45. アク リジン オレ ンジ 光 法 に 
依る 台 是 卵 の 生死 の 鑑別 に つい て 


シア 


群馬 大 医学 部 
岡 淀 晴 
Fluoromicroscopic studies on 
Ascaris ova by means of ac- 
ridinorange vital staining. 
Tsuneharu Oka 


急 卵 の 生 殊 の 判別 は 適当 な 方 法 が な い 為 に 今日 迄 
:Sudan III 液 或 は Scharlach rot 液 を 使用 し て きた が 
之 等 の 染色 液 を 以 て は , 生死 の 判別 を 決定 する に は 不 確 
実 で あつ た 。 従 つて 最後 的 に は 虫 久 の 培 葉 に 依る ゃ より 他 
に 方 法 が な か つた 。 

Acridin Orange 液 を 使用 し , 衣 光 頭 微 鏡 に て 生 忠 虹 
並 死 虫 卵 を 観察 する と , 生 昌 罪 ( 重 白 腕 あ り ) は 卵殻 は 赤 
褐色 , 中 心 部 は 暗黒 色 に 見 える 。 生 卵 を A.O. 液 を 以 て 
多 理 す る と 罰 帝 は 帯 黄 先 褐色 , 中 心 部 は 汚 黄 色 を 呈す 
る 。 

重 白 膜 を 除い た 生 卵 は 固有 撤 光 を 殆 ん ど 放 た な い 。 和 蛋 
白 膜 を 除い た 生 卵 を A.O. 液 で 処理 し て 観察 する と 訪 鼓 
は 黄 色 或 は 緑色 を 呈し , 中 心 部 は 量 緑色 を 呈す る 。 

府 鍋 理 に 依 つ て 殺し た 虫 卵 を A.0. 液 で 釣 理 し て 検 鏡 
する と , 卵殻 は 帯 黄 褐 色 を 示し , 中 心 部 に 緑色 或 は 黄 
色 の Oval farmig 塊 が み ら れ る 。 中 間 部 は 黒 揚 色 を 呈 
する 。 
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蛋白 膜 を 除い た 死 卵 は , 固有 級 光 を 発し な い 。 和 蛋白 膜 
を 除い た 死 卵 を A.0. 液 で 負 理 する と 卵殻 は 強い 臣 褐 色 
を 呈し , MP 黄 礼 色 を 放つ fett tropfen MM 物 
質 多数 に 認め られ た 。 死滅 仔 虫 包 蔵 卵 中 の 仔 虫 は 強い 
緑色 を 呈し , 24 時 間 後 に 座 て は 剖 い 費 色 を 呈し た 

以上 Acridin NM は 光 多 理 法 に より , 魚 昌 卵 の 


生死 鑑別 ( は 容易 に ヨ る 事 が わ : か つ / 
(追加 ( 磁 電 大 衛生 欠 崎 芳 夫 
Moy 0 よ つ て 釣 過 卵 生死 鑑別 も 


出来 る 。 生 卵 は 鈍い 吐 紫 色 の 固有 撤 光 だ け で Acridino- 
rcnge の Speicheraung は 認め られ な ! 2 





卵 は Acridinorange の Speicherung に よ つ て [ ek バ 
黄 緑 色 妃 至 科 赤 色 の 鮮明 な 二 次 向 光 を 放つ の で 容 旧 に 
死 の 鑑別 が 出来 る 。 休 加 熱 死 卵 で は 固有 筑 光 も 淡 未 色 # 
放つ の で , 固有 損 光 に よ ょ つて も 生死 の 鑑別 が 出来 る 。 


46. 感光 色素 に よる 寄生 皿 卵 の 菜 色 


熊 大 寄 庄 E 虫 


岡村 一 郎 ・ 丸 田 往 


Photosensitizing dyes 
and eggs of parasites. 
Ichiro Okamura, Shigeru Maruta 


昨年 度 の 本 会 席 上 で 二 三 感光 色素 に ょ る 虫 楽 色 状 況 
に つい て 逃 べ , この 特異 の 沙 色 状況 より 或 る 了 外 の 生死 
の 判別 に 利用 出来 る の で は な いか と 論じ た 。 シ アニ ン 赤 
感光 色素 は 今日 迄 数 百 種 の 合成 が 行わ れ , その 中 に は 水 
に 対す る 溶解 度 も 甚 し く 異 り , 色 も 極め て 多様 で あり, 
家 束 其 他 の 動物 に 対す る 生物 学 的 性 状 も 万 別 で ある 。 履 
に 我々 は 現在 迄 入手 し 得 た 56 種 の 同系 色素 に つき 系 統 
的 に 遇 卵 (主として 犬 釣 虫 卵 ) に 対す る 染色 性 を 検討 し て 
居る 。 今回 は 主として 加 然 処 斬 を 施し た 釣 虫 卵 の 染色 状 
況 に つい て 報告 する 。 念 の た め Sudan 1II 楽 色 を 施し 
て 見 れ ば 無 多 置 卵 は 全部 不 楽 , 100"C 1 分 加 圭 卵 は 全 因 
濃 朱 , 70?C 1 分 加熱 卵 に は 淡 黄 神 染 の も の と 不 染 卵 と 
混在 , 60"C 1 分 加熱 卵 は 不 楽 , 50*C 10 分 加熱 卵 は 約 
278 が 不 染 5 が 淡 黄 赤色 染 等 加熱 の 条件 に よ つ て 業 色 力 

を 異 に する が , 此 等 を 対照 と し て シア ェ ン 系 色素 の 上 色 
状況 を 見 る に , Sudan III 不 染 卵 即 ち 無 処置 卵 を 始め 低 
汐 女 置 卵 は 殆 ん どの 色素 に 不 染 , Sudan III 楽 着 卵 は 各 
種 の 段階 に 於 て 染 着 され る 。 し か も 色素 液 に 浸し た 卵 も 
休 お 生存 する 限り 発育 可能 で あ る 。 色素 の 種類 に より 


( 和 4 ) 
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極め て 遠 に 濃 染 する も の , 5 分 乃至 10 分 で 最高 測度 に 達 
する も の , 30 分 乃至 60 分 に し て 最高 濃度 に 達する も の, 
作 っ た 色調 を 呈す る も の , 速 か に 退色 する も の , 

其他 極め て 特典 の 性 格 を 示す も る の で ある こと を 放つ た 。 

NK 248. NK 287, NEK 95 等 は 最も 親和 仁 を 示す 色素 で 
ら り , NKK 76, NK 101 等 は 殆 ん ど 染 色 性 を 有 し な い 色 





47. 岐阜 早 


今井 田 二 三 子 ・ 水 町 晴 重 


On the gz227772S7 の 922 の 
in Gifu Prefecture. 
Fumiko Imaida, Harushige Mizumachi 


1952 年 12 月 か ら 1954 年 2 月 迄 岐阜 県 下 の 時 に 寄生 
する 日 本 有 蜂 口 虫 を 調査 し た 結果 , 海津 郡 埋 里 2 中 2, 高 


用 2 中 2, 平原 1 中 1. 東江 , 西江 各 1 中 0, 油 鳥 11 中 
11 に 口 虫 に 寄生 を 認め 移 島 郡 で は 南部 の 桑原 , 竹 ヶ 鼻 


11o 細 し 得 た が 北部 争 で 
, 山県 郡 高宮 2 中 0, で あつ 
時 し らら 、 近 知 県 海部 





郡 の 帳 は 9 中 9, 一 宮 市 近 修 の 2 中 2 に 日 本 蜂 口 虫 の 寄 
邊 が 見 られ る が 温 美 郡 福江 の 9 中 0 で あつ た 。 上 阜 県 海 
注 , 放鳥 両 郡 地 内 の 震 魚 は すべ て カム ル チ イ と 考え られ 
ni 
10 に も 寄生 は な か つっ サン シ ョ ウ ウ オ ( 種 名 未詳 ) を 飛 

弾 地区 20, Airoerfn 


か つた 。 猪 に 寄生 する 顎 口 虫 は 摂 斐 郡 谷 小 の も の 2 中 0 
郡上 郡 入 幡 の も の 3 中 1 に 和 寄生 が 証明 され た 。 
演説 要旨 
48. 岡山 地方 の 邊 上 水 産 魚 占 に 於 
ける 吸 息 類 彼 栓 幼虫 の 種類 に 就 て 
日 本 寄生 虫 病 研 
赤 木 孝 
On the species of the trematode 
cysts found in the brackish-water 
fishes in Okayama district. 
Takashi Akagi 
訟 ける 半 峰 水 産 魚類 を 採集 し 


岡山 県 児島 浴 洛 岸 地域 に 
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吸 虫 類 第 要 区 昌 の 種類 を 検索 し た る 所 見 の 概要 を 報告 す 
る 。 検査 法 は 主として 人 工 胃液 消化 法 に 依り 検索 し 更に 
動物 実験 を 施し 成虫 を 得 て 種 司 の 決定 に 資 し た 。 

1. 念 に 訟 て は Stellantchasrmnus farcatus. Pygidio- 
DSiS Sumrnus. MetagonimuSs yokogawai var takaha- 
shii 及び 稀 に こ Heterophyes heterophyes var nocenSs 
を 認め た 

2. め な だ に 於 て は Stellantchasrnus farcatus. Py- 
gidiopsiS Surmrmmus. Heterophyes heterophyes var no 
cens. 基 の 他 未 決定 の 被 覇 幼 昌三 種 を 認め た 。 

3。 白 魚 に 訟 て は Metagonirnus yokogawai var ta- 
kahashi を 時 季 4 

4。 は ぜ に 


ま EE 


訟 て は ey heteroyhses var 
Wan 認 

すす きき よ の 0 の 5 に 訟 て は 各 - 
月 L 


nocens を 少 


- 種 の 未知 


の 1 


種 を 証 有 


49. zzce ヵ 27zzs 2 が 2 の o の 発育 実験 
広大 尾崎 佳 正 
Experimental studies on the 


development of ce の 2/zzS 7727 の . 
Yoshimasa Ozaki 


広島 県 御調 郡 向 島 こ あ る 広大 附属 臨海 実験 附近 に 楼 思 
する Ces み eg gezse/g72e77osg Lischke イタ ボ ガ キ に は 
尾 が 尾 の 根元 か ら 分 上 財 し て いる Bucophalus に 属す る 


Cercaria が 寄生 し て いる 嘉 は 著者 が 営 て 本 寄生 虫 学 大 
会 で Pzce ヵ zzs 72 の 2o と 命名 し て 報告 し た 所 で ある 。 


中 間 宿 主 さ ら に 終局 宿主 に 感 菜 発 
育 せ し め る 研究 を 著者 は 数 年 来 試み て 居 た が 滞 く 昨年 成 
功 を 改め た の で 坊 に 報告 する 。 尾 の 道 附近 で 捕 提 され た 
ア /ezzy の 2 が ys co7227zcS(Temmminck & Schlegel) メ ィ 
タ ガ レ イ に 腹 口 類 吸 虫 の Metacercaria が 附 薄 し て いる 
も の を 見 た 事 が あつ た の で , 昨年 7 月 10 日 に 採集 し て 
来 た イ タ ボ 30 個 余 と 網 で 捕 提 し た メイ カ ガ レ イィ 3 尾 を 
同一 水素 に 入れ て 斬 い て 飼育 し た 。 ア zzce み 27zxs ZZg の 0 の 
Cercaria は 七 月 中 に は 尾 が 完成 せ ず 流出 を な か yo を 
Cercaria の 済 出 を 見 た の は 8 月 中 旬 を 過ぎ て か ら で あ 

つた 。 メイ タ ガ ン レン ィ に Metacercaria の cysts が 肉眼 
的 に 認め ら れ 出 し た の は 10 月 に 入 つ て か ら で あ る 。 ォ 
ィ タ の 3 尾 の 内 1 尾 は 途中 で 死ん だ 。 11 月 8 日 割 検 し 
た 所 に よる と , 魚 が 地 面 の 方 に つけ て 色素 を 持つ て いな 


此 の Cercaria を 第 二 
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い 体側 に 肉眼 で Cysts を 小 白 点 と し て 認識 する こと が 
出来 た 。Cysts は 皮膚 の 直下 に あつ て 筋肉 の 中 に は 認め 
る こと が 出来 な か つた 。Cyst の 大 さ は 直径 0.26 一 0.48 
mm で あつ た 。 構 潜 は Pzce ヵ 2/zs 27229 の 尾 を 取り 夫 
つた も の と 同一 構造 で , 排 洪 因 が より よく 発達 し て い 
だ 8 同じ 水槽 に 入れ て あつ た 2270g の の 724S 2222277C77677 
(Bleeker) に は Cysts を 発見 する 事 が 出来 な か つた 。 

メイ カ ガ レ イ の Cysts (実験 的 に 得 た の は 少数 で あつ 
た の で , 自然 感染 の も ゎ の も 使用 し た ) を 肉 と 共に eZ/o- 
・C@ の 74S 2 の 72S7e ァ (Brevoort) , 772722CZ6S 7 の OZ2CZS (Cu- 
vier 立 Valenciennes) , 万 oy7es 7 の 77 の 27222S (Temm- 
inck 鐘 Schlegel) に 多数 食わ せ て 媒 日 検 し た 所 が いづ 
れ の 個体 に 於 て も , 胃 及 び 腸 に 於 て 脱 棒 直後 の xce み /- 
の zzs を 多数 発見 する 事 が 出来 た が , 更 ら に 5 日 経過 し て 
調べ た 所 に よる と , 後 2 者 に は 全く 見 る 事 を 得 ず eZo- 
ce カ /g/zzs 9 の 腸 に 於 て の み 保 留 さ きれ て いる の を 
見 た 。 そ の 大 さ 及 び 発 育 程度 より し て 新 感染 の も の と 思 
われ , その 構造 は ア 7osg7yzcZzs 2 の の ZS OZaki と 一 
致し た 。 

以上 の 実験 結果 より し て zzce ヵ 272S 72 の の は 7 の g- 
・ の 77445 2 の o7S Ozaki の Cercaria で 第 一 中 間 宿 
主 を Ces が eg gezzse/g7ze77gsg Lischke と し , 第 二 中 間 
宿 王 を ア /ezzozc/7 が ys cozZ27S (Termnminck 層 Schie- 
gel) と し , e//oce カ 47zS 22777 の S7e ヶ (Brevoort) を 終局 
宿主 と する も の と 判定 され た 。 


50. ミヤ イサ ガイ の 走 地 性 
の 量 的 研究 


予 研 寄 生 虫 
安弘 岡 一 男 


Geotactic creeping of 
OZcog772672772 720S0 の 7 の . 
Kazuo Yasuraoka 


箇 行 面 の 傾 度 を 変え ん る こと に よ つ て 内 体 を 地軸 の 方 に 
けん 引 す る 重力 成分 を 変化 させ て ミヤ リガ イィ の 走 地 人 性 定 
位 運 動 に 対す る 電力 の 作用 を 観 窪 し た 。 全 行 画 は 1 cm 
目 殿 を 施し た 方 眼 紙 様 の が ラス 板 (20X30 cm) を 用 い , 
具 の 位置 を 連続 追跡 し が ら セ クシ ョ ン ベ ペー バー に 投影 
記録 し た 。 信行 面 の 傾 角 は それ ぞ れ 0?, 27, 57, 7", 
10?。 15?, 30?, 45?, 60?, 75? 及び 90? と し , 実験 は 
16?C>17?C の 水中 で 行い , 具 は すべ て 放 面 上 で その 体 
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の 長 軸 を 水平 に し た 位置 か ら 出発 さ せ た 

1. 答 傾 角 に お ける 寺地 性 の 状 能 

各 傾 角 に お いて それ ぞ れ 約 100 個体 の ミヤ イリ ガイ を 
用 い , その 走 地 性 反応 の 符号 の 状態 を 観察 し た 。 出 発 位 
買 か ら 上 下 2cm の 一 帯 に ある [が 9 中 性 と し , それ よ 
り 上 に 達し た も の を 陰性 , 下行 し た も の を 陽性 と し た 
傾 角 2, 5" で は 陰性 二 地 性 は 認め ら れず , 傾 角 が 7? に 
な つて 陰性 具 と 陽性 具 の 間 に 有 意 差 が 認め られ た 。 傾 角 

が 増大 する と 両者 の 差 は 更に 著しく な る 

2。 全 行 面 の 傾 度 と 定位 運動 方 向 と の 関係 

は 飼 行 面 の 傾 度 。 9 は 貝 の 定位 運動 方 向 と 斜面 の 水 
紹 と の な す 角 度 , ? は 9 の 標準 偏差 を 示す 








隊 1 と こさ 
し 4 の の Of 
90~ 72.2 7. は 
75 64.9 18.6 
60" 61.8 21 .2 
45” 53.3 24.9 
30* 46 .1 25.4 


第 1 到 の よ うに 傾斜 の 増大 と と も に 定位 角 9 は 大 きく 
な り , 又 の 9 の 提 準 令 差 は 減少 する 。 こ れ は 傾 角 の 増大 に 
と も な つて 具 の 陰性 走 地 性 が より 正確 に な つて くる こと 
を 示す 。 

3. 合 行 面 の 傾 度 と 定位 運動 速度 と の 関係 。 

竹 傾 角 におい て ほ ょ ふく 運動 を 示し つ ヽ ある 上 内 の 径 路 を 
測 距 計 で 追跡 し , 毎 分 の 運動 速度 を 算出 し た の が 第 2 表 
で ある 。 そ れ ぞ れ の 傾 角 に お ける 運動 速度 の 有意 差 は 説 
め ら れず , 飼 行 面 の 傾 度 と 運動 速度 と の 間 に 相関 関係 は 
な か つた 。 





Angle of inclination, _Rate of movement 
degreeS mnm/min. 
90 6. 7 十 0.38 
75 6.4 十 0.33 
45 6.8 十 0.37 
30 6.5 十 0.28 
15 6.6 十 0.47 
10 5.9 十 0.57 
ジ 7.6 十 0.40 
5 7.6+0.40 
2 7.0 十 0.23 
0 7.1 十 0.31 
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51. Santobrite 及び DN.1 
の 宮入 具 殺 具 効 果 の 概 対 


山梨 医 研 
保阪 幸男 ・ 信 島 利 彦 ・ 佐 々 木 孝 


Studies on molluscacide field 
test of Santobrite and DN-1 
for Oco72672772 の 72050 の 7 の 7 の . 


Yukio Hosaka, Toshihiko Iijima, 
Takashi Sasaki 


Santobrite (79 2 Sodium pentachlorophenate) と 
DN. 1 (40 崇 Dinitro-O-cyclohexyl phenol) の 宮入 内 
殺 貝 試験 を 行 つた 。 実験 方 法 は 山梨 県 下 有 病 地 を 代表 す 
る 様 な 土壌 と 気候 を 考慮 し て 選定 し た 試験 地震 土地 , 壌 
土地 , 砂 土 地 , 礎 土 地 に A,B,C,D,E,F と 20 天 間 隔 で 6 
区 分 を 作り A,B,C 地区 に Santobrite を 1 平方 当 り 
0.5g 1.0g 2.0g を DEE 地区 に は DN.1 を 0.25g 
0.5g, 1.0g, 各々 147 の 水 に 溶解 せ し め 大 型 ど ョ ロ で 
撤 布 し た 。 此 の 外 G, 古 地区 を 土 地 に 追加 し G 石 灰 窒 
素 40 久石 灰 室 素 80 久 を 手 で 撤 布 し た 。 薬品 撤 布 後 第 
3 日 , 第 6 日, 第 12 日 , 第 1 ヵ月, 第 3 月 , 第 6 月 目 に 
宮入 具 を 採集 し 生死 の 検査 を し た 。 

Santobrite を 拉 布 し た A, B, C 地区 は 楽 品 撤 布 後 第 
3 日 及び 第 6 日 に お いて は 薬品 の 量 が 多い 程 殺 内 率 が 高 
い 傾 向 を 示す , 第 12 日 に は 何れ も 90 辺 以 上 の 効果 が 認 
め ら れる これ は 各地 に お いて 殆 ん ど 差 が 無い 。 

DN. 1 を 搬 布 し た D,E,F 地区 も A,.B,C 地区 と 同様 
の 成績 を 示す 第 6 日 迄 の 成績 は Santobrite の それ より 
や ぃ ヽ 良い ,。Santobrite も DN.1 も $ ふ 第 1 ヵ月 目 に は 成績 
が や ゝ 低下 し て いる 。 

石灰 窒素 地区 は G.H と も に 第 12 日 目 ま で は Santo- 
brite 及び DN.1 と ほとん と 同様 の 成績 で あつ た 。 休 砂 
土地 に お いて は 最初 より 内 の 数 少く 第 1 ヵ月 に は 貝 が 発 
見 出来 な か つた 。 

第 3 ヵ月 第 6 ヵ月 目 に は 内 は 全体 的 に 非常 に 少く な つ 
た が 死 具 は ほとん ど 50 以下 で 試験 前 の 状態 に か えり 
つい ヽ ゝ あつ た 。 

以上 の 符合 し て Santobrite 及び DN.1 は 上 叱 の 実験 に 
使用 し た 最低 量 で 第 12 日 頃 ま で に 90 多 以 上 の 殺 具 効果 
が ある 。 楽 品 の 効果 発効 期間 は 第 6 日 頃 よ り 約 2 週間 位 
で ある 。 Santobrite も DN.1 も る 効力 は ほとん ど 変 らち な 
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い が DN. 1 の 絶対 量 は Santobrite より 少 い の で 実際 は 
DN. 1 が より 効果 的 で ある 。 4 ヵ所 の 異 つた 土地 で し か 
も 4 種類 の 異 つた 土壌 地 で 行 つ た の で ある が 成績 は ほ と 
ん と 差 が 無い の で 有 病 地 の い か た な る 土地 に 応用 し て も ほ 
ヾ 同様 の 結果 が 得 ら れる も の と 考え る 。 

谷 Santobrite と DN. 1 の 殺 貝 成績 は MicMullen, 


Hunter, Ritchie 氏 等 の 成績 と ほとん ど 一 致し て いる 。 


52. Molluscocide studies : Laboratory 
and preliminary feld tests with 
DN-1 again:t eggs a~d young 
Of OZ<oZze/27227 77050 の 07. 


J. EE. Williams, Y. Otori, 本 . R. C. Fonseca, 
上 L. S. Ritchie 


(406 th Medical General Laboratory, APO 500) 


The possibility of ef 左 ectively applying mollusco- 
cides against the eggs and young of Ozco72@/272 
2 の S0 の 72 1S beimg currentIy investigated as a new 
approach to SchistosomiasiS control in Japan. 
Previous studies have been made concerning the 
effects of dinitro-o-cyclohexyIphenol (active ingre- 
dient of DN-1) against the eggs of 万 oz の 2727 
and 74S by Kuntz and Weljis in Egypt. 

Farm practices used in Japan and the peculiar 
environment of the eggs and young snails of O. 
2 の So7g make it necessary to introduce the mol- 
luscocide directly into the irrigation waters。 Since 
a considerable quantity of the moliuscocide would 
be wasted or dissipated by such a proceedure, the 
MLD for young snails would have to be very low 
in order to be practicable. 

During 1952-1953 immersion experiments, (4 on 
eggs and 6 on young Snails), were perforrmmed to 
test the effects of DN-1 jin a series of two-fold 
dilutionS ranging from 0.0125-10.0 ppm. MLDs of 
10.0 ppm and 2.0 ppm for eggs and Young, TeSDeC- 
tively, were obtained with 6 hour exposureS. 

On the basis of results obtained from these 】a- 
boratory experiments, a Small preliminar? field 
test in the summer or 1953 was carried out with 


DN-1. Every two weeks for a period of 6 hours。 
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a concentrated solution of DN-1 was introduced 


at the head waters of a small irrigation ditch. 
The moiluscocide was introduced at a rate, which, 
when comnbined with the total fow of water in 
the ditch, would equal a dilution of 1 ppm. Dams 
were conSstructed along the length of the ditch 
and the outlets of the paddy fields to raise the 
water jevel at least 3 inches above normal, aliow 
ing expoSure Of the eggs, young and adults which 
might be ocated sjightly above the normal water 
jine. 

The results of this small field test were to have 
been measured by the reduction 
Snail population. Actually, the results were far 
better than had been anticipated. Not oniy were 


most, if mot all, of the young snails destroyed, 
but an average reduction of 952 of the adnult 
population aS well: furthermore, the local farmers 
observed that the rice located in the treated areas 
Showed a noticablv better growth and ajso an 
apparent reduction in rice Stem borer infection. 
Similar observationS concerning the rice cropS in 
treated areas have been made in the Philippine 
TS]ands. 

A niore extensive field test is proposed for this 
Sumrner. 1t is planned to introduce the moilus- 
cocide on only three occasions, about July 1, Juy 
20, and August 6 hours of application it is sug- 
gested that the jrrjgation water be interrupted 
for 24 hours in order to prolong the exposure. 
It has 


out harm to crops. Additional laboratory tests 


been indicated that this can be done with- 


have been made to check this plan of prolonged 
exDOSure and reduced numbers of application. 
Snails 1. 2 and 3 weeks' old, and also adult snails 
Were irnrmnerSed for six hours in a series of dilu- 
tions of DN-1 and then placed on ter paper 
Saturated with the same dilutions used in the im- 
imerSion experinments. On the basis of tyo tests 
it appears that the MLD for snails 1-3 weeks old 


is 0.5ppm. The MLD for adult snails was 2 ppm 


and with 1 ppm a mortaiity rate of about 802 


It appears that 1 ppm of DN-1 


YY33 obtained., 


in the younmg 
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Should be used for the forthconing field testSs. 


53. 日 本 住 血 吸虫 セ シ カ リア 
の 殺 滅 に つい て 
山梨 医 研 
杉浦 三 度 ・ 大 田 秀 浮 
On the kill of schistosome cercarie. 


Saburo Sugiura, Shujo Ota 


で て 日 本 住 血 吸虫 セル カリ ア の 殺 滅 は 宮入 具 


OSN 本 防 上 必要 な 条件 で す 。 
才 等 は 実験 室内 こ 訟 て 水 H に 和 遊 放出 し た セル カリ ア を 当 
激 に 落下 させ る こと に より 簡易 に 有 殺 減 し 得る 方 法 を 実 藤 


た の で 報告 する 。 
実験 方 法 は 各々 自然 具 四 個 か ら 十 個 より 得 た セル カリ 
ァ を 約 一 時 間 室温 に 放置 し , 水 表面 に 遊 出 し た 活 肖 に 澤 
動 し て いる も の を 実験 に 呈し た 。 50, 100, 200cc の 水 
道 水 に その セル カリ ア を 入れ 1000cc の ビー カー 中 に 30 
, 60cm, 100cm の 高 さ より 今 激 に 落下 せしめ , 後 
直ちに 検 負 し て セル カリ ア の 状態 を 観察 し た 。 実験 中 の 
室 光 は 15 一 21.5“C, 水 着 は 14 一 20“C 
実験 世 績 は 下 表 の 如 し 。 





【 


ゝ + 














表 1 各 高 度 より 落下 させ た 時 の モル 
カリ ア の 状 惑 (使用 2 ガ トト 量 50 cc) 
ヽ へ 、 セ ルカ リア 正常 の | 尾部 bs 尾部 の | 尾 分 岐 
ph の 区 衣 1 に 所" ] アマ 3 | 半 分 に 部 の と 
ug の の | と れ た | 折れ た | れ た * 
い 4 攻 及 | 導 及 の の も の の | の の 層 
高き へ 、" 間 デー クト シーン | 数 及 多 | 及 
56 43 21 11 
30cm 1.1sec /42.8) (32.8) (16.0) (8.3 
AI 52 15 8 
60cm 1.8sec 4 4) (40.6) (11.7) (6.3) 
34 48 17 14 
100cm 2.5sec /30.1) (42.5) (15.0) (12.3) 
表 2 (使用 水量 100 cc) 
セル カリ ア に rs | 尾部 の | 尾 分 岐 
H 庄 品 の | ヤッ 雪 半分 に | 部 の と 
た 2 徐 ドド: 
| ゃ の の | も の の | の の 数 
計 ンー | 数 太 欠 | 及 多 
_ 389 191 72 26 
30cm 2.0sec (1'9) (58.2) (22.0) (7.9) 
61 499 65 56 
60cm 2.4sec /oo) (73.4) (9.4) (8.2) 
27 480 81 57 
100cm 3.7sec  /4 2) (724.4) (12.6) (8.8) 
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表 3 (合用 水量 200 co 








へ 、 そ ル ヵ リ ア 3 9 5 都 の | 尾 分 尾 分 岐 時 
! に N Z 光 態 正常 の の 2 の | 件 2 分 に 部 の と と 
! rf 償 - 生 た コ アー コ 
電 』 も の の | 折れ た れ た も 
へ | リン | ある の | も の の | 2 の 
高き へ ヽ 、 時 画 数 太 1 テグ の | 数 及 を | 有 太 
PT 100 10 7 
30cm 2.1sec  /o3) (77.5) (7.8) (5.3) 
60cm 2.7sec 7/。、 196 6 y 
kk 
2 3 109 0 2 
100cm 4.7sec (2.9) (95.4) (1.8) 
水量 の 増加 と 一 程度 の 高 さ より セル カリ ア を 急激 に 落 
トド させ る こと に より 簡易 に セル カリ ア を 死滅 の 状態 と さ 


約 一 時 間 か ら 一 時 間 半 の 間 に 於 ける 尾 
gp ダ つ アァ を ハム スタ ー に 感染 せしめ 陰性 の 
結果 を 得 . セル カリ ア の 正常 の も の も セル カリ ア の 感染 
数 少 き 薦 み 陰性 の 結果 を 得 た 。 
時 
に 当り 人 急 江 に ある 水量 を 落下 させ 水田 中 に 水 を 導入 す 
方 法 を と る こと に より 人 体感 染 に 対す る 有効 な る 結果 を 
得る と 考え 引続き 現地 湊 験 を 試み る 予定 


せ 得 た 。 休 落 下 後 


部 を 失 つ た セル カリ ア 


ぶ 


54. 日 本 住 血 吸 下 症 に 於 ける セ ャ 
シカ リア を 用 いた に 血清 反 應 の 検討 


公衆 衛生 院 寄 生 虫 
大 島 智 夫 


Study about peri-cercarial reac- 
tion in schistosomiasiS japonica. 
Tomoo Oshima 


線 貝類 , 殊 に 旋 毛 虫 に 於 て 古く Aware 
動物 , 患者 の 血清 中 に 見 られ る 仔 虫 周囲 の 沈降 物 形成 
吸虫 屯 に , 主として 住 血 吸虫 を 中 心 に Paper 
て 観 窪 さ れ , Vogel and Minning(1949, 1949a) Papir- 
meister and Bang(1948), Ch'ien Lu and Bang(1950) 
Standen (1952) 等 に より か な りな 程度 の 知見 を 得 て お 
り , 我が国 で は , 林 (1952) が 之 を 追試 し て 興味 ある 結果 

を 得 て い る が , いづ れ も る 動物 を 主 と し て 人 間 の 場合 が 少 
四 者 の 間 に か な り の 観察 の 相 異 が あつ て 解 生 に 苦 
し む 点 も 多い の で , 山梨 県 古 摩 郡 小笠 原 保健 所 管内 の 有 


の コ 


Mu SN 


誠 こ 


病 村 の , Ws 碧 清 50 例 及 び 非 流行 地 の 健康 成人 血清 20 
例 に つき 観察 を し て 見 た 。 血清 は 採 二 後 出 来る だ け 短 時 
削 に 血球 る ダ 混ぜ 様 分 区 テ っ っ を ち に 凍結 | ン 使用 度 ご 
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こ 30" ン 40“ の 決 湯 に : 人 き 東 に 溶 角 解 し , 弁 ほ び 凍結 し て 保存 
し た 。 モル カリ ア は 感 菜 貝 を 圧潰 し て 求め , スラ イド 上 


に 一 江 hic 電動 ゃ ん カ リア 2080 区 の 液 を 一 肖 作 り も 
れ に 征 清 一 滴 を 加え て 2 倍 稀 秋 と し て , 18mm 18mm, 
の カバ ー グ ラス を か け , 34"C の 弊 卵 器 中 に , 


混 め ら せ 


た 濾紙 を 下 に ひい た 審 閉 せる 容器 中 に 保存 し 1 一 3 時 間 
に 顕微 鏡 を も つて 観察 し た 。 蒸溜 水 , 食塩 水中 に 入れ た 
場 合 も 体 の 一 = 部 に こ 小 球状 又は 半 球 上 の 透明 な 附 着 物 を 生 


ずる 。 双 健 康 血 清 20 例 中 7 例 に セル カリ ア 周 辺 に 主 と 

て , 尾部 に 釧 状 , 粒 状 , 小 球状 の 附 着物 を 見 , これ 
は 有 病 地 血 清 中 に も 同様 の 率 を も つて 見 出さ れ , 有 病 地 
正 清 中 に は 58.2 2 に 特有 な リン カク の 明か な 模様 物 が 
附 諸 し て 見 え 


両者 の 区 兄 別 は 中 間 段 階 の 反応 が 多く 必 t も 諸家 の 動物 


に 観察 し た 如く 簡単 で は な く , 識別 する に は か な り の 競 
練 を 要 し , 往々 に し て 一 部 分 の 微弱 な 反応 に は 誤る 佐 険 


が 大 で ある 。 反応 の 判定 に 際 し , 実験 動物 の 如く 明瞭 に 
現れ ぬ 場 合 が 多い の で , その 強度 の 記載 に は 反応 を 現し 
た セル カリ ア の 少 , 個々 の 反応 の 強 さ , 部 分 を 参照 し て 


定め た 。 こ の 特異 反応 は AMS III 法 に よる , 他 の 和 審 生 
東 卵 保有 率 と は 相関 も る な い 代り に , 日 本 住 血 吸虫 卵 検出 
率 と も 相関 は な い 。 既往 歴 に 於 て は , 既 感 染 者 に 陽性 率 


既 感 菜 者 の 場合 は 現在 虫 を 
その 中 で も , 最近 三 
こ 二 る 傾向 


高く 旦 つ 反 応 も 高 話 で あり , 
見 出す 者 に や ヽ 多 いよ う で ある が , 
年 以内 に スチ ブナ ー ル 治療 を 行 つ た 者 は 陰性 に 
が ある よう で ある 

未 感 菜 の 貝 卵 未 発見 者 四 名 中 一 名 は 六 ヵ 月 に 虫 卵 を 放 
明 し た 。 即ち 感染 初期 に 忠 卵 未 発見 時 に 陽性 に 出る 傾向 
が 強い ょ う で ある 。 本 反応 は 被 動 化 に より 消失 せ ず 補 体 
と 関係 も る と は 考え られ ず , 非 特異 的 反応 及び 山羊 , 和牛 
血清 等 に 見 られ る 類似 反応 は , 被 動 化 に より 大 部 分 消失 


する 点 か ら Bang 及び 林 氏 の 場合 は 別 の 現象 を 見 られ 
た も の と 思う 。 
(追加 ) ( 伝 研 寄生 昌 ) 林 滋 生 


1 昨年 本 総会 席 上 で は じ め て 日 本 住 血 明 の セル カリ ア 
(による, いわ ゆる 沈降 物 形成 反応 に 報告 し て 以来 , Vog- 
el や Standen 等 の 報告 に 接し , 多く の くい ちがい や や, 
見 解 の 相 異 の ある こと を 知 つ た 。 こ の 現象 は 恐らく 抗原 
撤 体 の 関与 する 新しい 型 の 反応 と 思わ れ , な お 多く の 人 
ぇ の 追試 御 検討 を お 願い し た いと 考え て いる 。 





55. 日 本 住 血 吸 下 症 の 沈降 反 應 
(第 二 報 ) 
久 大 寄 松瀬 幹也 


The precipitation of schi- 
StosomiasiS ]aDonica. II 
Mikiya Matsuse 


私 は 第 6 回 日 本 寄生 虫 学 会 九州 部 会 に お いて , 日 本 住 
ene き 発 表 し 急性 症 で は , 拓 原 800 
許 以 上 に , 慢性 症 で は 400 倍 以 上 に 陽性 に 認め , 凍 中 

より 日 本 住 血 吸 虫 卵 検出 出来 な い 急性 症例 で は , 有力 な 
診断 法 に な り 得 る の で は な いか と 医 う 事 を 報告 し た 。 
に 今回 は , 日 玉 住 血 吸虫 今 性 症 , 慢性 症 並 びに 健康 者 の 
場合 の 形 に つき 追求 し , これ 等 の 形 の 結果 より , 抗 血 消 
を 策 釈 し て 沈降 反応 を 行い 一 程度 の 成績 を 得 た の で 報告 
する 。 

実験 方 法 普 び の 成績 

(1) 撤 原 , 実験 的 感染 家 和 より 得 た 日 本 住 血 吸虫 を 乾 
燥 し Coca 氏 液 に て 抽出 し た 。 

(2) 抗 血 清 , 日 本 住 血 吸 虫 症 急性 症 及び 慢性 症 の 患者 
より 採血 し 対照 と し て は 宮入 内 漂 浸 地 区 以外 の 者 を 選ん 
だ 。 y 

(③) 撤 原 , 挑 血清 稀 駅 , 抗原 は 生理 食塩 水 で 2 倍 連続 
預 息 し , 抗 血清 は アラ ビア デム 溶液 で 2 倍 連 続 稀 生 し 
て 用 いた 。 反応 術 式 は 重層 法 に より 行い , 判定 は 5 時 間 
目 に 行 つ た 。 

1) 日 本 住 血 吸虫 症 急性 症 で は , 沈降 素 価 最高 6400 倍 
で 大 体 1600 倍 に 認め られ る 。 沈降 素 量 は 8 倍 乃 至 16 倍 
で ある 。 

2) 慢性 症例 で は , 急性 症例 より 著しく 低く , 沈降 素 
価 809 倍 又 は , 400 倍 で , 沈降 素 量 は 4 倍 妃 到 2 倍 で あ 
ce 

3) 健康 者 で は 最高 沈 隆 素 価 400 倍 に 認め , 沈降 素 量 
は 4 倍 に 認め た 例 が あつ た 5 以上 の 場合 の 形 よ り , NM 
住 血 吸虫 症 急 性 症例 は , 血清 を 8 倍 に 稀 駅 する 事 に よ 

撤 原 稀釈 400 倍 又 は 800 倍 に 陽性 に 認め , ae 
慢性 症例 で は 200 倍 又 は 100 倍 に 認め られ る 事 に な る 。 

4) 日 本 住 血 吸虫 急性 症 11 例 の 者 の 撤 血 清 を 2 倍 に 
預 駅 し 沈降 反応 を 行 つた 結果 , 抗原 稀 釈 800 倍 で 4 例 陽 
性 , 疑 陽性 1 例 , 400 倍 で 5 例 陽性 , 1 例 括 陽 価 に 認め 
た 。 

5) 日 本 佳 血 吸 虫 慢性 症 15 例 で は , 6 例 陰性 , 1 例 
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400 倍 で 狂 陽 性 , 200 倍 で 3 例 陽性 , 2 例 疑 陽性 を 認め 
100 倍 で は 3 例 陽 性 に 認め た 。 
0 健康 者 で は 13 例 中 , 1 例 100 の 認め た 
, 他 は 全て 陰性 で あつ た 。 以 上 の 結果 ょ り , 急性 首 と 
Na 
明らか な 差 を 認め , 急性 症例 で は , 装 便 中 に 日 本 住 血 吸 
虫 卵 検出 が 明らか で な い 時 に は 有力 な 診断 法 と な り 得る 
と 考え られ , 又 鑑 別 診断 に も 応用 され る の で は な いか と 
思う 。 


56. Acquired immunologic reS1S- 
tance against superinfections of 
SS7S の 7727 7 の の 722CZ7777 「 


S. Lin, L. S. Ritchie and G. W. Hunter, III 
406 th Medical General Laboratory 


Beginning in 1950 and continuing through 1953, 
a series of experiments were carried out to de- 
termine whether any resistance is acquired by 
mice and harmnsters from light infections of Sc/S- 
72s の 7 の 7 の の 27C222。 Tn addition to evidence from 
Superinfections, tests for resistance were nnade 
following injections of whole-wornn Saline anti- 
genS. 

Because of the 人 抽 culty in distinguishing the 
wormS of the inmunizing and challenging infec・- 
tions, a Series of control animals was established 
for each exposure. It waS meceSssary tO aSSurne 
that if no immunity resulted, the mean number 
of adult worms recovered from the experimental 
animnals, receiving for example: 10 and 20 cer- 
cariae aS immunizing exDOSureSs and 40 cercariae 
as the challenge, should equal the sum of the 
mean wormSs from separate sets of controls that 
were given 10, 20 and 40 cercariae respectivelY. 

Of a series of six experiments 一 testing for 
evidence of resistance to superinfection 一 the first 
two involved a 6-week immunizing period with 
two bisexual exposures, three weeks apart. Fol- 
lowing challenging exDOSuTeS, WOrrm burdenS Were 
37 and 27 percent ess in experimental mice and 
hamsters, respectively, than the three sets of 
controls, collectively. In the third experiment 
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(hamsters) half the animals received one expO- 
Sure of cercariae from single snails, while half 
received mnixed cercariae. With an intervening 
imrnunizing Deriod of four months, the worm 
count following Superinfections were reduced 32 
and 37 percent respectively. This suggested that 
monosexual infections a 作 orded as much resistance 
aS bisexual ones, and in Subsequent work only 
the former were used to avoid pathologic damage 
to the host due to eggS. In the fourth experirnent 
(mice) following immunizing exposure of three 
months duration, a worm reduction of 412 Occur- 
red. The fifth and sixth experirnent were similar 
to the fourth except that the immun'2z'ng Deriods 
were Six and eight months, for which worm bur- 
den reductions of 34 and 26 percent were obtained。 

In the first of two series of 22 mice receivimg 
eight weekly injections of whole-wormn saline amn- 
tigen (0.1ml. of a 1:1000 dilution), the worm 
burden was 3422 less than that for 22 equally 
expDOSedl normal controls. For the second SerieS 
of 15 mice which received 14 injections of antjgen 
the number of wormSs recovered was 5622 leSs 
than contro1S. 

Recent investigations of Stirewalt, Kagan, 0]i- 
vier and Schneidermann and our own are Su 人 fh- 
ciently in accord to say conclusively that inice 
acquire a partial inmunity against SchistosormneSs 
aS demonstrated by reduced wormn burden follo- 
wing Superinfections. ThiS iS further supported 
by resistance manifested following injections of 
antigen, originally noted by Watts. The relative 
inportance of the adult worm and the egg aS 
imrmumizing agentS iS Still uncertain. Maximum 
resistance appears to be attained within four to 
:eight weeks after the exposure even with light 
infections. Existing evidence that repeated expOo- 
:SureS inmcrease the degree of resistance iS not yet 


xCOncCluSive. 








































7 。 門 脈 及 び 腸 乏 組 繊 内 に 注 
入 せ る 日 本 住 面 吸 束 卵 並び に 
膝 蜂 卵 の 運命 に 就 て 
東大 ・ 農 ・ 医 
大 越 伸 ・ 石 井 俊雄 ・ 高 橋 剛 男 
其 井 万 年 ・ 訪 井 正信 ・ 友 田 通 


Studies on the consequences of the 
eggS Of Sc/2S7s の 7 の 7 の 072C272 
and だ 247y/76722 の 7 の 74CZ の 72C74772, 
inoculated into the portal vein 


and the tissue of the intestine. 
Shin Okoshi, Toshio Ishii 
Takeo Takahashi, Mampei Usui 


Masanobu Fukui. Isamu Tomoda 


日 本 住 血 吸 虫 症 全治 の 診断 は 畑 便 検査 に 依 つ て 決定 す 
る の を 普通 と する が 上 忠 体 の 完全 殺 滅 の 確認 は 案外 容易 で 
約 2 箇月 後に 再発 する 場合 が 民 * あ つた -。 又 和 粘膜 
腫 診断 法 に 依 つ て も 全治 確認 の 判定 を た が 真 に 納 
得する に 足る 成 * 陸 提 る に 至ら ua た 

依 つ て 全治 確認 の 診断 方 法 に 関す る 基礎 理論 を 攻 究 す 
る た め 健 康 な 供 試 大 に 開腹 手術 を 行い 門 脈 及び 腸 2 
内 に Schistosoma 素 卵 並 びに 騰 星 卵 を 注入 し 7 
了 人柱 を 連続 実施 し つつ 1 箇月 毎 に 供 試 ズ を 暴 疫 L し て 注入 

る 遇 上 の 3 運命 を 6 箇月 に つ て 検索 し た 

- A) 日 本 住 血 吸 虫 卵 の 運命 : 唯 東 の 【 Uterus 内 より 
採集 し た Schistosoma 忠 卵 を 育 腸 組織 内 に 約 1, 000 個 
注入 し た 供 試 大 に 於 て は 32 日 目 の 衣 腸 に 半 懇 震 状 の 昌 
卵 が 集団 的 に 存在 する こと を 立証 し 得 た が , 61 日 目 の 盲 
腸 に は 虫 卵 が 全然 存在 し な か つた 。 駐 小 腸 部 位 の 腸 間 膜 
に 許 て 血管 結 茸 に 依り 碧 流 を 停止 し た 門 脈 末 栓 血管 に 
Schistosoma 虫 卵 を 約 1,000 個 注入 し た 場合 に は 1 箇 
月 及び 2 箇月 後に 於 て 小腸 内 の 虫 卵 が 消失 し て 存在 せ ず 
又 以上 の 実験 中 何れ の 場合 に 於 て も 義 便 内 に 昌 卵 排出 を 
検出 し 得 な か つた 。 

(B) 将 卵 の 運命 : 騰 蜂 卵 は 積 ょ 小形 な る も Schi 
stosoma 忠 卵 に 類似 し 純 つ 水中 に 於 て Miracidium が 
脚 化 せ ざ る を 以 て 之 を 一 種 の 異物 と 考え 盲腸 組織 内 に 約 
3, 000 個 注入 し て その 後 の 成績 を 観察 し た 結果 , 181 日 
後に 訟 て も 形 腸 内 に 原型 の 騰 蜂 卵 が 依然 と し て 集団 的 に 
存在 する こと を 誕 明 し た 。 次 に 小腸 部 位 の 腸 間 膜 に 於 て 
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粘 基 に 依り 血 流 を 停止 し た 門 脈 末 栓 血管 に 騰 駿 卵 を 約 
3, 000 個 注 入 せ る 場合 に は 27 日 目 以後 の 各 供 試 材料 に 
於 て 小 賜 内 に 昌 卵 が 存在 せ ざ る に も 拘ら ず 肝 肛 内 に 膝 時 
卵 が 発見 され た 。 人 和信 以上 の 何れ の 場合 に 於 て も 注入 せる 
膝 明 卵 の 全 便 内 排出 は 認め られ な か つた 

( 〇 ) 総括 : (1) 供 試 虫 卵 は 何れ も Schistosoma 及 
び 有 軽 昌 体 の Uterus より 採集 し た も の ~ 

(2) Schistosoma 了 虫 卵 は 腸 乏 組 織 | 9 に 注 入 後 32 日 上 
こ と な つて 集団 前 に 存在 し た が , @1 日 目 に は 存 
し な か つた 

(3) 膝 蜂 卵 は 腸管 組 織 内 に 注入 後 181 を # 
原型 の ま ヽ 集団 的 に 存在 し た 

(4) 結 導 せ る 門 上 示 血 乏 Schistosoma 忠 卵 及び 
膝 星 卵 を 注入 し た 場合 に は 1 箇月 経過 以降 の 腸管 内 注入 
部 位 に 東 久 が 存在 せ ず し て 肝臓 内 に 発見 され , 双 合 便 内 
に 東 卵 排出 を 認め 得 な か つた 






過 せ る も 谷 





58. mmo 
隙 的 研究 . 第 3 報 合成 樹脂 注入 
よる 肝 の 血管 系 の Peel 


山口 医大 病理 細川 修治 
大 阪 赤十字 西川 美 博 


Experimental studies on schist- 
SorniaSiS ]aponiCa (Report III). 
Morphological investigation on blood 
VeSssel in liver by plastic casting. 


Shuji Hosokawa, Yoshihiro Nishikawa 


私 は 家 束 に 実験 的 日 本 住 血 吸 虫 症 を 疲 忠 せしめ 肝臓 に 
於 て 門 脈 及び 肝 動 脈 は 如何 な る 状態 を 呈す る か を 血管 の 
待 型 を 作製 し て 検索 し た 実験 方 法 , 2.0 kg 以上 の 家 亜 の 
腹 難 に 宮入 上 貝 2 刀 至 3 筒 の セル ん ヵ カリ アテ を 附 し て 経 皮 感 朱 
せしめ 感 業 後 3 週 か ら 4 月 目 に 居 殺 し て 明か に 本 虫 の 寄 
生 を 認め た も の に 就 い て 門 脈 及び 肝 動 脈 に アグ リー ル 系 
中 間 重 全体 を 注入 し て 血管 承 の 鋳型 を 作製 し 血管 の 形態 
学 的 変化 を 検 し た 。 管 鐘 型 所 見 , 対照 家 重 , 門 脈 の 右 
葉 枝 電 部 4.5mm, 左 : 葉 枝 和 部 6.0mm, 肝 動 脈 の 右 葉 
枝 0.72mm, 左 葉 枝 1.04mm, 共に 蛇行 及び 異常 の 拡 
大 は な い 。 同一 部 位 の 両者 の 差 は か な り 大 きい 。 感染 後 
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, 門 脈 は 右 葉 枝 幹部 3.4mm, 左 葉 枝 幹 部 3.8 mm, 
肝 emo 64mm, 左 葉 枝 0.8mm, 共に 変形 抄 
張 を 認め 難い が 末 構 部 は 僅か に 拡張 蛇行 す 。 同 一 部 位 の 
両者 の 差 が 少 い 。 感染 後 7 週 ele 3.8 mm 
左 葉 枝 幹部 7mm, 拡大 する と 共に 歪曲 も 認め られ 汗 枝 
は 減少 す 。 肝 動 脈 右 葉 枝 1.58 mm, 左 葉 枝 1.94 mm, 
著しい 拡張 を 示 し 走行 は 辻 曲 し 蛇行 し な が ら 末 敵 に 延び 
末端 も 極め て 著 明 な 拡張 を 示す 。 病巣 多 発 部 位 に 於 て は 
肝 動 脈 細 枝 が 増加 す る 。 感染 後 3 箇月 目 右 葉 枝 埋 部 4 
mm, 在 葉 枝 幹部 6 mm, oo が 対照 に 
し て 末 栓 部 は 拡張 し て い 目立つ た 変形 歪曲 は な い 
fe 細 枝 は 対照 より 少 い : Cy あぁ る 。 肝 動 脈 は 右 葉 枝 
1.28mm, 諾 葉 枝 1.44mm, で 拡張 蛇行 す 。 同行 の 門 
脈 は それ 程 の 拡張 は な い が 肝 動脈 は 蛇行 し 末 村 部 程 蛇行 
が きつ い 。 下 者 の 差 は 少 い 。 感 菜 後 4 箇月 , 門 脈 右 葉 枝 
科 部 は 4.4mm, 諾 葉 枝 幹 部 は 8mm, 門 脈 は 未 栓 に 至 
る 迄 拡張 著 明 歪 曲 し 変形 を 呈す る 所 も ある 。 和 性 の 節 の 様 
な 外観 を 呈す る 。 微細 な 分 枝 は 消失 し 対照 より 乱 か に 少 
い 。 肝 動脈 は 右 葉 枝 1.44mm, 諾 葉 枝 1.84mm, 拡張 
蛇行 は 著 し い 。 末 栓 部 の 蛇行 も 認め られ る 。 両者 の 差 は 
対照 に 比 し て 著しく 少 い 。 総括 。 肝臓 に は 本 住 血 吸虫 答 
生 の 際 は 産卵 前 に は 門 脈 肝 : reoyoorea が je 部 に 
訟 て は 若干 拡張 する 。 特に MO て 蛇行 状 
を 呈す る 膨 条 後 ロロ 度 hb を 来 し て 寄生 肝 厩 を ーー 
る 時 期 で は 門 脈 は 大 く な る > 共に 0 し 是 つ 門 ) em + 
対照 に 比 し て 減少 する 。 肝 動脈 は 極度 に 拡張 蛇行 を 生 
これ は 肉芽 組織 に 酵素 白血球 等 の 要素 を 供給 する ns 
為 の 拡大 と 思考 す 。 門 脈 及 び 肝 動脈 の 拡張 歪曲 蛇行 等 は 
本 症 の 感 菜 景 。 感染 時 期 に よ つ て 差 位 が あり 軽症 感 菜 で 
は 両者 の 著 明 な 変化 は 認め 難い 
( 問 ) ( 和 県 立 医大 病理 ) 江 H 挫 雄 
私 た ちの 考案 に な る メタ アク リッ クレ ジン の 微粒 子 中 
間 電 合体 に よ る 芝 を 用 いら れ た こと ヽ 存 じ ま す が , 
肝 動 脈 の Me 『 衝 の 導 PA は 貴 君 の スラ イド で 
よく 出 て いま す が , 末 栓 部 如何 で し た か 。 元 来 Glisson 
FM の は 必 ら ず 密 に 並ん で 人 違 つ て いま 
結 ius 枝 と だ け は 少し 離れ て いま す 。 昨秋 , 近畿 分 埋 
で 私 は 肝 吸 虫 症 に 就 て 本 法 で 鋳型 を 作 つ て 示説 し ま し 
た が , も う 少 し 工夫 され て 末 枯 まで 鋳型 を 作 つ て その 所 
見 を 得 て 下 さる と 幸 で す 
(山口 医科 大 学 大 阪 日 赤 研 究 科 ) 細 川 修 治 
合成 樹脂 注入 の 方 法 は 江口 教室 の 方 法 同様 で も る 細 血 
管 の 部 分 に よく 注入 され て いる か 写真 に は よく 出 な い 関 
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し て は お ら た な い 。 肉芽 組織 形成 部 位 で は 肝 
が 多数 新 出 し て お る と 同時 に 絹 血 管 は 拡 





tudies on cephalic schi- 結論 
じき 1 


StosomiaSsiS ]aDOnica. 
Shigeru Kikuchi 


Cercaria 
は 脳 の 絹 小 動 
臓 内 門 脈 細 枝 及 く 


1 5 ルー 合 は 脳 及 び 脳 } 
が 本 病 の 感染 に 種 特異 の 脳症 状 


と 依 つて Sd : 箇 も 懇 

















28.9.1 征 々 束 便 ・ 出 し 
頭 動 碑 に 交 


1 下 友 回 韓 , 音 地 生 
100 人 箕 肌 は 1 仙 に 曲り げ 革 は 持 





F 日 T 沙 溶 , 後 前 踏 中 , 躍 喘 し 
特 2 特 .-. 人 二 眼 険 及 後 肢 の 環 商 を 発し , 後 中 


28.10.2 


不能 





部 位 頸 動 上 1 号 と 大体 同 じ 症 汰 を 星 レ た が 軽 
レ し カリア 数 5 0 箕 FE 
/ 
病 月 日 28.10. 7 


28.10.21 








外 
成 昌 と な つた も の で ある 


脳 に 於 ける 虫 
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ee 1 
K に 寄生 し , 大 部 分 は 腸 間 腕 脈 # 
び 門 脈 本 幹 に 寄生 が 見 られ た 


の 癌 NM 分 か ら の 循環 未 統 に 依 ・ 
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体 が 太い 自 待 に 

























MNT . 動 5 R 注 注 _ 経 
張 蛇行 し て お る 和信 入 了 ! 
部 / < 。 
位 日 過 っ rs 朋 
っ に に < メ の 旦 ニ 
59. ok 。 未 
馬 ーー ムコ 
に 関す る 実 駿 脈 ご 月 
順 _ ー. 由 eo ac 
日 本 住 血 吸虫 病 研 和 
3 描こ = ノ | =E 
菊 池 滋 er 
j 誰 の j 


少数 
び 肝 


和 の 場 


て 移行 し 





% 弦 て いる と ころ で ある 2 
と Eo に 小さ い の で 導通 の 脳 】 串 り . 1 ー 
は 他 の 寄生 昌 と 同 拉 に 区 床 的 に は 壮 と し て 脳 腫瘍 常に 小さ 旧 選 の 胸 : 本 
2 と ド 寺 の 動脈 る 人 婦 質 枝 の 未 椅 に まで と 
する の で ある が 他 の 脳 疾 患 と 異な つて 5 と ー ho 枝 の 未 栓 で ご 
リー デー た 脱 に E ド の ) 軸 /、 番 キス ふ メ / 
モ | 剤 の 療 に 佐 つ て C - 可 成 治療 す + の )~ 比 【 的 区 別 に 依 つ て 大 脳 だ た j 求 の 表面 ] 人 に 近 い 」 馬 する 、 の) 
本 > 明か チ 
si ロー プ ご 選 和 4 つ 4 し / こ 
9 6 0 が 出 さや 
IA に sa 貞 卵 の 注入 に 代 つて 80 日 を % る も 発病 を 見 な い 
私 ( 状 # ~ に は 虫 体 の 答 生 に 偽る 場合 と 由 卵 の 東 卵 の 注入 に 90 日 を 4 る も 22E 鈴 を 喝 
5 + 呈 1 
み 介在 に 依 つ て 起 る - 通 り の 場合 ヵ ある と 考 て いる カ Aa こと は 昌 六 の 沈 彦 に ーー の 遂 く く 示 だ 上 』 囲 組織 
】 人 \ Cy /J う ーー 7 ハ 
ー-+ 半 で ) デ で ー デ よ > ナ つて 』 r 】 上 民 う っ ーー 
R 3 5 0 っ も て 9 / れ > 9 た で に 和 至 つ て お と p 」 い の で 大 の 3 J ゃ も 騰 4 て 
中 体 の 寄生 依 り ょ 未だ 報告 され て い * < < 外 泊 0 
と ス た 2 いて も 寿 と べ べ コナ < In ELAe の = そ 還 る 日 
本 で 虫 体 を 脳 に 笑 験 的 に 司 し めそ れ に 依 て いる の で は な いか と 推定 さ 4 何 直 等 の 病理 組 装 
7 よ Y 空 衣 則 ば リ 【ー ご し の うつ で すし りー4 人 拒 
。 f 完 所 見 次 の 機会 に 報 合 し た い 
る 変化 と と 下 体 の 宙 S く く 共 虫 卵 の み の 介 在 に 依 て 起 研究 所 見 に 息 て は 次 の 撲 会 に 報 語 し た し 
る 変化 と も 比較 追求 し た 。 
1 1 日 ア 」 を 頭 注射 し 2 
実 験 方 洋 臨 床 症 ) | 杉 ) 見 








ト 
脳 , 
脈 2 


大 球 半球 の 表面 に 近い 細 小 動 


60. 鹿 見 1 島 及 び 際 岐 詞 【 シフ け る 
率 状 虫 の 種類 


鳥取 大 医 公衆 衛 
長 花 操 ・ 外山 二 


The species of 上 zzcZeze724 jn 
Kagoshima and Oki-Island. 
Misao Nagahana, Hiroki Toyama 


我々 は 昭和 23 年 より 25 年 に わた り 鹿 児島 県 下 の 各 地 
に 於 て , また 昭和 28 年 に は 島根 県 附 可 島 に 於 て 糸状 虫 
の 浸 淫 状 況 の 調査 を 行 つ た が , 今回 共 等 の 
類 の 精査 を 行 つた 。 成績 は 次 表 の 通り で ある 
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鹿児島 , 隠岐 で 検出 し た 和 ※ 訴 虫 の 種類 











調 保 

調査 地 ie 

プ \ 全 

中 数 
/ 新 域 村 大 88 14 3 3 0 
| 同 上 葉 91 10 8 人 
| 科 源 町 黒瀬 333 68 13 13 0 
鹿 | 根 占 町 丸 内 115 32 4 4 0 
| 上 飯村 瀬上 29 14 13 13 0 
間 幸 ま 送 才 - 拓 1 1 1 0 
| 串木野 市 海 泊 士 "68 5 5 3 
児 枕 央 市 中 原 "70 18 11 11 0 
| 鹿屋 市 間 65 5 5  。 夫 
| 南種子 村 鳥 問 45 9 9 9@ 0 
| 東 長 鳥 村 塩 追 50 13 11 11 0 
島 | 田 布 施 寺 生 河内 106 20 19 19 0 
| 大 根 占 町 秩 川 5 6 6 6 0 
| 指宿 町 久保 44 4 4 4 0 
| 計 1181 209 112 111 1 
器 | 果 木 村 字 融 .74 1 1 1 0 
lk( 海士 村 西 79 1 1 1 0 
島 | 同 上 時 61 13 13 13 0 
計 214 15 15 15 0 


即ち 鹿児島 県 下 に 於 て は 14 ヵ所 の 保 虫 者 より の 標本 
を 検査 し て 新城 村 苑 に 於 ける る の に マラ ィ 仔 虫 と 思わ れ 
る も の 1 例 を 検出 し た が , 他 は 絵 て バン タロ ッ フト 仔 虫 で 
あつ た 。 又 島 根 県 隆 枝 鳥 4 ヵ所 に 於 ける 保 虫 者 15 例 の 
それ は 総 て バン クロ フト ho 

マラ ィ 仔 昌 と 思わ れる も の は G 細 胞 の 大 き さ , 位 軒 的 


宮本 に 就 て 種 





関係 及び 排 洪 細 胞 の 大 さき, その 人 往 置 的 関係 を 充分 明 に し 
得 な いけ れ ど と も 体 全 体 の 大 さ 形 , 尾 敵 秒 の 様子 は バン 
ロフ ト 電 れ と 明らか に 区 別 さ れ マ ライ ィ 仔 昌 と し て 
よい と 思う 。 この マラ イィ 仔 虫 保 虫 者 は 昭和 23 年 の 調査 
当時 34 ee り , 同調 査 時 の 1 標本 中 に 8 触 の 
仔 貝 を 認め た が , 其 の 後 昭和 28 年 6 月 及び 昭 和 29 征 
月 の 2 向 に わた る 採血 検査 で は 仔 虫 を 検出 する 事 が 出来 
な か つた 。 此 の 保 虫 者 は 昭和 15 年 より 兵士 と し て 南京 , 
武 蜂 , 長沙 に 住み , 特に 長沙 に は 1 年 半 を 包 し 其 の 後 昭 
和 21 年 3 月 復員 時 迄 , ツ ソロ モン 諸島 に 存 佳 し た 経歴 が 
あり , 感染 は 恐らく 此 等 の 期間 に な され た も の と 想像 さ 
れる 。 こ の こと か ら マ ライ 系 状 虫 母 虫 の 寿命 を 想像 すれ 
ば 長沙 で 本 虫 に 感染 し た も の と すれ ば 12 年 以内 と な る 
以上 要する ! に 委 放 際 酸 に 分 布 する 糸状 虫 の 種類 は , 
バン クロ フト 系 状 虫 だ け で ある と 考え て 差 支 えな い 胡 で 


の うっ や 


61 . 放 見 島 双 下 数 部 沙 に むち! ける 
フィ ラリ サリ ア 調査 
鹿 ブ 公 雪 箱 生 
北原 経 太 


Incidence of 敢 ceze77 
の 27c7 の 772 in several villages 
of Kagoshima Prefecture. 


Keita Kitahara 


鹿児島 県 隆 摩 郡 高 江村 の 三 部 落 を 調査 し た 。 採血 方 法 
は 夜間 10 時 頃 耳 科 より 3 滴 を 原 悦 栖 本 と し ギー ム ザ 染 
色 し た 。 三 部 落 の 中 で 寄 田 で は 10 月 に 調査 し 第 検 者 118 
名 中 仔 貝 保有 者 な く , 熱発 作 あ る 者 4 名 で あつ た 。 之 等 
の 調査 対象 は 10 歳 代 の 者 が 男 52 名 , 女 旬 名 で 被 検 者 
中 の 大 部 分 を 占め て いた 。 土川 で は 11 月 調査 し , 被 検 
者 男 11 名 中 に 1 名 , 女 11 名 中 に 2 名 の 仔 昌 保有 者 を 認 
め た が , 前 記 の 男子 1 名 が 熱発 作 を 有する 外 は 何れ も 無 
症状 で も あつ た 。 之 等 22 名 の 外 に , 採血 し 得 な か つた 者 
で 陰 襲 水腫 の 者 7 名 と 下腹 の 象 皮 病 の 女 1 名 が あつ た 。 
人 受 で は 12 月 痕 査 ト 。 男 14 名 中 1 名 に , 女 10 名 中 

名 に 仔 虫 を 認め た 。 次 に 貼 和 29 年 1 月 末 よ り 2 月 初 
め に か け て 鹿 り 5 島 市 遂 ァ 葉 を 調査 し た 。 総 人 員 中 460 名 
中 405 名 採血 し , 引揚 地 別に する と 戦災 (内 地 ) 171 名 , 
中 共 ( 満 洲 を 含む ) 158 名 , 台湾 44 名, 勤 鮮 24 名 , 大 島 
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昭和 29 年 6 月 (1954)〕 





, 沖縄 3 名 , 安南 1 名 と な り , 仔 昌 保有 者 は 4 名 で 
2 Ni 之 等 の 感 菜 経路 を 調べ て みる と , 37 歳 の 母 と そ 
の 紛 15 歳 ) は 満 洲 引 揚 後 7 年 間 大 島 に いた 事 あ り , 大 島 
に て 感染 せる も の と 推定 され る 。 双 13 歳 の 男 は 鹿児島 
リ り 川 辺 郡 に て 成長 し 当時 隣家 に 象 皮 病 患者 が いた 事 よ り 
有 MP は る も の と 考え られ る 。 他 の 1 名 の 
女 は 42 歳 の 女 で 鹿児島 近郊 に て 感 菜 の 寿 が ある 。. 
採血 に際し 3 滴 厚 層 標本 と すべ きか , 1 滴 に て 可 で あ 
る か を 知る た め 種 子 島 に 於 ける 仔 虫 保有 者 48 名 に つき 
3 滴 間 の 全 虫 数 分 布 を 調べ た 移 各 滴 間 に 仔 虫 は 平等 に 分 
第 3 滴 ま で 調べ て 陽性 と な 


布 す る こと が 明らか と な り , 


る も の と 第 1 滴 の み に て 陽性 と な る も の と の 間 の 一 致 度 
の 検定 を し た 結果 0.1 2 以下 の 危険 率 で 一 致す る 。 従 つ 


に は 第 1 滴 を 調べ る の みみ で 充分 と 考え ら 


ンー 光 族 の 調 2 
て 年 度 の 講 3 


れる 。 


追加 鹿 見 島 騒 に 於 ( 1 ラリ 
mo の 
鹿児島 大 寄生 東 
阿部 康男 ・ 山 下 博 
On the arial infections in Ka- 


goshima Prefecture. (Report 2) 
Yafuo Abe, Hiroshi Yamashita 


昨年 の 大 会 に 報告 し た 分 に 更に 川辺 郡 万 世 町 中 学生 
109 名 (昭和 28 年 7 月 ), 串木野 市 別府 , 野 元 の 一 般 住 
民 学 童 を 計 96 名 (同和 :10 月 ) の 夜 問 採血 の 結果 は 一 名 の 


Mf 保有 者 も 話 Mguo 和 5 
久屋 久 島 (28 年 7 月 ) の 小 ・ 中 学生 を 主体 に し た 調査 に 
よれ ば , 上 屋久 村 で は 永田 は 被 検 者 360 名 中 7.50 


小瀬 田 は 157 名 中 13.38 用 下 屋久 村 の 小島 は 81 名 中 
1.23 用 , 平内 は 58 名 中 6.90 妊 , 湯泊 は 80 名 中 18.75 
に 夫々 MMf 保有 者 が 認め られ た 。 又 この 地方 に 於 ける 
伝播 表 と し て は 下水 潜 , EE 
enSs pallens 及び 釜 , 手洗 鉢 , 海 崖 の 岩 の 溜 水 に 発生 す 


S た aged 寺本 を で いあ る お る 天 


や る c 

餅 島 氏 は 摂 宿 郡 喜 入村 瀬 々 吊 〔 昭 和 4 年 10 月 調査 〕( 戸 
数 500, 人 口 2.400) で 1625 歳 の 青年 団 層 に 於 て , 男 
は 68 名 中 13.24 用 , 女 は 72 名 中 22.22 ジ , 合計 140 名 
中 17.86 2 に Mf 保有 者 を 報告 し て いる が , 演者 等 は そ 
れ よ り 24 年 を 経過 し た 央 和 28 年 10 月 (戸数 600, 人 品 
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3, 000) に 同じ 年 齢 層 に 於 て , 男 は 39 名 中 12.82 名 , 女 
は 33 名 中 27.27 多 , 合計 72 名 中 19.44 巡 に Mf 保有 者 
を 検出 し 今日 に 於 て も 価 該 地区 の 浸 淫 状況 は 変化 無い こ 
と を 認め た 。 

餃 鳥 氏 の 報告 に よる 38 名 の 有 症 患者 の うち 24 年 経 
過 後 の 今日 生存 を 確認 され た 5 名 (当時 内 2 名 に Mf 陽 
性 ) 及び その 家族 に つい て 症状 の 進行 状態 並 に 家族 内 感 
染 の 度合 等 を 調査 し た が , 加 外 患 者 の 症状 の 中 , 熟 発 
作 , 股 腺 肥大 及び 乳 際 尿 を 除い た 外 の 陰 基 水 腫 , 象 皮 病 
は 24 年 間 に 於 て 特に より 進行 する 様子 も な く 当 時 の ま 
ゝ ヽ 存在 し , 他 の 症状 は 消 退 し て いた 。 又 患者 と 同一 生活 
環境 に ある 家族 内 の Mf 保有 者 は 極め て 軽度 で ある 点 よ 
り 家 族 内 感染 は 特に 重視 する 必要 は 無い 様 に 思わ れる 。 

又 鹿 児島 在住 出身 者 並 に 学生 42 名 中 夫 れ ぞ れ 
1 名 づつ の Mif 保有 者 が 認め られ , 価 硫 球 本 島 に 於 ける 
一 般 及 び 学 童 68 名 に つい て 検査 し た 結果 7 名 (10.29 ) 
の Mif 保有 者 が 認め られ た 。 こ の 結果 より 見 て 将来 外地 
より 日 本 に 移住 し て 来る Mf 保有 者 を 中 心 に し て の 地方 
的 流行 も 量 示 され 得る 


62. 兵庫 落 美 方 郡 の 一 山村 に 
発見 され た だ ラフ ライラ リア 流 行 例 


兵庫 香 佳 保健 所 
増田 陸 


A latent epidemic of filaliasis since 6O 
years, discovered recently at Teragi- 
Mura, Mikatagun, Hyogo Pref. 
Rokuro Masuda 


発 介 の 如 較 一 - 広 者 立 明太 小間 紅 和 前 抽 
ら 兵 庫 県 美方 群 湯村 附近 で フィ ラリ ア の 二 三 加 者 を 見 た 
医者 が 居る と の 風評 を キャ ッ チ され , 此 が 追求 を 意図 せ 
られ て 居 た が , た また ま 演 者 が 此 の 地 に 近く 此 が 研究 を 
依頼 さき れ た の に よる 。 

発見 の 経過 一 一 昭和 28 年 11 月 中 旬 よ り 現地 保健 所 , 
現地 役場 等 か ら 加 者 に 関す る 情報 を 集め た 結果 , 44 年 前 
同 郡 照 来 村 丹 土 部 落 に 1 名 , 30 年 前 同村 多 子 部 落 に 3 名 
5 年 前 に 1 名 の 典型 的 乳 麻 血 繊維 素 尿 加 者 の あつ た こと 
を 発見 , その 1 名 に 鳥取 日 赤 で 30 年 前 ミク ロフ イラ リ 
アァ を 確認 し た 事 笑 を つか ん だ 。 そこ で 昭和 29 年 1 月 6 
日 降雪 期 を ひか えて 3 日 3 晩 , 現地 に 出張 , 戸別 調査 , 
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10 時 以後 の 夜間 検 面 を 行い , 255 名 中 csv 
に ミク ロフ イラ リア を 発見 , 此 は 住民 の 5 強 に 当る 

の で , 最低 9 歳 か ら 57 歳 に 及 ん だ 。 発見 の 山 は 男 20 代 
29 錠 , 女 40 代 19 辺 で , 其 の 原因 は 20. 30 代 の 男女 の 
大 部 分 が 出稼 に 出 て 居る の で その 米 卿 を まつ て 再 検 が 要 
求 さ れる 。 当地 は 殆 ん ど が 部 落 結婚 で ある の で 男女 統合 
の 山 で ある 40 代 の 陽性 率 16 用 が 意義 が ある か も 知れ な 
い 。 条 お 戸別 調査 に よ つ て 4 名 の BA くさ ふる ひ の 
掃 の 者 を 発 要 し た が ミク ロフ ィ ラ リア は 陰性 で も あつ た 
SON ME か を 自覚 し て 居る 者 


本 仔 虫 の 精査 (時 寺 Ki ょ よる ) 全 虫 体 の 艇 肛 
に 鐵 が な く 優 美 で あり , 尾部 が 次 第 に 細く MP 
規則 正しく 一 連 の 配列 を な し , 尾 入 の な いこ と や , 排 注 
絹 胞 が 排 浴 腔 に 近接 , 尾 端 に 向い 明か に 原形 質 突 起 を 出 
し て 居る こと 。 頭 域 (BNC) が 1.81 2 で 短い こと 等 ヵ 


バン クロ フト 型 で ある こと は 間違い な い 。 但し 綱 部 は 更 


只 
! 


に メチ ー ル グリ ン ,。 パイ ン 染 色 法 に よ つ て 将来 の 研 
究 に また ね ば な ら な い 。 今後 は 本 症 の 当地 に 流行 し た 原 
因 , 由来 , 表 相 と の 関係 等 を 追求 する 考え で , ae 
検 血 は 現地 保健 所 が 実施 する 計画 で あり , 兵庫 県 衛生 部 
と し て も を 此 の 移 女 地 の 防 疫 的 取扱 い に つ いて 多大 の 関 心 
を も ゃ も つ 。 価 お 本 発見 は 本 州 で は 25 年 振り , 兵庫 県 で は 
初 の も の で 推定 少く と も 60 年 来 で ある 。 

(追加 ) (鹿児島 大 学内 科 ) 佐藤 入 郎 

昨年 夏 か ら 本 年 初め に 互 り 南 九 州 雌 島 で ある 外 . 島 , 閣 

種子 島 今度 我が国 に 復帰 し た 奄美 大 島 並 びに 未 糖 

の 沖 統 で 行 つた 糸状 症 の 儲 成 績 は 紙上 発表 する が , 大 
島本 島 小 宿 部 落 で は 仔 遇 検 出 率 は 100 名 中 35 例 36 の 
高 率 で ある が 沖 本 島 中 部 石川 地区 で は 2560 例 中 215 


っ ャ クマ 


後者 で 








例 。 8.4 用 で ある 。 前 者 は 以前 と 余り 変わ な い ヵ 


ヽ 


0 


は 比較 的 低 率 と な つて いる 。 
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63. 表 体 内 に 於 ける フィ ラリ ア 
仔 是 及び 幼虫 の 生存 発 有 に 及ぼ す 


低温 の 影響 に 関す る 研究 (第 2 報 ) 


長大 属 研 徳生 動 史 
長 ズ 風 人 巡 偽 生 動 ビジ) 


大 森 南 三朗 


Studies on the infuence of low te- 
mperatures upon the development 
of microilaria and larvae of 下 zc- 
ezez2Z の 27cZ の 772 in the mosquito 
(Czz/ex 7 が es 7/e7s). HI. 


Nanzaburo Omori 


閉 者 は 昨年 に 引 続 い て 各種 低 澤 の 影響 に つい て 研究 中 
で ある が , 今回 は 主として 16"C 接触 試験 の 結果 を 報告 
する 。 午後 9 時 一 12 時 の 間 に 未 栓 析 液 20 cu. mm 中 54 
143 隻 の 仔 虫 を 保有 す る 患者 か ら 27“C 内 で 移 化 させ 
た アカ イエ カ の ゃ 成虫 を 吸血 人 せしめ, その 後 , 0, 1, 2 
4.5, 8, 10 及び 14 日間 27"C 内 で 飼育 し た 遇 , 従 つ て 
山体 内 で , 吸血 直後 の 仔 虫 , 1 期 の 各 発 の 旬 
II 期 前 ・ 中 ・ 後 期 の 功 昌 及び III 期 の 幼虫 が 発育 し て 来 て 
いる 各 群 の 由 を 16"C の 低温 に 接触 せしめ て , 明 体 内 で 


みな を 圧 テ イ 理 テ - 
区 の 灰 








の その 後 の 発育 状況 を 見 た 結果 : 


吸血 直後 の 仔 虫 の 約 半 数 は 胃 中 に 
胸 筋 に 入 つ た も の も 1 期 の 途中 で 死滅 3 

く 少数 は II 期 に 衝 閉 す と る が 直ちに 死滅 す る 。 I 期 の も 
の は その 発育 程度 の 如何 を と 信 み 得る が III 
期 に 至ら ず , 50 一 60 日 内 に 全滅 する 。TIII 期 の も の は 2 
ヵ月 以上 eS 存する も の が ある が その 死期 を 確 め 


2 5 





る こと は で 併 し THX 期 の 幼虫 に 対す る 低 漁 
RI 実験 結果 か ら 知 り 得 る 。 即ち 吸血 後 18 
日 間 27?C で 飼育 し て 感染 幼虫 を 保有 す る 融 の 一 蕎 を 11 
月 16 日 か ら 室 内 で 飼育 し た 結果 81 日 で 幼虫 は 完全 に 全 
減 し た 。 こ の 間 の 平均 室 音 は 12.65C で あつ て , この 温 
度 は 本 科 の 如き 暖冬 に 於 て 面 ya 保 忘 し た 室内 で の 湿 
度 で ある 。 更に 他 の 一 群 は 
12.4?C) で 殆 ん と 克 厳 し て いる の で 13^C 以下 の 温度 は 
その 低下 に 従 つ 4 E 用 する も の と 思 
われ る 。 従 つ て 本 幼虫 は 九州 及び 以 北 の 日 本 で は , 絶対 
に 表 体 内 で 越 年 得 た いも の で ある こと を 確 言 し 得る 。 

以上 を 要する に 16"C 4 の の 発育 停止 の 臨界 温度 
で あつ て , この 溜 度 以 下 に 訟 て は 低 光 の 審 任用 が 加速 度 


アニ ーッ p , 平 ご 7 な の ぶつ た だ た 。 








47 日 間 (その 間 の 平均 室温 

















20 時 
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5) 
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的 に 増す も の と 推察 し 得る 。 こ の 様 な 高温 に 発育 停止 の 
限界 を 有する こと は 本 種 が 明らか に 熱帯 に 適し た 動物 で 


ちる こと を 思わ し め る 


64. ミク ロフ イラ リア の 定期 
出現 性 に 関す る 研究 
鹿 医 大 佐藤 内 科 
尾辻 義人 
Studies on the turnus of Micro- 
filariae (W. bancrofti). (Report 1) 
Yoshihito Otsuji 
マン ツン に より 発見 され た ミ 


目 性 。 の 滞 訓 ( は 極 ^ め て 興味 深 V 現 


クロ フイ ラリ ア の 定期 
家 で ある が , その 発現 機 
万 人 を 納得 させ る 説 
: あ る 。 私 は 之 等 の 問題 に つき 2, 3 の 知見 を 
得 た の で 報告 する 。 
1) 32 例 の 仔 虫 保有 者 に esa 生 を 調べ た 所 , 
所 的 な 夜間 定期 出現 性 を 示 し た 。 仔 虫 の 最高 出 
23 時 より 2 05 の 0 を 示す 
= に 未 本 血 へ の 仔 貝 出現 が 
> 然し な が ら 5 時 乃至 6 時 
者 が 5 例 あ り , 21 時 刀 到 22 
時 と 殆 ん ど 同数 人 最高 を 示す 例 が あつ た 
2) 3 例 の 仔 虫 保有 者 の 定期 出現 性 曲 夫 





村 に つい \ て は 末 ナ ! ーー 日 や 


ャ よう 1 /ー パ ーー 





は な い 状 





何れ も 典 # 


y 





泉 を 毎月 1 回 , 


同一 場所 に 宿泊 させ て , 9 ヵ月 に 互 ぇ り 調 べた 結果 , 同一 
人 で も 画 株 の 品 は まち まち で 一 定 せ ず た め に 同一 時 刻 に 
於 ける 同一 人 の 出現 仔 虫 数 も 不定 に 増減 し て いる 。 双 定 


期 出現 性 画 線 の 弄 , 


最高 仔 虫 出現 する 時 刻 並 びに 仔 虫 数 


に つい て は 時 に 判 つ きり し た 月 別 の 変化 は 


みみ られ な か つ 
3) 7, 8 月 の 日 没 時 刻 の お そい 
20 時 前 後 の 価 東 昌 Pa 
い 頃 に 比 し 少な い 様 で も あつ た 
期 出 現 性 曲線 に 北 分 暫 


こ 分 響 影 を 与え て いる が , 
い 20 時 前 後 迄 で 22 時 頃 に な る と 殖 ん ど 日 


季節 の 17, 18, 19, 
K。。 He 月. ーー 








即ち 日 淡 時 刻 の ずれ が 定 
これ も せい ぜ 
没 時 刻 の ずれ 

日 出 時 刻 の ずれ に よ 
る 影響 に つい て は 特に 変化 は な か つた 。 







に よる 影響 は みとめ られ な か つた 。 


4) 気温 及び 湿度 の 変動 は 余り 定期 出現 性 曲線 に は 影 
導 を 及ぼ さ な い 様 で あつ た 。 


5) 最後 に 購 室 及び 膝 妃 の 影 紅 で も る が , 
状 仔 虫 保有 者 を 書 測 果 


3 例 の 無 症 
旧 至 に 入れ て , 仔 虫 が 書 測 血 へ 誘 出 
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され て くる か 否 か を みた が 大 し て 誠 出 さ 
な か つた 。 

文例 の 仔 虫 保有 者 を 書 測量 室内 に 腫 肛 さ せ , 3 日 に 
長 り 定 有 出現 性 曲線 の 変動 を 狼 つ た 所 , 2 例 の 患者 で 
は , 量 室内 に 腰 眠 し た 日 より 娠 日 に か け て の 夜 の 最高 仔 
昌 出 現 数 は 約 2 倍 ょ り 4.5 倍 で 曲線 自体 も 北 分 夜明け の 
方 へ ずつ て いた 。 又 他 の 2 例 で は 仔 虫 数 に は 変動 は な か 
北 分 夜明け 前 の 仔 虫 出現 数 が 増加 し た 。 然 し な 
が ら 仔 虫 の 末 椅 血 へ の 出現 は 前 逃 の 通り 同一 人 で も , 採 
血 日 を 異 に する と 非常 な 変動 が ある の で , 直ちに 之 等 の 
現象 を 暗室 並 腫 眠 の 影響 を 断定 する 事 は 困難 で も る が , 
燃 分 影響 を 手 を えて いる の で は な いか と 考 ん えて いる 。 


れ て くる 様 で は 


に 
* の だ さあ $ 


65. フィ ラリ ア 症 の 血液 学 的 研究 
(第 1 報 


鹿 大 「 材 尾 富 一 
矢島 実 俊 ・ 証 務 ・ 春 田 豊 作 
津 崎 文雄 ・ 肥 後 正典 ・ 大 園 勝美 
Haematological studies on FilariariasiS. 
Tomiichi Masuya, Sanetoshi Samejirma 
Tsutomu Fukumoto, Hosaku Haruda 
Seiten Higo, Fumio Tsuzaki 
Katsumi Ozono 
無 症 保 患 者 91 (小児 60, 成人 31) 有 症 成人 51 計 '142 
例 に つき 検索 し た 
1) 夜間 骨 簡 塞 刺 55 例 中 50 例 に 仔 遇 を 証明 , 併 , 同 
時 刻 の 末 椅 血 中 仔 虫 数 よ り 常に 少な し 。 書 間 容 刺 40 例 
中 , 同時 に 未 栓 血 陽 計 の 3 例 2 Ne (中 1 多 は 誘発 法 ) 





仔 貝 形態 に は 相違 な きも , 湖 思 っ は 友 殻 巡 の 
桂 線 並 に 内 部 小 体 より 著 明 。 仔 昌 の ペル オキ シダ ー ゼ 反 


応 は 陰性 。 

2) 腸管 寄生 す 牧 際 1 ヵ月 後 , 検便 陰性 の も の 
血液 父 を 見 る に , 85 例 中 53 例 に 鍵 面 , 11 例 は 300 万 以 
F, 1 例 は 200 万 以下 。 9 例 は 高 色 性 , 網 赤血球 は 貧 正 
例 惹 く 10 % 以下 , 重症 貧血 4 例 中 3 例 は 5 % 以下 , 秋 
血球 平均 容積 は 一 般 に 高値 , 特に 重症 例 は 120 〆 以上 , 

骨 位 の 有 核 細胞 減少 , 赤 芽 球 低 率 , 血清 鉄 正 常 以上 を 
時 し , 再生 不良 の 傾向 を 示し た 。 


) に つき 


3) 白血球 数 は 小児 を 除き 概ね 正常 , 好 中 球 散 , 形態 
概ね 尋常 , 併 , 墨 粒 次 喰 能 は 全 例 低下 , 有 症 特に 熱発 作 
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反 惨 例 で 最低 。 面 , 健康 人 と 異 り 深夜 に 於 ける 喰 能 の 低 
下 を 認め ず , 書 夜 平 担 な 曲線 を 画 いた 

4) 無 症 考 91 例 中 好 酸 球 10 用 以上 が 48 用, 20 以 
上 が 11 , 有 症 者 で は 夫々 43 少 , 6 央 で 0 骨 往 
中 に ゃ 全 例 高 率 , 成 惑 型 最 も 多き も 未 誤 好 酸 球 も 多数 に 
認め た 。 時 間 的 に は 仔 虫 の 消長 を 平行 し た も の 半数 , し 
な い も の 学 数 。 Hetrazan, Supatonin 投与 5 日 後 , 好 
酸 球 は 2 一 3 倍 に 増加 , 治療 続行 に より 減少 し た < 

5) リン ぷ 球 増 多 (40 一 60 用 ) を 示す 例 あ る も, 推計 学 
的 に 災 人 と の 間 に 有 意 の 差 を 認め ず , 胞体 強 人 塩基 好 性 あ 
る も 下 に は 有 間 の 拉 た く 。 併 し 。 平 知 ミト ュ ンド リア 
数 , ミト 指数 共に 高値 を 呈し , 健 人 と の 間 に 有 意 の 差 を 
証明 。 

6) 骨 簡 中 形質 癌 胞 増加 , 血清 A (減少, 7-G 増加 を 

た 。 血液 凝固 時 間 は 短縮 , 出血 時 間 は 全 例 延長 , 栓 球 
数 は 増加 せる も の 175, 互 核 球 は 成 敦 型 が 健 人 より 高位 を 
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66. マン クロフト 系 刀 目 症 の 
免 負 学 的 研究 ・ 沈 降 反 麻 


み 
久留 米 大 等 生 忠 


岡部 浩 洋 ・ 松 瀬 幹也 
Immunological studies on 
bancroft fariasis. 
Koyo Okabe, Mikiya Matsuse 
1 昨年 の 本 学会 に 於 て 馬 系 状 虫 及 び 犬 糸状 虫 を 拡大 
反応 及び 補 体 結合 反応 に つい Ke 


し て 人 座 状 虫 症 の 皮 内 
| で py シグ My アツ 
上 つ 沈 


会 右 は 電電 sae と 
= と の 特 性 に つい ヽ て 追求 


告 し た が , 


県 自然 昌 犬 糸 状 皿 成 是 を 乾燥 , 
Coca 氏 液 に て 抽出 し た 液 を 用 いた 

2. 抗 血清 長崎 県 西彼杵 郡 両 高村 天久 保 に お いて , 
バン クロ フト 仔 虫 を 有 す る 者 25 例 を 採 箇 し た 。 対照 は 
浸 洲 地 切 外 の 者 16 例 で 義 便 中 に は 全く 寄生 虫 卵 を 認め 
な い 者 - ミク ロ クィ 2 衝 の 検査 成 績 は 長大 風 研 
の 大 森 教授 等 の 資料 を 借用 し 7 た 事 を 感謝 する 。 


麻 砕 し た 後 














3. 術 式 沈降 反応 に 於 ける 重層 法 を 用 いた 。 
4. 場 の 形 の 決定 に は 拓 血清 は 1.0 用 アラ ビ ヤ ゴ ュ 溶 
液 で 2 倍 連 続 稀釈 し 5 時 間 目 に 判定 し た 。 
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リ 了 保有 者 25 例 中 拓 原 稀釈 6400 倍 
で 陽性 1 例 , 3200 倍 で 4 例 , 陽性 1600 倍 で 9 例 , 陽性 
2 例 話 陽性 , 800 倍 で 19 例 陽性 , 3 例 疑 陽性 , 400 倍 で 
24 例 陽 性 , 1 例 疑 陽性 に 認め , 大 体 に 於 て 400 倍 以上 で 
陽性 に 認め られ た 。 反応 の 強 さ と 了 上 床 症状 と の 間 に は 関 
係 は 認め られ ぬ 

6. 健康 者 16 例 中 2 例 が 100 倍 で 陽 
他 は 全て 陰性 で あつ た 。 

7. 日 本 住 血 吸虫 卵 
性 を 示 し た 。 

8. バン タロ フト 仔 貝 保有 者 の 場合 の 形 は 沈降 素 価 最 
高 1600 倍 , 沈降 素 量 は 2 倍 乃 至 4 倍 で あり , 犬 糸状 虫 抗 
原 の 場合 に は 沈降 素 量 は 低い 。 

9. 銘 虫 症 , 釣 虫 魚 忠 症 に は 沈降 素 価 400 倍 , 沈降 素 
量 2 倍 乃 至 4 倍 に 認め られ る 事 が ある 。 

10. 以上 に より バン タロ フト 率 状 虫 症 と 他 の 系 虫 上 
と の 聞 に は 沈降 反応 に 於 て その 場 の 形 が 同一 形 を 示す 事 

が あり , 特異 性 は 乏しい も の と 思わ れる 。 


ち 。 さぁ 沈 : 析 2 の 六 妥 


性 で あつ た が , 


ド 有 者 12 例 で は 1 例 が 100 倍 陽 


67. 邊 の OzzcZogcezc の g27ZzZ の 5 の 及 
び 眉 の OzcZocezc ceZ22C の 72S に 就 て 


東大 伝 研 和 寄 生理 
佐藤 孝 慈 ・ 林 滋 生 


Studies on the 串 ariid parasites 
of cattle, OZcZ0ce7c の gZz777770S の 
Neumann, 1910 and of horses, 
Ozcoceyc ce の 2c77S Raillietet 
Henry, 1910. 
Koji Sato, Shigeo Hayashi 


夏期 多発 し 流 を 呈す る 和牛 , 馬 の 特殊 な 皮膚 病 は 「 ツ 
ヒ 」, 及び 「 夏 世 」 と 呼ば れ て いる 

レヒ 病 は 中 国 九 PHPho 和 の 
多く , 症状 は 夫々 類似 し て お り 和 脆 に は 象 友 病 と な る 。 
それ ら の 病原 に 関し 現在 汐 種 + の 説 が あり これ ら は 愚 
玄 の 皮膚 より 見 出さ れる 仔 串 が 原因 で ある と いう だけ で 
種 名 も 准 定 的 な も の は な か つた 。 我々 は 鳥取 県 
米子 展 場 に て , 2 月 , 6 月 , 9, 10 月 の 3 回 に わた り 和 牛 
の と ヒ 病 の 研究 を , 7 月 青森 県 衛生 試験 場 東 北 支場 に て 
馬 の 夏 閣 病 の 研究 を 夫々 行い , 用 に 糸状 虫 成虫 を 発見 
し , その 由 成 虫 の 子宮 より Mf を 取り 出し 皮膚 の Mf と 


判 ず . 
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を 等 々 比較 し , 全く 同一 で ある 事 が 判明 し た 。 68。 スバ トニ ュ ジ に よる 
ワ ヒ と 病 千 より 見 出し た 成虫 は 第 3 一 4 胸椎 の 下 の 頸 観 邊 セ タリ ァ の 牟 成績 


帯 周明 の 結 締 織 に お り , 雌 は 長く 完全 に 取る 事 は 出来 な 
か つた が , 雄 は 僅か 3.3cm の 体長 で あつ た 。 体 表 に 細 
舟木 を 有 し , 雌 で は その 他 に 著 明 な ジグ ザ グ 状 の 表皮 農林 省 家 音 衛 試 


第 3 報 細山 半角 硝 艇 糸状 虫 病 の 予防 効果 





い 条 # 1 
の 肥厚 線 輪 が 条 線 3 一 4 本 毎 に 体 を 取り 巻い て いる 。 女 石原 忠雄 ・ 尾 形 藤 治 ・ 上 野 計 
成虫 の 計測 値 , 雄 尾部 の 特色 する 有 屯 敵 突起 の 配列 , 雌 礁 春川 県 床 

と も 神経 輸 の 位置 に 一 致し て 体 が 膨 放 し て 居る 特徴 的 な 二宮 正明 ・ 川 田 史 度 ・ 三 木 臣 
事 等 より , 日 本 未 記 銚 の Ozc/oce7cZ gzz7 が zzZ の sZ Neurn- Vermicidal experiment against 
9 の 2 S@7272 の Darasitic in cattle with 

と 名 付け た supatonin, a Diperazin derivate. III 


此 成 虫 の 子宮 より 取り 出し た mf は 無形 で 体長 166 ン 


230z で , 枝 構 造 の 最も 特徴 た 事 は , 核 柱 の 尾 瑞 に 1 コ The preventive effect for the 


lumbar paralysis of sheep and goat. 





本 状 枝 が あり , その 前 に 2 ュ の 稽 ょ 大 き な 多 角 
核 が 速 あろ こと で ある 。 と 牛 の 皮 膚 か ら 見 出さ れる Tadao Ishihara, Togi Ogata 
b 定点 の 測定 値 及 び 税 構造 が 完全 に 一 致し , O. gz- Hakaru Ueno, Masaaki Ninomiya, 
7o56 の mf で ある 事 が 判明 し た Shiro Kawada, Shigeru Mii 


上 区 馬 よ り の 成虫 は 政 四 部 辺 の 頼 手 帯 の 中 に 居り , 計 
測 値 及び 特徴 的 な 尾部 乳 剛 突 起 の 配列 寄生 位 等 より Oz- 


レ 


縮 山 羊 脳 脊 科 糸 状 虫 病 の 予防 に 牛 体内 セ モタ リア を 駆虫 
する 方 法 が ある が , 本 法 は 山 羊 に 全く 関係 の な い 和 牛 に 
3 投 楽 する 点 と 従来 使用 し て きた 楽 品 が 牛 に 毒性 の 強い 点 
/ー 

か ら 理 想 論 と され 応用 は 困難 で あつ た 。 余 ちら は ス パト ニ 
\ の 子宮 より の mf は 前 種 と 同 下 。 無 輌 で 体 これ の HE 人 半 “ 
最 特 和 と する 所 核 柱 の 尾 敵 ン が 和牛 に ほとん ど 副 作用 を 与 を な いで セタ リア 属 の 成虫 
民 も 特徴 と 所 は 圭 うぅ リ mV 一 E 了 
に 朝 仔 虫 を 殺 滅する 事実 を 認め た の で 本 法 を 始め て 野外 に 応 
め り , の 前 に 数 = の 類 円 形 の 小 形 な 核 用 し て みた 
と 9 ペペ 

加 財 の 皮膚 か と 得 た mf は 特徴 的 な 核 es り 

た MY 6 wi 5 試験 地 は 瀬戸 内 海 塩 分 諸島 に 属す る 和 川 県 仲多度 郡 広 
値 が 全く 上 記 に 一 致し O. cezyzcg7s の 4 

島村 で , 本 村 は 毎年 予防 注射 を 実施 する に 拘ら ず 所 謀 腰 


月 し た 。 
麻 旭 が 発生 し て いた 。 ス ペ ト ニ ン に よる 務 虫 成績 は 第 2 
* つ た レヒ 病 の 病原 は , Ozc/oce7c 


coceyc@ Ce722C77S Railliet et Henry 1910, と 同定 し 





報 で 世 べ た が , per kg 10mg を 連続 10 日 間 経口 投与 
する こと に よ つ て 約 1 月 後に 仔 虫 を 消失 させ 更に 数 月 間 
MS し か し per kg5mg で は 無効 


277777 の 5 の の mf で , PA O. cezzzcg277S の mf で 
うる 事 が テ 貼 の 調 ビ 員 で 決定 し た 。 


は 極め て 不 完全 で あつ た 

予防 成績 : 7 一 11 月 の 調査 期間 内 に 発病 し た 山 羊 は 

9 頭 あ つた が , 此 の 内 5 頭 は 中 毒 又は 消化 器 系 疾患 と 診 
断 さ れ 皮 内 反応 の 結果 も 陰性 で 臨床 的 に 疾病 と 診断 され 
だ 所 敵 際 ため た 中 畜 は 重症 2 頭 疑 症 乃 至 軽症 2 
頸 で , 解剖 し た 3 頭 は 病理 組織 学 的 に 脳 科 系 状 虫 病 と 確 
認 さ れ た ト 上 の 4 頭 を 本 年 度 の 広島 村 発 生 例 と し 

て 検討 する 

1) rom 26.7 年 度 で は 発病 率 が 11.6 用 , 5.5 狐 
で あつ た が 本 年 度 は 駆虫 が 遅れ た に も 拘ら ず 230 頭 中 4 
頭 1.7 用 で あつ た 。 26.7 年 度 は As 剤 の 3 回 予防 注射 
を 細 羊 全部 に 実施 し て た 点 か ら 邊 セタ リア 度 虫 に よる 予 - 
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防 法 は 従来 の 予防 法 よ り 効 果 が 大 きい と 考え られ る 。 
2) 発生 時 期 広島 村 の 発病 月 日 は 7 月 末 , 8 月 5 日 


8 月 15 日, 9 月 13 日 で 4 頭 中 3 頭 が 8 月 中 旬 迄 に 発病 


し て いる 。 本 病 の 潜伏 期 並 びに 到 の 体内 に 於 ける 発育 日 
数 か ら 逆 寛 する と 此 等 の 患畜 は 7 月 上 PS 
た 到 が 感染 さ 
セタ リア 仔 虫 は 
ら , 8 月 下旬 以降 iwa ド し wc 
本 年 度 の 和 川 県 に 於 ける 発生 状況 を 保護 所 単位 で 調 
査 し た * 0 8 5 『 介 以降 令 は 9 月 以降 の 方 が それ 以前 
より 多く 発生 し て いる 。 此 の 点 か ら 本 年 度 の 広島 村 の 成 
績 は 和牛 体内 セタ リア 販 虫 に よる 予防 効果 
ダ 薬剤 が 不足 せ ず , 有 虫 が 6 月 迄 に 完了 し て いた な ら ば 
更に よい 成績 で 予防 し 得 た も の と 考 られ る 。 
本 法 は 感染 源 で ある 指 状 糸状 虫 4 ぇ 減少 する ば か り 
で た なく, 和牛 馬 に 認め ち れ る 他 の を 同時 に 予防 洛 


療 す る 点 か ら 畜 産 上 極め て を 生生 





と 認め られ る 。 














69. 各種 ピ ベ ラ デ ン 診 導 体 の 大 
基 状 量 仔 是 Microfilaria immitis 
に 対 す る 多 カ 比較 婦 試験 





東 】 京 農 工大 放 
久米 清治 ・ 大 石 易 ・ 中 過 生 


Comparative studies of the effect 
of Various piperazine derivatives 
On 7c ヶ o772722 772722725、 
Seiji Kume, Isamu Oishi 
Kozo To:azawa 
ビ ベ ラチ ヂ ン 読 導体 の 一 種 た る スパ トニ = ニン の 系 状 虫 に 対 
する 作用 に 於 て , PAReN 存する 事 は 明らか で ある 
が , 抗 成虫 性 は 確実 で な い 。 い 者 等 は 東大 


援 の 合成 され た る ビ ペ 





字 付 飼 沢 教 
ラ デ ヂ ン 読 導体 20 種 (尿素 未 6 種 , 
4 示 2 種 , Trimethylendiamine 系 2 種 
硫 菓 未 2 種 , Methyipiperazine 系 8 種 ) に 就き を 。 スペ ト 
PR ス 
パト = ニン は 50mg/kg 以上 を 24 時 間 々 隔 で 連続 5p 
与 し て , 毎日 1 回 観察 し だ 場合 は , 仔 虫 数 の 罰 閉 な 減少 
を 認め , 文 50mg/kg の 1 困 投 与 後 , 短 時 間 内 ( 投 ヶ 直 
前 , 5 分 後 , 15 分 後 , 以下 15 分 毎 に て 1 時 間 後 に 到 り 
以下 30 分 毎 に て 4 時 間 に 至る ) に 於 ける 観察 で は , 仔 耳 


\v 


( 60 


第 3 巻 ・ 第 1 号 


【 和 寄生 虫 学 雑誌 ・ 


数 の 僅か な 増加 後 , 黄 閉 な 減少 を 認め る 。 即ち, スペ ト 
= ン の 1 固 量 50mg/kg は 連続 与 の 場合 に も , 1 回 投 
三 の 場合 に も , 明らか な 抗 仔 虫 性 を 認め 得る の で , 今回 
比較 試験 せる 他 の プア ベラ デ ヂ ン 誘導 体 の 場合 も , 50 mg/kg 
を 1 ey と し て , 上 記 ス ペ ベト ニ ン の 
連続 及び 1 回 投与 後に 於 ける 仔 下 敷 の 変動 状態 を 調べ る 
提 れ の 抽 族 折 錠 て も 。 メル ュ ン ピ 全 る 訂 和 が 
仔 虫 作用 を 認め 得 な か つた 。 何 , スペ ト E 
偽 る 。 仔 虫 数 の 減少 に 伴い , 好 酸 球 増 多 を 
回 投与 後 , 短 才 間 内 の 仔 虫 数 減少 時 に は 好 酸 球 減少 を 
め る 。 前 者 は 仔 虫 の 死滅 吸収 に 基く アレ ル My 
り , 後者 は スペ トニ ン の 中毒 症 状 と 解す 可 き と 











プ 
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70. 日 本 の ヽ ふ タネ ヅ グミ に 和 生 
する 多頭 目 6277 が 2772S SD. 
の 自然 界 に 於 ける 中 間 和 宿主 と 


SOeaear 計 oh 


中 


Studies on the two species of 
crickets as the new interine- 
diate hosts of 67727 が 7 の 7727S 
sp.(Acanthocephala)in Japan. 

Hiroshi Tanaka, Kazuki Ogata 





7 が 97727S SD. 入 PNNW し レ て は 
7277e72 ge792222C の innG 4 立証 され て いる 
が , 自然 界 に 於 て は 不明 で あつ た は 野外 で 採集 し 
た コー ロ ギ 2 種 C め /7S 277 が 2724S de CD に 人 2 
コー ロ ギ , た oo07ezz24S の oe727 S1ein. ミッ カ ド コーロ 
ギ , か ら 多 数 の Acanthella を 発見 し .~ さ ら に これ を ラ 
ッ テ に 経口 注入 し て 約 1 ヵ月 後に oz77 が 72S SD. の 
成虫 を 得 , 前 2 種 の ュー ロ ギ が 自然 界 で の 中 間 和 宿主 で あ 

事 を 証明 し た の で こ ヽ に 報告 する 。 

即ち 1953 年 10 月 4 日 東京 都 下 赤 刀 に 近い / i 田 檎 附近 
で 多数 の 前 2 種 の コーロ ギ を 採集 し , これ を 実験 室内 で 
解剖 し , . goezzz 5 頭 中 4 頭 の 8 より 151 匹 ,C. が た 


の gzs 6 頭 中 2 頭 の S よ り 40 匹 の Acanthella 及び - 
reacanthella を 得 た 。 両 種 よ り 得 た Acanthella 38 匹 
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を No.1, No.2 の ラッ テ に , ん . doeZZz7 より 得 た 少数 
の Preacanthella を 含む .30 ュ の 角 子 を No.3 の ラッ テ 
に 注入 1 た これ ら の ラッ テハ か ら No. 1 で は 30 日 後 , 


No.2 は 31 日 後 則 を 瀧 流 し 小腸 よ り 夫 々 1 匹 の 成虫 を 


得 た 。No.3 よ り は 同様 の 方 法 で 31 日 後 2 現 の 成虫 を 
得 た 。 又 別に C. 2727S の 死体 5 頭 中 2 頭 よ り 10 匹 


) Acanthelia を 得 て 同 様 ラ ッ テ に 注入 し た が , 20 日 
後 成 中 は 得 ら れ な みか つた 

得 ら れ た 成 晶 に つい て 計測 を 行い , 体長 18 一 36 mmm, 
葬 長 398 一 444 , 最大 体 幅 0.78 一 1.31 mm, 史 最 大 幅 
121ー150.4 み , 釣 数 12X68, 釣 の 大 き さ 16.0 一 25.9 ん 
葬 束 長 492 一 519 ム . 了 博 幅 204 一 213 ん 垂 根 長 2.7 一 4.56 


ん 垂 根 幅 67 一 150 ヶ の 値 を 得 た 。 その 結果 , 葬 長 の 短 


い 点 で gs, 垂 根 長 の 短い 点 で 47.c/27%2 と は 異 
た り , 他 の 何れ より も 大島 の 言 5 ル 46z277o72S sp. に 


近く , 又 大 島 の 野 上 捕 稚 地 は 著者 等 の コーロ ギ 採 集 地 と 


同一 の 点 か ら 考 ん て も , 同一 種 と 考え る の が 委 当 で あつ 
(追加 ) (国立 公衆 衛生 院 ) 大 島 智 夫 


に Moniliformis 属 の 一 釣 頭 虫 と し て 稿 名 未定 で 発 
表し まし た も の は 麗 く Moniliformis moniliformiS と 
内 定 さ る 如き る の と 皿 い まず が, こ 私 友梨 に 線 計 の 水 に 
険 討 の 上 未定 す 可 き で あり ます が , これ は 長 

テア メリ カ で 論 委 され て きた 様 で , 中 
問 宿主 に 関し て も 決定 され て いな いも の で あり ます か ら 


征 要 な 御 発 見 で ちる と 思い ます 。 





い 問 。 ヨー ロッ スズ , 


71. 邊 及び ジテ ラフ の 鞭 量 に つい て 


y に ト L デ 
滑 大 ・ 農 ・ 峡 医 


野田 亮二 


Trichuris species from 
a cattle and giraffes 
Ryoji Noda 


征 来 本 邦 に 於 て は 反 件 動物 給 豆 と し て 縁 山羊 の Tri- 
churis ovis(Abild., 1795) の 記載 は ある が , 他 の 反 鐘 動 
物 に つい て の 其 れ が な い 。 演者 は 昨年 当地 の 一 展 牛 に 濃 
厚 感染 し て いた aa を 検 し た 所 本 邦 に は 未 報 告 の T. di- 
ek 1909) で ある こと を 確認 し た 。 

ジラ フ の 鞭 昌 に つい て は 諸 外国 に 於 て も 其 の 記載 に 乏 
し い 。 即 ち ロ シア に 於 て Bey-Clot (1837) が T. giraffae 

載 し , 之 を Diesing(1850) が 引用 し て 居る 。 然るに 


61 


Cobbold (1864) は T. ovis の 寄生 は 認め て 居る か , 〒。 
giraffae に つい て は 衣 及 し て 居 ら ず , Sprehn (1927) は 
ECR 

ま 動 物 園 に 於 て 貞 死 し た 一 頭 の アミ 
reticularis 並 に 1947 年 東京 上 野 動物 園 に 於 て 難 死 し た 
一 頭 の ジラ フ Giraffa camelopardalis に 何れ も る 極め て 
RS 
一 種 で ある こと が 確認 され た 。 従 つ て 前 
記 Mao の 読 に 反し ジラ フ に 極め て 高度 の 特異 性 を 
有する 一 種 が 実在 する こと が 推測 され る 。 Bey-Clot の 
原 閉 を 参照 する こと は 出来 な か つた が , 他 種 の 鞭 虫 と 異 
る 所 か らし て 本 種 を . giraffae(Bey-Clot, 1837) と 同 


メジ ラフ Giraffa 


oviS と は 


定 す る の が 魏 当 で あろ 35 


7 。 ネプ デ 史 nm - 夫 ま v 間 
(人 程 是 ) に 就 て 


紀 づ r 田 
プ ト 


人 、 ネ カ 病 理 


北畠 栄 太 度 ・ 水 谷 昇 ・ 横 内 幸 造 


Studies on 妨 2 の 7272s 7 の 772725. 
Eitaro Kitabatake, Noboru Mizutani 
Kozo Yokouchi 
小林 晴 治郎 氏 が 利根 川 流域 の 児童 
その 後 赤木 勝雄 氏 が 大 正 10 
その 後 


人 禁 虫 は 大 正 4 年 , 

の 糞便 検査 に 於 て 発見 し , 
年 北海 道 で 「 ア ィ ヌ 」 の 検便 の 際 本 虫 を 検出 し 
の 本 虫 に 関す る 報告 は 宴 聞 に し て 我々 は 知ら な い 

我々 は 青森 県 の 児童 の 寄生 虫 調査 を 行い つ ゝ ある が , 
三 市 入 郡 中 , 二 市 大 郡 の 児童 に 本 虫 を 検出 し , 玖 ら く 青 
森 県 全般 に 本 虫 が 存在 する も の と 思 民 せら れる 。 耐 も 本 
下 を 松 肌 し た 美 全 は 例外 な く 下 区 合格 血 を 会 ます ) で あ 
* の だ 

本 虫 の 形態 : 成虫 は 雌雄 と も 食道 は 比較 的 長く , . 特 有 
な 2 個 の 膨 座 部 を 有 し , 始 の 方 は 円 筒 形 で , 後 の 方 は 球 
形 を 呈し , Y 字 形 の 開口 部 を 圭 つて 腸 に 続い て いる 。 所 
調 「 ラ プ ヂ チ ス 」 型 を 呈し て いる 。 黄 虫 の 大 き さ は 1.6 和 
(平均 ) で 1.1 移 以 上 の も の で 子宮 内 に 卵 が 見 られ , 1.4 
耗 以上 の も の で は 卵 が 昧 化し 体内 に 幼 昌 を 見 出 し た 。 幼 
虫 は 子宮 口 よ り 産出 さ れ 胎生 する 。 尾部 は 雄 虫 よ り 長 
い 。 

雄 虫 は 長 さ 1.2 和 ( 平 均 ), 囚 丸 は 食道 の 下方 より 始ま 
り 腸 管 の 後方 を 走り 輸 精 管 と な り , 肛門 の 近く 開口 し . 
二 本 の 交接 剤 を 持つ て いる 。 交 合 の 際 は 雌 虫 に 巻き つ 


{ 開 に } 
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抵抗 試験 : 

1. 湯 度 に 対し て , 25“C 一 87"C が 適応 汐 度 で 40?C 
より 運動 鈍 と な り 60"C で 運動 停止 せり , 零下 4C で 静 
か に 運動 し , 零下 10"C で 運動 停止 する も , 再び 熱 を 加 
えれ ば , 運動 を 開始 する 。 

2. 消毒 楽に 対し て : クレ ゾ ゲール, 石炭 酸 , 過 マ ン ガ 
ン 酸 加重 , 昇 求 水 , 酒精 等 に 於 て は 2 狐 の 昇 表 水 で 5 分 
で 死亡 し た が , 他 の も の で は 2 で は 20 分 も 生き て い 
る 。 

3. 暴 楽に 対し て : デリ > 乳剤 , 金 鳥 乳剤 , トリ ビ ロ 
ン 他 6 種 の 虹 楽 (普通 使用 量 ) で は 大 明 10 分 以内 に 死亡 
し た 。 

4. 駆虫 薬 に 対し て : 7 種類 の 虫薬 に 対す る 抵抗 を 
試み た が , . ヘ キシ ー ル レゾ ル シ ン 及び チモール に 弱 か つ 
た 。 

5. 色素 に 対し - 
ァ ナ ヴィ レッ ト , メチ ー ル ブル ウ ク リ ソイ ヂ ン に 弱 か つ 
に 

培 遷 Mate ぇ が 最初 で あろ 5 。 11 塔 地 の 中 
K 20 培 養 基 ( 実 , 避 燥 篤 粉 末 20.0, 蒸溜 水 100.0) 
茶 培 伏 基 が NM あつ た 

感 業 経路 : 本 虫 が , 人 の 胃液 及び 十二指腸 液 に 抵抗 が 
強い 逆 , 経口 感染 する も の と 思わ れる 。 皮膚 感染 は 認め 
られ な か つた 。 

病原 性 : 培養 し た 本 虫 を 仔猫 と 白 展 に 経口 的 に 与え た 
が , 自 厳 に は 感染 せ ず , 仔猫 2 頭 と も 感染 し Se 
排出 し , その 中 に 本 虫 を 証明 し た 織 的 変化 は 「 「 カ タ 
ル 」 症 特に 充 析 で あつ た 。 夏期 の 児童 下 Te も 
ー 役 を 占め て いる も の と 思わ れる 

( 問 ) ( 予 研 寄生 是 ) 小 宮 義孝 

1 関東 地方 (東京 , 埼玉 , 神奈 川 , 群馬 等 ) で も ラプ チ 
ヂ ス (主として ホ ミ = ニス) は 稀 な ら ず 検出 され る が , 季節 
は 6 一 9 月 まで の 間 で ある 。 青森 で は 季節 は いつ か ? 

2) ラプ チ ヂ ス , ホ ミ ニス と 近似 し て , 8 慣 端 の 選 革 
突起 の 排列 の ちょ つと 知 う も の が 関東 地方 で は 見 られ る 
(Rh. elongata, Rh. foecalis,。 Rh. nsui な ど と は 有明 に 
上 舞 る ) が , その 点 ヒ 関す る 知見 を 伺い た い 。 

北 晶 栄 太郎 

1) 青森 県 で も 夏期 % 一 9 月 ) の に 見 られ ます 。 

2) 形態 学 的 の 観察 は 現在 7 株 の 培養 ラプ デ チ ス に 就 
て 研究 を 続け て いま す の で その 結果 を 見 て 御 返 事 申し 上 
げ ま す 


: 17 種類 の 色素 に 対し て は ゲン チ 





ru 
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73. 初島 に 於 ける 釣 虫 の 疫学 的 考察 
北里 研究 所 舟 協 元 博 


An epidemiological study of ho- 
okworm in Hatsushima- island. 
Motohiro Inagaki 


1951 年 12 月 か ら 香 々 は 疹 海 市 初島 に 於 て 駆虫 だ け に 
よる 銘 虫 の 撲滅 作業 を 開始 し 。 検 便 は 浮 渡 法 と 二 伏 法 を 
併用 し た 。 銘 虫 の 種類 は ゲ ビ = で 当初 の 感染 者 は 全島 民 
286 名 中 93 名 即ち 34.7 ダ で あつ た 

之 を 世帯 別に 見 る と 46 世帯 の 中 感染 世帯 は 34 世帯 で 
(73.9 ) その 中 1 志 帯 に 付 感染 者 が 5 名 以上 の も の が 
5 世帯 4 名 以下 の も の が 29 世帯 で 無 感 染 の も の は 12 世 
生 で この 12 世帯 の 中 農耕 に 従 二 

く 7 世帯 家族 が 終始 無 感染 で あつ た こと は 注目 に 価 す 





な い 5 世 帯 を 


る 。 

次 に 各 世 如 中 の 感染 者 数 に 就 て 見 る に 第 1 表 の 如く 一 
家 全 員 即 ち 100 用 感 染 し て いる 世帯 が 一 世帯 あつ た が 
20<30 少 の 感染 率 の 世帯 が 最も 多 か つ た 。 

作業 開 始 以後 は 3 ヵ月 乱 に 全員 検便 を 行い 感染 者 を 発 
見 す る 毎 に 完全 原虫 を 行 つ た に も 拘ら ず 一 家族 内 に 26 
0 り 感 染 者 の 絶 を な か つた も の が 一 世帯 あつ た 。 
之 は その 家族 の 内 の 一 老人 が 頑 迷 で 服薬 3 お た か ら 





で ある 。 此 の 老人 を 陰 転 せ し 妥 し た ヵ 
其 の 後 は この 家族 内 に 再 感染 洛 の 発生 : を 見 な か つた こと 





は 前 記 無 感染 家族 の 所 見 と 思い 合せ 頻 る ee い 

染 者 の 年 齢 多 で は 第 4 実 の 如く 10 代 か ら 40 代 の 
も の に 感 業 率 の 高い の は 各地 に 於 ける 此 種 調査 と 一 致し 
て お る 。 

占 来 初島 で は 島民 相互 の 結婚 が 多く 従 つ て 虹 耕 の 手 伝 
基 の 他 近 親 間 の 往来 が 頻 和 な の で 此 れ が 第 6 表 の 如く 初 
島 に 於 ける 釣 虫 の 募 延 に 大 き な 影 響 が ある の で は な いか 
と 考え られ る 。 

に 初島 の 気 党 で ある が 第 ? 家 の 如 く 作 業 開始 2 カ 

E 半 の 調査 に よる と 11 月 か ら 3 月 まで の 間 に 於 て 摂氏 

0C を 示し た 日 は 時 々 ある が 合計 し て 7 日 を 数 える に 過 
ぎ た ない 。 駐 1 日 の 気温 が 107C 以下 を 示し た 日 が 最長 5 

日 間 読 い た の は 1952 年 2 月 中 に 唯 1 回 あつ た だ け で あ 
る 。 従 つて 初島 に 於 て は 多 季 感 の 如 能 性 が 考え られ そ 
う で ある 。 

処 が 偶々 本 作業 開始 以来 昨年 12 月 下旬 まで の 間 引 続 
き 際 性 で も あつ た も の が 本 年 2 月 下旬 の 臨時 検便 に 於 て 陽 




















昭和 29 年 6 月 (1954)〕 


転 し た 。 之 を 直ちに 多 季 感染 と は い ヽ 得 な いま で も 注目 
すべ き 1 例 と 言え る で あろ 5 。 

要 之 2 ヵ年 余 に 了 る 反 援 虫 の 結果 現在 は 1 ちの 感 和 
者 も な い 。 若 し 今 後 一 定期 間 陽 転 者 の 発生 を 見 な けれ ば 
根絶 し た と 考え て よい と 思う 。 

か ヽ る 成績 を 得 た の は 本 作業 の 後半 か ら 用 い 始 め た 完 
全 駆 虫 率 の 高い Nd (第 12 回 関東 部 会 報告 ) 主 と し 
て 和 多 季 に 行 つ た た めで ある と 信じ て お る 


74. 香川 取 の 一 村 に 於 ける 
寄生 下 ( 特 に 多 東 ) 調 査 (第 三 報 ) 


京都 府立 医大 医 動物 
吉田 幸雄 ・ 川 神立 直 ・ ト 部 昭 
渡辺 清 ・ 泉 正己 ・ 青 野 宏 
正木 英世 


Studies on the epidemies of ho- 
okworm in a village of Kagawa 
Prefecture. (Report 3) 

Yukio Yoshida, Yoshinao Kawahira 
Akira Urabe, Kiyoshi Watanabe 
Masami Izumi, Hiroshi Aono 
Hideyo Masaki 


我々 は 昭和 27 年 8 月 か ら 耕 川 県 財田 村 を 研究 地 と し 
て 釣 虫 流行 の 様相 を 観察 する と 共に 之 が 駆除 作業 に 努め 
て きた 。 今回 は 主として 現在 まで の 多 虫 陽 転 の 状況 , 島 
虫 効果 , 及び アメ リカ 両 種 釣 虫 
の 変遷 等 まとめ て 報告 する 

I. 鋼 虫 流行 状態 の 推移 , 我々 が 初め て 手 を つけ た 昭 
和 27 年 8 月 に は 銘 虫 感染 率 は 成人 に 於 て 58.9 の 濃厚 

感染 を 示し て いた が , 四 橋 化 エ チレ ン 4.5g 2 日 連続 豚 
虫 に より 22 用 に , 更に 同様 駆虫 に より 13.7 用 と 低下 し 
た 。 同じ く 中 学生 は 41 か ら 14 狐 , 更に 1022 。 文 
小学 生 は 22 用 か ら 17 辺 へ と 低下 し た 。 こ の 間 駆 虫 効果 
は 良好 で 80 一 85 の 陰 転 率 を 示し た 。 この 低い 寄生 率 
を 示 し た 昭和 28 年 3 月 よ り 販 下 を 行わ ず 放置 し 8 月 の 
検便 成績 に よる と , その 陽 転 状況 は 中 学生 10.4 有 か ら 
10.7 に , A 小学 児童 16.8 用 か ら 16.2 に , B 人 小学 
校 児童 6.8 か ら 9.6 と 増加 の 程度 が 少 い の に 対し 成 
人 は 13.7 用 か ら 20.7 と 増加 の 程度 が 比較 的 大 きい 。 

之 を 陽 転 率 ( 新 或 は 再 感 染 率 ) で 表す と 小学 生 7.7 


これ 橋 よ も な うば ニ 。 
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(34/443), 中 学生 7.2 (18/251) に 比 し 成人 は 14.8 守 
(93/629) と 約 2 倍 の 陽 転 率 を 示し て いる 。 こ の 理由 に つ 
いて は まず 耕作 時 の 経 友 感染 が 考え られ る が 本 } 電 
後 錠 する 如く アメ リカ 多 虫 が 非常 に 少く な り 殆 ん ど ヅ ビ 
Pe と な つて き て お り , 且つ 信 若 楽 病 らし きも の 
は 見 当ら ぬ が カブ レ は 相当 に 見 られ る 点 等 考え 合わ せ グ 

Moe 感染 が 自然 に か な り 行 われ て いる の で は 

いか と 推 窪 され る 。 その 後 10 月 に 新 ベ パラ ト ー ル 4 球 
0 Pe 続 駆虫 を 行い 29 年 1 月 の 検便 成績 で は 成人 14 欠 
中 学生 10 名 , 小学 生 各 13.3 を , 5.9 用 と 低下 し た 。 ( 陰 
枝 率 69 狐 )。 


TE。 ゲ ヅ ビ ニ ,。 アメ 》 っ 販 


虫 , 土壌 中 仔 虫 , 培養 等 Jo の 結果 当初 ほ に アメ リカ 釣 
昌 も か な り 分 布 し て いた らし < 4 査 で ⑨ 狐 乃至 35 
2 2 程度 検 } 出 され て v い ゝ た が * 販 虫 ? yi 返す | こ 非常 に 減少 | 


らし く 昭 和 2 MP 5 + 検 され 

ず ヅ ビニ 久 虫 の み 検 出さ れ て いる 。 人 今 後 の 追 及 を 必要 
ー ず 和 し て も アメ リカ 劉 虫 は ゲ ビ 劉 虫 に 
比 し 抵抗 力 が 弱い らし いと 婦 ? 従 こ 一 致す る 成 
六 で ある 

( 問 ) (横浜 医大 ) 松 崎 姜 周 

再 感 業 率 が 低 す ぎる が 検査 法 如 何 , 培養 法 を る 併用 , 
数 回 くり 同 し て 行わ ぬ と 不正 確 に な る 。 我々 の 新潟 県 下 

“の 再 感 染 率 は 5 一 8 月 で は 24 2 で も つた 。 感 菜 仔 虫 の 
鑑別 を 正確 と せら れ 誠 し 。 


率 の 意見 ! 








吉 田 幸雄 
本 地方 は 強力 な 集団 駆虫 を 実施 し 感染 源 の 最も 低下 し 

た 時 季 に 於 ける 再 感染 率 で あつ て , 再 感 染 率 は 場所 々 々 
こよ り 勿 論 異 る 。 本 調査 対称 は 2000 妃 至 3000 名 で 毎 調 





全 時 に 数 軸 づ ヽ の 培養 法 は 労力 上 無理 で も つた 。 本 調査 
で は 毎回 一 定 の 方 法 で 以 て 比較 し た 成績 で ある 。 併 し 培 


葉 を 行 つた 感 仔 虫 の 鑑別 は 正確 を 期し て いる 。- 

(追加 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 小 宮 義孝 
余 の 研究 室 で も 埼玉 上 生田 の 部 落 で 今年 まで に 4 回 
つ ゞ き 多 季 集 団 江 虫 を 行 つ て いる が , 当初 の 駆虫 で の 排 
虫 は デメ リカ 釣 虫 が 圧倒 だ つた が , 昨年 の 駆虫 に よる 排 
虫 は 両者 の 比 約 1 : 1, 今年 の それ で は 反対 ザビ = 多 虫 
が 圧倒 的 で あつ た 。 貴 Data と 対比 し 興味 も ある の で 追加 
し で 却 く 。 

( 間 ) (岐阜 医大 ) 森 下 哲夫 
犬 移 中 と ヅ ビ = 釣 虫 の 仔 虫 の 鑑別 如何 。 

吉 田 幸雄 


3 








林 だ 確実 な 鑑別 法 或 は 鑑別 点 を 見 出す に 到 つ て いな 


( 問 ) (北里 研究 所 ) 長 野 寛治 

再 感 菜 の 度合 が 気象 異変 に 左右 され る こと が 極め て 苦 
し いこ と を 初島 の 実験 で 経験 し た の で す が , 演者 の 実験 
其 時 (特に 3 月 一 8 月) の 気象 が 何 い た い 

吉田 幸 雄 

今回 は 特に 気候 関係 に 触れ て あり ませ ん が 3 月 一 8 月 
の 間 に 於 て 特殊 な 気象 変化 は な か つた 様 で す 。 顕 虫 と 釣 
昌 と で は 気候 と の 関係 も 異 る の で あり ませ ん が , 実験 
期間 中 の 気象 デー タ は 調査 し て お り , 今後 この 方 面 の 関 
食し た いと 存じ ます 


テッ ゴ コ 
係 7 調 











75. アイ ィ イソ トー 。 如 置 釣 
仔 昌 の 感染 に 関す る 研究 
岐阜 大 寄生 中 
森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 永 田 二 良 
Studies on hookworm infection with 
Iarvae treated by isotope P。。. 
Tetsuo Morjshita, Mizuho Kobayashi 
Jiro Nagata 
負 仔 束 が 第 1 向 の 脱皮 直後 を 覗 つて Pss を 含む 中 性 の 
生理 有り 食塩 水中 で 飼育 し この 撤 博 仔 虫 に 放射 能 の 存在 す 
る こと が , ガイ ガー 計算 管 及 び ラ ジオ オー トグラフ で 証 
明 出 来 た 。 こ の 様 に Pss で 移 軒 し た 被 病 仔 虫 が 非 固有 宿 
誕 及 び 固 有 和 宿主 体内 で Pss を 保有 し 年 ら ト レー サー と し 
て 役目 を 果す こ と を 5 別 つ た 





76. 釣 是 仔 虫 に 関す る 研究 IV. 
生物 体 を 区 は ん す る 仔 昌 に つい て 
弾 奈川 衛 研 原田 廊 雄 
Investigations of hookworn larvae IV. 
Biological observation of infective 
larvae in migration towards vegetables. 
Fumio Harada 
私 は さき に 1952 年 本 学会 関東 部 会 (甲府 ) に お いて , 
この 問題 に つき 中 間 報 告 を 行 つ た が , その 後 実験 を 重ね 
た 結果 , 更に 種々 新知 見 を 得 た 。 こ の 実験 は 各種 条件 の 


(64 ) 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 徐 ・ 第 1 号 


下 で 作 . caninum 及び A. duodenale の 成 誤 虫 が , 如 
何 に 地上 に 生育 する 植物 に の ぼり 是 つ 分 布 す る か を 明か 
(に する た め に 行わ れ た 。 即ち シャ ー レ に 砂 を 入れ て 大 根 
の 種子 を まき , それ が 発 葛 し て 5 cm 内 外 に 送 し た 頃 , 
その 根元 に 培養 成 封 仔 虫 を 一 定数 滴下 し , その 後 の 仔 昌 
の 移動 状況 を 追求 し た 。 そ の 結果 ま づ 植物 体 を 合 は ん す 
る 仔 虫 は , 地表 に 生活 する 仔 虫 の 極 く 一 部 で も る こと が 
明らか に な つた 。 即ち 野外 で は 1 一 5 が 植物 体 を 合 り 
得る に すぎ ず , 大 部 分 は その まま 地表 に 残留 する 。 こ 
の 植物 体 を 登る 仔 虫 は , 好適 な 条件 の 下 で は 10 時 間 以 
内 で 既に 5cm 内 外 の 全 草 に 分 布 し , 時 間 の 経過 と 共に 
その 数 が 増加 する 。 又 11?ー11.57C の 氷室 内 で も , 
部 の も の は 植物 の 草 の 上 に まで の ぼる こと が で きる 。 し 
か し その 移動 数 は 好適 な 状態 に くら べ る と 少 い 。 植物 体 
に 赴 滴 の 発生 の ある 場合 に は , そ 5 で な い 場 合 よ り も よ 
り 多 く の 仔 虫 の 登 は ん を みる が , 赴 滴 と の 直接 の 関係 は 
認め 難く , 気象 条件 殊 に 混 度 と 密接 な 関係 が ある 。 夜間 
に 多く の 仔 虫 が 登 は ん する の も る 混 度 の 上 昇 が 原因 と 思わ 
れる 。 こ そら 植物 体 上 の 仔 虫 は , 夏季 は 日 中 の 大 陽光 線 
に よ つ て 大 部 分 死滅 する 。 し か し 装 天 の 場合 は , 風 が な 
い 限り 大 部 分 生き 残る 。 小 雨 の 後に は , 多数 の 仔 虫 が 植 
物 か ら 分 離さ れる が , その 大 半 は 雨 に 打 た れ て 死滅 し て 
いる 。 植 物体 を の ぼり 得る 高 さ の 限界 は 48 時間 で 40 cm 
まで で あり , 側 方 移動 距離 と 略 ょ 一 致す る 。 な お 若 茶 症 

の 原因 と な り 易 い 仔 虫 は , 植物 体 か ら 露 が 蒸発 し た の 
oo 

と 考え られ る 

( 問 ) (府立 医大 医 動物 ) 三 谷 合 

仔 虫 の 時 期 は 殆 ん ど 一 定 で ご ざい ましょ うか 。 仔 虫 が 
敬 ヘ ン な の は 土 中 に 存在 し 難く な る か ら で し よ ょ うか , そ 
れ と も 登 ハ バン する 為 の Taxis( 様 ) の も る の が ある の で し よ 
ぅ か 。 

原 田 文 雄 

仔 虫 は 和 化 後 10 日 内 外 の infective の も の を 使用 し 
まし た 。 植 物体 を の ぼる 仔 虫 は 好適 な 状態 で も 極 く 一 部 
で あり , barytropism は 認め 難く , 又 Hydrotropism 
と い 5 より も その 時 の 湿度 に 関係 が 深い よ うに 思わ れ ま 
と 

( 問 ) ( 北 研 ) 稲垣 元 博 

雨 の 日 は 植物 に 登 ハ ン し た 幼 下 数 が 多く , 又 死 亡 し た 
も の も 多い と いう が 。 

(1) 実験 植物 に 直接 雨 は 当 つ て いる か 。 

(2) 雨量 の 計測 は 行 つ て いる か 。 
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3③) 死亡 し て いる の は 植物 に 附 着 し た ま ょ 死亡 し て い 


る の か 、。 
原 田 文 雄 
1. 野外 で 直接 雨 に あて まし た 。 
2. 雨量 の 計測 は 行 つ て いな い 。 小雨 と い 5 程度 。 
3. 死亡 し た 状態 で 植物 か ら 分 離さ れ , 且つ 根元 近く 
に 多 か つ た 故 , 雨 滴 に 打 た れ て 死亡 し た も の が は ね 返 つ 
て 植物 に つい た も の と 考え ます 。 
( 問 ) (東生 病院 ) 宮 川 米 次 
炭 未 加 便 培地 の 中 央 に 小 シ ャ ー レ を 入れ , 培地 で 囲 
ん で お く と , 時 日 の 経つ と 共に 幼虫 が 水 に 集 る 。 又 シャ 
.- と 蓋 の 水滴 に も 集 る 。 こ の よ ょ よ うに 顕著 な Hydrotropi- 
smus を も つて いる 。 
原 田 文 雄 
植物 に 露 の 発生 の ある 場合 は そう で な い 場 合 よ り も 仔 
虫 の 合 は ん 数 は 多い の で す が , これ は 直接 に Hydrotro- 
pism 関係 は な く , むし ろ 起 の 発生 する 条件 ( 凛 度 と 湿 
度 ) が 仔 昌 の 移動 を 容易 に する も の と 考え ます 。 
( 問 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 小 宮 義孝 
1. 実験 的 に 植物 の 根本 に 仔 虫 を い た 外 の 植物 の 表 
面 の 乾燥 , 湿潤 は 人 為 的 に 行 つ た の か 。 
2. 著 燥 状態 の と きも る 登 は ん する か ? 
原 田 文 雄 
1. 植物 に ッ ュ を 発生 させ る 場合 は ガラ スポ ッ ト で 杉 
いま し た が , その 他 の 場合 は 人 為 を 加え ませ ん で し た 。 
2. 湿度 の 高い と き 程 驚 は ん は 容易 で , 日 中 葉 面 が か 
わ つ て いる 時 は そこ に は みみ られ ませ ん 。 
(追加 ) (鳥取 大 医学 部 ) 石 原 国 
吾 々 は 7 月 より 8 月 , 気温 30"C( 最 低 気 漫 22?C) の 屋 
外 で 裁 培 大 根 若 茶 に 釣 虫 含有 便 を 施肥 し , 早朝 圭 洒 中 の 
呈 他 虫 の 登 は ん 状態 を 観察 し た 。 2 週 後 よ り 認 め ら れ , 
20 日 後 再び 施 肥後 急 に 増加 し 殊 に 降雨 後 の 発見 率 は 飛 
躍 的 で も る 。 時 間 的 に は 早朝 7 時 より 1 時 間 毎 に 見 る と 
正午 に は io と な り 直 接 的 に 下降 する 。 若 葉 の 地上 2cm 
輝 の 填 滴 中 に 最も 多く 殊 に 茎 の 分 岐 部 に 時 集 し て いる 。 
(追加 ) (日 本 寄生 虫 病 研究 所 ) 浅 田 順 一 


只今 の 御 報 告 は 興味 を 以 て 拝聴 致し ま し 。 多 虫 感染 型 
仔 虫 が 野 楽 の 韓 及 び 葉 に 認め られ る 登 可 現 象 に 就 て 如何 
な る 御 見 解 を 以 て 居 ら れ ま すか , 御 伺い 致し 度 い 。 

御 承知 と 思い ます が 今 よ り 約 20 年 前 伝 研 に 於 て 宮川 
博士 指導 の 下 に 山崎 幹夫 氏 が 多 虫 に 就 て 研究 し , 仔 昌 の 
登 如 現 象 と その 機構 に 就 て 応用 動物 学 雑誌 第 8 巻 第 5 号 
(昭和 11 年 11 月 ) に 発表 し て 居り ます 。 今後 の 研究 に 御 
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検討 を 願い 度 い 。 


77. 勉 是 の 人 体 実 駿 


横 医 大 寄生 昌 
富士 田 猛 ・ 中 修 條 基 
丸田 一 造 ・ 吉 仲 武人 

横 医 大 皮膚 永井 隆 吉 


Experimental infection of hook- 
worms and its infiences on men. 
Takeshi Fujita, Koremoto Nakajyo 
Takeshi Yoshinaka, Yoshiz っ Maruta 
Riukichi Nagai 


鍋 虫 の 感染 直後 より 発育 完了 する 迄 人 体 に 如何 な る 影 
等 , 特に 及ぼ す 影 響 を 知る た め , 下記 の 如き 実験 を 行 つ 
た 。 身体 強健 な る 男子 A(20 歳 ), B(21 歳 ) を 選び , A 
に は ヅ ビ ニ 釣 虫 仔 虫 200 匹 を 左前 理屈 側 皮膚 に , 更に ゲ 
ラチ ン ・ カ ヵ カプ セル 内 に 200 現 封 入 服 用 させ た 。 B に は 同 
様 方 法 で .。 アメ リカ 銘 足 を 用 いた 。 皮膚 より 侵入 し た と 
思わ れる 仔 虫 数 は , A 約 47, B 約 92 と 推測 され た 。 

血液 像 の 推移 を 見 る に , A で は 赤血球 数 , 血色 素 量 は 
第 9, 10 週 に 僅か に 低 値 を 示 し た 外 は 著 変 な く , 指数 は 
殆 ん ど 1 以上 で あつ た 。 白血球 数 は 第 4 週 頃 より 次 第 に 
増加 し た 。 相 球 容積 に は 著 変 は な い 。 好 酸 球 は 第 2 週 よ 
り 増 多 を 来たし , 第 3 週 よ り は 急激 な 増 多 を 示し , 第 10 
週 に 於 て , 絶対 数 , 百分率 共 最も 多く , 以後 潮 滅 の 傾向 
を 示 し た 。 

B に 於 て は , 赤血球 数 , 血色 素 量 , 白血球 数 , 血球 容 
綱 共 に 著 変 な く , 指数 も 大 半 1 以 上 で あつ た 。 好 酸 球 は 
第 3 週 頃 より , 徐々 に 増 多 , 第 9 週 に 於 て 最高 , 以下 洋 
減 。 
両者 の 推移 を 較べ る と A は 其 の 増 多 の 時 期 , 数 共に BE 
より 早く 且つ 強い 様 に 思わ れ た 。 之 は 忠 種 の 差 と 後世 す 
る 如く , 実際 に 成熟 , 定着 し た 虫 数 と に 関係 する も の と 
思わ れる 。 猛 , 好 酸 球 増 多 に つれ て 汰 巴 球 は 軽度 の 増 多 
を 来 す 。 

血液 及び 血清 の 鉄 量 の 変化 は 殆 ん ど 正 常 で A,B 間 に 
殆 ん ど 差 は な く , 血清 鉄 に 於 て A が 僅か 征 ら 低 値 を 示し 
た 。 自覚 症状 は , A に 於 て は 第 3 日 頃 よ り 咽頭 秦 を 話 
え , 5 日 頃 よ り 胸 痛 が 起り , 第 2 週 迄 続く , 同時 に 食道 
痛 起り , 第 4 週 頃 迄 続く 。 其 の 後 定 状 は 消失 , 第 9 週 に 
至 つて , 疲労 傘 怠 感 が 始 つた 。 第 15 週 に 一 且 回 復 す る 
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が , 17 週 頃 に な つて 増強 し , 防 気 , 胃痛 , 腹痛 も 起 つ で 
来 た 。 

B に 於 て は 3 日頃 よ り , 軽い 暖 , 小 量 の 里 等 が ある 
が , 4, 5 日 で 無 症 状 と な る 。 第 3 週 に 軽い 嘱 気 , 疲労 傘 
怠 感 が 起 る が , 4 週 よ は り は 無く な り , 第 9 週 に 於 て , 再 
び 発 現 , 13 週 迄 続き , 更に 眠り 等 を 対 え る 。15 週 に ! 
症状 軽減 し , 17 週 以後 は 全く 無 症状 と な る 

和 便 中 に 躍 卵 を 発見 し た 日 数 は 。 A は 60 日 B は 非 
常に 遅れ る 様 で あつ た 。 B は 感染 後 , 113 日 目 に 販 虫 
し , 雌 虫 1 匹 の 虫 体 を 得 た 。A は 未 販 忠 。 

( 間 ) (岐阜 医大 ) 江 品 季 雄 

本 実験 で ヅ ビ = 鋼 虫 感染 者 で は 白血球 増 多 が あり , ア 
メリ カ 銘 虫 で 白血球 の 増加 が 認め られ て いま せん が , そ 
の 差 の よ つ て 来る こと に 就 て の 意味 づけ に つい て 何 か 御 
意 あ れ ば 御 説明 下さ い 。 病理 解 宮 上 で 見 る 場合 に 於 ける 
短 生 状況 。 それ に よる 変化 の 相違 , 例え ば 長 膜 瘍 形成 と 
か 被膜 部 の 礎 織 , 小 潰瘍 等 の 形成 が それ に 関係 が ある の 
で は な いで し よ ょ うか 。 

(横浜 医大 ) 富士 田 猛 

今 の 所 意味 づけ は 考え て 居り ませ ん 。 結果 の 御 報告 だ 
サ で す 。 


78. 藻 楽 病 に 関す る 研究 
第 4 報 実験 的 移 昌 人 体 経口 感染 た つい て 
九 大 第 2 内 科 
光井 庄 太郎 ・ 飯 野 治彦 ・ 川 嶋 弘 


Studies on Wakana-byo 1V. 
Shotaro Mitsui Haruhiko Hino 
Hiroshi Kawashima 


若 楽 病 研 究 の 一 方 法 と し て 私 共 は 釣 遇 ) 症 の 病歴 な く , 
美 便 中 に 沙 抹 , 宮崎 氏 集 卵 法 及び 培養 法 に て 寄生 昌 卵 を 
認め な か つた 3 例 に 実験 的 釣 虫 経口 感染 を 行 つた 。 使用 
せる 幼虫 は 培養 後 20<28 日 目 の ダビ = 銚 被 款 幼虫 で 
ある 。 

第 1 例 は 自律 神経 の 楽 効 学 的 検査 に て アド レナ リン 試 
験 ( 士 ) ど ロカ ルビ ン 試 験 ( 全 ) ア トロ ピン 試験 () で , 唄 
息 誘発 試験 は 20 ダ ア セチル コリ ン , 1 ヒス タ ミ ン 吸 
入 法 に て 強 陽 吐 を 示し た 。 本 例 に 245 隻 を 約 200 cc の 
水 と 共に 経口 授与 を 行 つ た と ころ , 悪心, 朋 声 , 咽頭 冶 , 
挿 秦 感 , 胸痛 等 の 自覚 症状 を は じ め , 第 4 病 日 より 第 20 
病 日 間 に 9 回 の 暖 虹 発 作 を みた 。 路 療 量 の 増加 , 悪臭, 
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好 酸 球 の 出現 も 認め 第 12 病 日 及び 第 17 病 日 に 疾 内 に 幼 
昌 を 1 各 隻 発見 し た 。 

第 2 例 は 前 記 自 律 神経 機能 検査 で " ぼ ビ カル ピン 試験 ( 十 ) 
喘息 誘発 試験 に て 疑 陽性 を 示 し た 例 で 610 度 , 更に 第 6 
病 日 に 180 度 を 胃 ヅ ツン デ に て 投与 し た 。 了 声 , 咽頭 痛 
胸痛 , 審 共 感 , 暖 了 を 認め た が 悪心 , 吐 蝶 発 作 は 発現 し 
な か つた 。 壮 量 の 増加 及び 好 酸 球 の 出現 を ろ , 開 内 の 幼 
虫 は 第 3 病 日 に 20 隻 , 第 5 病 日 に 11 隻 , 第 6 病 日 に 3 
食 を 発見 し た 。 

第 3 例 は 前 記 自 律 神経 機 能 検 査 た て アド レナ リン 試験 
( 十 ), ピロ カル ピン 試験 ( 十 ), 喘息 誠 発 試験 (一 ) で 241 
度 を 約 200cc の 水 と 共に 経 品 投与 し た 。 暖 声 , 胸痛 , 
揺 塗 感 を 認め た が , 悪心 , 暖 虹 発 作 は 発 来 せ ず , 開 量 の 
増加 , 好 酸 球 の 出現 , 悪臭 を みた が 導 内 に 幼虫 は 発見 し 
な か つた 。 

血液 像 は 22 一 28 日 の 観察 期間 中 3 例 と ぁ 貧 箇 を みず 
白血球 数 は 第 1 例 に 第 3 病 日 以後 軽度 の 増加 を 見 た が , 
他 は 不定 で , 好 酸 球 は 3 例 と も 増 する 傾向 を 示 し た 。 

胸部 レン トゲ ン 所 見 は 3 例 と も 著 変 を 認め ず , EKG 
は 第 1 例 に 於 て PQ の 軽度 の 延長 を みた 。 

避 腎 機能 検査 は 第 1 例 に て アド レナ リン 試験 陽性 , 17 
KS の 減少 を 見 た が 他 の 2 例 は 正常 で も つた 。 

肝 機能 検査 は 3 例 と も 馬 尿 酸 合成 試験 に て 軽度 の 隊 奄 
を 来たし し 第 2 及び 第 3 例 で は 昌 精 質 共 試験 に で 軽度 の 
過 糖 面積 の 増加 を みた 。 

以上 の 所 見 より し て 私 共 は 著 楽 病 は 銘 中 の 広義 の 経口 
感染 ~ 20 且つ その 症状 は 自律 神経 系 統 の 機能 

に 容 拉 で ある こと を 知 つ た 。 

(日 大 酒田 病院 ) 兄 田 隆 

突 験 No.1, No.3 の 経口 感染 方 法 と , No.2 の 胃 ゾ ヅ 
ン デ 法 と に よる 症状 発現 の 相違 を 御 開 きす 

光電 , 人 時 . 川嶋 

No.1 と No.3 (共に 距 下 ) と の 間 に も 非常 な 差 が あ 
り , No. 1 で は 9 回 の 吸 発作 が あつ た が , No.2, No。 
3 は 軽い 暖 了 が あつ た だ け で , 自律 神経 の 緊張 状態 が , 
吸 発作 と 関係 を 有する も の と 思わ れ ま す が , 胃 ゾ ン デ 
の 使用 如何 は あま り 差 が な いも の と 思い ます 

(日 責 大 寄生 虫 ) 清 水 量 光 

78 に 対し , 犬 釣 虫 を 使用 し て の 人 体 実験 を や つて 見 て 

いた ゞ ヾ きた い 。 
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79. 移 是 症 患 者 胃液 の 催 貧 血 反 鷹 


就 大 ・ 林 内 科 


片田 茂 


Studies on the anemiogenic reaction 
by gastric juice of ancyiostomiasiS. 
Shigeru Katada 


数 名 の 釣 虫 症 患 者 胃液 の 家 束 静 注 に 於 ける 催 血 反応 
の 成績 に 就 て は 既に 第 22 回 寄生 虫 学 会 総会 に 於 て 即 べ 
江 。 

I. 今回 釣 虫 症 13 抽 他 の 疾患 18 例 及 び 人 康 者 6 例 

の 胃液 を 採取 渡 過 し て , セロ ファ ン 紙 閥 を 用 いて 初め 水 
道 水 , 後 惹 溜 水 許し し て 24 と 48 時 間 : 


7.0 一 7.2 に 修正 し て , これ を 2ー3kg の 家 束 耳 静 脈 内 


変 本 2 生 し 1 pH ニニ 


に 隔 日 或 は 2 日 お き に ea 以後 3cc 宛 5 一 6 回 注 
射 し て , その 赤血球 数 及び 血色 素 量 を 観察 し た 。 銘 虫 症 


思 者 胃液 に よる 家 兎 赤血球 は 25.9 一 56.9 2 の 減少 , 平 
均 42.1 辺 の 減少 を 示し , 血色 素 量 は 15.0 一 52.7 用 の 減 
少 , 平均 34.6 用 の 減 2 の られ た 。 健康 者 胃液 に よ 
る 家 束 赤血球 数 は 8.1 2 の 減少 と 28.2 22 の 増加 の 間 を 
変動 し , 半 て 増加 の 本 が 認め られ た も の も あり , 家 各 
血色 素 基 は 12.9 辺 の 減少 と 8.9 2 の 増加 の 間 を 変動 し , 
略 ょ 生理 前 還 Ms 他 の 疾患 (上 昌 症 , 
骨 奥 , 胃潰瘍, - 指 腸 潰瘍 , 心 氏 弁 膜 症 . 肝炎, 胃 下 
正 , 胆 舞 秋 , 吉 肥 芋 胃 身 ) の 患者 胃液 に よる 家 束 赤 血 
球 数 は 11.8 の 減少 と 9'9 用 の 増加 の 聞 を 変動 し , 血 
色素 量 は 8.7 用 の 減少 と 3.5 用 の 増加 の 間 と 変動 し , 略 
は Se と 見 な し 得る 。 具 白血病 患者 胃液 

よる 家 束 赤血球 数 は 19.6 の 減少 , 血色 素 量 は 9.1 
ン の 普 少 を 1 のち 

II. 釣 虫 症 患 者 胃液 5 例 を 同様 に 多 理 し て , 60'C 30 
分 間 加 熱し て , 家 各 耳 静脈 内 に 注射 し て その 血液 所 見 を 
観察 する に , 赤血球 数 は 29.6 一 48.7 2 の 減少 , 平均 40.3 
血色 素 量 は 23.9ー36.4 の 減少 , 平 
夫 32.1 の 減少 を 示し た 。 

III. 同様 に 100"C 5 分 間 加 熱 多 理 し た 胃液 を 家 各 に 
注射 せる 5 例 で は , 家 束 赤血球 数 は 30.9 一 46.0 22 の 減 
少 , 平均 39.9 用 の 減少 を 示し , 橋 色素 量 は 28.9 一 37.4 
の 減少 , 平均 32.7 の 減少 を 示 し た 

IV. 釣 虫 症 患 者 胃液 を 和輝 本 し て , 之 に 三 塩 化 醒 酸 を 
加え 遠心 沈 滅 し , その 沈 開 及び 上 浴 液 に 就 て ニモ ニン ヒド リ 


劣 の 減少 を 示し , 


ン 反 応 に より ペー ペー クロ マト グ re 
油 液 を 用 い , フェ ノー ル で 展開 し た 場合 は RF=0.73 一 


( 6Z7 





67 


0.76 Mn スポ ッ ト が 現れ , nm- プ ブタ ノー ル 酷 酸 水 で 展開 
し た 場合 は RF=0.81 一 0.84 の 部 に スポ ッ ト が 現れ た 。 
沈 滅 を 用 ] い た 場合 は 何ら スポ ッ ト を 呈し な か つた 。 別に 
yr る 胃液 の メタ ノー ル に よる 沈 湯 及 び 上 溢 液 に つき 

た 々 突 験 し た も の で は 何ら スポ ッ ト を 呈し な か つた 。 

V. 予め 透 打 し た 胃液 を N/10 塩酸 に て pH を 4.5 ン 
5.0 に 至ら し め , 次 で 100“C 5 分 聞 加 熱 する と , 沈 湯 の 
収量 は 増加 し , 上 渡 液 は 略 ょ 秀 析 に な る 。 

以上 の 実験 より 釣 虫 症 患 者 胃液 中 に は 催 委 血性 因子 が 
含ま れ て いて , 半 衝 膜 非 通 過 性 で 耐熱 性 及び 等 電 点 が あ 
り , メタ ノー ル で 溶解 し 趣 く , 三 塩 化 酷 酸 に より 沈 滅 せ 
し め ら れ な い 性 質 を 有する 

(追加 ) (岐阜 医大 ) 森 下 哲 夫 

銘 仔 貝 飼育 液 中 に Specific Wa る と 思わ 
れる 核酸 あり , これ が 催 筆 面 性 作 月 か も 知れ な い 。 

( 間 ) (大 阪 医 ww - 間 田 繁雄 

虫 体 数 ( 罰 数 ), 倫 の 程度 (赤血球 数 , 血色 素 量 ニオ 
ジノ フィ リー) , 胃液 の 酸度 等 と 催 節 面 性 と の 問 に 相関 
は な いか 

( 答 ) 片 田 葉 

貧 画 の 程度 の 強い も の 程 , 催 貧 血 作 用 も 強い 様 に 思わ 
れ ま す が , 虫 体 数 及び 胃液 の 酸度 と の 催 符 重 と の 作用 と 

の 関 胡 に つい て は 未だ 検討 し て あり ませ ん が , 胃液 の 酸 
変 は 減 酸 束 は 無 酸 の 症例 が 多 か つ た 。 


F 
3 


80. 釣 是 症 の 臨床 的 稚 袋 
大 阪 医大 内 科 
岩田 繁雄 ・ 中 村 有 概 
Clinical observation of 
hook-worm disease. 
Shigeo Iwata, Itsuro Nakamura 

昭和 26 年 28 年 に 取組 つた 釣 虫 症 患者 は 320 例 で 
発生 状況 を 月 別に みる と 4 月 か ら 増加 し , 6, 7, 8 月 が 
最も 多く , 9 月 より 減少 する 。 年 齢 別に みる と , 20 歳 台 
が 最も 多く 25 を 占め , 次 いで 30, 40, 50, 60 歳 台 の 
敵 で 10, 0 衣 少 い , 邊 代 引 に つい で 2 な る 2 
結核 性 疾患 と 間違え られ 易い 全身 悠 高 52 用 , 食 思 不 振 
3122, 肩 奨 9 2 で , 入替 に つい * て は 患 者 は 上 し な い 事 が 
多い が 検 湯 に 依り 17 に 37 一 37.5*C 程度 の 微 圭 を 認 
め た 。 腰痛 に つい て は 心 癌 部 痛 が 最も 多く 22 2 で , 次 
いで 中 部 痛 14 2 で あり , 空腹 時 の 疹 痛 は 4 2 に 過ぎ な 
ら 等 が あつ た 。 ・ 


い 。 そ の 他 唄 気 15 用 , 嘱 吐 5 内, 下 病 62 
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貧 剖 症状 と し て 心 尾 元 進 31 用, 肢 常 19, 軽度 の 呼吸 
困難 , 5 用, 耳鳴 3 辺 等 で , 皮膚 の 蒼 円 は 患者 が 自覚 し 
て 評 え た 者 は 6 に 過ぎ ぬ が , 他 覚 的 に は 41 に 符 血 
症状 を 認め た 。 浮腫 は 患者 の 訴え た 数 は 6 2 で , 他 覚 的 
に 認め た 数 7 と 略 ょ 等 し く , 顔面 の 蒼白 は 患者 の 気付 
か ぬ 事 が 多い の に 反し , 浮腫 は よく 気付 くも の で ある 事 
を 示 し た 。 ス デー ン 様 爪 田 は 1 例 存在 し た に 過ぎ ず , そ 
の 他 に 爪 が も ろく な つた と 評 え た 者 が あつ た 。 独楽 音 は 
24 用 , 心音 不純 14 用 , 符 血 性 雑音 聴取 7 22, 第 二 肺 動 
脈 音 の 広 進 7 が あつ た 

肝 障 害 に つい て は 尿 ウ ロビ リノ ー ゲ ン 反 応 陽性 の 者 
18 少 に 認め , 肝 腫 を 27 に 認め た 。 肝 腫 は 2 横 指 迄 の 
者 が 大 壮 で ある が , 3 横 指 触 知 の も の 3 例 存 在 し た 。 肝 
機能 検査 で は 脱 質 反応 は CCF 息 片 反応 に 最も 高く 認め 
られ , 197s に 2 十 以 上 に 陽性 で , 塩化 コバ ルト 反応 は 
偏 反 応 ! リ so, 左 偏 反応 959, グロ ス 反応 陽性 7s. 高田 
反応 7 ヵ 。 ブロ ム サ ル ファ レイ ン 試 験 5 に 30 分 値 72 
チモール 反応 険 性, ガラ クト ー ゼ 負荷 試験 は !/ ぉ に 陽 任 
で あつ た 。 

320 例 中 四 塩 化 エ チレ ン を 使用 し た 者 は 155 例 で , 28 
年 度 122 例 中 1 プ ブロム 2 ナフトール 使用 例 は 53 例 で あ 
つた 。「 デ プ 」 4.0g 使用 し た 者 は 陰性 21 例 , 陽性 3 例 で , 
テト レン 2 回 治療 より 優れ て お り , 旦 つ 使用 に 際 し 殆 ん 
ど 副 作用 を 認め な か つた 


に 


1. プ ロム ナフトール 2.0g 3.0g 4.0g 4.0g 


陰 人 性 4 1 21 1 


陽 性 1 *、 3 0 
不 確 実 10 0 


ーー ン 2 回 3 回 4 回 


陰 性 57 17 2 1 


腸 性 17 8 0 1 
不 確 実 41 8 1 0 
( 問 ) (横浜 医大 ) 富士 田 猛 


確実 に 鍋 虫 に 依 つ て 起 つた と 思わ れる 自覚 症状 は , ど 
ん な も の で すか , 私 が 釣 虫 保有 者 と 健康 者 と 健康 な 対照 
と に つい て 調べ た 例 で は 両者 の 間 で 有意 差 を 以 て 久 虫 保 
有 者 に 多い と 思わ れる 自覚 症状 は 非常 に 少 い 様 に 思わ れ 
ます 。 

( 答 ) 中 村 逸 朗 

我々 * の クリ ニッ ク に 於 て は , 比較 的 に 蓄 斉 の 強い 者 が 
多い 。 又 筆 碧 等 の 他 覚 的 症状 も 強い の で , 前 逃 の 如き 症 


( 68 ) 





[寄生 躍 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 1 号 


状 が 見 られ た 。 こ の 点 は 学童 部 落 民 等 を 対 妥 と し た 場合 
と 異 る 。 然し 自覚 症状 を 欠き , 又は 極め て 少 い 者 に 於 て 
$ 肝 障害 そ の 他 の 所 見 が 得 ら れる の は 注目 すべ き で あか 
る 


( 問 ) (北里 研究 所 ) 征 垣 元 博 
1。 ブロ ム ナ フト ー ル の 2 回 投与 に 際 し て は 下剤 と し 
て 何 を 用 いた か 、。 


2. テト レン の 効果 と 比較 し て いる が テト レン は どの 
位 の 量 を 用 いた か 

( 答 ) 中 村 逸 朗 
1。 1 ブロ ム 2 ナフトール 粉末 と マグ ネシア を 各 1g 
混和 細 粉 と し て 使用 し , 下剤 と し て は 特に 使用 し て いな 
い 、。 

2。 テト レン は 15 一 10 球 を 患者 の 強弱 , 体重 , 酒精 
飲用 の 有無 等 を 考慮 の 上 で 使用 し た 

( 問 ) (東生 病院 ) 宮 川 米 次 
腫 腫 は 如何 。 参 百 有余 例 中 3 例 あ ね つた と い 5 。 偶 々 用 
腫 が 起 る こと は 私 の 所 で 動物 実験 で 認め て いる 

由来 釣 昌 の みな ら ず , 顕 虫 症 な ど に 種々 の 症状 が 起 る 
が , それ が その 寄生 虫 に よる も の か 谷 か を 定め る に は 販 
東 後 の 永い 間 の 症状 の 推移 に よ つ て 定め る 外 は な いと 思 
う 

( 間 ) (府立 医大 動物 ) 三谷 和合 
肝 腫 張 の ある も の が 可 成 り 多 いで す が は た し て 多 虫 だ 
け に よる も の で し ょ うか 

( 答 ) 中 村 人 逸 朗 
礁 に 言 つて 胆管 肝 交 等 の 病 例 も 入 つ て いる か も 知れ な 
い が , その 殆 ん ど は 鋼 虫 症 の た め と 思 つ て いる 。 更に 精 
密 に 観察 し て 行き た い 


81. 東京 に 於 ける 釣 下 症 の 血液 所 見 


東京 寄生 中 予防 協会 
牛山 昌三 ・ 岡 本 稔 
Haematological findings of hook- 
worm disease Datients in Tokyo. 
Shozo Ushiyama, Minoru Okamoto 
銘 虫 定 の 符 血 に 対す る 隆 床 的 諸 検査 実施 の 中 より 興味 
を 得 た 二 三 に 就 いて 報知 する 。 患者 は 何れ も 東京 在住 者 
で , 昭和 28 年 9 月 より 11 月 間 に 東 京 寄生 虫 予防 協会 附 
属 診療 所 に 入院 し 既往 症 及び 合併 症 な く 単 一 に 狗 虫 症 に 
よる 各 碧 と 思わ れる 者 を 対象 と し た 。 
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下 に 掲げ る 第 1 表 は 販 虫 前 に 検査 し た も の で 
の 数 に よ つ て 3 つ に 分 けた 。 


, 赤血球 


A 群 赤血球 数 201 一 300 万 
B 群 ヶ 301 一 400 万 
C 群 ヶ 400 万 以上 


第 2 実は 駆虫 後 約 1 ヵ月 を 経た 検査 で も あつ て , この 間 
愚者 全員 に は 還元 剤 を 投 近 し て いる 。 

前 表 の 各 項 に 就 い て , その 1 ヵ月 間 の 回 復 状 態 を 対数 
グラ フ に し て 観察 する と 

i) Rote, Ht, Hb, ML.C.H, M.C.V, M.C.H.C, V.T. 
1 etc 総 て に 就 い て 節 箇 は 回 復 に 両 つ て いる 。 

ii Hb, M.C.H.C は 貧血 軽度 の 者 が 早く 同 復 し その 
速度 も 早い 





i 滞 ) Rote, Ht, M.C.V, M.C.H は 符 画 の 重 篤 な 者 が 
早い 速度 で 回 復 し て 来 て いる 。 


以上 の 如く 東京 で は 釣 虫 定 も 重症 例 が 少く 概して 軽症 
若しくは 中 症例 が 多い た め 全 体 に わた つて 不明 個所 も 多 
い が , 今度 の 検査 で は , 本 症 が 今日 迄 microcytic hyp- 
ochromic anemia with iron deficiency と 言わ れ て 来 
た が , 赤血球 の 容積 に よ つ て その 大 き さ を 区 別 す れ ば 
(最も 合理 的 ) 軽 定 に あつ て は , 全 例 が macrocytic に な 
つて お り , 電 症 に あつ て は microcytic 或 は normocytic 
と な り , 両者 は 何れ も その 直径 が 減じ て いる 所 か ら Sp- 
herocytic に な つて いる と 考え られ る 。 た ゞ こ の 事 に 関 
し て は 前 に 逃 べ た が 東京 で は 重症 例 が 少 い た め 多 く 諸 先 
華 方 より 御 報 告 を 仰ぎ た い 。 








Table 1 
nean Of 
groupe numbers Rote Weiue Ht Hb bg M.C.H M.C.V M.C.H.C 2Rof Rote V.T.7 
A き 250 5, 790 22:1 6.2 24.8 88 28.1 6.3 まお 77 
B 21 357 6, 790 38.7 9.4 26.3 108 24.3 6.8 1.74 
C 35 443 7, 170 48.5 33.5 26.0 109 23.7 7.4 1.39 
Table 2 
A/ 2 358 6, 010 28.3 8.7 24.3 80 30.7 6.9 47 
B/ 18 429 6, 890 41.6 10.7 24.9 97 25。7 7。5 1.19 
CZ 24 473 6.990 47.0 2 26.4 99 26.6 だ ・ 22 
82. 釣 昌 ア レシ ギー の 実 駿 * 同じ 犬 (7 頭 ) に 20 日 後 再 感 染 え せ た 場 合 及び 銘 虫 卵 


的 研究 (続報 ) 
鳥取 大 第 2 内 科 
石原 國 ・ 原 田 凍 
三 上 義昭 ・ 森 納 


Experimental studies on the 
allergy of hookworms. 
Kuni Ishihara, Yoshimichi Harada 
Yoshiaki Mikami, Osamu Mori 


者 楽 病 は 剖 遇 の 感 和 こ 由 来 す る も る の で ある が , 奴 , 
呼吸 困難 発作 , 発熱 , we な 症状 は , 単に 感 
和仁 由 の 計 の 宗 に みみ られ る 気道 刺 埋 に の み 起 因 さ せ 
NN ヽ 。 犬 を 使用 し て 実験 的 に 若 茶 病 の 発病 さ 

る た め に 犬 銘 虫 を 経口 或 は 経口 感染 せしめ た 。 全く 寄 


生 Au を 認め な い 犬 6 頭 , 鍋 虫 卵 を 有 し な い 犬 6 頭 計 12 
頭 に 仔 虫 500 隻 を 経口 感染 させ た 場合 即ち 初 感 菜 群 と * 
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保有 犬 に 感染 させ た 場合 , 即ち 再 感染 群 で は , 後者 は 前 
者 に 比 し 症状 は 強く 現われ た 。 玉 吐 ( 初 感 菜 若 12 例 中 3 
例 , 再 感染 群 12 例 中 7 例 ) は 若 茶 病 と 同様 経口 明 取 直後 
より 2<30 分 の 間 に 最 も 多 か つ た 。 食 鍼 不振 は 各 12 例 
中 前 者 7 例 , 後者 10 例 で あつ た 。 呼吸 促 追 (前 者 4 例 , 

後者 11 例 ) で 3 日 目 乃 至 6 日 目 頃 より 現れ 初め た 。 呼 吸 
困難 (前 者 2 例 , 後者 7 例 ) で は 4 日 目 一 6 日 目 よ り 現 わ 
れ た 。 ク シャ ミ 様 上 気道 反射 (前 者 1 例 , 後者 6 例 ), 暖 
嘩 (前 者 な し, 後者 5 例 ) で 4 日 目 一 5 日 目 より 発現 し て 
いる 。 こ れ ら 各 症 状 の 発現 時 期 は 一 般 基 楽 病 の それ に 大 
体 一 致し て いる が , 再 感 染 群 は 初 感染 郡 よ り 症 状 は 強く 
旦 つ 少し 早く 現われ て いる 傾向 に ある 。 初 感染 時 で も 全 
く 他 の 寄生 虫 の な いも の は 他 に 比 し 症状 は 最も 軽い 。 再 
感染 時 で は 既に 釣 昌 を も つて いた も の は 最も 症状 が 絢 
く , 多 虫 成虫 抗原 の 静 注 に より , その 中 の 2 頭 は ショ ッ 


ク を 招来 し た 。 再 感染 時 に ACTH を 使用 する と 生 症 
状 は 軽い 様 に 思わ れ た 。 呼吸 困難 は 呼気 性 で , 仔 是 培 其 
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液 , 成虫 抗原 液 , 顕 是 抗 原液 , アセ チー ルコ リン , ヒス 
タ ミ ン の 吸入 , 注射 に より 呼気 は 著しく 延長 し 呼吸 困 葉 
の 増 起 乃至 誘 発 が み られ た 。 こ の 呼吸 困難 は 一 過 性 で あ 
る が ACTH の 点滴 静 注 ., ボス ミン , エフ ェ ド リン , ユ 
ルフ ォ リ ン 等 に より 軽快 する 。 初 感染 に よる 釣 昌 の 寄生 
卵 は 一 定 し て いな か つた 。 感 菜 後 5 日 目 に 既に 感 菜 発育 


し レ 


る 


し た 仔 昌 は 空腸 に 迄 達し て いた 。 血 毅 蛋白 像 は 感 楽 後 総 
直 自 の 濃度 の 減少 ,。 ア ルプ ミン の 減少 , ブ ロブ リン 殊 に 
gg 7 ブロ ブリ ン の 増加 が 認め られ た 。 し と 線 像 は 11 例 中 
2 例 に 淡い 混 潤 影 を 認め , 3 例 に 代 隔 膜 低位 , 胸 及 拡 張 
PH 
られ た 。 組織 学 交 検 査 は 肺 の 間 質 性 , 胞 隔 性 肺 災 , 好 酸 
錠 当 潤 を 信 う 胃 カ タル 十二指腸 , 空腸 の 出血 性 の カタ ル 
を La 肝 , 腫 に は 多 血 と 提 画 が み ら れ た 。 以上 犬 に 
験 例 で 久 仔 昌 再 感染 時 に み ら れ る 症状 は 強く 更 
の ル Mo 病 の 発症 機転 に 重大 な 因 
子 を 占め る も の と 考 
( 問 ) 暫 有川 米 次 
仔 点 の 策 牡 に よる と 線 像 の 除 間 は 注意 する 必要 が る 


る 。 私 の 所 で 遇 由 に つい て 行 つ て お る 。 住 時 が 和 到 








に つい て 行 つ た 常に 再選 染 の と の に 強い 我が国 に お 
て / キ > 商 性 の 肺 温 潤 と この 衝 の も の を 老 慮 の 中 に お 
し に の > 館 串 | = 1 て る り 2 いい 

稚 ) 株 納 
内 1 例 に 肺 に 
再び し 細 検 査 


区 人 肌 デー 晴 ク テン 9 、 ナ - 
て 反対 側 に 陰 彰 を 認め た 


私 共 ゃ 著 楽 病 に 於 て 11 例 の レ 漂 4 
浸 剛 彰 を 認め まし た 。 その 後 20 を 
を 致し ます と 以前 の 陰影 は 
例 が も あります 









( 問 ) ( 浪 大 ・ 農 ・ 歌 医 ) 野 田 沈 
心血 より 見 出し た 仔 虫 は 狗 虫 か , 犬 の 年 齢 は 如何 
谷 ) 株 納 


か な り 発 育 し た - 狗 他 虫 で あ り ま す 。 生後 3 ヵ月 位 の 犬 
を 使用 し まし た 。 
863. 久 四 アレ シギ ー の 実験 前 研究 
熊 大 寄生 忠 
赤星 澄夫 ・ 村 上 司 
Experimental studies of allergic 
exchanges by Ancylostoma. 


Sumio Akahashi, Tsukasa Murayama 


普 虫 乳剤 を 以 て する 生体 反応 の 観 窪 を アレ ルギー 的 見 
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地 に 立つ て 考 宗 し よう と する も の で ある 。 犬 釣 虫 乳剤 
(生理 的 食 辻 水 乳剤 に し て 1cc 中 10 袋 含 有 ) を 以 て 皮下 
注射 を 施し , 適当 な る 日 時 の 経過 後 , 肝 , 胃 , 腎 , 脳 , 
眼球 等 を 目的 と し て それ ぞ れ の 動脈 或 は 門 脈 承 に 再 感染 
注射 を 施せ ば , 控 択 的 に それ 等 の 臓器 に Allergie 性 の 
病変 を 惹起 する こと が 出来 る 。 

その 病理 紐 織 学 的 所 見 特に 組織 病変 の 発 来 の 時 間 的 経 
過 を 巡 べ ん と する も の で あり , 特に , 肝 に は 子 殴 肝 に 類 
似 する 限局 性 貧血 性 壌 死 g Me 胃 に 
は 箱 膜 下層 血管 を 中 心 と ナ る 強い Allergie 変化 と それ 
に つ ゞ く 粘 膜 圭 死 に つぶ いて 著 明 な 潰瘍 形 を 導く も の で 


2 
の の る < 


84. 勉 是 アレ ァ ギー の 家 
研究 共 の 2 血清 学 前 研究 
態 大 寄生 忠 
岡村 一 邸 ・ 松 下 文 雄 
Experimental studies on hookworm 
allargy. (2) Serological study. 


Ichiro Okamura, Humio Matsusita 


抄 鉄 な L 
85. 狗 是 の 免疫 に 関す る 研究 
岐阜 大 寄生 虫 永田 二 棒 
Studies on the hookworms immunity. 
Jiro Nagata 

ヅ ビ ニ 及 び 犬 釣 虫 に 変 及 免 商 の 成立 が 証明 出来 し か も 
この 抗 元 性 は 仔 虫 成虫 に 共通 で ある 。 興味 ある こと は ラ 
プチ ヂ チ ス 型 仔 由 飼育 液 中 に 所 調合 水 炭 素 分 割 に 相当 する 
撤 元 性 が 認め られ デス オキ シベ ペン トー ズ 桜 酸 (D.N.A) の 


反応 も 支 価 で ある 。 


( 20 ) 








ee 


tsWMi 


へ むし 
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86. 線 是 類 に むけ る 核酸 の 分 布 (1) 
記 岩 崎 孝 
Distribution of nucleic 
acid in nematodes () 
DistriDution of nucleic acid 
in hook-worms espicially, in 
4zcv/os72722 2 の の ez の 7e Dubini 


Takashi Iwasaki 


四 塩 化 エ チレ ン 球 で 脳 虫 し た 人 体 寄生 の ヅ ビ = 多 虫 及 
び 駆 虫薬 を 使用 し な いで 犬 より 採 匠 し た カニ ニュ ー ム を 
用 いた 。 固定 : 95 用 アル ュー ル 飽 和 昇 表 等 量 液 , 2 を ホ 
ル マ リ ン リ ン ゲ ル , 氷 本 酸 アル ュー ル , ツウ エン ケル , カ 
ル ノ イ , 包 埋 : ペラ フォ ン , 菜 色 液 : メチ ー ル 緑 ピ ロニ 
ま ン , フォ イル ゲン 反応 , チオ ニン , リボ ヌメ クレ アー ゼ で 
RNA を 除去 し た 後 メ チー ル 緑 ピピ = ニン , チオ ニン 抹 色 
を 実施 し た 。(1) ヅ ビ ニ = 釣 虫 の 各部 組織 に お ける RNA 
(以後 R. と 略す ) DNA (以後 D. と 略す ) は 其 の 粗 密 の 
差 は ある が: 存在 する こと を 認め た 。 (2) 側 腺 に R. は な は 生 
% 密 , 筋 板 層 に は 粗 , (3) 頭 腺 , 頸 腺 の 細胞 原形 質 に R. 
は 生 ょ 密 , 食道 筋 質 , 腸 堂 上皮 に は 粗 , 頭 腺 , 頸 腺 の 核 
に D. は 策 *, 腸管 上 友 に は 粗 。(4) 卵 巣 は 卵細胞 の 
発育 過程 に よ つ て 原始 罰 巣 部 , 連鎖 状 配列 部 , 連 球 状 配 
列 部 , 分 離 部 の 四 領 域 に 分 られ る 。 こ の 四 領 域 に お ける 
卵細胞 の R. は 艇 害 , 第 一 領域 に D. は 艇 密 , 第 二 領 城 
以下 は 瀬 次 減少 す 。 壁 上 友 細 胞 の R. は 第 一 人 域 に 艇 容 
第 二 , 第 三 , 第 四 領域 は 粗 。(5) 輸 卵 管内 の 卵 交 胞 R. 
は 策 ょ 害 , 上 友 絹 胞 の R. は 粗 。(6) 受精 用 内 の 精細 胞 
R. は 粗 , D. は 生 密 , 卵細胞 の R. は 生 ょ 密 , 上 友 細 胞 
R. は 粗 。 (7) 子宮 内 の 精 綱 胞 R. は 粗 , D. は 艇 寄 , 
卵細胞 R. は 艇 密 , D. は 策 ょ 寄 , 上 友 細 胞 の R. は 粗 
(8) 排卵 管内 の 卵細胞 の R.D. は 共に 征 ぇ 密 , 筋 層 の 
R. は 粗 。(9) 麻 内 の 卵細胞 R. は 稽 ょ 害 。(10) 累 内 
の 精 絹 胞 は 発育 程度 に より , 負 部 ( 粗 祖 細 胞 ), 中 間 部 
( 精 母 胞 ) 末 部 ( 精 娘 細 胞 ) の 三 部 に 分 られ る 。 始 部 , 中 
間 部 , 末 部 の R. D. は 共に 艇 密 , 上 皮 細 胞 の R. は 粗 。 
(11) 貯 精 装 内 の 精子 細胞 R. は 策 * 密 D. は 科 密 。(12) 
交接 器 の 交接 索引 筋 の R. は 。 

(名 大 解 前 ) 石 川 道雄 

1) 牙 細 胎 中 の 核酸 は 発育 する に 従い , 減少 する と い 
う 件 話 で し た が 核酸 と 多糖 類 と の 関係 は 如何 が で し よ ょ うぅ 


メメ 


の が 


10 
』 
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2) 核酸 と 糸 粒 体 と の 関係 は 如何 で し ょ うか 。 
(岐阜 医大 ) 森 下 癌 夫 
右 川 氏 へ pohysaccharide と は 何で すか 。 
( 阪 大 微 研 ) 森 下 疫 
実験 に 使用 し た 虫 体 は 解剖 及び 駆虫 に 依り 得 ら れ た 由 
で す が , 両者 に 核酸 所 見 上 の 差 は あり まな ん か 。 駆虫 剤 
が 核酸 に 及ぼ す 影 響 は な い の で し ょ うか 。 


87. 1-Bromo 2-Naphthol に よる 
釣 四 駆除 に 関す る 研究 (続報 ) 


大 阪 医大 内 
三浦 本 棲 


A Study on the action of hook- 
worm anthelmintic (about 1-bromo 
2-naphthol) Continued. 


Goro Miura 


さき に 1 -Bromo 2-Naphthol(1 B2N) 及び 4-Brorno 
_1-Naphthol(4B1 N) の 釣 虫 駆除 作用 に つき 各種 動物 実 
験 , 鍋 虫 成虫 , 仔 昌 , 卵 肌 化 に 及ぼ す 影 響 に つい て 報告 
し た 。 更に 本 剤 の 人 工 腸 液 中 に お ける 仔 虫 の 影響 並 に 犬 
負 虫 に 及ぼ す 本 剤 及び , 各種 釣 虫 駆除 剤 の 作用 状態 に つ 
き 生 物 学 的 観察 を 行 つ た 。 

1. 父 虫 仔 虫 に 対す る 作用 

1-B2-N の 1 夫 藩 液 で は 仔 虫 投入 直後 は 運動 活 肖 な る 
も , 5 分 に て 不 活 治 と な り 以 後 備 に 頭 部 尾部 を 動か す の 
み で 全く 前 進 運 動 は 認め られ な い 。 30 分 に し て , 玩 仔 昌 
が 認め られ , 2 時 間 で 完全 に 死滅 し た 。 0.5 用 で は 10 分 
迄 は 苦 閥 状 の 猛烈 な る 運動 な す も , 30 分 で 半数 不 活 洪 , 

1 時 間 で 仔 由 の 大 半 は 運動 力 著しく 障 奄 され, 僅 に 体 の 
頭 部 尾部 を 動か す の み で ある 。 以 後 同様 の 状態 が 数 時 間 
続き 完全 に 死滅 する 迄 に 8 時 間 を 要 し た 。 以下 0.1 多 , 
0.05 辺 , 0.01 と 濃度 が 低下 する に つれ 運動 も 活 洪 性 
を 増し , 72 時 間 以 内 で は 死滅 仔 了 昌 は 認め られ な い 。4 を B 
1-N で は 1 宛 で は 1.5 時間 で 完全 に 死滅 し , 0.5 學 に て 
る 同様 1.5 時 間 に て 死滅 し た 。 唯 1B2N と 異 り , 0.1 
錠 の 濃度 に 於 て も 1.5 時間 にし て 仔 虫 の 運動 力 の 激減 を 
認め , 一 見 静止 , 死滅 状 に 見 られ る も , 休 仔 細 に 観察 す 
る 時 は か すか に , 頭 部 , 尾部 を 動か す 程度 で , か か る 状 
熊 が 長 時 間 続き , 8 時 間 に て 殆 ん ど 死 滅 し た 。 人 工 腸 液 
及び 水道 水 に 入れ た 対照 群 に 於 て は 生存 に 何ら 影響 は 認 
め ら れ な か つた 。 
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2. 犬 鍋 虫 に 対す る 作用 

各種 楽 剤 の 1.0 水溶 液 を 作製 し し ベト リー 想 中 に 入 
れ , 保温 装置 の も と に 観察 し た 。# ナフトール 溶液 に 於 
て は , 投入 直後 運動 活 な る も, 1 分 以内 に て 學 滅 し 
た 。 アス カリ ドー ル 原 液 で は 1.5 分 一 6 分 に て 不 活 洪 , 


9 分 に て 死滅 , ナフタリン 溶液 で は 他 の 楽 剤 に 比 し , 投 


入 直後 よ り 運 動 不 活 肖 に し て , 10 分 一 30 分 に し て 著 し 
く 不 活 濾 と な り , 完全 死滅 迄 に 39 分 を 要 し た 。 テト レ 
ン 原 液 に 於 て は 5 分 一 8 分 で 運動 停止 を 来 す も , 生理 的 
食塩 水中 に 戻す 時 は 再び 運動 開始 する を 認め , 麻痺 状 の 
状態 を 呈す る 様 に 観 窪 さ れ た 。10 分 以上 浸漬 する 時 は 完 
全 に 死滅 し た 。1B2N で は 4 分 以内 に て 大 半 不 活 洪 , 
7 分 以内 に て 玩 滅 4B1N で は 3 分 に て 死滅 する 。 

結語 (1) 人 工 腸 液 中 に て 1B2N の 仔 虫 死滅 時 間 は 
1 巡 に て 2 時 間 , 0.5 用 で は 8 時 間 で ある 。 4B1N で 
は 1, 0.5 錠 , 共に 1.5 時 間 に て 死滅 し た 。 即ち 0.5 
錠 以 上 で は 殺 仔 虫 効果 は 大 で ある 。 (2) 仔 昌 の 運動 法 は 
短 時 間 で 著しく 不 活 滅 と な る が 完全 死滅 迄 は 相当 に 長 時 
間 を 要 す 。(3③) 成虫 の 死滅 時 間 は # ナフトール 最も 早く 
4B1N, 1B2N, ア スカ リド ー ル , 四 塩 化 エ チレ ン , ナ 
フタ リン の 順 で ある 。(4) プロ ム ナ フト ー ル と 四 塩 化 ェ 
チレ ン で は 作用 機 序 で 生 ょ 異な る と 考え られ る 。 


88. 1 プロ ム 2 ク ナフトール に 依る 
釣 是 氷 中 の 隙 床 検査 成績 
日 医大 内 科 
鍵 田 信夫 ・ 本 田 信義 
中 牙 一 ・ 小 竹 恵美 子 


Clinical observations of hookworm 
treatment by 1-brom-2-naphtol. 


Tameo Kamata, Nobuyoshi Honda 
Hajime Nakaji, Emiko Otake 


前 回 (第 13 回 関東 部 会 ) 実験 で 集団 慌 虫 に 適当 で は な 
いか と 報告 し た が , 今回 更に 工員 , 工 民 , 外来 及び 入院 患 
者 69 例 を 対照 と し 実験 を 行い , 次 の 了 臨床 成績 を 得 た 。1 
プ ブロム 2 ナフトール 3gr を マグ ネシア 1gr に 混合 早朝 空 
腹 時 1 回 経口 授 生 の 者 9 例 中 4 例 , 2 日 連続 の 者 11 例 中 
6 例 , 同 方 法 で 1 回 授与 6 時 間 後 に 硫 苦 30 gr 投与 の 者 
11 例 中 2 例 , 2 日 連続 の 者 16 例 中 3 例 , 3 日 連続 の 者 
4 例 中 1 例 , 2 日 置 連続 2 回 の 者 3 例 中 1 例 . 又 就寝 前 
9 時 同 剤 3gr を 単独 経口 投与 12 時 間 後 ( 重 朝 9 時) 同じ 
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く 3gr を 経口 投与 し 2 時 間 後 に 硫 苦 30gr 投与 し た 者 
10 例 中 6 例 及 び 同 剤 3gr と アラ ビア ゴム 3gr を 水 60 
cc で 乳剤 と し 30 分 間 了 で 2 回 に 12 指 腸 ゾ ン テ 注 入 し , 
1 時 間 後 に 硫 苦 30gr を 注入 せる 者 5 例 中 3 例 に 虫 罪 陰 
転 を 認め た 。 人 答 之 を 虫 卵 多 宏 よ り 見 れ ば 束 雅 の 少 いも の 
か ら 陰 転 し た 。 自覚 的 副作用 は , 1 日 法 9 例 中 3 例 で 嘱 
気 , 腹痛 , 頭痛 各々 1 例 , 2 日 連続 法 11 例 中 10 例 で 嘱 
気 6, 嘱 吐 1, 腹痛 7, 下痢 4 例 で 大 部 分 は 2 日 目 に 認 
め た 。 1 日 法 硫 苦 使用 例 で は 11 例 中 2 例 で 明 気 , 発疹 各 
1 例 で 発疹 は 医療 を 施し た 。 連続 2 日 法 硫 苦 使用 例 16 例 
中 2 回 目 に 1 例 嘱 気 , 連続 3 日 法 硫 苦 使用 例 及 び 2 日 軒 
連続 2 回 法 硫 苦 使用 , 例 で は 副作用 な し 。 12 時 間 置 達 続 
2 回 法 硫 苦 使用 例 10 例 中 3 例 で 亜 痛 2, 腹痛 1 例 , ゲン 
デ 法 5 例 中 2 例 で 嘱 気 , 咽 吐 各 1 例 あり 。 了 臨床 検査 所 見 
に 於 て は , 服用 後 比較 的 汐 巴 増 多 及び 単 球 増 多 を 起 し , 
2 週間 で ほ ゞ 正常 植 に 履 る 。 好 酸 球 は 次 第 に 減少 せる 條 
両 を 認め た 。 展 所 見 大 部 分 の も の 1 過 性 に 尿 和 蛋白 及び 中 
に 奈 沈 溶 に 赤血球 , 粒 , 硝子 様 円 柱 を 認め た も の あり 
近 臓 機能 試験 と t% て フェ ノー ルズ ルフ ォ フ タレ イン 色素 
排 浴 試 験 を 行い , 1 日 法 9 例 中 1 例 , 連続 2 日 法 で は 11 
例 中 1 例 に 服用 後 8 時 間 目 の 検査 で 排 洪 障 如 を 認め 筐 日 
に は 履 復 し た 。 硫 苦 使用 例 で は 機能 不全 は な か つた 。 肝 
臓 機能 検査 と し て 馬 尿 酸 合成 試験 を 行い , 1 日 法 9 例 中 
4 例 , 連続 2 日 法 11 例 中 6 例 に 機能 不 玉 を 見 , 硫 苦 使用 
例 で は な か つた 。 発現 は 早 き は 8 時 間 目 より 玉 例 に 於 て 
166 時 間 で 惨 復 し た 。 心電図 所 見 で は 1 日 法 9 例 中 4 例 
連続 2 日 法 11 例 中 2 例 , 連続 2 日 法 硫 苦 使用 例 4 例 中 
3 例 , 回 続 3 日 法 硫 苦 使用 例 4 例 中 3 例 , 2 日置 連続 2 
回 法 3 例 中 2 例 , ゾン デ 法 5 例 中 1 例 に 変化 を 見 , 大 部 
分 は STrr.rrr 降下 で , 早 き は 3 時 間 目 より 出現 , 全 例 
166 時 間 で 信 復 , 他 に QT 実験 値 延長 , 心室 性 期 外 履 縮 
Tr.rr.rrr 逆 例 を 認め 発現 必 復 は STrr.rrr に 準 ず 。 以 
上 の 成績 より 単独 使用 で は 比較 的 高 率 の 駆虫 効果 を 訟 め 
る も 多数 を 対照 と する 集団 虫 で は , 医 館 の 監督 の も と 
に 細心 の 注意 を 要する 。 
(横浜 医大 ) 富士 田 殺 
全身 発疹 を 生じ た 1 例 が あつ た 。 同 患 者 の 1-Brom 2- 
Naphtol 50 錠 貼 布 試験 で は 強 陽性 を 示し , 小指 頭 大 の 
水 閣 を 形成 し た 。 
(大 阪 医大 内 科 ) 岩 田 往 雄 
新 ら し い 楽 剤 を 投与 する 場合 臣 床 医 は 最大 の 慎重 さ を 
必要 と し ます 。 同 剤 の 効果 の みな ら ず か 、 ゝ る 詳細 な 品 作 
用 に 対す る 検討 は 最も 必要 と 存じ ます 
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昭和 29 年 6 月 (1954)〕 


我 * は 既に 1000 例 以上 投与 し て いる が 医療 を 要する 
副作用 を 認め た 事 は な い 。 又 家 算 及び マウ ス で 中 液 , 硝 
及び 病理 組織 学 的 検査 を 行 つ た が 著 変 は 認め られ な か つ 

示説 要旨 
89. 多 是 流行 地 報告 (第 11 報 ) 
京都 府 ( を の 3) 
京 府 医 大 
薄 正 奉 ・ 吉 田 幸雄 ・ 川 入善 直 

Studies on hookworm 

epidemies. Report XI!. 
Masakazu Kaba, Yokio Yoshida 

Yoshinao Kawahira 

1. 検査 成績 (京都 府 何 廉 郡 佐賀 村 , 京都 市 左京 区 花 
償 町 ) 検査 法 , 座 涼 一 枚 飽和 食塩 水 一 枚 





検査 有 卵 。 し 

人 員 類 虫 釣 虫 実施 日 
佐賀 村 723 499 438 170(23.5) 10 一 18/IX/53 
花 春町 560 398 313 43(11.1 用 ) 4 一 6/XII/53 


2. 腺 虫 成績 

佐賀 村 に 於 て 55 名 に 対 し 駆虫 を 行い 45 名 より 4A. d. 
$ 465 e 617 を 得 た 。 

花 脊 町 に 於 て 15 名 に 対し 駆 昌 を 行い 10 名 より 4A. qd. 
$ 58 ? 98 を 得 た 。 

両町 村 共 に 駆虫 は テト レン 茜 (4.5 g) を 用 いた 。4. d. 
の 単独 感染 の み で あり N.a. は 1 名 より も 得 ら れ な か つ 

3. 其 葉 病 

ィ , 佐賀 村 に 於 て カブ レ の 後生 じ た 若 葉 病 を 2 例 見 , 
1 例 は 発病 時 多 虫 卵 陽 計 で あり これ を 駆虫 し A.d. 15 を 
得 て 無 卵 に し た 後発 病 よ り 58 日 に し て 再び 銘 虫 卵 の 陽 
転 を 見 , これ を 販 虫 し A.d. 14 を 得 た 。 他 の 1 例 は 発病 
時 無 卵 で あり 発病 後 56 日 に し て 狗 虫 卵 の 陽 転 を 見 , A. 
d.3 を 得 た 。 共 に 駆虫 後 検便 陰性 で ある 。 症状 は 従来 の 


若 茶 病 と 同一 で ある 。 

ロ , 若 楽 展 取 に よる 若 茶 病 も 1 例 あり , 発病 時 釣 下 台 
陽性 ,。 この 駆虫 に より A.q. 71 を 得 無 卵 に し た 後発 病 よ 
り 53 日 に し て 再び 釣 昌 卵 陽 性 と な り , 4.d. 5 を 得 た 。 


と モミ 
4. 結語 
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ィ , 脳 昌 に よる と 両町 村 共 に 本 年 度 は A.d. が 100 
を 占め た 。 佐賀 村 に 於 て 昭和 28 年 3 月 現在 過去 3 年 の 
応 虫 成績 は A.q. 単独 73 名 (8 804, e 1148) A.q. と 
N.a. の 混合 16 名 (8 58, ? 51) で ある が , 年 を 経る に 
随 い Na. は 減少 し て いる 事 及び A.q. 単独 の 場合 の 個 
人 排 虫 数 が 増加 し て いる 事 が 目立つ た 。 

ロ , A.d。 の 経 皮 , 経口 感染 に 関係 る る と 思わ れる 著 
楽 病 様 症 例 を 夫々 2 例 及 び 1 例 を 見 , すべ て A.d. の 
を 得 た 事 は 本 症例 が A.d. と 和 電 大 な 関係 を 有する も の と 
いえ る だ ろう 2 う 。 

ハ , テト レン 球 (4.5 g) 投 与 に よる 排 虫 率 は 66.6 一 81.8 
で あつ た 。 


90. 竹 戸 市 内 一 工場 従業 者 の 
狗 遇 調査 (第 4 報 ) 
京都 府立 医大 医 動物 
栗林 海 男 


Studies on the hookworm infestation 
among labourers in afactory of Kobe 
City, Hyogo Prefecture. (Report 4) 


Umio Kuribayashi 


呈 和 1 28 年 初め より (既報 告 の も ゃ の を 除く ) 同 年 10 月 迄 
の 検査 者 1518 名 中 有 罰 者 28 , 銘 虫 卵 陽 性 者 10.9 
で 前 より ゃ 発生 率 が 策 ょ 低下 し て いる 。 陽性 者 中 152 名 
に テト レン 球 (4.5g) を 以 て 駆虫 し 虫 卵 陰 転 率 74.5 
排 虫 者 率 81.6 巡 , 銘 虫 体 数 2616 隻 (A.d. 1678 隻 , N.a. 
938 隻 ) を 得 た 。 即 ち 今回 も 相当 数 の N.a. 排 忠 を 見 た 。 
然るに N.a。 排 虫 者 に 九州 (鹿児島 県 ) そ の 他 N.a. の 矯 
占 す る と 報 ぜ られ て いる 地方 の 出身 者 が あ もり, 前 佳 地 で 
感染 し て 移入 され た も の らし く 思 われ る (既報 告 ) の で 今 
回 は 28 年 4 月 入社 者 に つい て 入社 後 直 ち に 調査 し た 移 , 


兵庫 県 内 及び 神戸 市 出身 者 に A.d. 多く 県 外 者 の うち 鹿 


児島 出身 者 に N.a. の 混合 感染 者 を 認め た の で , 従業 者 
中 に は 移入 し た N.a. 保有 考 が ある と いう 5 裏付け を 得 
た 。 前 住地 関係 な く 従 来 神戸 市 及び 近 修 に 居住 し , 従 つ 
て 県 内 感染 と 妊 わ れる N.a. 保有 者 は 多く と も 半数 に は 
及ば ず , 少く と も 8 乃至 7/5 は 移入 N.a. で な いか と 思 
われ る 。 純 つ 今 迄 の 役 市 内 及び その 近 修 で の 再 感 菜 者 と 
確認 され る も の に A.qd. の み を 誕 明 し N.a. を 見 出さ な 
い 。 神戸 市 内 及び その 近 條 に 現住 し て いる 従業 者 に N.a. 
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が 多く , 蝶 耕 に 関係 の 深い 郡部 に N.a. が 少 い と いう こ 
と は , 九州 等 の 鉛 虫 調査 報告 で N.a. は 農村 に 多く , 市 
内 居住 者 に 少 い と いう こと ょ ゝ 相反 する hp 移 
入 に よる も の が 相当 数 ある と 解す る こと に より 説明 付け 
られ る と 思う 。 但し 市 内 及び その 近 修 で N.a. 感染 が 全 
は 出来 な い 。 然 し 少く と も 感染 源 と 
し て の 重要 な 役 劉 を 演じ て いな いこ と は 確か らし い 。 谷 
24 年 より 28 年 10 月 に 至る 継 合成 績 を 表示 し て 参考 と 
する 。 (図表 省略 ) N.a. 保有 者 に つい て の 個々 の 調査 は 
次 に 報告 する 。 (A.d. は ヅ ビ ニ =, N.a. は アメ リカ 狗 虫 
を 指す 。) 


み 1 北 ビ ンー ビ ー 
S HE と 断 する こ 


91. 矢作 川 流 吉 に 於 ける 多 息 調査 
第 1 1 報 


森山 寄生 虫 研 
田島 文 雄 ・ 森 山 和典 


The examination on the hookworm 
at the coastYahagi River.(Report 1) 
Fumio Tajma, Kazunori Moriyama 


大 正 初期 (4 一 7 年 ) に 矢作 川南 元 の 西尾 町 一 帯 に 釣 虫 
病 ( 地 方 語 青 ブッ 病 ) が 慕 延 し た 。 其 の 後 著 明 な 流行 も 記 
鉄 約 損 料 も 乏しい が 三 十 数 年 経過 し た 後 の 今日 矢作 川 流 
域 に 於 け 2 有 分 布 状 態 に 就 いて 調査 を 試み た 
自 昭和 24 年 至 昭 和 27 年 の 間 ( 0 投 学 斉 
に つい て 劉 虫 の 保有 状況 に 就 いて 調査 を し て みる と 次 の 
結果 を 得 た 

1) 矢作 川中 流 に 存在 する 岩 津 町 以降 の 洛 岩 町 村 の 学 
章 は 何れ も 銘 虫 保有 率 が その 地方 の 他 町 村 よ り 著 明 に 高 
率 で ある 。 (12 一 17 用 ) 

対照 洛 央 以 外 の 問 海 郡 , 幡豆 郡 の 町 村 は (3 一 4 用) 岩 
津 町 上 流 の 洛 央 町 村 は (37 用 ) で ある 

2) 岩 津 町 の 東方 及び 東北 の 山間 部 落 に 釣 虫 の 極 濃 厚 
慕 延 地 帯 か あり その 谷 水 は 岩 津 町 以降 の 矢作 川 に 注ぐ 
(巴川 , 青木 川 , 男 川 ) 

3) その 後 学童 に 於 て は 半 度 も 駆虫 が 施さ れ 洛 次 低 率 
に 移行 し て いる が 28 年 10 月 上 郷 村 椅 塚 部 落 民 (矢作 川 
西 肖 ) 及び 岩 津 町 民 に 対 し て 検便 を 実施 し た 移 銘 虫 保有 
率 は 樹 塚 部 落 民 278 名 に 対 し て 89 名 (32.5 2) 岩 津 町 民 
は 3696 名 に 対し 1301 名 (35.2 刀 ) あり 成人 層 に 訟 て は 

今 休 高 率 に 募 延 し て いる こと が 判明 し た 。 

4) 岩 津 町 民 の 銘 虫 保有 分 布 状態 は 次 の 通り で ある 。 
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平地 に 属す る 部 落 山間 部 に 属す る 部 落 
農 埋 部 落 商業 部 落 山 の 表側 山 の 裏 側 


部 保 部 保 部 保 部 保 

落 有 落 有 了 有 和 有 

名 率 名 率 名 率 
大 樹 寺 63.6 岩 津 13.8 細 川 25:0 日 影 57.5 
百 百 26.4 南 基 前 18.7 仁 木 43.6 渡 通 津 80.0 
井 ノ ロ 36.7 北上 蔵前 11.6 八 ツ 木 45.0 坂 70.6 
西 鴨 田 33.3 東 蔵前 18.0 西 阿知 和 43.9 真 訪 寺 42.4 
答 田 27.5 西蔵 前 24.2 東 阿 知 和 47.7 奥 殿 41.2 
上 里 32.0 東 鳴 田 15.0 忌 立 30.5 奥山 田 35.3 





上 大 門 33.3 意 田 36.1 有川 向 35.9 
中 大 門 52.9 楽 原 28.1 
下 大 門 52.9 宮 石 23.0 
平 均 38.4 半 均 16.4 ポ 箇 35.9 半 均 51.8 


平地 部 落 よ り 山 間 部 落 の 方 が 高 率 で 山 の 表 側 よ り 裏 側 
の 方 が 高 率 で 特に 日 照 時 間 の 少な い 陰 混 な 日 影 ・ 円 坂 ・ 


渡 通 津 に 著 明 に 高 率 で ある 。 平地 部 落 Ao も 矢作 川 流 


域 に 於 て 諾 ほ 耕 を 営む 大 樹 過半 部 落 民 は 特 と 商 : 共 で あつ た 。 
5) OR 
受 ら れ な か つた 。 


92. 水中 久 は 土 壊 内 の 釣 仔 晶 
の 分 離 に 就 い て の 試み 
阪 大 微 研 西 村 猛 
Attempts to isolate hookworm 


larvae from water and soil. 
Takeshi Nishimura 


銘 虫 の 法学 的 な 方 面 特に その 感染 に 関連 し た 基礎 的 な 
肖 題 , 例え ば 銘 仔 虫 の 土壌 内 に 於 ける 分 布 (移動 範囲 , 
局所 の 分 布 状 態 ), 水中 に 於 ける 状態 , 汐 湿 度 の 影響 等 
の 解明 は 現在 用 いら れ て いる 仔 昌 の 分 離 方 法 又は 観察 方 
法 を 以 て は 困難 な 多 が 多い の で 私 は その 方 法 に 就 いて 種 
ぇ な 試み を 行 つ て 検討 中 で ある 。 そ の 一 つと し て 水中 に 
訟 ける 仔 虫 の 運動 ( 経 慮 感染 に 関連 し た 運動 ) を 観察 する 
方 法 と し て 家 束 騰 腕 膜 内 に 血清 (人 , 還 , 家 束 ) を 入れ た 

も の を 銘 仔 虫 の 存在 する 水中 に 吊る す 方 法 を 考え た 。 
実験 方 法 , 表面 積 56.71 cm* 高 さ 12cm の ビー カー 
又は 59.41 cmz 高 さ 2.5cmm の シャ ー レ ー 内 に 一 定 湿度 
と し た 水道 水 を 入れ , 水深 0.4cm 乃至 3.8 cm と し , 
之 れ に 予め 数 を 算定 し た 感 菜 形 ダ ビニ 釣 仔 虫 を 入れ 此 の 
水中 に 血清 入 家 束 勝 腕 膜 ( 勝 腕 膜 内 に 血清 を 入れ 口 を 
合 系 で 縛 つ た も の ) を 水 表面 , 水中 間 部 , 水底 等 の 夫々 
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到 ー に ュー 


の 位置 に 章 し て 他 
実験 は 磐 卵 浴 内 で 
間接 触 せ し め た 。 
即ち 実験 の 結果 よる と 血清 は 人 , 馬 , 家 和 馴 を 問わ ず 仔 
ら た が 相 清 を 入れ な い 場 合 に は 侵入 は 殆 ん 
Mo の 侵入 は 勝 腕 膜 が 水底 に 接し 
認め られ 水 表面 , 水中 間 部 に 位置 


の 侵入 の 有無 を 検 す る も る の で ある 。 
了 い 29"C 一 87“C の 水温 下 で 2 て 5 時 





回 fh の が 水中 に 済 泳 する 状態 と し て も 
介入 ! か 1 よ か この yo O 猫 仔 虫 は 勝 肥 膜 組 % 織 内 令 
は 内 部 の 血清 内 に 侵入 が 認め られ る も の で 組織 内 で は 実 


験 仔 虫 数 に 対 し 19.6 て 67.6 に 仔 虫 の 侵入 が 認め ら 
に は 0.008 ダ ー28.6 央 に 侵入 が 認め ら れ た 


れ 血 清 内 
組織 内 に 侵入 し た 仔 虫 は 多数 が 数 個所 に 工 集 する 状態 
が 認め られ た 

実験 し た 範 囲 の 水温 及び 接触 時 間 に 於 いて は 誰 む る 租 





の 差 は な か つた 。】 AE 逃 べた 事実 か ら 之 れ を 土壌 内 に 埋 
し て 仔 虫 と 接触 せしめ る 実験 を 行い 他 下 の 侵入 を 確認 
し た が 境内 の 仔 則 の 分 本 旗 に は より 簡 見 な 方 法 を 必 
費 と する の で 寄 天 を 用 いて みた 。 即ち 突 天 は 5 用 の も を 
使用 し . 之 れ を 土壌 内 に 埋没 (1 cm 角 の も の ) 又 は 地表 
両 に 加 い て ( 横 2cm, 縦 1cm, 厚 0.3cm) 仔 虫 の 侵入 の 


有無 を 検 し た も の で ある 。 先ず 土壌 内 に 仔 虫 を 放ち 24 
時 間 28>30~C と 放 軒 後 上 月 ! 接 触 を 2 > 2 ン 3 時 間 実 ぼ 施 | の 
後 之 れ を 水 涯 し スラ イド グラ ス に 上 革 み 検査 し た 。 猪 5 用 


wan 骨 ) を 5 に 加え た 血清 加 示 天 を 
別に 作り 和 之 れ と 普通 寒天 と の 比較 も 行 つ て みた 。 即ち 失 
大 を 地表 画 刀 置い て も 晶 役 し て も 位 昌 は 侵入 する が , Wa 
者 共 令 入 考 は 極め て 低 率 で あり 人 血清 加 塞 天 を 埋没 

場合 の 10.3 辺 を 最高 と し 他 は 0.06 錠 力 至 5.4 用 で MK 


2 志 ー ニ だ) デー ョ 1 党 / 
角 人 人 に 届 ( グ \, 


チー 
7ー< 


93. 土壌 内 釣 束 仔 是 の 季節 的 治 長 
京都 府立 医大 医 動物 
三谷 和合 
〒Fhe seasonal preralence of 


hookworm larvae in the soil. 
Wago Mitani 


私 は 1952 年 より 1954 年 3 月 まで 富山 県 中 新川 郡 に 於 
て 土壌 内 に 於 ける 銘 虫 仔 昌 の , 近 節 的 消長 を し ら べ た の 
で 報告 する 。 た お 同様 の 実験 は 香川 県 財田 村 , 及び 兵庫 
も 行 つ た 。 実験 方 法 は 前 報 と 同様 で あ 


県 広野 村 に 於 て 
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月 日 レイテ を 4d.Nia. Toto 1 代表 
1952 V 89 39 43.9 32 67 99 2.6 
VI 91 41 45.1 60 168 228 5s6 
VI 275 22 29.4 31 14 45 2. 
VIIt 84 13 15.5 28 7 35 2.6 
X 64 19 29.7 37 16 53 2.8 
XII 2?8 7 8.9 9 1 10 1.3 
1953 V 50 22 44.0 33 14 47 2.3 
VI 50 29 58.0 52 21 273 2.5 
VI 46 14 3a1.1 21 5 26 1.9 
VIrI 54 11 20.4 20 3 23 2.1 
IX 51 10 19.6 13 3 16 1.6 
X 51 21 41.2 98 11 109 5.2 





秦 5 .28 2 8.7 2 0 2 0 
XII 24 3 12.5 4 0 4 1 さす 
1954  I 25 3 12.0 4 0 4 . 1.3 
II 49 0 0 0 0 0 0 
JI 33 0 0 0 0 0 0 


結 議 

1。 富山 県 ・ 
大 で あつ た が , 
果 と 考え ん られ る 

2. 土壌 内 銘 虫 仔 虫 数 , 
び 10 月 上 旬 に 特に 多 \ 

3。 昭和 29 年 に は 自然 環境 に 於 て 1 月 に 於 て も な お 
小数 の A.d. の 仔 虫 を 検 届 し た が , (N.a. に は も つと 早 
期 に 消失 に る 。) 2 月 , 及び 3 月 に は 見 出さ れ な か つた 。 


で は , 始め N.a。 が 問 数 に 於 て A.d. より 
次 第 4 こ N.a. は 成 少 し の 之 は 有 虫 の 結 


素 は 5 月, 6 月 , 及 


及び 検出 3 


94. 釣 是 の 威 経 路 に 関す る 研究 
第 一 報 その 推測 的 考 宗 に 就 て 
千葉 大 公衆 衛生 
水野 哲夫 
The study on the infections'course 
of hookworms. (Report 1.) On 
the conjectural investigation 
Tetsuo Mizuno 


ヅ ビ ニ 銘 虫 の 人 体 へ の 感染 経路 と し て 経口 的 感染 経路 
が その 主 な る も の と 仮定 する 時 , 
1) ヅ ビ = 多 虫 感染 の 「 広 さ 」 よ り 検 討 
a) 成人 に 於 ける 感染 幸二 小 人 に 於 ける 感 菜 率 
上 輝 の 前 提 は その ま ょ ヽ 許 用 され る べき で あろ 5。 
b) 成人 感 藤 率 モ 小 人 感染 率 の 場合 
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上 逃 の 前 提 は 再 検討 さる べき で あろ 35。 
群馬 県 名 久田 町 に 於 て は 15 歳 未 満 の 人 々 (0 一 2 歳 を 
搬 く ) の 銘 虫 感染 率 は 7/75, 15 歳 以 上 の 人 々 の 銘 虫 感染 
率 は is で 検定 の 結果 は 有意 の 差 が ある 。 長野 県 協和 
村 に 於 て は 15 歳 未 満 の 人 ぇ 々 の 感染 率 人 97isz7 (24.2 ) 15 
歳 以 上 の 人 々 の それ は "59/zzrs(46.1 少 ) で 有意 の 差 あり 。 
群馬 県 白沢 村 に 於 て は , 小学 生 の 多 昌 感染 率 rs (7.9 
) その 父兄 1/ss(28.9 用 ) で 有意 の 差 あ り 。 
虫 種 方 法 
A.qd. N.a. A.d. 十 N.a. の 者 
協和 村 777』。 9 の 77。 27。 有 虫 に よる 中 体 採取 
自 沢 村 7』 の as is 瓦 培養 
釧 久田 村 2 Wsi 9 の s」 瓦 培養 
2) ヅ ビ ニ = 鋼 昌 感染 の 「 深 さ 」 よ り の 検討 
a) 成人 に 於 ける 感染 の 深 さ 二 小 人 に 於 ける 感染 の 








深 さ の 場合 ・…・ 上 婚 の 前 提 は その ま ヽ 許 用 さる 
3 べき で あろ 5。 
b) 成人 に 於 ける 感染 の 深 さ 室 小 人 に 於 ける 感 菜 の 
深 さ の 場合 ・…・ 上 逃 の 前 提 は 再 検 討 さ る べき で 
あろ う 。 
15 歳 以下 と 15 歳 以 上 の 者 に 於 ける 
釣 束 感染 の 深き ( 於 名 久田 村 ) 
釣 点 罰 _ cx 
腸 條 者 数 放 滞 ん 該当 者 を 該当 者 を 





15 歳 未 満 17 5 AB8G2 2 JH.7- 0 0 
15 歳 以上 57 34 
1 gr 量 僅 便 培養 に よる 発生 仔 躍 数 


の 年 齢 に ょ る 差 ( 於 白沢 村 ) 


検査 人 員 平均 発生 仔 虫 数 





小学 生 (11, 12 歳 ) 8 66 
その 人 多 兄 10 310 
以上 いずれ も 検定 の 結果 は 有意 の 差 あり 。 


3) 銘 虫 の 種 の 分 布 よ り の 検討 
ヅ ビ ニ 銘 虫 単独 寄生 者 と アメ リカ 銘 虫 単独 寄生 者 の 比 
率 が 
a) 成人 の 場合 二 小 人 の 場合 
この 場合 に は ヅ ビ ニ 多 虫 の 主 感染 路 と し て は 多 
分 経 友 的 で あろ 5 
b) 成人 の 場合 小 人 の 場合 
経口 的 と 考え て も 大 過 な か らん 。 


【 寄 生 躍 学 雑誌 ・ 征 3 巻 ・ 第 1 号 


中 学生 と 成人 間 に 於 ける 欧 虫 の 種 の 分 布 秩 況 
検査 Ad. Na. 両 種 : 








人 員 の み の み 合併 
中 学生 (1 年 生 ) 23 11 10 2 
成 到 。 35 4 4 17 


中 学生 と 成人 間 に 於 ける 銘 虫 の 種 の 分 布 秩 況 








A.d. を 有する 者 。 N.a. を 有する 者 
中 学生 13 12 
成 人 21 21 


児童 と 成人 間 c 於 ける 狗 点 の 種 の 分 布 炎 況 
Padoocgi 検査 A.d. N.a. 両 種 
人 員 の み の み 合併 








木瀬 西 小 学校 生徒 (2 一 6 年 生 ) 30 14 10 6 
上 川淵 , 荒砥 , 上 陽 , 三郷 , と 


児 昔 と 成人 間 に 於 ける 移 虫 の 種 の 分 布 鉄 況 








A.d. を 有 Na. を 有 「 
す る 者 す る 者 
木瀬 西 小 学校 生徒 (2 一 6 年 生 ) 20 16 
上 川 測 , 荒砥 。 上 陽三 部 。  /o aa 


桂 管 者 村 の 成人 
舌 上 川淵 。 荒砥 , 上 陽 , 三 卿 , 桂 菅 の 各 村 は 夫々 木 
瀬 村 の 隣 村 な り 


95. グ ゲ ビ = 釣 是 感 染 仔 正 の 
混 度 に 対す る 抵抗 カ 
鳥取 犬 医 浜田 周 


Influeces of the humidity on arvae 
Of 77/9s79726 24 の 7e72/6. 
Hyo Hamada 


人 姜 中 の ヅ ビ = 銘 虫 卵 を 朋 卵 器 中 で 数 週間 演 紙 培 若 を 
行 つて 得 た ヅ ビ = 銘 虫 感 菜 仔 虫 の 湿度 に 対す る 抵 撤 力 を 
調べ た 。 

感 菜 仔 虫 の 浮 涯 液 を 小 滴 と し , 小 ガ テラ > 容器 に 滴下 L 
30"C に 保つ た 恒 汐 容器 内 で , 一 定時 間 (3, 6, 9, 12, 
18, 24 時 間 ) 保 護 し , 後生 死に より 抵抗 力 を 判定 し た 

判定 は , 運動 性 に よ つ た が , 観察 は 恒 漁 容器 より と り 
出し て か ら , 15 時 間 後 まで 行 な つた 。 

成績 
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と の [ 


27 年 

東 卵 M 
り 虫 9 
大 部 2 
重 は 隊 
が 高い 
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昭和 29 年 6 月 (1954)〕 


温度 の 低い 程 短 か い 時 間 で 死ぬ 。 

20 錠 以 下 で は , 3 時 間 で 死ぬ 。 

40 一 50 で は , 9 時 間 以 内 で 死ぬ 。 

60 用 で は , 12 時間 以 内 で 死ぬ 

90 以 下 で は 24 時 間 以 上 生き る こと は 困難 と 思 

われ る 。 

6. 100 多 の 対照 例 で は 少数 を 除き 生き て いた 。 

7。 生き て いる 仔 虫 も 溜 度 の 低い 恒 光 容器 より 取り 紀 
し た 直後 は 運動 性 が み ら れ な い が 数 時 間 の 経過 に 
より 運動 を みる 。 

8. 保護 漁 度 と 培 佑 日 数 は 影響 が ある と 思わ れる の で 

更に 実験 を つ ゞ ざけ て いる 。 


O つ 心 (5 5 う 5 呈 
e e ゃ e ロ 


96. 涙 村 釣 下 保 有 小 学生 の 
体 カ テス ト 
(発育 度 の 観察 ) 

日 本 医大 第 一 医院 内 科 
美 甘 正文 ・ 鍵 田 義男 ・ 志 波 剛 


Observations on the growth rate of 
school children harboring hookworms. 
Masahumi Mikamo, Yoshio Yarita, 
Takeshi Shiba 


昔々 は 第 22 回 日 本 寄生 虫 学 会 に お いて , 埼玉 県 下 一 
謀 村 銘 虫 保有 小学 生 は , 身長 , 体重 , 胸囲 , 肺活量 , 藻 
筋力 . ソ フト ボー ル 投 げ , 立 幅 跳 の 7 種目 に お いて , 大 
部 分 昭和 27 年 12 月 の 検査 校 平均 値 M と その 標準 偏差 6 
と の 間 に あ り , ボー ル 投 け 及 び 男 子 肺活量 , 立 幅 跳 以 外 
は 平均 値 了 下 の 値 を 示す も の が 多く , 検査 校 の 平均 値 曲 
線 に 比較 し て 体重 背筋 力 は 発育 が 良い も の が 多い 事 を 報 
き し た が , 比較 的 短期 間 (4 ヵ月 間 ) の 観察 で 釣 虫 保有 が 
体力 に 及ぼ す 影 響 及 び 釣 虫 卵 除 転 に より 体力 の 増加 が い 
か に 逐 響 され る か に つい て は 言及 する に 到 ら な か つた 。 
吾 々 は その 後 更に 観察 を 続け , 年 間 発 育 (昭和 27 年 12 
月 より 28 年 12 月 迄 ) を 観察 し 得 た 35 名 に つい て 昭 
27 年 12 月 の 平均 曲線 に よ つ て 検討 し た 。 駆虫 に より , 
昌 卵 際 転 し , 1 年間 陰性 を 続け た 者 (陰性 者 ) と 駆虫 に よ 


り 忠 卵 陰 転出 来 な か つた 者 (陽性 者 ) の 両者 共に 前 回 同様 
大 部 分 M 土 ヶ の 間 に あ り , 発育 度 に お いて は , 身長 , 体 
車 は 陽性 者 が 低く , 女子 の 陰 転 者 で は 体重 胞 囲 の 発育 度 
が 高い 。 背 筋力 は 陰 転 者 , 陽性 者 共に 発育 度 が 高く , ボ 
ー ル 投げ で は 際 転 者 は 発育 度 が 高く , 肺活量 , 立 幅 跳 は 
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発育 度 が 不定 で あつ た 。 即ち 体格 に お いて は 久 虫 保有 が 
或 程度 の 影響 が あり , 銘 虫 卵 陰 転 に より , 発育 度 が 高 
な る 傾向 が ある 様 に 考え られ る 。 

以上 の 成績 を 検討 する た め 28 年 5 月 全校 生徒 の 検便 
に 際 し て 検出 し た 110 名 の 銘 虫 保有 者 に つい て 5 月 より 
12 月 迄 の 発育 を 同期 間 に " お ける 全校 生徒 体力 テス ト 成 
績 を 母 集団 と し て / ツ スチ ュー デン ト の t/ テ スト を 行う 
と , 1 守 の 有意 水準 に お いて , 身長 で は 男子 3 年 生 は 銘 
曳 卵 を 保有 し て いた 者 に お いて , 発育 の 低下 が 有意 義 で 
あり , 男子 4 年 生 は , 昌 卵 陰 転 し た 者 に お いて 増加 が 有 
意義 で あつ た 。 体重 で は 女子 4 年 生 が 虫 卵 を 保有 し て い 
た 事 に より 発育 の 低下 が , 背筋 力 で は 男子 1 年 生 の 是 罰 
陰 転 出来 な か つた 者 及び 男子 3 年 生 の 昌 卵 保有 し て いた 
者 に お いて 発育 の 低下 が 有意 義 で あつ た 。 そ の 他 の 種目 
に は 有意 義 で ある 者 を 認め な か つた 。 

以上 総括 的 に 見 て 釣 虫 保有 に より 体 格 の 発育 が 悪く , 
銘 虫 陰 転 に より 体格 の 発育 が 好転 する も の と 考え られ 
る 。 


97. 釣 是 の 移 疫 学 的 研究 
銘 虫 体 抽出 物質 の 毒性 試験 並び に 種 
々 な る アレ ルギー 性 反応 に つい て 
群 大 衛生 
鈴木 未 南 ・ 佐 野 基 人 


Studies on the diagnosis of hookw- 
orm diseases. (IIL) Immunologicgl 
studies on hookworms (47cyzos7 の - 
7 の C の 727427777。 /Wec の 0 の 22677C の 724S- 
47cy/s7972 の 24 の 62476) . 
Ineo Suzuki, Motohito Sano 


犬 釣 成 虫 体 成 分 より の 抽出 物 に よる 人 多 虫 症 患 者 の 皮 
内 反応 , 洗 降 反応 , Middlebrook-Dubos の Haemagg- 
lutination test 等 に つい て は 逐次 寄生 虫 学会 に 発表 し 
た 

今回 は 之 等 抽出 物 が マウ ス 及 び 家 各 体重 に 及ぼ す 影 
狼 , 家 束 血 像 の 変化 , 及び Necator americanus, Anc- 
yiostorma duodenale と Ancylostoma caninum と の 
アテ アレルゲン 性 の 相互 関係 を Arthus 現象 , Shwartzman 
現象 を 通し て 追究 し た 。 

1) マウ ス 体 重 に 及ぼ す 影響 。 犬 釣 虫 分 社 前 抽出 物 
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(A), 同和 蛋白 分 訓 (P), 同 多糖 類 分 訓 (C), Necator a- 
mericanuS 分 因 前 抽出 物 (NA), Ancylostoma duoden- 
ale 分 市 前 抽出 物 (DA), 夫々 1 :1000 を Maus 腹 藤 皮 
下 に 0.5cc 及び 1.0cc 多 注 射 し た が , (P) を 注射 し た 
も の が 最も 体重 増加 が 少な か つた 

2) 家 各 体重 に 及ぼ す 影 絡 , 上 記 を 夫々 1cc/1kg 隅 
日 3 回 静 注 し た 。 何 れる も 体重 の 減少 を 見 た が (NA) は 長 
ゃ 不 閉 明 で あつ た 。 

3) 家 束 血 像 の 変化 , 上 記 
回 静 注 後 6 時 間 よ ょ り 好 酸 球 の 増 多 
認め た 。 

4) Arthus 現象 , 各 分 訓 を 夫々 1:1000 1cc/1 kg 隅 

3 回 静 注 し 7 日 , 14 日 , 21 日 目 天 々 1:1000 0.1cc 
を 皮 内 注射 し た 。2 妃 至 3 週 月 に は 著 明 な Arthus 現象 
を 示 し , 何れ に 於 て も 相互 に 共通 な Arthus 現象 発現 因 
子 を も つこ と を 知 つ た 

5) Shwartzman 現 委 
を 夫々 家 束 皮 内 に 準備 し 


の も の を 1cc/1 kg 隔 日 3 
を 何れ の 吾 分 に 於 て 


谷 副 分 1 : 100.1 : 500.1 : 1000 
夫々 1:100 1cc1kg を も つ 


て 意 起 注射 を 行 つ た 用人 ら 。 人 に て も 
相 に 共通 な Shwartzman 現象 発現 因子 を こと と を 
知 つ た 。 


98. 物 是 の 完全 訴 除 の 容易 
な らき "る 場合 の 傘 討 


日 医大 酒田 病院 
岩田 隆 ・ 海 野 泉 
Investigation on the cases of 
hookworm infections which Were 


difncult of elimination. 
Takashi Kishida, Izumi Unno 


概 氏 の 胆道 虫 症 及び 参 木 氏 の 胆 虫 症 と は 別個 に , 昭 
和 25 年 以来 胆汁 内 に 遇 現す る 昌 卵 を 機会 あ る 毎 に 維 察 
し , 就 中 釣 虫 完全 度 除 の 困難 な る 場合 を 検討 する に , 胆 
押 内 迷 入 と 思わ れる 場合 に 於 て 数 回 の 駆 昌 及び メル ッ ァ 
リョ ン 法 を 反 援 実 席 し て も 容易 に 鈴虫 卵 の 消失 せ ざ る 事 
を 注目 する に 至 つ た 。 既に 参 木 氏 も 銘 虫 の 胆 状 内 迷 入 を 
手術 材料 より 証明 さ 東洋 毛 様 線 虫 の 迷 入 の 
ある 事 , 普 虫 の 胆道 内 迷 入 の 場合 の 如き 急性 症状 を 欠 
き , 他 の 合併 症 の 序 に , 又 無 症状 の ま ゝ 完全 駆虫 困難 な 
る 久 虫 保有 者 が 大 多数 を 占め , 胃液 無 酸 者 又は 低 酸 者 に 
腸 汁 内 に 釣 虫 卵 の 証明 され る 事 は 特筆 すべ き 事 で ある 


れ て 居る が , 


・ 第 3 巻 ・ 第 1 号 


【 寄 生 虫 学 雑誌 


メル ッ ァ リョ ン 氏 法 に て 胆汁 を 採取 し て 彼 苦 注入 前 十 ニ 
指 腸 流 及 び A BC 胆汁 を 区 別して 特に B 胆 汁 に 釣 虫 卵 を 
証明 せる 23 例 に 就 い て 甘え る 事 は 胃液 無 酸 18 例 , 低 酸 
3 例 , 正 酸 2 例 で , 大 多数 が 無 酸 者 で も る 。 紫 の 23 例 
中 17 例 は 数 回 の 駆 昌 を 反 覆 し て ゃ 休 虫 卵 陰 転 せ ず 。 残 
り の 6 例 の 内 1 例 は A 胆 汁 に の ふみ 1 例 は 十二指腸 液 の み 
に 証明 され , 1 例 は 正 酸 で 2 回 目 に * 1 隻 排 虫 に より 虫 
卵 陰 転 し , 他 の 3 例 中 2 例 は 無 酸 で 1 例 は 十二指腸 ゾン 
人 1 例 は 2 回 の 駆虫 で 陰 転 し , 1 例 は 低 酸 

3 回 駆虫 し 1102 隻 の 排 虫 後 虫 卵 の 完全 険 転 を 見 た 。 
忠久 は 単 先 の も の あ り , 2 核 , 4 桜 多 く 6 核 駐 稀 に 8 核 








あり 

合併 症 は 色 血 症 5 例 , Pr 災 6 例 , 騙 性 胆 細 炎 3 
例 , 慢性 十二指腸 秋 ご 指 腸 潰 場 1 例 ′ 急性 胆道 

1 例 , 基 の 他 3 例 及 び 全 く 5 $ の 1 例 で , 20 例 
の 大 多数 に 細菌 の 混合 感染 を 証明 し 多少 と も 朋 襲 炎 の 合 
併 症 が 見 られ た 。 展 , 及び 胆汁 内 多 虫 卵 の 完全 陰 転 は 浮 
済 法 , 最後 に 夫人 養 法 に より 決定 し た 

銘 虫 有 除 は ケ ノ ボ ヂ 油 , 四 塩 化 エ チレ ン 又 は 両者 併用 

を 型 の 如く 実 導 し 排 虫 を 大 重 調査 し , 多き は 1, 302 隻 よ 
り 少 き は 1 介 衝 で 必 し も 多数 守 の 場合 に 限ら な い 事 も 
注目 すべ き で ある 。 反対 に 胆汁 内 に 鈴虫 卵 を 証明 せ ざ る 
13 例 は 胃液 正 酸 9 例 , 低 酸 3 例 , 過 酸 1 例 で 1 回 で の 素 
卵 完全 際 転 12 例 , 2 回 で 1 例 と な り 有 駆虫 容 坊 で ある 
排 虫 は 110 和食 よ り 少 き は 1 備 迄 で 寄生 数 の 多少 に よる 差 
異 は 認め られ な い 。 以上 の 如く 完全 原虫 困難 な る 1 つと 
し て 胆 襲 内 迷 入 が 考え られ る 。 猫 現在 動物 実験 を 実 
で あろ る 。 


< 












寺 施 中 


99. 多 目 症 の プロ ム ナ フト ー ル に 
依る 十二指腸 ゲン デ 療 法 
南大 阪 病 院内 科 緒形 一 保 
Treatment of hookworm 
disease by duodenal sonde. 
Kazuyasu Ogata 
1-Bromo-2-Naphthol (以下 1-B-2-N と 略す) を 乳剤 と 
な し , ゾン デ を 以 て 十二指腸 内 に 注入 し 負 虫 症 の 治療 を 
試み た 。 Oo 
乳剤 の 調製 法 並び に 治療 方 法 : プ ビ ム ナ フト ー ル 未 3 
ーー4gr、 ア ラビ アゴ ム 3gr を 沢 鉢 に 取り 微細 に 研磨 す 


( 78 ) 
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を 施 
機能 











昭和 29 年 6 月 (1954)〕 


る 。 次 で 之 に 水 を 滴下 つ ヽ 失 拓 研磨 し 乳剤 を 調製 する 。 

前 印 置 と し て 前 夜食 は 可 及 的 軽食 を と らし め , 就寝 前 
30 多 硫 マ 液 100cc を 投与 し 同時 に 大 ュ ッ プー 杯 の 水 を 
飲用 せしめ る 

媒 朝 は 絶食 と し 早朝 十二指腸 グン デ を 飲ま せ , オリ ー 
プ が 十二指腸 内 に 入 つ た の を 確か め た 後 乳剤 60 cc を 30 
分 間隔 に 2 回 に 分 け 注 入 す る 。 後 1 時 間 し て 30 多 硫 マ 
60cc を 注入 する 。 但し ゾン デ を 長 時 間 飲用 し て 居る 吾 

者 に 相当 苦痛 を 与え る 故 , 現在 は 乳剤 注入 後 直ちに 

ゾ ゲン デ を 抜去 し 1 時 間 乃 至 2 時 間 後に 下剤 を 飲用 せしめ 

て 居る 。 乳剤 は 十二指腸 内 に 入れ る の が 原 法 で ある が , 
ゾン デ が 入り に くい 時 は 胃 内 に 注入 し 同様 の 排 下 及び 卵 
険 転 を 示 し て いる 。 

販 虫 成績 は 1-B-2-N 乳剤 々 注入 し た 20 例 に 於 て 2 例 
に 4 339 条 の 銘 虫 を 排除 し , 17 例 85 用 に 卵 陰 転 を 


> 何 3 例 に ek 2 例 に 鞭 虫 を の し た 事 は 興 
守 2 ある 事 で ある 。 之 を 先 に 行 つ た 4-Bromo-1-Naphthol 
の と 略す ) 注 入 の 卵 陰 転 率 40 用 15 例 中 6 例 , 


及び 四 話 化 エ チレ ン 球 内 服 の 30 用 , 10 例 中 3 例 に 比べ 
る と その 成績 は 廊 好 で ある 

副作用 に つい て も 4-B-1-N 注入 法 で 15 例 中 , 腹痛 7 
例 , 頭痛 , 悪心 , 吐 各 4 例 , 岐 寺 3 例 に 比 し 1-B-2-N 
で は 腹痛 2 例 , 頭痛 , 悪心 , 嘱 吐 各 1 例 で 更に 軽微 で あ 
る 

休 乳 剤 1 回 (4gr) 注 入 に よ つ て 陰 転 し な か つた 例 に つ 

oo 
点 よ り し て ゾン デ 1 回 (4gr), 内 服 2 回 3 gr 宛 計 10 gr 
連続 投与 , 又は 4, 3, 3gr3 e 1 クー ル と し て 行う 
内 服 法 で 良い 結果 を 得 ら れる の で は な いか と 考え る 。 
100. 多 下 駆除 剤 と し て の 四 塩 化 
モチ レ ン の 研究 


稲田 登戸 病院 内 科 
山崎 俊幸 
Studies on tetra-chlor-aethylen as an 
antheiminics of the hookworm. 
Toshiyuki Yamazaki 


釣 虫 症 入院 患者 に 純 料 四 人 塩化 エチ レン 
その 製剤 テト レン (以下 「 テ 」) に よる 又 虫 


66 例 の ヅ ビ = 
(以下 「 四 」) 及 び 


を 施行 し , その 排 虫 率 , 完全 尺 虫 率 , 自覚 的 副作用 及び 肝 
機能 へ の 影響 を 観察 し , 併せ て 相互 の 関係 を 検討 し た 。 
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肝 機 能 検査 は 有 虫 前 後 の プ ロム サ ルフ ァ レ ン 試 験 , 面 清 
高田 反応 , 尿 ツ ロビ リン 体 試験 (Lepehne 氏 法 ), ミロ ン 
反応 に よ つ た 。 刻 虫 は 訴 虫 剤 と し て 「 四 」3.5 一 5 cc,「 テ 」 
19>22 球 と し , 4 日 の 間 隔 で 2 回 施行 し た 。 投 与 法 は 販 
下剤 及び 下剤 の 併用 に より , 4 方 法 に よ つ た 
A 群 :「 四 」 と 硫 麻 に より 2 回 施行 
B 群 :「 テ 」 と 硫 麻 に より 2 回 施行 
C 群 : 「 四 」 と と マシ 油 を 混合 同時 投与, 第 2 回 は 「 四 」 
と 硫 膝 に よる 。 
D 群 : 第 1 回 は 初日 「 四 」1cc, ヒマ シ 油 を 混合 同時 抽 
与 し , 召 日 「 四 」 男 5cc, 女 4.5cc, を ヒマ シ 洒 
に 混合 同時 投与 す 。 第 2 回 は 「 四 」 硫 麻 に よる 。 
排出 虫 体 は 駆虫 後 3 一 7 日 の 全便 よ り 検 索 し 完全 駅 虫 
の 判定 は , ken 施行 後 2 週 目 よ り 3 回 の 浮遊 法 並び 
に 了 瓦 塔 養 法 に より , 忠 卵 及び 仔 虫 を 認め 得 た いも の と し 


子 = ミ り 
7 こ o 結果 は , 


1) A, B, C 群 の 排 虫 率 に は 差 は な か つた が , D 群 
第 1 回 販 虫 法 の 排 虫 率 は 劣る 様 で ある 。 

2) 完全 駆虫 率 より 見 る と , B 群 は A 群 より 劣る 様 に 
思わ れ た 。 

3) 自覚 的 副作用 は 半数 以上 に 肢 量 , 悪心 等 を 認め た 
が , 販 虫 方 法 に よる 差異 は な い 様 で ある 。 

4) 販 虫 に より 全 例 の 約 !』 に 一 過 性 の 肝臓 機能 障 刀 
を 認め た が , 自覚 的 副作用 及び 完全 度 虫 率 と は 関係 が か 
な い 様 で ある 

5) 駆 貝 前 , 釣 虫 に よる と 思わ れる 肝 職 機能 大紀 を 既 
に 認め た も の が 全 例 の 約 に あつ た が , こ これ ら の 症例 
は 隊 剛 隊 に よ り , その 半数 に 更に 機能 検査 上 障 旭 の 
増強 が 認め られ た 。 

6) 「 四 」 は 「 テ 」 より 用 機能 障 旭 を 起す 事 が 少 い 様 で 
あぁ る が , 併用 せる 下剤 の 種類 に は 関係 が な い 様 で ある 。 





101. 多 下 症 に 於 ける 四 人 塩化 エ 
チレ ン に ょ よる 治療 回 数 に 就 い て 
門司 市 財津 吉 写 
Studies on the treatments time of anch- 
yloslomiasis with tetrachlor-aethyliene. 
Yoshinori Zaitsu 
四 塩 化 テ エチ レン (以下 四 ・ エ ) に よる 最小 有効 駆虫 回 数 
は 如何 程 に すれ ば 魏 当 な も の で ある か と 応 5 こと に つい 
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て , 訪 床 実験 を 試み , 更に 四 ・ ェ の 副作用 殊 に 楓 年 感 の 
及ぼ す 逐 響 を も 含め た 成績 を 半 に 報告 する 。 虫 卵 度 は 落 
抹 叶 本 又は 装 便 1g の 飽和 食塩 水 浮 灘 法 に よる ヵ カバー ダグ 
ラス (18x18mm) の 虫 卵 数 を 以 つ て 表わす 。 四 ・ ェ の 用 
量 は 通常 体重 50kg の も の に 3.9g (テト レン 13 球 ) と 
し , 体重 5kg 増減 する 毎 に 0.3g( テ トレ ン 1 球 ) 増 減 す 
る 。 氷 虫 間隔 は 1 週間 と する 

検査 人 員 434 人 中 , 66.1 に 於 いて 四 ・ ェ 楓 町 感 を み 
て いる 。 鈴虫 及 除 成績 は 駆虫 1 同 の 場合 は 貝 卵 度 10 以 
下 , 駆虫 2 同 の 場合 は 虫 卵 度 11 乃 玉 20, 駆虫 3 回 の 場 
合 は 虫 卵 度 21 以上 の 症例 群 に 対す る 卵 際 転 率 を 以 つ て 
比較 と する の が 委 当 で は な いか と 考え て いる が , 双 虫 1 
同 、 虫 名 度 10 以下 で は 本町 感 の な いも の は 79.2 用 , あ 
る も の は 48.2 狐 , 駆虫 2 回 , 虫 卵 度 11 乃至 20 で は 楓 
古 感 の な いも の は 76.5 辺 , ある も の は 36.5 狐 , 双 虫 3 
回 , 虫 卵 度 21 以上 で は 柚 古 感 の な いも の は 71.4 , あ 
る も の は 50.0 用 と 芯 》 様 に 同一 駆虫 回 数 , 同一 虫 卵 度 
で は 員 丁 感 の ある も の は , な いも の に 比べ て 著 陰 転 率 が 
明か に 劣 つ て いる 。 

また 卵 陰 転 系 50.0 を 以上 を 有効 圏 と 阪 定 す れ ば , 最 
小 有 効 駆虫 回 数 は , 虫 卵 度 10 以下 の 場合 で は 四 ・ ェ 楓 
曽 感 の な いも の は 1 回 , ある も の は 2 回 , 中 卵 度 11 刀 
到 20 の 場合 で は 四 ・ ェ 本町 感 の な いも の は 2 回 , ある 
も の は 3 回 , 貝 卵 度 21 以上 の 場合 で は 四 ・ ェ 楓 丁 感 の 
有無 に 拘ら ず 3 回 と 球 う こと に な る 。 次 に 四 ・ エ に よる 
鍋 虫 肛 除 後 , 不全 肛 虫 を 示し た 22 例 に つい て , その 後 
の 駆 昌 を 中 止 し , 検便 だ け を 繰返し 邊 ら 寄 生 率 の 推移 を 
観察 す る と , 四 ・ ェ の 洗礼 を うけ た 麻痺 残存 鍋 虫 は 大 な 
り 小 な り 生 活力 の 減弱 を 来 し , 寿命 は 短縮 し , 死滅 し た 
も の か 或 は 事 弱 し た ま ょ ヽ 排 出さ れ た も る のか, 3 ヵ月 以内 
に 玉 陰 転 を みた も の が 70.7 宅 を 示し て いる し , 9 ヵ月 
以内 に は 全 例 共 , 卵 陰 転 を みて いる 。 こ れ 等 の こと より 
所 計 最 小 有 効 駆 虫 回 数 だ け の 有 虫 を 行 つ て お け ば , 双 虫 
2 週間 後 の 効果 判定 で 不 室 駆 昌 で も つて も , 臨床 的 に 自 
覚 症 状 が 軽快 また は 消失 し て お れ ば , 台 陰 転 に 至る まで 
徹底 的 に 豚 虫 を 行う 必要 は な いも の と 思う 。 
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102. 顕 虫 卵 の 低温 に 対す る 投 抗 カ 
に 関す る 完 研 補 追 特に 導 氏 零下 
21 度 以 下 に 対す る 抵抗 力 に 就 て 
日 本 冷蔵 研究 所 
山崎 繁 ・ 富 田 俊雄 ・ 山 下 太 尋 


Experimental studies on the resisting 
power of ascarisS eggs against low 
temperature: supplement. Especially 
on the resisting power at below-207C.. 
Shigeru Yamazaki, Toshio Tomita, 
Rokuro Yamashita 


顕 虫 卵 の -21?C に 対す る 抵抗 力 に 就 て は 第 13 困 関 東 
部 会 に 於 て 大 要 を 発表 し た 。 今回 は 発育 中 期 卵 並び に 仔 
東 包 臓 久 に 較べ て 傍 に 強い 抵抗 力 を 有する 単細胞 期 卵 の 
短期 間 死 滅 を 目的 に -25?C 一 -70*C の 低温 度 を 乃 間 的 に 
作用 させ , 如何 な る 影響 を え る か に つい て 実験 を 行い 
興味 ある 知見 を 得 た の で 報告 する 。〔 実 験 材料 及び 方 法 ] 
成 吉 豚 融 虫 の 子宮 未 仙 か ら 摘 出し た 新鮮 虫 卵 を 1/20.000 
フラ ラスキン 添加 1 NaCI 溶液 内 に 懸 濁 せしめ , 輝 を 
12 本 の 薄肉 小 試 験 管 に 分 注 し た 。 対照 に 2 本 と り , その 
他 は 2 本 宛 ド ライ アイ ス と アル ュー ル を 用 いた 冷 革 器 中 
に 訟 て -25?, 30?, 40?, 50? 及び -70?C の 各 低 温 で 約 5 
秒間 凍結 し た 。 小 試験 管 の 中 心 光度 は 熱電 対 を 用 いて 観 
測 し た 。 面 し て 各 一 部 は 直ちに 他 の 一 部 は 12 日 間 -21“ 
C に 冷 臓 し た 後 , 277C に て 培養 し 各 試 料 に つい て 3 日 
目 毎 に 虫 卵 100 個 を 数 え ぇ 発育 状況 , 生死 等 を 観察 し た 
〔 実 験 結果 ](1) 低温 作用 後 直ちに 解 量 し た 虫 魚 は -30"C 
以上 の も の に は 形態 的 に 異常 は 認め られ な い が , -40"C 
以下 の も の で は 卵細胞 内 に 亀 香 を 生じ , 殊 に -70"C で 
は 細胞 各 粒 の 崩壊 が 顕著 な も の が 認め られ る 。 (2) 培養 
結果 か ら -40?C 以下 の 低 汐 は 虫 卵 に 対し て 特に 強い 影 
響 を 与え る こと が 覗 わ れ , 殊 に -21"C に 12 日 間 後続 凍 
結 し た 試料 の 培養 に 訟 て は その 影響 が 明か に 認め られ 
る 。(3) 低温 に 対す る 顕 虫 卵 死滅 の 限界 は -30*C と -40" 
C と の 間 に あ る 様 に 推測 され る 。 
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103. 上 癌 是 威 染 予 防 に 関す る 研究 
第 II 報 熱湯 多 理 に 依る 野 茶 天 の 附 基 せ る 仔 虫 包 蔵 
卵 撲滅 の 効果 並 に 野 茶 の V.C 含有 量 の 減少 慶 合 
九 大 第 三 内 科 森 米 夫 
Studies on the simple practicable method 
of preveniions of Ascaris infection. 
IT. An effect of soaking the vegetables 
with the fally embryonated eggs in 
boiling Water, and a decreasing of 


vitamin C contain in same manner. 
Yoshio Mori 


当 教室 で は 先 年 来 福岡 県 玄 穂 郡 足 白 村 に て 簡易 訪 上 感 
染 予 防 法 と し て 野 楽 漬物 類 の 熱湯 負 理 の 大 衆 化 を 提 叶 
し , 之 を 実施 観察 し , 相当 の 効 果 を 改め て いる が , 顕 虫 
感染 予防 の 目的 で 実際 に 野 楽 漬物 類 に 熱湯 処理 を 加え た 
場合 の 鯛 虫 卵 撲 減 効 果 に つい て は 何 未 だ 未知 の 点 が 残 つ 
て いる の で 第 1 報 に 引続き その 基礎 約 実験 を 行 つた 。 

基礎 前 実験 法 は 前 回 と 同様 容量 約 2 7 の し まい 棚 に 野 
楽 を 入れ , 沸騰 水 を 柄 析 で 注ぐ 方 法 と 釜 の 中 の 沸騰 水 に 
直接 浸す 方 法 で ある 。 実験 材料 と し て 白 薬 を 用 い , 先 づ 
代 便 中 の 顕 虫 卵 を 瓦 培養 し , 27?C の 貞 卵 器 に 入れ , 菩 
葉 後 15 日 目 に 通 卵 器 よ り 取 出し , 発育 の 有無 を 検 し , 
之 を 人 工 的 に 白茶 に 附 蒼 せしめ , 腐 湯 女 理 を 行 つた 。 誤 
湯 負 理 後 良 く 洗 光 し , その 水 を 遠心 沈 滅 し , 顕 虫 卵 を 集 
め , 之 を 検 鏡 し , その 顕 虫 卵 の 生死 の 鑑別 を 行 つた 。 判 
定 法 と し て 顕 虫 卵 百 個 以 上 を 数 え , 吉 湯 女 理 を 加え ぬ 培 
低 卵 を 対照 と し , 補正 し て 百分率 を 求め た 。 生死 の 鑑別 
は 型 熊 的 に 変化 の な い の は 総 べ て 生き て いる も の と し て 
区 別 し た 。 以 上 の 基礎 約 実験 の 結果 沸騰 水 に 浸け る 方 法 
で は 5 秒 で 77 22, 1 分 以上 で 完全 に 死滅 する 。 沸騰 水 を 
か ける 方 法 で は 30 秒 で 55 完 死 滅 し , 2 分 30 秒 で 完全 
に 死滅 す 。 前 回 の 未成 熟 卵 を 使用 せる 時 も 同様 な 結果 を 
但 た の で 未成 惑 卵 , 成熟 卵 を 死滅 させ る に 要する 時 間 は 
ほ ゞ 同一 で ある 。 双 今回 の 実験 で は 型 熊 的 に 生死 を 鑑別 
し た の で 生き て いる も の ヽ ゝ 中 に も 相当 数 の 死ん だ 怠 虫 卵 
を 含み , 且つ 生き て いて も 感 菜 能力 の な いも の を 含ん で 
いる と 思わ れる の で 感染 率 は 再 に 低下 する も の と 考え ら 
れる 。 以上 の 実験 は 特に 生野 茶 を 直接 摂 食す る 際 意 義 が 
ある 。 幸 湯 処理 に 際 し , 野 楽 内 部 の 濁 度 の 変化 を 時 間 的 
に 見 た 所 , 30 秒 で 約 67.7?C で 最高 を 示し , その 後 汰 次 
下降 し て いる が , 之 は 野 茶 並び 熱湯 量 に 依り 可 成り の 誤 
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差 が ある 。 つ いで 栄養 学 的 立場 か ら 熱 湯 負 理 に 偽る 野 薬 
の V.C 含有 量 の 減少 度合 を 時 間 的 に 見 る と 絡 V.C 量 
は 30 秒 で 77.6 狐 , 60 秒 で 61.2 巡 , 1 時 間 者 沸 す る こ 
と に 依 つ て 43 に 減少 する 。 
以上 の 実験 は 基礎 約 の も の で 実際 に 行わ れ て いる 方 法 
並び 型 熊 的 に 生き て いる 判定 し た 仔 虫 包 蔵 卵 の 感染 能力 
に 就 い て は 再 に 研究 を 要する 。 
( 予 研 寄生 東 ) 小宮 主 孝 
沸 と う 湯 を 「 か ける 」 の と それ に 「 漬 ける 」 の と 例え ば 2 
分 間 と いう 両 差 の 方 法 の 差異 を 具体 的 に 承り た い 。 
株 底 夫 
「 か ける 」 と は 桶 に 野 茶 を 入れ , 上 上 か ら 柄 栓 で 沸騰 水 を 
注ぐ 「 潰 ける 」 と は 桶 に 沸騰 水 を 入れ て お いて 野 茶 を 入れ 
る 「 2 分 間 」 と は 「 か ける 」 場 合 は 柄 枯 で か け 終 つて か ら 2 
分 間 又 「 漬 ける 」 場 合 に は 沸騰 水 に 完全 に 漬け て か ら 2 分 


104. 貞 目 感染 予防 の 研究 (第 九 報 ) 
尿 尿 の 二 硫 化 狭 素 処 理 に よる 上 虫 威 
楽 予防 の 野外 実 際 成績 と 野 茶 の 薬剤 
処理 に よる 曲 是 威 染 予 防 実 陣 成 績 
3 大 
松村 査 雄 ・ 友 松 新 宝 ・ 織 田 敏 度 
竹内 政夫 ・ 寺 尾 宏一 邸 ・ 後 藤 敬 子 
前 橋 刑 務 所 浅川 守 購 
Study on prevention of Ascaris inf- 
ection (IX Report). Results of field 
and laboratory investigation on 
prevention of ascaris infection by 
CS。 treatment of night soil and 
chemical treatment of vegetables. 
Tatsuo Matsmura, Singo Tomomatsu, 
Toshiro Oda, Masao Takeuchi, 
Koichiro Terao, Keiko Goto, 


Moritane Asakawa 


1) 殿 尿 の 二 硫 化 炭 素 學 理 に ょ る 。 名 昌 感染 予防 の 野 
外 実 験 成績 


ィ ) 前 橋 形 務 所 に 於 ける 成績 実験 対象 : 前 橋 形 務 所 


履 容 者 368 人 , 実験 期間 : 昭和 28 年 7 月 上 旬 よ り 29 年 
1 月 下旬 まで 。( 人 現在 続行 中 )。 実験 方 法 : 全員 の 検便 
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を 行い , 名 昌 卵 保有 者 の 駆虫 を 実 如 し た 。 (昭和 28 年 8 
月 上 旬 ), 氷 虫 薬 は 。 サン トニ ン , 肥 び マク = ニン S を 用 
いた 。 後 検便 は 9 月 上 旬 に 行 つ た 。 殿 尿 の 二 硫 化 炭 素 処 
理 は 7 月 下旬 より , 引 続 い て 行い , 肥 溜 に , 二 千 分 の 一 
の 割合 に 投入 し , 2 週間 の 間 毎 日 1 回 宛 捜 振 さ せ た 後 , 

施肥 せしめ た 。 昭和 29 年 1 月 下旬 , 更に 全員 に つい て , 
後 検便 を 実験 し た 。 実験 成績 : 虫 卵 保有 者 率 は 駆 虫 後 
の 3.8 が 予防 期間 5 ヵ月 後 7.6 用 と な り , 秋 の 季節 の 

_ 感染 を 著しく 防ぎ 得 た 。 

ロ ) 富士 見 村 に 於 ける 肢 外 実験 成績 実験 対象 : 感 馬 
県 勢多 群 冨士 見 村 の 5 部 落 407 人 。 実験 期間 : 昭和 28 
年 7 月 下旬 より 昭 和 29 年 1 月 下旬 まで 。 実験 方 法 : 全 
員 の 検便 後 , 顕 東 卵 保有 者 の 駆虫 (8 月 上 旬 )。 駆 虫薬 は 
マク ニン S 使 用 。 8 月 下旬 と 吾 年 1 月 下旬 に 再 検便 , 実 
験 成績 : 駅 虫 後 の 虫 卵 保有 者 率 34 用 が 予防 期間 後 53 
錠 と な り , 19 の 増加 を 示 し た 。 一 部 落 こ ついて, よそ 
の 野 楽 を 食べ た 群 と , 食べ な い 群 の 保有 者 率 を 比較 し た 
多 , 前 群 の 顕 虫 卵 保有 者 率 の 増加 は 57.2 2, 後 群 で は 
3.5 用 で あつ た 。 

2) 肢 楽 の 楽 剤 負 理 に よる 顕 虫 感 菜 予防 実験 成績 

ィ ) 野 茶 を ,。 ヘ キ シ ー ル レゾ ル シ ン 水落 液 に 24 時 間 
肖 し た 名 , その 附 産 虫 卵 の 死滅 率 は 87 用 で あつ た 。 

ロ ) 激 度 一 激 度 加里 液 に , 野 茶 を 浸す 時 , 水 107 に 対 
し , 高 濃度 決 度 一 汰 度 加里 液 を 3cc の 割合 に 入れ た 場 
合 に は , 24 時 間 , 40cc の 視 合 に 入れ た 場合 に は , 1 時 
間 で , 台 虫 卵 は 100 巡 の 死滅 率 を 示 し た 。 


105. 貯留 尿 中 の 昭 是 卵 
死滅 機 韓 に 就 て 
前 橋 保 健 所 大 沢 正夫 
群 大 小児 科 織田 敏郎 


Mechanism on the death of ascaris-eggs 
in stored mixtare of stool and urine. 
Masao Osawa, Toshiro Oda 


礎 汐 尿 灰 中 に 於 ける 虫 卵 の 死滅 機転 に つい て は 従来 
英 然 と 義 便 の 奉 府 或 い は 腐敗 醸 本 に よる も の と され て い 
る 。 ま び づ 殿 尿 中 の 叉 虫 卵 の 死滅 が 醸 欧 , 腐敗 の 何れ を 礎 
ん に する 事 に よ つ で 促進 され る か を 見 る 為 , 殿 尿 の 一 方 
に は 各種 糖 天 を , 他方 に は 蛋白 質 を 多く 含む 魚 内 臓 や 
等 を 夫 10 2 の 割合 に 投入 し , 27 度 角 卵 器 中 に おい 
て , 酸 棚 , 腐敗 を 礎 ん な らし め て 顕 由 卵 死滅 状況 を 観察 


( 82 ) 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 策 1 号 


し た 。 醸 酵 群 で は 2 週間 を 経過 する も 5 内 外 に 止ま つ 
た が , 腐敗 群 で は 1 週間 で 90 多 , 10 日 で 100 多 を 示 
し , 殿 尿 中 の 上 虫 卵 が 醸 酵 より も 腕 - 敗 に より 著しい 影響 
を 受け る 事 を 知り 得 た 。 

次 に 魚 内 臓 及び 由 を アセ トン エー テル 抽出 に より 和 蛋白 
部 分 の 脂肪 部 分 に 分 け , 別々 に 殿 尿 中 に 投じ 映 虫 卵 の 死 
滅 率 を 見 る に , 者 自 添加 尿 尿 で は 10 日 で 100 に 達し 
た が , 脂肪 添加 選 尿 で は 4 週 に 到 つ て 初め て 100 に 達 
し た 。 即ち 魚 内 臓 或 い は 暴 添 如 尿 中 の 顕 虫 罪 死滅 促進 
は , 脂肪 添加 より も 密 ろ 蛋白 添加 に よる 事 を 知 つ た 。 次 
で 純粋 鼻 白 で も る カゼ イン を 殿 尿 に 10 に 加え た 所 , 
曳 卵 は 1 週間 の 短 時 間 で 100 に 死滅 し , 蛋白 分 解 が 
尿 尿 中 顕 虫 卵 死 滅 に 主要 な 役割 を 演じ し て いる 感 を 強め 
7 こ O 

次 に 看 自 添加 殿 尿 と 無 添加 尿 尿 に つい て , アミ ノ 酸 , 
アル モニ = ニア, フェノール, 硫化 水素 等 の 日 時 的 変動 を , 
ベー バー クロ マト グラ フ , 呈 色 反応 及び 定量 法 に よ つ て 
追求 し た 。 そ の 結果 アミ ノ 酸 に つい て は グ ゲ ダリ シン , グル 
タ ミ ン 酸 等 約 13 種 を 証明 し , - そ れ ら が 日 を 追 つて 増加 
する の を 認め , アム モニ ア , フェ ノー ル :) 硫化 水素 等 も 
増加 する の を 認め た 。 面 も 算 白 添加 尿 は 無 添加 殿 尿 に 
比 し 此 等 すべ て の 増加 の 程度 が 著 し か つ た 。 こ ゝ に 誕 明 
され た 各種 アテ ミノ 酸 の 1 溶液 に 就 いて 装 便 中 の 細菌 に 
より 分 解 さ し め , 顕 虫 卵 へ の 影響 を 見 て , 数 種 の アァ ミノ 
酸 の 分 解 の 際 に 高い 殺 卵 力 を 認め た 。 即 ち 含 硫 ア ミノ 酸 
で ある メチ オニ ン 及 び チ スチ ン を 分 解せ し め た 場合 に 顕 
虫 は 夫々 1 週 及び 2 週 で 100 に 死滅 し , 双 そ ノア ミノ 
カル ボン 酸 で ある ロイ シン 及び 孝 香 族 核 を 有する チロ ジ 
ン 分 解 で も 可 成 り の 死滅 率 を 示 し た 。 

之 等 の 実験 は 昭和 25 年 以来 本 学会 で 一 部 報 吾 し て き 
た 所 で ある が , 以上 より 寿 溜 尿 尿 中 の 曳 卵 死滅 因子 の 
主要 な も の は , 化学 因子 で あり , 面 も 和 蛋白 分 解 産物 で あ 
り , その 中 に メル カプ タン , 硫化 水素 , アム モニ ア 。 フ 
ェ フ ノー ル 等 を 数 え 得 る と 考え る 。 
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106. 二 硫 化 狭 素 尿 尿 処理 に よる 
一 村 短 生 晶 撲滅 に 関す る 研究 
岐阜 大 寄生 素 
森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 穂 
永田 三 期 ・ 水 町 晴 重 


On the extermination of 
intestinal helminthes with CS。. 
Tetsuo Morishita,。 Mizuho Kobayashi 
Jiro Nagata, Harushige Mizumachi 


1953 年 7 月 以来 可 阜 県 加茂 郡山 ノ 上 村 で 寄生 昌 撲 滅 
実験 を 開始 し た 。 この 村 は 文字 通り 山 ノ 上 村 で 海抜 140 
米 以 上 の 高位 に あり 野 茶 は 自 答 自 足 し て 居る 人 2, 500 
総 面 積 11.27 平方 御 の 台地 に あり 周囲 の 町 村 か ら 隔 離さ 
れ て 居る 。 

7 月 中 旬 1, 812 人 に 検便 を 行い 72.19 2 の 寄生 率 で 内 
遇 昌 は 55 22Z で あつ た 
クニ ン 製 剤 で 治療 を し 8 月 中 旬 1, 462 人 に 検便 を 行い 
24.9 用 の 魚 昌 保有 者 と な つた 。 これ に アス カリ ドー メル 製 
剤 で 駆 昌 を 行い 9 月 下旬 1, 678 人 に 検便 を 施行 し 遇 虫 保 
有 者 21.6 ダ こ れ を サン トニ = ニン , マク ニン 製剤 で 駆虫 11 
月 初旬 1, 312 人 中 17.9 22 の 顕 虫 保有 者 を 見 た 。 同 剤 で 
駆虫 し 1 月 上 旬 1, 191 人 の 検便 中 19 22 の 昭 虫 保有 者 を 
見 た 。 こ の 内 新規 検便 提出 者 が 毎 回 多少 あり し か も 初め 
か ら 全 然 駆 虫 効果 の な か つた 者 10 を 含む 。 サン トニ = 
ン , ジ ゲ ニン 酸 合 剤 を 駆虫 薬 と し て 用 い 3 月 下旬 検便 を 
施行 し た が 1, 096 人 で 魚 虫 保有 率 は 22 2 と や ヽ 上 昇 し 
た 。 新 感染 者 は 1 月 迄 は 余り な い 様 で あつ て 3 月 に 至 つ 
て や ヽ ゝ 増し て 来 た 様 で ちあ る 。 この 間 8 月, 10 月 , 12 月 
と 会 村 の 展 尿 溜 中 に 二 硫化 炭素 を 強制 投入 し た 。 
この 村 の 駆虫 と 殿 尿 負 理 は 更に 継続 し て 銀 察 出来 る の 
で 疫学 的 考察 は 次 の 機会 に 評 る 。 


この 者 に 対し て サン トニ ン ,。 マ 


107. 都市 道路 上 土壌 魔 頑 の 
短 生 昌 卵 検査 成績 
東京 都 術 研 今 園 義盛 


Incidence of parasitic ova 
in soil on road in Tokyo. 


Yoshimori Imazono 


筆者 は 先 に 洪水 後 都市 道路 上 か ら 多数 の 寄生 虫 卵 を 検 
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出 , 基 の 成績 は 既に 報告 し た が , 今回 都市 に 於 て 人 開 を 
波 取 る 際 , 道路 上 に 肖 取 棚 を 集積 する 場所 の 土壌 遼 堪 を 
検査 し た 結果 , 其処 を 中 心 に 甚だ 濃厚 に 寄生 昌 卵 が 存在 
し て 居る 事実 を 知り 得 た 。 

叉 土壌 , 塵 表 の 検査 に Wildman trop frask を 使用 
集 卵 を 行い 好成績 を 得 た の で 併せ て 報告 する 。 

検査 場所 

文京 区 内 で 大 塚 仲町 を 中 心 に 10 ヵ所 の 道路 上 で 棚 の 
集積 場所 か ら 土 壌 を 採取 検査 し た 。( 表 1 ) 














第 一 表 検査 場所 
ーー 新 大 塚 駅 時 
ーー ジーー ゆ りー 
き / | 
者 
ミ [ ル TE 
く 
| / 
検 相 方 
洪 舎 場所 


道路 上 約 30 cm 平方 か ら 小 石 其 の 他 爽 離 物 を 除き 土 
壌 を 採取 , 金 綱 で 飾 い , 30gr を Wilqdman frask に 入 
れ , 30 を テン チ ホ ルミ ン を 適量 加 へ , 材 で 充分 所 振 後 静 
置 沈 滅 せ なせ し め , 上 澄 を 彼 て , 之 に 硫 苦 , 食塩 飲 和 溶液 
(比重 1.250 一 1.290) を マム ュ 栓 上 5.6 cc 余る 程度 に 加 
え , 充分 擬 振 , 一 書 夜 放置 後 , マム 栓 を 中 の 液 が 動揺 し 
な い 様 に 引上げ マム 栓 上 に 溜 つ た 液 2.3cc を 大 型 沈 江 
管 に 採り , 水 を 満 し 比重 を 落し , 憶 心 沈 湯 , 沈 溶 全部 か 
ら 標 本 を 作り 検 鏡 し た 。 

検査 成績 
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第 二 表 検査 
検査 検査 遇 虫 卵 ! ピ 1 
場所 量 ーー 一 暫 。 填 
単 和 柔 上 仔 高 変 
L 3 を あ .3 1 妨 一 7 … 厩 
2 ク 中 "ーー 一 ーー 
ほ 。。 ル 綴 。 5 一 一 一 昌 充 
間 
5 ヶ 人 ^ iR ] 
9 ーッ コ 導 に を 
7 ヶ ウケ 。。 ニー ピ 5 3 
8 レス 1 5 ーー ク て 時 2 
M mw 4 一 一.44-.1 一 。3 
10 。 ヶ 33 19 - 3 。 2 3 60 
計 30g 166 36 1 58 27 29 297 
結論 


検査 の 結果 次 の 結論 を 得 た 

1) 都内 で 波 取 棚 を 集積 する 通路 上 に は 寄生 虫 卵 , 特 
に 魚 虫 卵 , 鞭 虫 卵 が 濃厚 に 存在 し て 居る 。 

2) 魚 昌 鋳 は 感染 可能 な LAN 多数 見 出さ れ 


に 


7 こ o 


3) 土壌 の 検査 に Wildman trop frask を 用 い 浮遊 
液 更に 比重 を 落し, 虫 卵 を 選 心 沈 渡し て 検査 し た 結果 好 
結果 を 得 た 。 

4) 都市 に 於 ける 顕 虫 の 感染 は 生野 楽 , 漬物 の 外 , 人 
美波 取 及 び 運 搬 作 業 等 に より , Mo WAN 
(により, ほこ り を 介し て な され る 事 も 重要 な る 一 因子 と 
考え られ る 。 


108. 京都 府下 一 岩村 に 於 ける 
寄生 晶 | 避 政 (第 4 絆 う 


京都 府立 医大 動物 
藤 井 満 


On the intestinal helminthes in 
a village of Kyoto Prefecture. 
Mitsuru Fujii 


1) 昭和 28 年 内 に 於 て 顕 虫 の 感染 率 は 次 第 に 低下 し 
年 末 に は 年 初 ( 2 月 62.0 ) の 約 2/。 (12 月 46.5 用 ) に な 


2 あと > 
2) 陽 転 率 は 8 月 及び 12 一 2 月 に 頂点 を 有する 2 つの 
山 を 持つ た カー ブ を 描く 。 即ち 晩 春 及 び 秋 に 虫 感染 の 
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ピーク を 有する 。( 2 月 43.8 , 8 月 29.7 狐 , 12 月 33.9 
ダ ) 

3) 陰 転 率 は 月 と 共に 上 昇 し 途 に 陽 転 率 を 上 廻り , 以 
後 概ね この 傾向 を 持続 し て 居る 。 之 は 先 の 感染 率 の 低下 
と 共に 駆虫 及び 予防 策 の 成果 の 現れ と 思わ れる 

4) 再 陰性 者 率 は 8 月 (29.2 )12 月 (37.8 用 ) に 2 つ 
の 谷 を 有する カー ブ を 描き , 2) に 逃 べた 事実 を 襲 書 し 
> れる 。 駐 再 陰 性 者 率 は 月 と 共に 上 看 We 
再 陽 作者 率 を 下 廻 り , 3) の 事実 を 裏 害 し て 居る 様 に 思 4 





れる 。 人 条 再 陰 ( 陽 ) 性 者 と は 毎回 の 検便 に 於 て , 拉 回 父 は 
交 々 回 に 於 て も 陰 ( 陽 ) 性 を 示 し た 者 で , 検便 は 2 カ月 毎 


5) 土壌 中 顕 昌 卵 の 総数 は 4 月 (295) 一 6 月 (453), 11 
月 (291) 1 月 (696) に 2 ッ の 山 を 有する カー ブ を 描き 

岐 率 及び 再 陰性 者 率 の カー ブ が 示す 事実 の 裏書 を し て 
居る 。 仔 虫 包 蔵 負 の 示す カー ブ も 略 ょ 之 に 平行 し て 居 


6) 総 発育 率 は 一 年 を 通し て 420 一 250 の 間 に あり , 
余り 大 き な 変 動 は な い が , 梅雨 期 前 後に 於 て 高値 を し 
6 月 (416.8) は 最高 で ある 。 

7) 仔 貝 包 蔵 卵 の 示す は 梅雨 期 前 後に 於 て 高く 6 月 
(79.2 辺 ) は 最高 で ある 。 何 7 月 に 於 て 土壌 中 顕 虫 卵 の 
成績 に 大 き な 変 動 の ある 原因 は 現在 の 所 解明 し 難い 。 

8) 改良 便所 設置 家庭 所 有 地 の 一 戸 平 均 生 卵 数 は 非 設 
習 家 庭 の それ に 比 し 常に 低位 に あり , 改良 便所 は 若干 の 
効 す る も の と 思わ れる 。 

9) 改良 便所 を 検便 成績 より 観る 時 は , 非 設置 家族 と 
の 比較 成績 は 不定 で ある が , 両者 共に 年 月 の 経過 と 共に 
減少 し て 居る 。 然し て 減少 の 傾向 は 設置 家族 の 方 が 著 明 
で ある 。 唯 表 が 基 だ 少 い ヽ の で 何 将 来 の 検討 を 要する 。 


109. 清 淳 野 楽 土 震 に むける 
答 生 是 卵 の 問題 


予 研 寄生 虫 和泉 精 一 ・ 小 宮 義 孝 
東京 農大 伊東 信吾 


On the parasite eggs in the soil 
of sanitary Vegetable garden. 
Seiichi Izumi, Shingo Ito, 
Yoshitaka Komiya 


a. 群馬 及び 長野 県 基 村 より 採取 の 清浄 野 茶 土壌 に 関 
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野 茶 (上 電 及び 


し 検査 せる 成績 に 偽 る と , 前 者 の 場合 , 
根 楽 数 種 ), 土壌 共に 人 体 寄生 昌久 は 陰 陸 で , 又 後 者 で 
は 数 ヵ所 の 土壌 に 於 いて 少数 (4 一 1 個 ) の Rsse 
個 の 鞭 虫 卵 を 検出 , 且つ 照 虫 卵 の 大 部 分 は 仔 虫 包 有 卵 で 
あぁ つた が , 葉 楽 (11 株 ) で は 陰性 , 唯 全 部 を 通じ て 1 一 2 
PR を 認め た に すぎ た ない 。 
検査 土壌 は 各 * 10g で ある 。 従 つて 清浄 土壌 で 少数 の 
存 下 卵 は 農産 ゃ する 汚染 の 危険 性 は 殆 ん ど な い と 
見 て よい 


b。 クロ ー ル 


ト (1/2 万 反落 





ピク リン 消毒 の 試験 土壌 を 木 航 及び ポッ 

※ 相 の も の ) に 感 り , 更に ポッ ト を 帰 地 状 能 
含水 区 と 癌 燥 区 に 分 け , 前 者 で は 一 般 畑 地 状態 の 含水 量 
50 2 内外 を 保 た せ , 後者 は 幕 如 状態 30 を 続け , す べ て 
自 さ イン ト 塗 トタン 刷 板 で 習 蓋 を 常時 用 いた 。 木 和 は 和 
理 区 , 無常 NNE 分 け , いづ れる 無 作物 で , 削 
応じ 中 耕 土 審 を 行 つ た 。 次 に これ ら に 人 葉 展 る 











けり 者 は 時 官 に 
施 』 選 画 木 





KK < / 
航 で は 材 土 し た 。 供 試 土 壌 は 一 定期 間 を 斬 き Wolf 氏 式 
土壌 保水 力 測 定 器 を 用 い , 採取 , 衣 糖 液 浮 洪 集 卵 法 に よ 
し た 


り 員 虫 卵 の 越冬 状況 及び 生存 期間 に つき 観察 し 
(1 月 16 日 ) 後 3 月頃 まで 銅 虫 卵 の 死滅 及び 
られ ず , 7 月 4 日 (169 日 目 ) 採取 の も る の で 大 部 2 


他 虫 名 有期 まで 発育 し , ポッ ト 乾 培 区 の も の で に SN 





半 至 が 玩 滅 し て いた * > ッ 
通じ 殆 ん ど 変 動 は 見 られ な か つた が , 終 回 (357 日 目 ) に 
於 いて 仔 則 包 有 卵 の 或 る yo ま 作 す 。 504 日 目 


に 追加 採取 せる 木 柏 内 土壌 で な お 生存 仔 虫 包 有 族 を か な 
ね め た 。 駐 新 た に 11 月 11 日 施肥 の 土壌 で , 約 2 ヵ 月 
後 な お 魚 虫 天 は 単 一 綱 胞 期 に 止ま つて いる の を 認め た 。 

c. 魚 昌 卵 の 地上 に 於 ける 飛散 附 道 率 に 関し , 模型 を 
使用 し 行 つ た 実験 結果 に 依 れ ば , 学 『 率 は 降雨 開始 後 
( 全 降 雨量 98 mm, 10 分 間 8mm, 40 分 間 40.3 mm, 風 
速 北東 1.98 米 / 秒 ) 5 一 10 分 間 に 最も しみ 殊 に 飛 土 し 
な い 平 地 の 場 合 汚染 率 は 最大 , 圭 土 し た 場合 と か 峠 間 に 
即 肥 し た 場合 は 減少 する 。 施肥 後日 を 経過 す る に 従い , 
附 着 の 制 合 は 減る 。 何 : な 地 」 ト 30 cm 以内 で は 葉 の 地上 
より の 距離 及び 葉 の 傾斜 の 有無 は その 附 瘍 率 に 左 し て 関 
係 す る と も 思わ れ な か つた 。 
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110. 厚生 省 式 改良 便所 の 
第 5 報 ) 

京都 府立 医大 ・ 川 井内 科 

横田 科 ・ 竹 内 覚 ・ 尾 上 信 一 


Researches on improved privy. V. Epi- 
demiology of Ascaris in two villages 
where improved privies are used. (2) 
Minoru Yokota, Satoru Takeuchi, 
Shinichi Ogami 


前 報 に 引続き , 京都 府 船井 郡 瑞 穂 村 質 美 及び 同 郡 高原 
村 下 山 字 知 野辺 に 於 て 昭和 24 年 来生 つて いる 厚生 省 式 
改良 便所 に よる 顕 虫 防 過 作 業 の 本 年 度 の 成績 を 報告 す 

本 年 度 中 に 全戸 に 200 ュ 完 成 , 使 し て いる 。10 月 の 装 
便 検 査 で は , 697 人 に つき 顕 虫 66.2 用 , 鞭 虫 26.3 を , 
鍋 虫 3.8 用 で ある 。 前 年 度 か ら 2 回 の 駆虫 を 行 つ た 。25 
年 度 80.7 に 比 し 瀬 減 の 傾向 に 

答 便所 に つき ee を 行 つ た 。 今 , 投入 水量 

決定 する と 思わ れる 第 二 槽 上 部 内 容 の 比重 は 172 ュ の う 5 
や 1000 一 1001 RW う が PsiIDAN と ) も あ る が 26 年 度 に 
比較 すれ ば 減少 し て いる 。 又 同 部 に スカ ム を 認め る も の 


こ は あ る 。 


196 中 44 ュ (22.4 ) に ある 。 何れ も 投入 水量 の 大 な る 
を 思わ せる 。 it 人 35 ュ の うち 300 cc 中 罰 数 10 


未満 10, 100 未 満 8, 1000 未 満 12, 1000 以上 5, 生 鋼 
重罪 数 は 0 が 24, 10 未満 6, 100 未満 3 で 之 も 一 昨年 度 
に 比 し 好転 し て いる 

その 畑 土 壌 85 に つき 眼 虫 卵 を 検査 する と 21 っ に 
検出 し , 16 ュ に 成熟 卵 を 認め る 。 

2。 知 野辺 

既に 全戸 に 完成 。 29 年 3 月 現在 魚 虫 42.3 22, 圭 虫 40.5 
, 急 虫 1.8 2 で ある 。 昨年 度 は 毎月 平均 感染 率 が 11.0 
で あつ た が , 本 年 度 は 3.5 多 と 減少 し た 。 従 つて この 
1 年間 2 回 の 駆虫 で , 保有 率 の 増減 が 認め られ な い 。 

一 方 同一 字 の 他 の 小字 の 顕 虫 保有 幸 は 53.4 一 72.9 2 
を 示し , 当 部 落と 著 差 が な い 。 この 点 考 究 の 余地 が あ 
る 。 

便所 内 容 
(9.6 ) に 過ぎ ず , 毎年 好転 し て いる 
だ 良好 で ある 


= 


ロ テ ょ > 
8 補 


液 の 比重 1000 て 1001 の も の は 31 ュ ! と つき 3 
駐 質 美 に 比 し 基 
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魚 虫 卵 数 は 一 般 に 少く , 年 昭 昌 罪 数 は 1 月 2 っ の 便所 
に 於 て 10 ュ 未 満 認め た 。 

一 般 的 に 良好 で も つと 効果 が 期待 出来 る 管 で ちる が , 
30 戸 中 の 10 戸 が 便所 の 使用 が 素 乱 で , 又 常 に 顕 虫 を 保 
有 し て いる か ら で , 来年 度 は この 10 戸 の 対策 を 講じ た 
い 

3. 多 精 備 環 貯溜 醒 


25 年 12 月 山科 の - 


吉 園 に 設置 。 28 年 10 月 個 便 検査 
で は 魚 虫 31.0 2, 叩 年度 と 基 な く , 又 こ の 間 駆 虫 は 行 
つて いた ない 。 設置 前 65.5 用 に 此 し 基 だ 減少 し た 。 隣接 
の 大 津 市 藤尾 町 で は , 60.3 2 を 示 し て いる か ら 効 果 が 上 


ae 人 つ う ) 


111. 左 期 積 堆 地区 に 訟 ける 改良 
便所 普及 部 落 の 短 生 量感 染 と 土壌 


日 大 ・ 酒 田 病院 
際 波 浩 ・ 涯 田 隆 


On parasitic infections and soil 
contaminations in a district where 
the snow remains on earth until 
spring and the layatory of almost 

all families have been reformed. 
Hiroshi Fujinami, Takashi Kishida 

山形 唱 RE * モ デル 部 落と し て 知ら れ 本 

想 も る 相当 普及 され て 居る 山形 県 最上 者 き 曲 村 真柄 部 沙 に 

於 て , 昭和 27 年 8 月 厚生 省 三 醒 式 改良 便所 設 軒 家 族 戸 

昭和 27 年 12 月 検便 ( 塗 抹 法 ) 後 

1 ヵ月 以内 に 看 し , その 遇 答 俳 駆 虫 す る 事 な く 1 年 後 

の 賠 和 28 年 12 月 検 使 ( 浮 渡 法 ) し , 寄生 虫 感染 状況 を 

比較 する に 前 老 Week と は 思わ れ な い 。. 即ち 名 虫 卵 保有 

状況 は 昭和 27 年 12 月 と 1 年 後 の 28 3 JMA 前 者 

は 陽性 者 70 名 中 34 名 (48.6 2), 陰 陸 者 41 名 中 19 名 

(46.3 22), Me 時 8 名 中 6 名 (75.0 ) 陰性 者 2 

名 中 陽性 者 0 名 な り , 鈴虫 は 前 者 は 陽性 者 10 名 中 4 名 

(40.0 2) mA 101 名 中 26 名 (25.7 ), 後者 は 陽性 者 

1 名 中 1 名 , 陰 仁 者 9 名 中 1 名 (11.1 ) な り 。 昭和 28 

年 12 月 の 検便 に よ 卵 保有 者 が 多く な つて 居る の 

は , 集 卵 法 を 採用 し た 為 と 思わ れる 

此 の 地方 は 普通 2 年 間 の 長期 積雪 地区 で ある に も 
拘わら ず , 畑地 土壌 中 顕 虫 卵 は 1 年 余 を 経る も 前 者 後者 


2 木 設 呈 家 放り i に 就 " ( 
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共に 死滅 な せ ず 。 本 年 2 月 及び 3 月 改良 便所 設置 3 世帯 , 
未 設 置 1 世帯 の 各 燃 地 100g を 採り 検査 す 。 当 時 積雪 
60<85 cm, 地 来 温 0.8ー1.2"C, 地下 10cm 約 1. seC. 
20cm 約 2.0 “で , 各 100g 中 の 名 昌 卵 検出 総数 は 最低 
52 コ , 電導 ュ , その 中 仔 虫 期 卵 は 最低 11 ュ , 最高 
28 ュ で , 菩 倫 10 日 後 仔 虫 期 卵 数 は 最低 で も 17 コ , 最高 
55 ュ に 坦 加 2 だ 

則 ち 常に 感染 の 機会 に 明 さ れ て 居る と 蓋 え る 。 猫 三 醒 
目 の 便 を 長く 失 振 し 数 回 検査 せる も 魚 虫 卵 を 証明 し 得 な 
か つた 。 

以上 より 長期 積雪 は 少く も 1 年 余 で は , 土壌 中 魚 虫 卵 
の 死滅 及び 発育 阻止 に 重大 な る ら を 与 え ず 。 隔 つ 改 良 
便 f 設 較 を 意義 も らし むる に は 徹底 的 訴 虫 と 同時 に , よ 
り 高 き 衛生 皿 想 の 向上 が 必要 で ある 。 





112. ビタ ミン Au 買 虫 感 染 
横 医 大 寄生 虫 渡辺 ・ 村 田 
Studies on preventive power of Vitamin 


A palmitate on Ascaris infection. 
H. Watanabe, 耳 . Murata 


問 虫 感染 と ビタ ミン の 関係 に つい て は 今日 倍 不 明 の 点 
多く V.A に つい て は 其 の 欠乏 が 感染 を 容易 に し V.D 
は 基 の 反対 の 態度 を と る も の と 言わ れ て いる が , 何れ も 
V.A の V.D 共存 す る 肝油 を 使用 せる も の で , 純 料 の 
V.A を 使用 せる も の は な か つた 。 従 つ て 人 体 実験 で は 
成績 区 々 に し て 煽 決する 所 が な い 。 臣 に 於 て 吾 等 は 純粋 
の V.A 合成 剤 を 以 て 人 体 実験 を 行い 次 の 結果 を 得 た 
V.A 剤 は 米国 ファ ィ 
(1g 10.0 万 us.p. 単位 含有 ) で V.D を 含ま ざる も の 
を 毎日 5, 000 単位 宛 投与 し た 。 (錠剤 と す ) 投 与 対象 , 第 
ー 対 象 は 埼玉 県 下 某 結核 療養 所 患者 , 第 二 対 象 は 同 病院 
2 患者 , 右 の 内 入院 期間 , 病状 及び 病棟 の 同一 な 串 

を 選び 之 を 略 ょ 同様 の 二 群 に 分 ち 投与 群 と 対照 若 と し 
た 。 作 第 三 対照 は 桂浜 市 内 茶 小 学 を 選び 同様 な 意味 で 児 
童 を 投与 群 と 対照 群 に 分 けた 。 陰性 の 確認 は 昭和 28 年 
9 月 より 毎月 29 年 1 月 迄 検便 を 続行 し , 確認 し た 。 第 
一 , 二 対 象 は 昭和 28 年 11 月 20 日 より , 第 三 対象 は 同 
じ く 4 日 より V.A 剤 を 投与 し た 。 検査 及び 観察 は , 第 


1 ザー 社 の Vitamin A Pahmitate 


ー, 二 対 象 は 113 日 目 に 第 三 象 は 135 日 目 に 食塩 硫 苦 渡 
済 法 で 検便 し 観察 し た 。 成績 は 下記 の 表 の 如 し 。 





















































昭和 29 年 6 月 (1954)〕 87 





| 
| 








と 第 | 還 和 29 年 3 月 15 日 成績 | 第 | 昭和 29 年 3 月 15 晶 成 病 昭和 29 邊 8 月 15 日 成績 
っ ーーーー| ニニ | ュー 第 

対 | 論 投 奥 群 対照 群 対 | 牙 / 授 尋 群 対照 群 三 衣 - 新 投 興 群 対照 群 
旬 | 暫 | 1 名 51 名 | 供 | 例 | 33 名 48 名 | 信 | 還 ] 72 名 68 名 
へ ( 陽 / 7? 名 8 名 稚 ) 陽 / 10 名 26 名 | 末 \ 陽 / 14 名 26 名 
校 | 記し (1.5 多 ) Q5.7 を ) | 半 半 (30.3 を ) 541 を) | 見 | 義 ) ng.4 (38.2%) 

- X5ー2.56 - Xi ニー9.25 き | Xe=10.56 

9 コ 20 を >c>10 欠 こ 1 を >g>0.1 Mi 1 用 >e>0.1 2 








結論 上 の 成績 より 純 料 の V.A 剤 投写 に より 明 ら 応 を 認め られ な い 核 酸 (D.N.A) の この 様 な 特殊 抗 元 杜 は 

か に 或 答 度 の 昭 虫 感染 抑制 力 が 認め られ た 。 注目 に 値 い し 吾 々 の 含水 炭素 分 社 は この 核酸 を 含み 低 分 

子 の 核酸 が 皮膚 反応 を 強く 出し し か も 氷室 に 貯蔵 し て も 
113. 上 虫 症 に むけ る Ca 代謝 液状 の 含水 炭素 分 宮 が 100 日 以後 特 暴 反 応 を 示さ な く な 
(第 3 報 ) る こと は ヌ ク レ ア ー ゼ に よる 分 解 を 示す も る の で あろ う 

か 。 顕 虫 体 の 消化 管 , 生殖 器 は 何れ も 皮質 と 同様 の 抗 





三 筐 病院 松田 文太 度 元 性 が ある が 何れ も D.N.A を 含ん で 居る 。 Levene の 
Mietabolism of calcium in the ベン トー ズ 核酸 (P.N.A) 抽出 法 に ょ つて 消化 管 か ら は 
CaSe Of ascariaS1S. P.N.A の 反応 を 示す も の が 得 ら れ な か つが 生殖 器 か ら 
Buntaro Matuda は D.N.A と 同時 に P.N.A の 反応 も 証明 出来 た 。 東 罰 
抄録 な し の 発育 途上 で 抗 元 性 の 著しい 増加 を 見 る こと も 核酸 核 選 
白 に 関係 が ある の で は な か ろう か 。 
が Pd ( 問 ) (月 本 化 薬 株 式 会 丁 ) 中 島 三 夫 
114. 商 是 の 免疫 に 関す る 研究 痕 則 アレ ルギー の 本 態 は 核 生身 で ある 様 に 上申 され て い 
岐阜 大 寄生 点 る が Disch の Cystein 硫酸 反応 陽 叶 の み で は 結論 する 
森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 水 町 晴 重 に 早 軽 で も る その 本 熊 の 桜 化 学 的 実験 特に 紫外 線 ス ペタ 
Studies on the ascarid immunity 0 の や 
s は その 本 熊 は 現在 蛋白 割 分 が 主体 と な り Beneaikt 分 割 
Tetsuo Morishita, Mizuho Kobayashi, が それ に 助力 する 如く 考え て いる 。 
Harushige Mizumachi ( 答 ) 森下 哲 内 
海 手 入 に 人 , 上 , 上 仔 貝 卵 を 飼 食 させ て 感 作 し これ の 核 和 白 及び 核酸 共に 抗 元 価 を 有する こと は 日 を 酢 くし 
0 及び 友人 に よ つ て 挑 光 の 拓 態 を 打 窟 し た 。 て 申し て 居り ます 。 四谷 大 学 の こと いて 外線 スペ ケト 
, 朋 昌 間 に は 共通 の 挑 元 性 が 成 下 。 仔 中 共に 認め ら 等 は 出来 な い 相談 で や が て 必ず その 方 も や る こと を 対 
My 合 水 炭素 分 割 と 考え られ る も の を 成虫 飼養 液 中 に 東 し ます 。 


も 見 出す 。 し か も 虫 体 , 飼養 液 の アル コール, アル ュー 


ル エ ー テ メル で 洗 湯 し な い 分 厨 が 撤 元 仁 を 有 し これ は デス 115. 環 虫 性 ア レル ギー 特 
オキ シベ ペン トー スス 核酸 (D.N.A) の 反応 を 示す 。 顕 虫 体 腔 Arthus 現象 に 就 て 


液 も D.N.A の 反応 を 示す 。 こ の こと か ら 顕 虫 体 皮 質 の 
核酸 重 白 を Chloroform-gel 法 で 抽出 する と この 核酸 は 
高 分 子 の た めか 所 詩 immediate reaction が 弱く 核 蛋白 On the allergy of ascariS, eSpecially 
は delayed reaction を 強く 示す 。 一 方 Levene の 法 に on the arthus phenomenon. 

よ つ て D.N.A を 抽出 する と 皮膚 反応 を 強く 示す 核酸 を 
得 ら れ 豚 , 人 騙 虫 は 共通 の 反応 を 示す が 犬 久 虫 核酸 は 人 
問 仔 虫 で 感 作 され た 家 各 に 皮膚 反応 を 示さ な い 。 息 白 反 従来 顕 虫 体 成分 を 抗原 と し た Arthus 現象 に 就 て の 


阪 大 微 研 寄 生 昌 山本 好 明 


Yoshiaki Yamamoto 
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史 見 は 少 い よう に 思わ れる 。 私 は 豚 顕 虫 体腔 液 0.1 cc を 


家 束 及び 海 用 の 皮 内 
に 出血 区 を 認め , 
考え た 。 

I. 無 感 作 家 各 の 初回 皮 内 注射 で は 出血 斑 は 全然 認め 
られ な い 。 海 無 で は 少数 に 軽微 の 反応 を 呈す る も の が あぁ 
る 。 

II. 反復 注射 成績 。10 日 間隔 で 反復 し た 家 各 の 丘疹 
は 毎回 時 間 と 共に 増大 し 発赤 は 多く は 2 一 3 時間 より 現 
われ , 出血 斑 は 第 3 回 以後 頭 閉 で , 2 て 5 時間 より 出現 し 
始め 8 時 間 頃 最強 と な る 。 海 手 の 出血 葉 は 1 時 間 以 内 に 
出現 し 4 一 6 時 間 後 最強 と な り , 家 各 に 比 し 早期 に 現 】 

匠 続 期間 は 短い 。 10 倍 稀釈 体腔 液 に よ IN 
不定 で 耳 つ 弱い 。 

III. 海 狂 の 出血 斑 は 第 
皮下 注射 の 場合 は 次 回 の 皮 内 注射 に 
認め られ な い 。 

IV. 海 爵 で は 初 0 日 迄 は 第 2 回 注射 を 
行 つ て も 出血 斑 を 認め ず , 10 日 以後 陽性 と な る 

V. 沈降 反応 。 家 束 は 第 2 回 注射 前 に 弱 v Ro 
第 3 回 注射 前 より 抗原 価 , 抗体 価 の 上 昇 が 認め られ る 
導 手 で は 出血 斑 の 出現 が 沈降 反応 より 早い 場合 が ある 
注射 前 後 の 撤 原 価 に は 殆 ん ど 変 動 が な い 。 

VI。 受身 の Arthus 現象 は 陽 論 で ある 。 

VII. 体腔 液 を 100 度 30 分 加 府 後 の 上 清 で は 則 血 区 
が 起 ら な い 。 E,G,A を 夫々 体腔 液 の 硫 安全 飽和 , 46 2 

飽和 , G を 除い た 上 消 の 68 用 作 和 に よる 沈 湯 の 溶液 , 
V を 体腔 液 を 除い た 顕 虫 体 の 2 疫 と する と , E,A は 
体腔 液 と 同 程度 の 反 会 性 久 は 微弱 
の 反応 を 旦 し た 。 

VIII. 抗 ア レル ギー 剤 は # 
降 反 応 に も 変動 # 

I 衣 . 脱 感 作 は ま 選 り 難い 。 

ヌ . 組織 父 。 真皮 に 万 汗 営 が 増殖 し 出血 が 認め られ 単 
mM ジン 好 條 細胞 の 浸潤 が 毛 絹 管 の 届 閉 に 多 


丈 の 実験 を 行 つ て 之 を Arthus 現象 と 


2 回 より 明 須 で も る が , 初回 
より 出血 斑 は 殆 ん ど 


応 を 示し レ し, G 及 び VG は 陰 


昌 血 斑 の 出現 を 抑制 せ ず , 沈 
及ぼ さ な い 


O 


す る の 


o 豚 顕 虫 体腔 液 の 皮 内 注射 は 動物 を 強く 感 作 

, 之 を 撤 原 と し た 皮 内 反応 に 
4 る 感 作 或 は 感染 状態 を 論ずる 場合 に は 慎重 を 
る も の と 考え る 。 


り 特 に 反復 実施 し て 魚 


> は ほす 





に 反復 注射 し て 第 2 回 以後 注射 部 位 






116. 海 人 草 成 分 の 薬理 学 的 研究 


藤沢 薬品 田村 三郎 


Pharmacological studies on the 
principles of の geze2 SZ22 の /er. Ag. 


Saburo Tamura 


海 人 草 成 分 デ ゲ = ェ ン 酸 , Sodium mannoside MR 
te( 以 下 Mannoside と 称す ) 及 び 多 発 油 に 就 て て の 薬 表 
作用 を 検討 し た 。 実験 結果 を 総括 する と ヂ ゲ ニン 酸 及び 
び 豚 怠 昌 切 ) 『 動 を 
興 春 せしめ る が , Mannoside は 麻 Ce 又 
ヂ デ ゲニ ン 酸 及び 揮発 油 は 豚 昌 筋 ホ モジ ど エ ネー 
水素 机 素 の メチ レン 青 脱 色 時 間 を 延長 せしめ る が , Ma- 

原 旨 を ヂ ゲ ニン ッ 酸 溶液 中 に 
WBA し た 筑 , サン ト = ュ ン の 場合 
と 類似 の 運動 を する 。 こ の 此 虫 の 組織 切 訂 を 作り 検 鏡 し 
に 結果 で は 消化 管 組織 NN 
た 。 仔犬 に デ ゲ ニン 酸 , Mannoside 及び 揮発 油 を 投与 

し た 移 何 れ も る 駆虫 作 用 を 認め た が ee ン 
酸 は 極め て 強く , タ ノ ー ル エキ ギ 
ス 程 度 で は Mannoside これ より る 征 ょ 弱い 。 独 乙 雑 種 
E 射 で 0.024 


で 0.12mgg で Mannoside は 極め て 


揮発 出 は シマ ミ ゝ ヽ ズ 神経 : 筋 5 及 て 7 の 自動 半 
し re 
j す る 。 


ト 中 の 脱 





nnoside は 無 作用 で ある 。 





揮発 油 は 海 人 曹 85 2 メタ 


マツ ウス に 対す る の ヂ ゲ  S/ 酸 の LDso は 友 F: 


me/g, 経 避 投 


弱い 。 ヂ ゲニ ン 酸 の 昌 毒 定 状 を マ ッ ズ に 就 て 伏し た 移 
系 午 を 息 し て ん か ん 拉 の 失 汰 も 呈し 時 記 に 





よ ょ つて 死亡 する 。 家 和 に ヂ ゲ ニン 酸 を 注射 し た 場合 血 圧 
は 一 旦 下降 し 直ぐ 上 昇 する 。 呼吸 及び 心 運動 は 抑制 せら 
れ , 腎 , 肝臓 は 障害 を 受け , 血液 は 暑 色 し 光 巴 球 数 
が 一 過 性 に 増加 する 。 仔 昌 に ヂ ゲ ニン 酸 を 皮下 注射 し た 
場合 駆虫 作用 は 認め られ る が 経 日 投与 の 場合 と 比較 し て 
弱く , 全 例 に 嘱 吐 , ふる い , 食 倫 減 退 を 認め る 。 こ の 号 
吐 作 用 は 平滑 節 に 対す る 直接 の 作用 と 明 吐 中 枢 に 対す る 
刺 赤 作用 に よる も の で あつ て 平滑 筋 に 対す る 副 変 感 神経 
末 本 作用 は 認め られ な い 。 デ ヂ ゲ ニン 酸 の 販 虫 作用 機 護 は 
顕 虫 筋 の 運動 興奮 麻痺 作用 の 外 に 顕 虫 消化 管 周囲 の 組織 
中 に ある ミト ュ ン ド リヤ の 呼吸 酵素 に 阻害 作用 を 呈す る 
も の の 様 に 老 穴 せ ちら れる が , この 点 更 に 今後 精査 致し 度 
い 。 ヂ ゲ ニン ッ 酸 は . 星 神経 筋 標本 に は 麻 本 作 用 を 呈し な 
い 。 海 人 草 の 肛 虫 作 用 は ヂ ゲ ニン 酸 の み の 作 用 で は な く 
他 の 成分 と の 協同 作用 に よる も の と 考え られ る 。 
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117. 海 人 草 有 効 成分 の 
化学 的 定量 法 


藤沢 薬品 
原 岡 籍 太 度 ・ 了 藤崎 和夫 ・ 森 本 明 


Chemical assay of the active 
Principle of の 2 geze SZ77 の /e. 
Raitaro Haraoka, Kazuo Fujisaki, 
Akira Morimoto 


ヂ ゲ ニン 酸 は pH 5.0 で ミニ ン ヒ ドリ ン と 反応 し て ベン 
ゼン に 可溶性 の 黄色 * 素 を 生ずる 。 本 色素 の ベン ゼン 溶 
液 は 可視 部 に 於 いて 429m に 吸 必 極大 を 示す 。 本 定量 
法 は 此 の 特性 を 応用 し た も の で ある 。 即ち 20 一 2007 の 
ヂ ゲ ニン 酸 に 相当 する 試料 液 0.5 と 1.0cc に pH 5.0 の 
Buffer を 0。.5 一 1.0cc。 ベン ゼン 7cc, 222 ニン ヒド リ 
ン 1cc を 加え 60 度 10 分 間 振 沿 し つ ヽ 加熱 後 直 ち に 水 
冷 し N-NaO 耳 1cc を 加え 再び 振り 上 層 の ベン ゼン 層 
を 分 阪 し て 一 定 容 に 薄め て 429m に 於 ける 吸光 度 を 測 
定 し , 同時 に 反応 さ し た 既 銘 量 の デ ゲ = ェ ン 酸 ( 対 照 ) の 吸 
光度 と 比較 し て 試料 中 の ヂ ゲ ニン 酸 量 を 算出 する 。 本 法 

の 精度 は 土 2 て 3 巡 位 で ある 。Beer 則 を 20 一 200 7 間 で 
満足 する 。 操作 上 注意 すべ き 事 は 試料 と 対照 の 水 層 部 の 
量 を 等 し くす る 様 Buffer の 添加 量 で 調節 する 事 と , 試 
料 と 対照 は 同時 に 同一 装置 内 で 反応 させ る 事 で ある 。 定 
定量 法 に 依り 市 販 の 海 人 草 製 剤 の デ ゲ = ニン 酸 含 有 量 を 


- 守 ] た 
時 ( レ / 


118. サン トニ ン の 胎 上 機 韓 に 
関す る 研究 (第 2 報 ) 
大 阪 医大 内 科 柳 治 
Experimental studies of anti- 


Scolic rmnechanism by santonin. 


Osamu Yanagi 


余 は 襲 に 昭和 28 年 度 日 本 寄 生 貝 学会 近畿 支部 総会 に 
於 て , 第 1 報 を 報告 し た が , 今回 は 血 中 及び 展 中 の サン 
トニ = ン 呈 色 物質 に 就 て 報告 する 。 

サン トニ ン を 内 服 或 は サン トニ ン 酸 ソー ダ を 注射 し た 

合 , 尿 及 び 胆 汗 に サン トニ = ン 呈 色 物 質 を 出現 を 見 る こ 
と は 衆 知 の 事実 で も る が 血 中 へ の 出現 は 未だ 証明 され て 
いな い 。 唯 加藤 は 両側 腎 動静 脈 を 結 桂 し た 場合 の み 出 現 


( 89 ) 






を 見 る と 球 つ て いる 。 

余 は 加藤 の 実験 を 追 算 する と 共に 若干 の 新知 見 を 得 た 
の で 報告 する 。 

1) 両側 或 は 片側 の 腎 動 脈 を 結 革 し た 後 10 2 ダサ ント 
ニッ 酸 ツ ソー ダ を 1.0cc/kg の 割 に 注射 し た 時 3 時 間 後 の 
功 中 に サン トニ = ニン 星 色 物質 が 証明 され た 。 然し 該 血管 を 
結 築 し な い 場合 , 注射 量 を 2.0 一 4.0cc/kg に 増す も サ 
ント ニン 呈 色 物質 は 証明 され な か つた 。 

2) 10 用 サン トニ ン 酸 ツー ダ を 1.0cc/kg の 割 に 注射 
後 の 肝 , 紗 の Emulsion に は 何れ も サン トニ ン 旦 色 物 
質 を 証明 し 得 た が , 全 採 血 後 の 肝 , 腎 に は 何れ も サン ト 

ン 旦 色 物 質 を 証明 し 得 な か つた 。 

1) 2) vmwef 成熟 家系 に つい て 行 つ た 。 

3) 糖 及 び 和 蛋白 は サン トニ = ニン 呈 色 物 質 の 発色 に は 障 旨 
と は な DP 

4) サン トニ ン 適 用 後 の 採取 尿 を 常温 に 放 畳 すれ 
サン ト = ン 蜂 公 物質 の 発色 能力 は 次 第 

時 間 迄 は 略 ょ 安定 で あつ た 。 又 氷 を 1 
こよ り , 綿 答 し な い 場合 に 贅 し , 発色 能力 の 閉 






人 又 サ ント ニン 量 色 物質 の 尿 中 へ の 排 洪 は 3 一 6 時 間 後 

に 最高 を 示し , 約 72 て 84 時 間 持 続 す る 。 

但し 硬 用 楽 剤 は サント ニン 粉 末 0.1 g<0.3g 及 10 央 
サン トニ ン 酸 ツー ダ 1.0cc で ある 。 

3) 4) 実験 は 上 過 て 人 体 を 対象 と し た 。 


119. 要 突 に 依る 條 虫 肛 除 の 
喉 床 的 研究 (第 2 報 ) 
千葉 病院 内 科 , 千葉 大 ・ 石 川内 笠 
三輪 清 三 ・ 長 島 豊 晴 
CHinical studies of the extermination 
of tapeworm by7oz ヶ ey の 7224C げ 6 の . 
(2 nd Report) 


Seizo Miwa, Toyoharu Nagashima 


eo ep 
定め た 杉 実 生 楽 投与 法 を 行 つた 結果 唯 1 回 の 投与 で 

mn こ 完 全 肛 虫 を 得 , 杉 実 (Torreya nucifera) に は 強 

力 な 条 虫 駆除 作用 の 在 る 事 を 報告 し た 。 今回 は 杉 実 生 楽 

の 抗 与 方 法 改 善 と 有効 成分 探求 へ の 端緒 を 握 拒 する 目的 

を 以 つ て 棚 実 擁 汁 液 を 作製 し 之 を 条 虫 症 患 者 に 投与 し て 
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臨床 実験 を 行 つた 結果 科す Me 

NN 汁 太 作製 法 は 前 回 報告 し た 槍 実 生 楽 1 回 分 を そ 
の 代 か 或 は 30 分 間 煮 沸 せ PR バン ズ ダク ライ マン 氏 微 
量 圧縮 器 を 用 い 100 乃至 150 kg/cm* の 圧力 を 以 つ て 圧 
縮 搾 汗 し て 得 た wo g 滴 液 ( 非 煮 沸 時 200 cc, 煮沸 時 
150 cc) を 内 服 に wt 。 投与 法 は 前 夜 下剤 ( 硫 苦 ) を 与 
え 腸 内 容 を 空虚 に の ea 朝 空 用 時 に 上 区 杉 実 控 
汁 液 を 分 2,30 問 隔 に て 飲用 を し め 原 則 と し て 後 下剤 
は 用 いな い 。 

無 釣 条 中 症 5 例 ( 非 煮沸 投与 3 例 , 煮沸 投与 2 例 ) に 投 

与 し た 結果 , 全 例 4 陸 0 or 内 4 例 は 3 刀 
至 6 ヵ月 後 も 暴 淀 な く 完 全 諏 虫 と ] 定 し , 1 例 は 64 日 後 
に 再び 体 節 排出 あり 再発 し た 。 修作 記 1 例 は 投与 後 
卵 数 減少 を 見 た が 上 貝 体 を 検出 し 得 な か つた 。 玉 作 用 は 全 


だ 


本 
例 に 全く 無く 生 楽 投 与 時 に 比 し 服用 極め て 容 抑 で 3 
恋 。 


に, 1) 杉 実 搾 汁 流 に は 杉 実 生 楽 同様 強力 な 

が 存在 する 。 2) 副 作用 は 全く な く 服 用 極め 
本 販 虫 列 と し て 使用 し 得る 。3) 駆 虫 作 
明らか で な い が 酵 素 作 用 以外 の 関与 も 考 
NM 3) 有効 成分 は 搾 汁 流 中 に 移行 し 煮沸 . 圧縮 に 耐 








120. 橿原 條 虫 の 鶏 に 及ぼ す 
影 約 に つい て 
奈良 学 藝 大 生物 沢田 遇 


The infiunence on the growth-rate of 
Young Chickens of the tapeworm, 
227776722g (の の 72677Z) Zs7707767S73。 


Isamu Savwada 


条 虫 の 寄生 が 宿主 で ある 須 の 発育 に 及ぼ す 影 響 に つい 
て の 研究 は アメ リカ に 訟 て Pr Levine(1933) 
Harwood et Luttermoser (1938), Ackert(1938), Lu- 
ttermoser (1940) 等 に より 行わ れ て いる が , 夫々 の 研究 
者 に より 結果 が 雪 つ ぞ いて 決 論 が で て い Pek0 
る 。 こ れ は 要する に 対照 次 と の 体重 の 増減 を 単に の 

で 現 わ し , 詳し \ PP て いな いこ と に よる 
も の と 思わ れる 。 
そこ で 今回 演者 は 柱 原 条 虫 の 擬 誠 尾 虫 を 200 匹 づつ 角 
化 後 40 日 の 白色 レグ ホン 雄 雛 10 秒 に 試食 させ , 対照 の 
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10 衝 の 体重 と の 増減 を 統計 的 に 分 析 し て 比較 検討 し て 
みた 。 即ち 擬 有 尾 虫 は 有 交 の 小腸 内 に 入 つ て 15 一 20 日 間 
で 成 条 虫 に 発育 する の で , 大 体 成 条 虫 に 発育 し て 宿主 か 
ら 栄養 を 多量 に 吸 改 し 初め た と 思わ れる 擬 肛 尾 虫 試食 後 
18 日 か ら 10 日 目 毎 に 3 回 に わ た つ て 両者 10 季 づ つの 
体重 を 測定 し て 次 の 如き 結果 を 得 た 。 

(1) 日 数 (X) と 体重 (Y) と の 間 に Y =a 十 bx な る 直線 

成立 する こと が 判明 し た 。 

本 群 内 に 於 け 
る 個体 の 体重 増 に は 相 異 が な いこ と 。 即ち 発育 上 に 個体 
差 は 考慮 する 必要 が な い 。 

(3) 感染 夷 と 対照 鶏 の 各 群 の 10 個体 に 対す る 回 糖 系 
数 の 有意 性 の 検定 を 行 つた 結果 , Fe 二 6.90 (< 三 90 用 ), 
Fo 王 0.073<Fg と な り 両 者 間 に 於 ける 体重 増 に は 差 が な 
いこ と が 判明 し た 

以上 の 結果 か ら 100 条 以 下 の 橿原 条 虫 の 寄生 は 鶏 の 
育 に は 大 し て 悪影響 が な いこ と が 明らか に な つた 。 


(追加 〉 野兎 に 見 られ た 
CoenuruSs SD. に 就 て 
圭 玉 県 衛生 研究 所 分 島 整 


On the study of Coe2ZZZS 
SD. found in a hare. 
Tadasu Wakeshima 


著者 は 埼玉 県 入間 群 越 生 町 梅園 地内 黒山 地 に て 妥 和 29 


年 』 月 捕 槍 され た 一 野 束 に , 一 種 の Coenurus を 見 出 
し た 。 

Coenurus は 大 き な 約 胡 挑 大 , 胞 紅 璧 は 非 潤 半 透 明 で 
内 部 に 82 個 の 頭 節 を 秀 祝 され , 頭 節 に は 合計 28 本 の 大 
小 2 種 の 釣 が 輸 状 に 同心 性 に 配列 され , 大 な る 釣 は 長径 
148.5 ミク ロン で 内 側 に , 小 な る 多 は 長径 85.8 ミク ロン 
で 外側 (に 配列 さ 』 ! の で 7 に Oo 

演説 要旨 
121. 員 申 体 Glycogen に 
関す る 研究 
慈 大 薬理 箱 坂 直 
Studies on glycogen of 4scgz2S Sz2772. 


Tadashi Inasaka 


諸 種 駆 虫薬 物 並 に 2, 3 薬物 の 顕 虫 体 glycogen に 及ぼ 








AEES 
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影響 に つい て 抽 守 し た 。 果 glycogen 含有 草 は 答 
こ ょ より 著 明 な 差 が ある が , 
縛 人 すい の か か 
間 ye こと を 明らか に し 先 づ 此 虫 体内 gl 
る 者 他 を 滑 寺 し あい で 乳酸 , 
ru 及び 7 種 の 駆虫 朱 
ycogen に 及ぼ す 影 響 を 観察 し た 。 乳 酸 (0.1 用 ) の 存在 
ロダ ン 第 二 銅 の 存在 は 区 焦 
し 同時 に giycogenolysjs 
は 攻 攻 精 か ら の glycoge- 
は 抑制 され る が glycogenolySiSs Mika 
MS ba 及び 岡田 が 高等 動 
。 何 昌 に 於 て は ca- 
5 物 で ちる 5 Poramine 人 KN glyce- 


: っ ム 
王 を 異 に 9 る 坦 宮 , 


は glycogenoiysis を 則 


RRB も 


沢 


』 
3 


> の eb 寺 SR は 旭 
と 略 ょ 同一 で ある 。 

, hexyjresorcinol, thymol, 
atol. CC]。, C1-carvacrol 等 の 虫 葉 は 総 て 虫 体 に 於 
を 促進 する 傾向 を 有 し , 電 San- 


CI-carvacrol 及び 


| 
な | 


人 E に 於 て も 旗 信楽 


tonjn 人 


は 総 て 排卵 の 抑制 
, 雪 に ) けり る 前 放 変化 は 排 
する glycogen の 消失 と 
, 前 述 の 変化 と 一 致す る 所 見 
が ,。 特に 顕 虫 体 に 於 ける glycogen の 変化 
は gljycogenesiS 及び eo の 場合 に 於 て 体 
ほ 及 び 鉱 の 変化 は 比 





般 





で ある ご る つづ を 知 つ た 。 


佐藤 槍 内 ・ 朝 倉 滋 


馬 Y study on the histological 
je of the cuticula of round Worm. 


の りか Sato, Shigeru Asakura 


究明 する 為 め に , 多 物 顕微 
ひ dt 上 で 抽 し た 。 ま た 犬 腸 組 内 に 新鮮 
, 一 定期 間 の 後 再び 昌 体 を 取り 出し て みる 
邊 8 人 天水 し た 


場合 と 異な り , 迅速 
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崩 解 は 見 られ ず , クチ クラ は 永く 保存 され , 各層 の 分 離 
状況 を 詳し く 知 る こと が 出来 た 。 以 上 の 所 見 を 継 合 し 
争 虫 角 友 を 外側 より , 最 外層 , 皮質 層 , 無 構造 層 , 帯状 
層 , 基底 層 の 5 層 に 分 けた 。 最 外 層 は 透明 均等 の 薄 層 で 
縮 目 を 有 し て いない 。 従来 皮質 層 は goldschmidt は こ 
れ を 外層 及び 内 悦 に 分 ち , 又 小 泉 教授 は これ を 外 被 皮 剛 
の 中 の 下層 (表層 は 我々 の 最 外層 に 当る ) 或 は 実質 局 と 題 
粒状 を な す 外 辺 層 と に 分 け て いた 。 然し 小泉 教授 の 球 
か ッ や , この 部 の 微 綱 構造 は 不明 の 点 が 多 か つ 
我々 の 胆振 内 に 貯蔵 し た 標本 に 於 て は , この 部 が 本 
こ タチ クラ の 内 側 に 位置 し た る 平和 凸 レン ズ の 小 帯 と , 
っ 『 せ し め て いる 半月 形 の 帯状 の 層 と に 分 
, 我々 は これ を 各々 レン ズ 帯 及び 結合 帯 と 命名 し た 。 
Pe mo 順 役 鏡 下 に て 強く 光 を 屈折 する 。 無 構造 
層 は 無 村 造 質 で 分 離 有 沙 の 際 貞 喧 創 状 で 一 定 の 方 向 を 有 
し て いた ない 。 帯状 層 は 外 中 内 の 3 層 に 分 れる と 共に , 各 
層 は 遇 体 を 輸 状 に 走り , 且つ 虫 体 の 秦 切 面 に 平行 を な す 
非常 に 薄い 層 の 集合 帯 で , 鉱物 質 顕微 鏡 下 に て 強く 光 を 
屈折 する 。 基底 層 ! 隔 で hoe * 剛 で , 栓 切 標 本 で は 繊細 な 
垂直 線 が 見 られ る 。 反 質 悦 及 び 帯 状 層 は 鉱物 頭 微 鏡 に よ 
れ ぱ ば, me 
の 部 が 胆石 核 の 主要 因子 を な す と 思わ れる 。 又 魚 虫 角 皮 
に 輸 線 が 見 える の は 結合 帯 と 密 道 し 個々 の レン ズ 帯 の 境 
界 が 現われ る も の で , レン ズ 帯 が 脱落 すれ ば 懇 * こ の 疹 
目 が 波状 を 呈す る 。 
(追加 ) (弘前 大 学 ) 概 白 夫 
① 胆 汁 中 で 虫 体 の 腐敗 し 難い の は , 胆汁 朋 質 痛 透 圧 が 
顕 虫 体腔 液 の 4 一 5 倍 に 当る か ら で あ る 。 
⑧ 顕 虫 角 記 は 節 を な し て 居 な い が , 具 今 の 演説 で レン 
ズ 帯 が 節 に 似 た 措置 で 虫 体 を 取り 巻い て 居る こと が 分 つ 
た 。 こ れ が 下 体 の 運動 と も 関係 ね ある も の と 思う 


123. 魚 虫 卵 発 育 に 就 て の 知見 補遺 
名 大 学 ず - と 解 省 前 石川 道雄 


Suplementary report upon the 
deveiopment of ascariS egg. 
Michio Ishikawa 


③ 位 相差 顕微 鏡 (PCM) 所 見 

従来 の 発生 学 は , 発育 久 の 各 期 を 固定 , 染色 し , それ 
ら の 移行 は 演 択 し , 説明 され て いた 。 PCM に よ ょ り 発 育 
卵 を 連続 , 徐 納 的 に 観察 する と , 従来 の 記載 と 基 だ 異 る 
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数 が ある 。 そ の 詳細 は , 近畿 地方 回 第 9 回 例会 で 発生 し 


た が , 特に 従来 と 異 る 点 は , 桑 突 期 か ら 昭 射 状 期 に 至る 
期間 で , 即ち 桑 突 期 の 分 割 弥 胞 は , 発育 の 進行 に 従い , 
部 分 的 に 表 合 し , 親 給 状 を 呈し , 更に それ ら が 部 分 的 に 

合 し 大 旨 状 を 呈し 次 で 分 割 細胞 は 1 つの 塊 と な り , 
卵子 あたかも 乳房 状 を 呈し て , 中 央 の 乳頭 部 は 細胞 題 
系 科 休 が 鶴 集 し て 時 く 。 そ れ が 仔 由 の 天 部 を な し 
仔 虫 は 録 状 を 呈し , 林 曲 し て 卵殻 内 に 活 肖 に 運動 する 。 

⑧ 罰 黄 小 球 の 運命 

虫 子宮 内 の 卵 綱 胞 は PCM ( 弱 光 源 量 ) で 観察 する 
と , 粗大 球状 , 光 輝 性 の 久 黄 小 球 で 満 さ れ て いる 。 顕 中 
体外 に 排 注 せ られ た 受精 卵 の 卵黄 小 球 は , 不正 の 球状 と 
な り , 内 に 上 粒 が 認め られ る 。 Yenwve 
本 四球 は 次 消失 し , 小 球 内 の 占 粒 は 放散 


て , 吾 胞 豚 期 に 到 り , 小 球 の 像 は NN 
以上 の も か ら 卵黄 小 球 は , 栄養 素 な りや, 又は 諸 絹 





乃 の 原 基 な りや は , (7e7eIIINHCKa4g) 直 に 決定 し 
⑬ 卵 内 容 中 の 糸 粒 体 
子宮 内 普 虫 卵 を PCM( 強 光源 量 ) で 観 窪 す る と , 卵 内 
容 中 に 膝 貴 に , 潮 漫 性 に , 絹糸 状 , 細 小 球状 の 占 粒 を 認 
め る 。 ヤー ヌス 系 染色 に よる 旦 粒 の 酷似 し て いる 点 か 
ら , 系 # 電信 だ 考え 顕 了 体外 に 排 注 さ れ た 受精 因 
内 容 中 の 系 粒 体 は , 密 に 存在 し , 大 さ を 増 加 し , 茶 状 , 
球状 を 上 ! す る 。 分 割 滑 胞 期 に 到 る と , 糸 粒 体 は 大 さ を 減 
少し , 小 球 状 を 呈し , 分 割 綱 胞 の 周辺 に 密集 し , 中 央 は 
明る い 。 0 * 絹 状 を 呈す る 頃 に , 系 粒 体 は 不 活 肖 
な が ら 運 動 を 呈す る 
④ 発 育 順に 於 け 
Carnoy 固定 , Lillie 染色 に て 観察 す る と , 子宮 内 綱 
昌 卵 は , 卵殻 は 赤 染 する も , 卵 内 容 は 難 染 性 で 
ym 捕 卵 は 卵 殻 , 内 容 共 に 深 赤 柴 す 
。 同 辺 赤 * 染 し , 中 央 淡 染 性 で あお 之 等 多糖 天 の 薬 色 
5 に 浴 粒 体 の 配列 と 平行 関係 が ある 。 
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124. Re 有 管 内 股 殻 ( 


する 観察 


鹿 大 寄生 虫 谷口 富士 雄 


Observations on the hatching 


of ascariS eggs in Vitro. 
Fujio Taniguchi 


仔 虫 の 人 工 的 脱 帝 に 関し て は 豊田 氏 を 初め 種々 の 実 
験 報告 が ある が , 私 は 豚 鯛 虫 子宮 有 礎 部 より 得 た 東明 を を 無 
菌 的 に 落 養 し , 脱 毅 を 試み た 。 即 ち 無 菌 的 に 操作 し て , 
シャ ー レ 内 瓦 演 紙 上 (10 例 ), 及び 大 試験 管内 石 崩 終 面 演 
紙上 (10 例 ), 並 に 15” に 傾斜 させ た 中 試験 eeA 3cc 
中 (20 例 ) に 虫 卵 を 28?C で 35 一 80 日 間 培 養 し た 。 そ の 
期間 中 に 0.1 一 0.05 ダ ペ プ ト ン リン ゲル 液 , 及び 世 菊 精 
リン ゲル 液 , 並 に リン ゲル デー レ 液 和 谷 4cc を pH 7.4 ン 
7.6 に し た も の で 各 10 回 の 脱 殻 試験 を 行 つ た 。 荷 同時 に 

培養 中 卵 に つい て チオ グリ ュ レ ー ト 共 地 に よる 無菌 試 有 
を 行 つた 。 所 見 は 次 の 如く 





ーー と プ 
ご の る や る o 


(to ほこ 三 
* は 殆 ん ど 脱 京 せ ず 最 高 


(1) 無菌 的 に 培 | た 曳 久 で 


2 一 4 多 程 度 で あつ た 。(25 例 ) 
(2) よく 脱 帝 し た も の は 最高 脱 帝 率 35 ン 65 用 を 示 し , 
各 菩 地 問 に は 大 差 は な く , 是 つ 各 回 連続 的 に 脱 芝 し た 
これ ら の も の は 何れ も 雑菌 の 混入 し た も の で あつ て , 腕 
帝 培 地 の 著 し き 澤 濁 を 示す も の と , 殆 ん ど と ど 汚濁 を 見 な い 


も の と が あつ た 。(12 例 ) 

3) 雑菌 が 繁殖 し て も 全然 脱 殻 し な か つた も の も 見 ら 
れ た 。( 3 例 ) 

(4) 脱 帝 に は 2 通り の 方 法 が 見 られ た 。 第 一 の 方 法 は 


虫 卵 の 極 に 近い 部 位 よ り 脱 出す る も の で , 第 の 方 法 は 
卵殻 全体 が 斐 薄 に な り 裂 開 し て , 幼 が 脱出 する も の で 
ある 。 前 者 は 脱 殻 培地 の 潤 濁 を 殆 ん ど 見 な い 場 合 に , 赤 
後者 は 培地 で 著しく 濁 し て 来 た 場 合 に 主として 見 られ 
る 現象 で ある 。 

次 に 二 養 が 無菌 的 に 行わ れ て , 脱 帝 を 殆 ん ど し な か つ 
た 下 卵 に , MM k 中 の も の 8 例 , 石 連 八 面 減 紙上 の も 
の 3 例 ) よく 脱 有 帝 し た 培養 虫 卵 の 雑菌 を 移植 し , 28"C に 
30 日 間 保 ち , EN 回 の 脱 誤 試験 を 行 つ た 。 こ の 場 

合 移植 後 10 ご 15 日 目 よ り 4 例 に つい て は 高 率 で は な い 
が (10 一 25 ) 連 続 的 に 脱 帝 する 様 に な つた 。 

培養 昌 鉱 の 人 工 的 な 自然 脱 帝 の 成績 は 脱 殻 培地 の 温 


度 , pH, 電離 度 等 と い う 諸 条件 に より 左 太 され る こと は 
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無論 の こと で ある と 思わ れる が , 上 逃 の 如く , 培養 中 に 


存在 業 殖 し た 雑菌 は その 種類 に よ つ て は 卵 帝 に 何等 か の 


と な り , 腕 帝 に 好 結 果 を 来 す 様 な こと も 起 る の で は な い 
思わ れる 。 勿論 雑 画 の 繁殖 に より 毒 作用 を 呈し た の 
で は な いか と 思わ れる こと も あつ た 。 

何 雑 苗 の 種類 及び 単 一 将 寺 の 塔 養 虫 卵 に 対す る 影響 , 
並 に 抗生 物 冥 に よる 脱 帝 培地 に 於 ける 雑菌 発育 の 抑制 と 


脱 毅 と の 関係 等 に つい て は 現在 検討 中 で ある 。 





125. 曳 旦 運動 に 及ぼ す 諸 種 無機 
ィ オ ン の 影 胡 


ポン 王 
国立 予防 衛生 寄生 東 
石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 
jnflnence of 5 mineral-ions upon 
the locomotion of ascariS. 
Tatsushi Ishizaki, Haruhiko Kutsumi 

銅 中 体外 飼 葉 に際し て 飼 伏 液 成分 と な る 諸 往 無機 イ オ 
ン の 貞昌 に 及ぼ す 影 響 も しら べた 。Na, CI! は 体液 主 成 





分 で も る か ら 顕 に 対し て は 無 審 な た な ィ オン で ある 。 そ こ 
委 と な る の は Mg++, 氏 +。 Ca++, SO』--, PO』ーーー 
人 で あ る 


之 等 イオ ン の 作用 を 見 る 為 に MgCls, KCI, CaCjs, 
NasSO』, NasHPO,」 を 選ん だ 。 之 等 の 人 塩類 は 溶液 中 で 多 
ん と 完全 解離 し , Na+, CI- 月 響 は 考え な く て よい か ら 
だ 験 成績 は 直ちに 該当 7 オン の 作用 と 考え る こと が 出来 





実験 方 法 は MgCls の 実験 を 基本 と し た 。 即ち MgCls 
: 5000 7/cc, 500 7/cc, 50 7/cc, 57/cc と 同 モ ん 測度 に 他 
の イオ ン 溶 液 を 作成 し た 。 又 顕 虫 の 至 適 輝 透 圧 を 維持 す 
る 為 NaCl を 上 記 沙 液 に 各 6.5 mg/cc, 0.2mg/cc, 9.5 
mgjcc, 9.5mg/cc を 添加 し た 。 
直径 5cm の 硝子 管 に 上 記 溶 液 100cc を 充 た し , 輝 に 
虫 1 隻 宛 投入 し た 。 8 * 計 6 隻 を 1 群 と し , 航 卵 器 内 
に 格納 し て 液 温 32 C で 観察 し た 。 
正規 前 進 運動 を 観 窪 の 主 限 と する と , MgCls で は 5000 
7/cc で 投入 後 10 分 で 正規 前 進 運 動 消 失 し , 生日 まで に 
半数 が この 運動 第 心 復 し た が 平均 1 日 で 再び 消失 し た 。 
この 作用 は 程度 は 軽く な る が 50 7/cc まで 見 られ た 。K+ 
Ca++ で も 同様 で MgCls 50 7/cc 相当 量 : KC1 39 7/cc 
CaCls 58.27/cc まで 正規 前 進軍 動 消失 作用 が あ る 。 
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SO』--, PO』--- は 実験 し た 濃度 の 箇 囲 で は 何等 影響 が 

な い 。 

正規 前 進 運動 消失 時 の 運動 は 部 分 的 運動 が 主 で ある 
が , MgCls で は 全身 運動 及び 頭 端 の 模索 澤 動 共に 活 洪 
で 後方 伝 括 波 動 が 現れ 易い 。 こ の 場合 体 は 固く , 仏 ね じ 
れ 苑 く , 之 は 筋 内 の トー ヌス 増加 を 示す も の と 考え る 。 
KCI で は 価 が ね じ れ 旬 く , 運動 活 店 と な る が 8 字 運 動 の 
ろ が 現れ , 後方 伝播 波動 は み ら れ な い 。CaCls で は 体 は 
柔 か い 感 じ で , 8 字 運 動 が 現れ る 。 3 者 共 異 常 体型 で あ 
る コイ ル 型 が 現れ 易い 。 

上 記 の ィ イオン の 作用 機転 を 衝 る た め に 頭 部 神経 節 を 含 
め て 頭 端 を 結 李 切除 し た 顕 中 で 上 記 の 実験 を 繰返し て み 
る と 正規 前 進 運動 は 常に 存在 し て 上 記 の 作用 が 全く 起 ら 
な か つた 。 こ の 事 か ら 考 える , 之 等 7 オン 濃度 に 敏感 に 
反応 する の は 頭 部 神経 節 で ある こと が わか つた 。 

次 に 上 記 ィ オン の 体腔 液 内 移行 を 化学 的 に 定量 する 
と , 氏 は よく 移行 する が Mg, Ca は 移行 し 難い 。 し か 
し Mg, Ca も 僅か に 移行 し て いる こと が 証明 出来 た 。 


126. 豚 是 卵 の 混 度 に 対す る 抵抗 カ 
II 卵 を 混 度 70 用 に 間 移 的 に 一 定時 間接 人 触 
させ た 試験 
鳥取 大 公衆 衛生 森 正 三 


The resistance of the eggs of 
ascariS from pig. II. Experiment 
when the eggs Were removed 
intermittently from moist to dry 
condition(70 22 R. 廿 .)under 30"C. 


Shozo Mori 


湿潤 に 保つ の て いる 魚 虫 卵 を 湿度 70 用 に 一 定時 間 (12 時 
間 , 1 日 間 , 2 日 間 及 び 3 日 間 ) 保つ て 乾燥 させ た 後 再 
び 混 す (12 時 間 ) 操 作 を 反復 する こと に よ つ て ( 汐 度 は 30 
?C 一 定 に 保つ ) 顕 虫 卵 の 発育 が 如何 に 影響 され る か を 実 
有 験 し た 。 こ の 実験 は 豚 癌 昌 の 子宮 内 の 卵 を 材料 と し て 1 
匹 の 顕 虫 か ら 得 た 卵 を 次 の ( ィ ) 一 ( ホ ) の 5 実験 に 夫々 用 
いた 。 そ し て 5 例 の 鯛 昌 に つい て 同様 な 実験 を 行 つた 。 
成績 は 次 の 通り で ある 。 

(1) 汐 度 30"C 湿度 70 多 の 容器 中 に 保護 し て 間 燥 
させ 全 期 間 湿潤 させ な か つた 場合 は 5 例 実 験 し た も の ゝ ヽ 
中 で 2 例 で は 9 日 間 で 全 卵 仔 虫 形成 能力 を 失 つ た が 他 の 
2 例 で は 8 日 間 で , 残り の 1 例 で は 12 日 間 で 全 誹 他 虫 
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( ロ ) 洪 度 30"C で 12 時 間 湿 潤 た 保つ た 卵 を 12 時 間 


30"C 70 に 接触 さす 操作 を 反復 し た も の で は 5 例 中 5 
例 共 30 日 間 の 観客 で は 発育 は 何等 阻 如 され な か つた 。 


( ム へ) 汐 度 30YC で 12 時 間 混 潤 に 保つ た 卵 を 1 日 間 
30?C 70 に 接触 さす 操作 を 繰返し た も の で は 実験 開始 
後 30 日 の 観 窪 で は 5 例 の 1 例 が 卵 の 約 半 数 は 仔 昌 まで 


発育 し 得 な か つた 。 他 の 1 例 で は 若干 の 阻 岬 を 受け て い 
る の を 認め , 残り の 3 例 で は 何等 阻 過 を 受け て いな か つ 
'/e 

(=) 渡 度 30?C で 12 時 間 混 潤 に 保つ た 卵 を 2 日 間 
30“C 70 に 接触 さす 操作 を 繰返し た も の で は 4 回 の 接 
触 ( 延 日 数 9.5 日 ) 後 の 観 察 で 5 例 中 の 2 例 で は 卵 の 大 
半 は 仔 虫 形成 能力 を 失 つ た が , 残り の 3 例 で は 仔 虫 形成 
能力 を 失わ な か つた 。 然し これ ら の も の も 6 回 の 接触 
(14.5 日 ) 後 は 全 例 共 全 卵 仔 虫 形成 能力 を 失 つ た 。 

( ホ ) 光度 30?C で 12 時 間 混 潤 に 保つ た 卵 を 3 日間 
30"C 70 内 に 接触 さす 操作 を 繰返し た 場合 は 5 例 中 1 例 
は 既に 5 回 の 接触 (6.5 日 ) で 卵 の 大 半 が 仔 虫 形成 能力 を 
失い , 3 回 の 接触 (10 日 ) で 5 例 中 の 2 例 は 総 て の 卵 が 仔 
則 形 成人 能力 を 失い 他 の 3 例 は 殆 ん ど 全 部 の 卵 が 仔 虫 形成 
肛 力 を 失 つ た 。 

以上 の 実験 例 中 ある 例 で は 他 の 例 に 比べ て 比較 的 短期 
間 に 卵 の 仔 昌 形 成 能 力 を 阻害 され る の が 認め られ , 上 耳 つ 
この 影響 を 受け 易い 個体 の 卵 は ( ィ ) 一 ( ホ ) の 各 実 験 で 同 
様 に 最も よく 阻 刀 され た 。 即ち 顕 昌 の 個体 に よ つ て 差異 
が 認め られ た 。 

顕 虫 卵 を 間 欧 的 に 乾燥 (70 2) さ せ た 場合 の 方 が 卵 を 
経 続 的 に 井 燥 (70 用 ) さ せ た も の より も 卵 の 仔 虫 形成 能 
保持 期間 は 延長 され る 。 然し この 延長 の され 方 は 間 伏 
的 に 乾燥 させ る 乾燥 経 続 期 の 長短 で 異 り , この 赦 燥 期間 
が 長い と 経 続 的 に 乾燥 させ た も の と 大 差 は な く て , 仔 虫 
形成 能力 保持 期間 は 短い けれ ども 辻 燥 期間 が 短い と この 
能力 保持 期間 は 非常 に 延長 され る の が 認め られ た 。 そ し 
て この 乾燥 に よ つ て 仔 昌 形成 能力 を 一 定 度 阻 如 さ れ た 顕 
虫 卵 は 続い て 湿潤 せしめ て も 仔 昌 形成 能力 を 回 復 し 得 な 
いよ う で ある 。 

( 則 ) (府立 医大 医 動物 ) 三 谷 合 

湿度 70 用 に 乾燥 し た 場合 の 顕 虫 卵 の 抵抗 に つい て で 
す が , HsSO。 を 使 つ て お られ る 場合 , その 湿度 は 卵 を 


ヂ シ ケー ター に 入れ る 事 に よ つ て , と つて も を 変化 が ある 
も の で は な いで し よう か 。 


(94 ) 


[寄生 忠 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 1 号 


( 答 ) 森 正 三 
湿度 は 実験 開始 前 と 終了 後 硫酸 比重 計 に より 確か め て 
見 まし た が , 特に 変化 が あり ませ ん で し た 。 


127. 野 楽 , 漬物 類 の 熱湯 処理 を 
大 衆 化し た 場合 の 是 の 予防 効果 


九 大 第 三 内 科 沢田 藤 一 朗 
: 井 産 医 研 大 鶴 正 満 
九 大 第 三 内 科 大 場 一 兵衛 


AA mass observation on AscariS 
prevention by soaking vegetables 
and pickled ones into boiling water. 
Toichiro Sawada, Masamitsu Otsuru, 
Ichihei Oba 


箇 易 で 大 秒 化 され 見 い 回 の 予防 法 と し て 先ず 野 茶 , 

注 物 類 の 圭 湯 女 理 を と り 上 げ て みた 。 本 作業 は 福岡 県 玄 
穂 郡 足 白 村 ( 工 業 , 昭和 26 年 10 月 一 29 年 1 月 ), 山田 町 
熊 畑 部 落 (主として 農業 , 昭和 28 年 1 月 一 29 年 1 月 ), 

策 築 町 平 部 落 ( 炭 鉱 社宅 , 昭和 27 年 2 月 一 29 年 1 月 ) の ・ 
3 ヵ所 で 行わ れ た 。 最初 に 全員 の 検便 と 肛 虫 を 反復 実施 
し , 同時 に 各 家 庭 に 対し て 妹 楽 , 漬物 類 の 吉 湯 負 理 の 実 
行 を 求め た 。 そ の 後 , 村 及 び 部 落 の 感染 率 と 感染 度 の 推 
移 か ら 本 予防 法 の 効果 を 判断 し た 。 調査 が 2 年 に 吾 つ た 
足 白 村 に つい て は 1 年 後 再 駆虫 し て 熱湯 処理 効果 の 経過 
を 追 つ た 。 検 便 方 法 は 一 般 に は 直接 塗 抹 法 , 足 白 村 の 一 
部 及び 平 部 落 の 全部 に つい て は Stoll 氏 法 を 実施 し て 平 
均 卵 数 (Eggs per Gram, EPG) を 求め た 。 こ れ ら の 地 
方 で は 野 茶 の 生食 は 殆 ん ど 認 め ら れ な い の で , 古湯 処理 
は 濱 物 に 向け られ た 。 実際 行わ れ て いる 方 法 は 洗 柄 に ル 
そ 70<90 C の 熱湯 を 半量 入れ , 濱 物 を 水 を よく 切 つ て 
入れ 約 10 秒間 よく も みほ ぐし て や る 。 別に 各 家 庭 に お 
ける 熱湯 負 理 の 実態 を 調査 し , 理想 的 に 行わ れ て いる 家 
庭 (A) か ら 殆 ん ど 実 行 し て いな い 家 庭 (D) まで の 4 段 級 
に 分 けた 。 和 足 白 村 は 第 1 年 目 A ( 全 家庭 に 対し て , その 
占め る 割合 , 10.5 用 ), D (17.2 )。 第 2 年 目 A (43.4 
), D(8.5 2)。 熊 畑 部 落 A(36.0 2), D(26.4 2)。 平 
部 落 A(15.4 2), D(17.9 刀 ) で あつ た 。 感染 率 を (感染 
度 , 陰性 者 を 含む 平均 EPG) の 変遷 を みる と , 足 白 村 は 
第 1 年 目 A 70.2(10446) 47.9(1450), C 73.4(11745) 

っ 66.5 (4166) 。 第 2 年 目 A 27.5 (106) 一 21.2(621), D 
59.1 (906) 一 77.8 (4100)。 熊 畑 部 落 A 73.3ー47.8, D 
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34,4>56.6。 平 部 落 A 60.7(5737)ー32.3(642), D 60.7 
(5737)ー50.0(1288) で あつ た 。 価 各 家庭 の 漬物 に 附 落 す 
る 普 虫 卵 を 調査 し た 結果 で は 約 半 分 の 株 に お いて 顕 昌久 
(検出 邪 は 殆 ん ど 単 細胞 又は 桑 実 期 の も の ) を 検出 し た 。 
又 上 記 の 哉 湯 負 理 方 法 は 顕 虫 卵 の 殺 減 に 有効 で も る こと 
が 実験 的 に 確 め られ た 。 以 上 の 成績 を 通じ て 野 茶 , 漬物 
類 の 熱湯 処理 の 実行 は 馴 虫 の 感染 予防 法 と し て , 少く と 
も 当地 方 に 於 て は か な り 有 効 で あり 実行 さき えす れ ば 相当 
の 効果 を 改め る こと が 出来 る こと を 知 つ た 。 又 その 方 法 
が 簡 見 で ある た め に 一 般 大 衆 に 対 し て 指導 よろ し き を 得 
ば , 十分 実行 され る 可能 性 が ある 。 
(横浜 ) 今 園 

1) 実験 地区 に 於 ける 義 尿 多 理 は 如何 な る 方 法 を し て 
居 ら れる や 

2) 野 茶 を 食べ な い 乳 幼児 の 顕 虫 感染 率 如何 

3) 野 茶 其 の も の 、 ヽ 泡 度 が 夏 と 和 多 と は 異 る と 考え る 即 
ち 和 多 期 は 内 部 が 凍 つ て 居る , 之 に 熱湯 を か けた 場合 , 実 
際 の 湯 の 温度 が 如何 程 に な る や 

4) 該 地区 で は 茶葉 の 注 物 は 一 切 食べ な いか , 地区 外 
だ 実行 出張 する 事 も 考え られ る が か ょ ヽ る 場合 如何 

沢田 鹿 一 郎 

1) の 問題 に 就 い て は 便 , 尿 の 処理 に 就 て は 何 に も 
や つて 居り ませ ん 。 普通 一 般 の 通り で す 。 手 を 洗え と 去 
う 様 な こと も 申し て 居り ませ ん 。 

2) デー タ 示 整理 。 

3) 本 報 で は , 重 に 角 大 衆 に か ヽ る 感染 予防 法 の 励行 
を 求め た 場合 か な り の 成果 が あつ た と いう) 成 績 に 先ず 目 
を 向け て 頂き た い 。 そ の 他 の 諸 条 件 に つい て は , 今後 更 
に 詳細 な 検討 を 加え て 行き た いと 思う 。 


128. 薬剤 に よる 上 是 卵 殺 減 
に 関す る 野外 実験 
千葉 大 公衆 衛生 内 田 昭夫 
Studies on eradication of 
ascariS eggSs with chemicals. 


Akio Uchida 


現在 魚 虫 卵 殺 減 に 効果 ある 化学 薬剤 と し て 各種 の も の 
が 研究 され て いる が , 実際 上 の 問題 と し て 取扱 い 方 が 簡 
便 で ある 事 , 人 体 に 有毒 時 で な いも の , 肥料 と し て 用 い 
た 場合 作 害 の な いこ と , 使用 量 が 少く て すむ 事 , 作用 時 
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間 が 短 か く て すむ 事 等 を 選定 の 条件 と する 必要 が ある 。 
私 は 今回 殺 明 剤 と し て 和 絡 ら れ て いる ネオ ヂ ク ロン , 及び 
二 硫 化 談 素 を か ヽ る 観点 より 野外 取 験 に 用 いて みた の で 
蓄 に 報告 する 。 方 法 と し て 試験 1) 野 外 モ デル 試験 と し て 
央 家 の 大 小便 槽 に 一 定期 間 礎 溜 し た 展 尿 に 対し て ネオ ヂ 
タロ ン ( 以 下 「 ネ 」 と 呼ぶ ), 二 硫 化 炭 素 ( 以 下 CSs' を 投入 
し て 顕 虫 卵 発育 試験 を 行う 事 。 試験 2) 最 も 自然 に 近い 状 
態 の 試験 と し て 農村 一 部 落 の 野 溜 内 に CSs を 投入 し て 
みる 事 。 試験 III) 室内 モデ ル 試 験 と し て a) 新鮮 便 内 排 混 
虫 卵 に 対す る 効果 試験 , b) 殿 尿 混 合 を 一 定 に せる 場合 
の 効果 試験 を 行 つた 。 検査 方 法 は 尿 に 一 定 割合 の 楽 剤 
を 投入 し , 7 日 及び 14 日 間 作 用 させ て か ら 採 取 , 選 沈 
に より 水洗 10 回 後 27"C の ょ 尋 器 内 で 2 週 乃至 3 週間 
以上 ホル マリ ン 人 培養 法 を 行い 検 鏡 し た 。 観察 に 当 つ て は 
形態 学 的 な 分 類 を 行い , 変性 強く 発育 時 期 の 判明 し 難い 
も の を 不明 卵 と し た 。 成績 は 実験 1) 12 日 貯溜 便 で 行 つ 
た も の で は 「 ネ 」7oo 7 日 作用 で 発育 卵 は 見 当ら ず , 5oo 
で は 14 日 作用 で 発育 卵 の 出現 が 阻止 され て いた 。 2 ヵ 
月 貯溜 便 で は 「 ネ 」 り so で 殆 ん ど 発 育 卵 が 見 当ら ず , CS 
で は oo 7 日 作用 , り s0oo 14 日 作用 で 大 部 分 発育 を 示さ 
な か つた 。 実験 IT) で は CSs 投入 前 後 の 発育 試験 に 於 い 
て 既に 投入 前 より 相当 昌 卵 が 死滅 し て 居 つ た が 高 期 を 経 
過 し た 貯 潤 便 で ある こと を 考慮 する と 自 背 腐 款 に より 相 
当 程 度 死 滅 する も の と 考え られ た 。 投入 後 の 発育 卵 の 出 
現 は 僅少 で あつ た 。 実験 II) a) 新 鮮 便 を 水道 水 で 5 倍 に 
稀 釈 し た も の に 「 ネ 」CSs を 投入 室 兆 -3?C>15?C に 
放置 し た 試験 で は 7 日 作用 で 「 ネ 」 り oo, CSs ooo で 殆 ん 
ど 発 育 卵 が か み ら れ ず , 「 ネ 」7 リ ooo で は 対照 と 異 ら ず 発育 
卵 が 多数 み ら れ た 。 14 日 作用 で 「 ネ 」' リ oo, CSs リ oo, 
り seo 共 発 育 卵 が み ら れ な か つた 。b) 同一 の 新鮮 便 を 展 
で 1 : 5 に 稀 駅 し て 同様 急 理 し た 成績 で は 上 池 a) の 成績 
と 殆 ん ど 同 じ で あつ た 。「 ネ 」' り go で は 14 日 作用 で も 
35 用 ぁ 発育 卵 が 認め られ た 。「 ネ 」 リュ ooo で は 実際 上 使用 

し て も 全然 対 照 と 変化 な く 効果 は な いと 思わ れ た 。 

(追加 ) ( 群 大 小児 ) 松 村 竜 雄 

只今 の 二 硫 化 炭 素 法 の 御 追試 を 感謝 し ます 。 二 硫化 炭 
素 は 肥 溜 の 表面 に 上 肥 が ある 場合 に は , その 中 の 卵 (上 層 
卵 ) に 対す る 効果 は 劣り ます 。 そ れ で 表面 の 度 を な くす 
よう に , 充分 携 振 する こと が 必要 で あり ます 。 又 効 果 に 
温度 差 が あり , 高温 で 強く , 低温 で 低い で すか ら , 夏 は 
55oo, 1 週 的 作用 で よい で す が , 春秋 冬 は 量 を リ zooo よ 
りや ヽ ゝ 多く 入れ , 2 週間 作用 せしめ る こと か が 必要 で あり 
ます 。 








(岐阜 医大 ) 森下 哲夫 
二 硫 化 炭 素 使用 に は 村 捧 が 大 切 で ある 。 
内 田 申 夫 
5 日 間 に 更 分 携 振 し た 成績 で す 。 


129. yam は る 無 是 部 落 の 
設定 に 関す る 協同 研究 
Me Mem 
公衆 衛生 矢島 ふき ・ 水 野 哲 夫 

内 田 昭夫 ・ 磯 田 好 康 
群馬 大 小林 昭夫 


Co-operative studies of the 
establishment of parasite-free 
community in Gumma Prefecture. 
Rikio Yanagisawa, Fuki Yajima, 
Tetsuo Mizuno, Akio Uchida 
Yoshiyasu Isoda, Akio Kobayashi 


舞 下痢 藩 の ) 設 備 は 我が国 糞 村 保健 対策 と し て 緊急 を 要 
する 事項 で ある 。 し か も 虹 村 に か くも 多数 の 寄生 虫 が 慕 
延 し て いる 原因 は 全く 工 村 に 於 ける 殿 尿 対策 の 不 徹底 に 
あぁ る 。 我々 は 過去 数 年 に 互 つて 公衆 衛生 の 見 地 か ら 無 虫 
部 落 設 定 に 協 力 し て 来 て いる 。 

昭和 28 年 度 群 馬 県 に 於 て 三 つ の 虹 村 地帯 を 選ん で か 

る 部 落 の 建設 に 努力 し て みた が , その 結果 次 の 様 な 結 
論 と 到達 し 

1) 抽 部 落 の 説 定 人 は 日 時 を 表す る も の で ある 。 少 
く と も 三 ヵ 年 以上 の 継続 事業 と し て 為 き ね ば な ら め ぬ 。 何 
と な れ ば すでに 我が国 農村 の 耕作 地 は 過去 に 於 ける 施肥 
方 法 の 不良 か ら 強 く 汚 染 さ きれ て いる 

2) 無 虫 部 落 その 設定 に は 農民 が 簡易 に 実 人 [ 来 し か も 
経費 の か か わら ぬ 方 法 で 実践 され ね ば な ら ぬ 。 先ず 親 汐 
の ほか に 必ず 肥料 を 腐 吾 す る 所 詩 野 溜 を 創 ら せる こと が 
必要 で ある 。 し か も 農村 で は この 様 な 簡単 な 施設 の 改良 
で すら 実行 が 相当 困難 で ある 

3) 無 虫 部 落 設定 の 為 に は , 先ず 殿 尿 の 自 熱 腐 熟 を 奨 
励 す る こと で ある 。 こ の 様 な 一 見 地味 な 実行 の 徹底 が か 

えつ て 根本 対策 と し て 大 切 で ある 

4) 楽 剤 投与 , こと に 殺 駄 効果 の 大 で ある 二 硫 化 炭 素 
の 添加 は , 常に 非常 態 芝 と し て 奨励 する が よい 。 例 えば 


春秋 の 肥料 が 特に 多量 必要 と な る 時 期 に 於 て 緊急 処置 と 
「 て 利用 J 己 させ お ら 
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5) 無 虫 部 落 設 定 は 諾 民 に 対す る 衛生 教育 を 軽視 し て 
は 完成 し な い 。 例 えば 無 虫 卵 部 落 完 成 し た 暁 の 明る い 虐 
村 生 活 , 無 虫 部 落 設定 の 結果 可能 な 栄養 改善 , 又 無 虫 部 
落 設 定 に よ つ て 農民 の 寄生 虫 に 原因 し て いる 諸 疾 患 の 滋 
減 等 に 就 て よく 教え joe 

( (群馬 大 学 小児 科 ) 松 村 竜 雄 

殿 尿 の 二 硫 化 炭 素 処理 法 に つき 千葉 大 学 柳沢 教授 及び 
岐阜 大 学 森下 教授 より 御 追試 頂き , 有効 で も る と の 御 報 
告 を 頂き 感謝 に 堪え ませ ん 。 

(岐阜 医大 ) 森 下 哲夫 

名 虫 を 全部 な くす る こと は 仲 々 出来 な い の は 服 虫 完全 
で な いも ゃ の 10 多 位 残る こと で も 困難 が わか る 。 

( 問 ) (府立 医大 医 動物 ) 三 谷 笠 合 

銘 虫 保有 者 が 減少 いた し まし た の は 「 野 ツボ 」 だ け の 原 
因 で し ょ うか ? 。 又 昌 を 併用 し て お られ る の で し よ ょ 5 
か 。 た お 肢 ッ ボ の 時 期 は いつ 順 御 作り に な り まし た で し 
よう か 。 

( 符 ) 

銘 虫 は 駆 昌 に よ つ て 減少 し た も の と 考え ます 。 双 虫 剤 
は テト レン を 用 いま した, 

拓 み あ 0 肝 で す 

( 問 ) ( 予 研 寄生 虫 ) 小 宮 義孝 

両 剤 の 殺 明 効果 は 如 

(北里 研究 所 ) 長 野 寛 二 

私 共 も 2 ヵ年 半 に 理 る 釣 虫 は 完全 朋 虫 法 を 用 いる と , 
その 携 滅 は 比較 的 容易 で ある が , 顕 虫 の 場合 は 困難 で あ 
る 。 そ し て その 原因 気象 異変 (長雨 , 乾燥 , 雨 等 ) の 
た め 時 々 笑 発する 所 の 予想 外 に 高い 再 感 染 に ある 
知ら れ た 。 

130. 嗣 虫 感染 速度 並 に 
< ら の 季節 前 消長 
松崎 
松川 
高 補 
千葉 市 茂 手 木 


Studies on the rate of infe- 





ction of 4scg ヶ ZS 7 の 77cO27@S 
and its seasonal variatiOn. 

G. Matsusaki, B. Matsukawa 
M. Takahashi, Y. Moteki 


馴 昌 の 感染 速度 並 に その 季節 的 消長 を 知る 事 は 其 れ 自 
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昭和 29 年 6 月 (1954)〕 


身重 要 な 事 で も る の みな ら ず , 感染 経絡 の 誰 定 , 駆虫 の 
時 期 , 頻度 を 考 宗 する 上 に も ゃ 極め て 大 切な 事項 で ある 。 
従 つて 免 商 上 最も 電 要 な 事項 の 一 で ある に も 係ら ず 従 来 
等 病 に 附 せ られ て あつ た 。 昭和 22 年 12 月 より 27 年 10 
月 に 至る 約 5 ヵ年 に 渉 り , 茨城 県 西郷 村 , 千葉 市 , 富山 


県 入 尾 町 , 新潟 県 田 麦 山村 , 千田 村 , 上 小国 村 の 小 , 中 
学生 を 対象 と し て 之 等 の 事実 を 調査 研究 し , 次 の 結論 に 
送 し た 矢島 , 高田 , 今 園 , 原田 の 語 氏 も 同様 
の 研究 を さ が 何れ も - 地区 或 は 一 部 の 集団 に 過ぎ き 


で Sd る も の で は な か つた 。 

我 等 の 調査 区 域 は 降雪 な き 茨 城 , 千葉 及び 多 季 長 く , 
降 時 表 多き き 富 山 , 新潟 を 含み , 概ね 日 本 < で 士 の 傾向 を 多 | 
し 得る も る の と 考え る 。 


本 研究 で は 主として 隔月 検便 駆虫 を 行い , 確実 に 陰 転 
せる 者 の 再 感染 を 各 季 に 渉 り 追 及 し , 一 方 最初 陰性 な り 


し 者 及び 駆虫 に より 陰 転 せしめ し 者 を 長く 追及 し , 何 月 
に 多く 感染 する か を 調べ た 。 結果 は 次 の 通り で あつ た 

(1) 西郷 村 小 , 中 学生 は 12, 1 月 と 5, 6, 7 月 に 強く 
感染 し , 10, 11 月 に 最も 少 い 。 年 間 感 染 率 は 小学 生 121.8 
錠 , 中 学生 108.5 。 

(2) 千葉 市 園生 , 小学 生 は 10, 11 月 と 4, 5, 6 月 に 強 
く 感 染 し , 12, 1, 2 月 に 少 か つた 。 年 間 感 菜 率 89.7 用 。 

(3) 狼 尾 町 小学 生 は 10, 11 に 最も 強く 感染 し , 以後 
滞 犬 し, 6, 7 月 に 極 く 僅か 増加 する 様 に 見 える 。 年 間 感 
染 速 度 45.9 用 

(④ 上 小国 科 結 導 野 小学 生 は 7 月 頃 よ り 瀬 増し 11, 
12 月 最高 を 示し 1 月 より 4 月 迄 基 だ 感染 数 が 少 い 。 年 間 
感染 率 39.6 

(5) 千田 村 中 学生 は 9 月 より 増加 し , 11, 12 月 最高 を 
示し , 以後 緩 か に 減少 する 。 年 間 感 染 率 57.3 央 。 

(6) 田 麦 山村 小 , 中 学生 は 11, 12 月 最高 , 以後 汰 浅 , 
3, 4 月 最も 少 い 。 中 学生 は 7, 8 月 頃 よ り 再 び 瀬 増す る 。 
年 間 感 染 率 44.7 狐 , 小学 生 57,5 。 

(?) 同村 小高 及び 山 ノ 相 有川 分 接 は 同様 の 形 を 示す が 年 





削 感染 率 高 きい 前 者 68.8 狐 , 後者 91.4 で ある 
之 を 通 還 こ 降 雪 な な き 地 方 で は , 顕 虫 の 感染 は 二 山 


性 の 消長 を し 
山 は 低い ヵ 


降雪 地 で は 科 の 山 は 高い が 春 夏 に 小 る 
』 は 欠 除 する 。 


(追加 ) (北野 研究 所 ) 長 野 寛 治 
感染 の 山 に 就き ま し て 私 共 は 初島 で の 観察 調査 で , 気 
旬 暴 朋 と ・ の 影 ラノ 7 


た し まし た 


極め て 大 な る 一 因子 で も ある こと を 確認 い 








97 


131. An investigation on the seasonal 
fluctuations of ascariasis in a 
region of high endemicity 


Lyman P. Frick, Helen C. Russell 
406 th Medical General Laboratory 


Seasonal fluctuations of ascariaSiS among indi- 
viduals residing in Mnutsusawa, Yamanashi Pre- 
fecture, have been studied during a period of 16 
months. The incidence and intensity of infection 
among children and adults were essentially 
parallel. Constant decreases frorn Surmnmer Deaks 
resulted in lowest points of incidence and worm 
burdens in December. After this time there were 
regular increases up to the summer peaks.。 A 
transient decrease of intensity in the spring waSs 
not reflected in the curve of incidence. The peak 
worm burdens among children seeminglYy occurred 
somewhat later than the peak incidence in that 
group. The differences between highest and 10o- 
weSt points of the curves were Statistical1y signi- 
ficant. More intense parasitization in a sign 近 - 
cantly higher proportion of children was observed. 
This investigation offers support to the hypotheses 
proposed by other workers that ascariasiS in Ja- 
pan ijS jargely dependent upon food habits on the 
one hand, and upon agricultural practices and 


climatic conditions on the other. 


132. 学童 の 集 事 駆 是 後 の 昭 中 
再 威 染 に 対す る 概 計 


千葉 大 石川 内 科 
角田 富雄 ・ 手 島 一 


Studies of the ascaris reinfection 
after the mass extermination. 


Tomio Tsunoda, Hajime Tejnma 
4 
I. 顕 虫 感染 度 の 失 節 差 は 諸氏 の 成績 に より 有明 に 指摘 
され て 居る 。 我々 は 千葉 県 下 の 一 純 農 村 の 学童 約 600 名 
を 対象 と し て , 当地 に 於 ける その 実情 を 観察 し た 。 


II. 同村 に は 三 小学 校 が 有り , その 学童 数 は 何れ も 
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180 一 200 名 で ある 。 昭和 26 年 7 月 より 2 ヵ月 づつ お く 
ら せ 庁 数 月 に 一 槻 ご と 順次 に 集団 氏 虫 を 行い , 以後 毎月 
装 便 の 沙 抹 標本 四 枚 の 検 鏡 を 繰 返 え し た 。 

III. (1) 昭和 25 年 有 激 虫 前 の 顕 虫 陽 価 率 は 学童 590 名 
中 93 用 を 示 し た 

(2) 脳 虫 に は サン トニ ン , マク ニン を 併用 し , 1 一 3 年 
生 は 夫々 0.04g, 0.3g, 4ー6 年 生 は 夫々 0,06g, 0.45g 
を 2 日 連用 し た 。 1 ヵ月 後 の 卵 陰 転 率 は 77ー93 用 で あ 
ら つた 。 

(3③) 駆虫 後 の 顕 昌 卵 陽 仁 率 の 上 昇 を 見 る に , 総 陰 転 者 
数 の 70 2 は 6 一 8 ヵ月 後に は 再び 卵 陽性 と な つた 。 

(4) 月 を 異 に し て 行 つ た 各 駆 昌 群 の その 後 の 卵 陽 位 系 
の 上 昇 の 模様 より , 再 感染 度 の 季節 差 の 有無 を 見 る た め 
数 学 的 検討 を 行 つた 。 

賠 和 26 年 7 月 駆虫 群 に 就き 8 月 以後 月 の 偽 陽 転 者 数 
を 見 SecOMiato 21 8 5, 5 4 名 と な 
り , 之 の 値 を グラ フ に 画 き 得 た 曲線 の 頻度 分 布 に あ た 
曲線 を 求め た が , 二 項 , 9 ポリ ア , エッ ゲン ベル ゲ 
ル ,。 ポア ツン 及び ビアー ツレ 第 III 弄 の 何れ も 談 当 し な 
い 。 そこ で 導 の 値 を 半 対 数 グラ フ に と る と 11 月 を 頂点 
と する 曲線 と な る 。 之 れ の 8 て 11 月 , 115 月 の 曲線 に 
天 々 人 A, B, 2 本 の 直線 を 想定 し , B に 就き 実測 値 よ り 最 
小 自 乗法 に 佐 り 方 向 係数 を 求め , 実測 値 と 計算 値 と の 差 
(に X% ベ テ ス ト を 試み た 所 , B は 指数 曲線 に あて は め て 
よい と 考え られ た 。 同様 に し て 他 の 又 虫 群 に 就き , 各 月 
の 陽 転 者 数 よ り 方 向 係数 を 求め る と , 昭和 26 年 7 月 双 
虫 群 ユ ー0.2024, 26*11… 一 0.1352, 27.1…ー0.1211, 
27.2 っ 一 0.0916, 27.2ーー0.1840 及び 一 0.2601, 27.9 
0.1437, 28.1ーー0.1003, 28.3ー 一 0.1135, 28.5 ユ ー 
0.1575, 28.7 ユ ー0.1787 と な つた 。 

IV。 充 虫 後 濃厚 感染 が 有 つ た と 考え る と , 匠 々 し て 
得 た 方 向 係数 の 値 は 大 と な り , 反対 に 稀 薄 の 時 は 値 は 少 
と な る 。 我々 は 之 の 法 に より , 又 虫 時 季 を 暴 に する 各 群 
の 駆虫 後 の 再 感染 の 濃度 を 求め た 所 , 7 月 駅 虫 群 は 他 の 
群 に 比 し て いずれ も その 値 は 大 と な り , 7 月 駆虫 後に 測 
厚 な 感染 が 行なわ れ た も の と 考え た 。 
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133. 咽 虫 の 感染 と 集 園 太 虫 
に 関す る 研究 
宇治 市 一 小学 接 幼 稚 園 に 於 ける 観察 


京都 府立 医大 医 動物 
川本 人 笠 二 ・ ト 部 昭 ・ 吉 田 幸雄 


Studies on the new or re-infection of 45- 
672S 7/Zz72 の ZZco2 の es of children in Uji-city. 


Shuji Kawamoto, Akira Urabe 
Yukio Yoshida 


我々 + は 昭和 26 年 11 月 より 宇治 市 1 小学 , 幼稚 園 に 
於 て 集団 駆 足 を 行い つ ょ , 他方 検便 に よる 顕 虫 感染 の 実 
熊 を 調査 し て いる が , 今回 は その 遇 虫 の 感 菜 状況 に つい 
て の み 報 告 す る 。 対象 は 現在 265 名 の 小学 生 と 46 名 の 
幼稚 園児 。 こ の 学区 は 宇治 川 に 党 5 WS 部 落 よ り な 
り 人 口 約 2000 人 , その 80 は 農民 で ある ' 間 
深 抹 標本 1 枚 に 秋 和 食 堪 水 浮 渡 法 と 併用 L 

黄 虫 類 の 成績 は 1 年 11 ヵ月 半 の 均 が 株 13.2 22, 

銘 虫 4.3 で 東毛 , 即 小 条 虫 も 少数 生 ら 見 られ た 。 暁 虫 
は 肛門 清 拭 法 に より 3 回 連続 検査 し , その 累計 が 89.9 一 
97.0 用 で 顕 虫 の 感染 率 より 乱 か に 濃厚 に 浸 洲 し て いる 。 

鯛 虫 の 感 染 率 は 販 虫 の スス で 昭和 26 年 11 月 の 60.3 
が , その 後 2 2 ヵ月 間 に 15 回 集団 駆虫 を 行 つ た 結果 , 
本 年 3 月 に は に 下り , 同時 に その 中 の 受精 卵 排 

出 者 は 88.1 よ り 32.1 用 と な つた 。 即ち 本 年 3 月 に は 
次 期 の 感染 源 と な りう る 者 は 全体 の 感 業 率 と し て 僅か に 
6.2 ダダ に すぎ な い 事 に な る 。 

問 虫 卵 の 陽 転 は 月 7 一 24 名 (5.8 て 14 .4 2) で その 約 半 
数 は 少数 の 不 受精 卵 の みみ を 以 て 陽 転 し て いる の で , 多く 
は 少数 の 顕 虫 が 感染 し た も の と 思わ れる 。 陽 転 の 毎月 の 
消長 は 昭和 27 年 6 月 及び 11 月 , 12 月 , 昭和 28 年 1 月 
及び 5 月 , 6 月 に 陽 転 の 山 が 出来 , 昭和 27 年 に は 2 内 
性 で ある が , 28 年 に は 1 内 性 で ある 。 この 理由 に つい て 
は 当地 方 を 9 月 下旬 に 舞 つ た 台風 13 号 の 影響 が 考え ら 
れる が , 之 に 就 て は 別に 調査 中 で ある 。 

双 昭 和 27 年 6 月 に 虫 卵 陰 叶 だ つた 者 98 名 は 半年 後 
に 44.8 劣 , 1 年 後に 69.4 狐 , 1.5 年 後に 75.5 2 陽 転 
し , その 速度 は 比較 的 早い が , 之 と 前 逃 の 少数 感染 が 多 
いと 言う 事 より 推量 し て 感染 源 と し て の 虫 卵 の 分 布 は 
大 きい が , 顕 虫 卵 の 数 は 少 い 事 を 示す の で は な か ろう 
か 。 又 1.5 年 後に 祭 陰 性 の 24 名 は その 後 3 ヵ月 依然 陰 
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性 を つ ゞ ざけ て いる が , 輝 は 感染 の 機会 か が な た い の か , 或 い 
は 又 体質 的 な も の か 更に 検討 を 続け 度 い 。 

馴 虫 の 自然 排 注 は 9 ヵ月 間 の 調査 に は , 月 2 一 10 名 
(1.9-9.1 2) の 自然 陰 転 者 が 見 られ た 。 輝 に は 見 か け の 
陰 転 者 も 含ま れ て いる か も る 知れ ぬ が , 雄 だ け の 排 虫 者 は 

多数 寄生 時 の 自然 排 虫 等 検便 成績 に 現われ な い 排 虫 を 考 
える と 自然 排 虫 者 は 左 程 稀 で な いと 思わ れる 。 


134. 大 咽 虫 の 先天 性 感 湊 に つい て 


日 咽 大 寄生 


清水 重 矢 ・ 堀 見 利 遇 ・ 二 橋 動 


On the prenatal infection of the 
dog ascarid, 7oxoc/7 C4727S. 
Shigeya Shimizu, Toshimasa Horimi, 


Isao Futahashi 


大 遇 虫 の 胎盤 感染 に つい て は 1920 年 Fulleborn の 研 


年 に 始 り 現 在 迄 に 数 多く 報告 され て いる が ," これ の 自然 
感染 例 に つい て の 報告 は 比較 的 少数 例 の も の に つい て で 
さ る 資料 と し て は 不 充分 で , わずか に 野 
田 , 高 剛 (1953) ら の 報 

大 に は 極め て 普通 で し か も , Age-resistance の 可 な り 
結い 犬 昌 に つい て , Moe 態 を 知る 事 は 
上 床 鹸 医学 上 極め て 重要 な 問題 で も わる 。 こ の 点 に つい て 
われ われ は 昨年 以来 調査 し た 生後 3 日 以内 の 仔犬 34 頭 
に つい て 次 の 様 な 結果 を 得 た 

1) 検査 し た 仔犬 全部 に 顕 幼虫 の 移行 を 認め た 

2) 季節 的 に 見 て 肺 臓 か ら 小 腸 に 移行 する 時 間 的 関係 
ゝ て いる 。 始 ち 自 期 の も の が 冬期 の も の より 
削 が 短い よう に 思わ れる 
* ゃ 胎盤 感染 が 行わ れる こと を 


ょ レン っ 感 巡る テ > 
あぁ つて 感 柴 率 を % 


吾 が ある の 太 で ある 


ン =Yz 上 テ 。 そ カ 
に 圧 』 を に あり 


腸 に 移行 る 時 | 
3) 称 期 に 検査 し た 例 で 
認 め た 
4) 生後 3 日 以内 の 仔犬 の 肺 臓 並 に 胃 か ら 検 出 し た 幼 
虫 の 大 き さ は , 体長 の 平均 が 1.2 一 1.9 mm 体 幅 は 0.06 
mm で 著しい 差 は みみ られ な い 。 
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135. 名 下 症 に 於 ける 病理 
組織 学 前 研究 


新潟 ・ 新 発 田 ・ 
畠田 吉 度 ・ 田 中 臣 穂 


畠田 病 院 


Histopathological studies on ascariasiS. 
Yoshiro Hatada, Shigeho Tanaka 


昌 「 ア 」( ア レル ギー の 略 ) の 起り 得る 事 は , 動物 実験 
的 に は 既に 立 放さ れ , 最早 や 疑う 余地 な い が , 人 体 で は 
どう か と 言う 点 に な る と , 残念 生 ら 未だ 推論 の 域 を 脱し 
て いな い 

香 々 は 原 に 本 間 是 に 関 む を 持 ち , 諸 方 面 か ら 之 が 検討 

行 つ た が , 本 日 は , 人 体 腹 部 諸 器 
官 に 於 ける 虫 性 病 委 人 を , 40 枚 の 天然 色 頭 微 鏡 写 真 に 
より 供覧 し , 吾 え の 言う 様 変 化 を 提示 致し た 


を 1 了 い , `。 2ー3 の 


Arthus 
い 。 

之 か ら 供 窟 す る 組織 像 は , 3 枚 だ け は 家 各 腸管 の 遇 虫 
ア 」 像 で ある が , 他 の 37 枚 は , (1) 虫 垂 , 胃 空 腸 , 胆 苦 
等 管 腔 臓器 と , (2) 肝 , 膝 臓 等 実質 性 臓器 で も る 

打者 は 全 層 に 二 る 好 酸 珠 の 強烈 な る 浸 潤 と 仁 令 は 亜 
怠 性 血管 反応 像 で あり , 後者 は , 好 破 球 浸潤 と 慢 個 和 
反応 像 央 も , 血管 中 心 の 肉芽 腫 形成 又は 胆管 騰 管 中 心 
( 礎 * 虫 卵 を 中 心 と ま 腫 形成 が 主体 で ある 
面 し て 之 等 所 見 は , し て 普 虫 性 変化 と わか る 如く 
極め て 特長 的 で ある 

1。 先ず 鯛 虫 捕 出 液 を / 


用 い , 家 AA 党 に 突 験 的 Arthus 





作 つ た グ と の 結 呆 光 に 敬 嘆 せ さ ざ ろ 得 な ょ い が * 若 も 記 注 : 身 
Pe 前 後 で 腸 壁 粘膜 下層 に こ 好 2 現われ, 


5 時 間 に し て 完全 な Arthus 所 見 を 呈す る 。 (第 1 一 3 図 ) 

2。 次 ae 4 一 12 図 ) 
空腸 上 部 の 顕 虫 性 病変 像 (第 13 一 19 図 ) 

する 顕 虫 性 病変 像 (第 20 一 25 図 ) 

5. 胆道 玉 虫 症 に 於 ける 胆 組 の 映 虫 性 病変 人 .( 第 26 一 

何れ も 実験 Arthus 同様 全 層 に 互 る 好 


反応 を 主体 と する , 相 共 通し た Arthus 


3 
4。 胃 に 於 け 
MI 


28 図 ) を 見 る と , 
酸 球 浸潤 と 血管 
様 所 見 を 呈し た 

6. 次 に 肝 内 胆管 迷 入 に 
34 図 ) 

7. 及び 膝 管 迷 入 に よ る 顕 虫 性 膝 病 変 父 (第 35 一 40 
図 ) は , 所 見 の 如く , 虫 卵 を 楼 と し て 生ずる 肉 斐 太 形 成 
も ある が , 肝 所 見 の 如く , 連続 切 諸 に よ つ て も 昌 卵 な き 


よる 融 虫 性 肝 病 変 像 (第 29 ン 


小 血 管 を 中 心 と し た 具 形成 例 も 少な く な い 。 
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従来 は , 病理 学者 か ら , Medi 
所 見 も 洒 次 ,「 ア 」 機 序 も 加 つ て 起 る と な す 方 向 に 理解 さ 
れつ ょ ある 事 だ け は 事 突 で ある 。 面 し 照 虫 症 イ コー ル 骨 
1 余り に も 理論 が 飛躍 し 過ぎ て 私 共 候 
人 旨 来 な い 。 
か くし て , 顕 虫 症 を 病理 組織 学 的 に 追求 し て 見 る と 
RBF こ 見 えて も , 組織 学 的 に 無 変 化 な 所 に 
東 性 腹痛 が 成立 する か どう か わ し く な つて 来 た と 思 


Me (群馬 大 学 小児 科 ) 松 村 竜 雄 
綴 床 的 観察 か ら , 胃 , 十二指腸 顕 虫 定 の 独立 性 を 
太 信 し し て お り ま す 。 又 顕 虫 症 に お いて 管 腔 の 広い 場合 , 
即ち , 胃 , 十二指腸 小腸 の 顕 虫 定 で は , 成因 と し て 顕 昌 
アレ ルギー が 3 重要 で ある と 考え て いる 者 で あり ま 
す 。 只今 の 顕 虫 症 に 訟 け る アテ レル ギー 人 性 変化 , 殊 に 胃 に 
お ける Sm 常に 興味 ある 知見 と 存じ ます 
( 聞 ) ( 弘 大 ) 概 匠 夫 
肝 変 化 は 我々 の 経験 し た も の より 非常 な 高度 の 壊死 を 
ぶし て 居る が それ は 臨床 材料 か , 動物 実験 に よる も の か 


1. 概 教 授 の 質問 

「 肝 臓 所 見 は ど う し て 作 つ た か 」 に 対し 

演者 の 答弁 

『 今 供覧 し た 顕微 鏡 所 見 は , 動物 実験 の も の で な く , 
人 休 に 於 け し る 畑作 変 像 で ある 。 唯 初め の 3 枚 だ け は 
家 各 腸 堂 に 作 つ た 「 PC 

1。 枯 氏 の 発言 

「 自 分 が 今 ま で 見 て 来 た 所 見 と 較べ て 非常 に 強い の 
yo ンコ 

演者 の 答弁 

『 肝 臓 に 於 ける 変化 は , 豚 肝 の 急 幼 虫 に よる 病 毒 像 を 
見 て も わか る 様 に , 直接 作用 も 相当 に ある 。 面 し , 現実 
に , 顕 虫 「 ア 」 が 起り 得 , 丸和 吾 々 が アナ フィ ラキ シー 性 運 
動 を 人 体 消化 管 も 証明 し 得 た の だ か ら , 此 の 独 得 な 所 見 
と 共に , 「 ア 」 機 序 が 之 に 関与 し て いる 事 は 間違い な いと 
思う 』 

3. 酎 教授 の 発言 

「 此 昌 性 腹痛 が 「 ア 」 ン スバ スム ス で 起 る と せ ば , 数 日 
間 も 発 作 が 続く 場合 消化 管 が , 何 日 も 雑 縮 する 事 に な る 
が , 腹痛 の 問題 は 妊 々 は も つと 研究 する 必要 が ある 」 

演者 の 発言 

『 御 著 で ある 。 面 し 牌 ら , 和 吾 々 の 人 体 実 験 に よ つ て , 
胃 , 十二指腸 , 等 に 顕 虫 出 液 動 注 に より 知覚 過敏 を 6 例 
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も 見 て いる 。 従 つて 知覚 過敏 と し て 知覚 し な い 知覚 感 
受 性 の 元 進 / も 当然 足り 得 べく , 娘 そ の 誕 明 の 為 め の 実 
験 に よ つ て も , 最早 や 疑 余地 が な い 。 昭 虫 に よる 江 烈 
仙 冶 が 胆 閣 か ら か 消化 管 側 か ら か と 言う 論 筆 も 以上 の 事 
実 と , 昨年 報告 し た 虫 「 ア 」 の 特質 か ら , 解決 出来 欄 
に 思わ れる 。』 

次 いで 松村 教授 の 発言 に 移る . 

畠田 氏 に 対す る 概 教 授 の 質問 に つい て 

群馬 大 学 小児 科 松 村 竜 雄 
胃腸 管 の 軽い 灯 縮 の み で は どの 程度 の 芝 痛 が 起 る か 私 

はかり ませ ん 。 然し 著しい 各 縮 が 起り , 面 も 局所 に ア 
レル ギー 性 炎症 が 著しい 場合 , か な り の 痛 が 起り 得る 
と 想像 し て お り ま す 


136. 是 雑 愚者 の 血清 に よる 人 
顕正 仔 是 の 細胞 化学 的 変化 に 就 て 


千葉 大 病理 
橋本 紳 石橋 正男 


Cytochemical study on the larvae 
of 44scgzZs /Z2727Z2co2 の es in the 


Serum from hosts. 
Nobuhiro Hashimoto, Masao Ishibashi 


私 達 は 既に 顕 虫 挫 患 者 血清 は 人 顕 虫 仔 虫 に 対 し て アレ 
チビ テー ト を 形成 する 事 を 発表 し た が 今回 更に 魚 虫 縮 品 
者 血清 の 人 顕 虫 仔 虫 に 対す る 細胞 学 前 変化 を 主として 汗 
胞 化学 的 に 検索 せん と し て 次 の 如き 実験 を 行 つ た 

実験 方 法 : 普通 塗 抹 法 に て 袋 便 中 顕 虫 卵 陽 性 者 5 名 の 
血清 , 対照 と し て 顕 虫 卵 険 性 者 名 の 血清 及び 白葉 の 血清 
を 同時 に 採取 し て 冷蔵 庫 中 に 貯え て お いた 。 実験 に 当 つ 
て は , 減 菌 試験 管 に 各 血 清 を 約 1cc 宛 取 り , 人 体 解剖 
の 際 に 取出 し た 人 顕 虫 の 子宮 内 卵 よ り 人 工 的 に 培養 脱 毅 
せしめ て 得 た 仔 下 を 集め , 之 を 生理 的 食塩 水 に 浮 泊 せ し 
め た 浮 流 液 を 各 試 験 管内 血清 中 に 同 滴 数 宛 数 滴 滴 下 し, 
之 を 37?C の 役 卵 器 中 に 収め 時 間 後に 各 試 験 管 を 心 沈 
滅 し て 血清 を 棄て 更に 生理 的 食 偽 水 で 洗 疹 し , 之 を ヵ ル 
ノア 氏 液 で 10 分 間 固 定 し た 後 ア ル ュ ー ル で 洗 六 し , こ 
NSR 人 Aoo っ 
抹 乾 燥 せしめ て 標本 を 作成 し た 。 菜 色 に 当 つ て は 多糖 類 
朱色 の アリ ー 氏 法 。 デ ゾ キ シリ 琉 委 色 の フォ イル ゲ 
ン 反 応 を 主 と し , 更に へ マト キシ リン , エ オ デ ヂ ン 朱 色 及 
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び ^ イ デン ハイ ン の 鉄 へ マト キシ リン 茶 色 を も 併せ 行 つ 


チ ょ = 
ハー 


所 : 対照 と し て 帳 上 泡 の 血 消 を 作用 せしめ た 標本 
に 於 いて は 仔 虫 の 桜の 分 布 状 態 は 仔 虫 の 頭 部 及び 頸 部 に 
極 > ら て 夫 に し て 腹部 に 於 いて は 片側 ! - 邊 + 夫 に 疹 ん で い 
る が 全般 に 粗 で 尾部 に 於 いて 再び 密 に 見 られ , 核 の 周 革 
て 核 内 の デ ゾ キシ リ re re 
常に 濃く 認め られ る 。 多糖 類 に 於 いて し て 腹部 に 
大 珠 粒 状 に 著 明 に 観察 され る 。 に し 人 人 
消 を 作用 せしめ て 得 た 機 本 に お いて は 仔 昌 の 核 の 構造 は 
不 解明 に な り , 核 中 の デ ゾ キシ リボ 核酸 の 時 は 減少 し 遇 
っ 一 部 は 馴 粒 状 と な つて 見 られ る 。 多糖 類 る 同様 に 填 
明 に 減少 人 遇 人 才 玉 を 作用 せしめ て 得 


は 極め て 鮮明 に し 


て いる 


た 標 本 に こ 於 くい て は 陽性 者 に 人 た ( 記 あ よ り , 仔 虫 の デ ゲ キシ 
リボ 核酸 及び 多糖 類 の 減少 の 程度 は 軽度 で ある 











k 世 績 に より , 顕 虫 陽性 者 血清 は 昌 卵 険 
性 者 血清 に 比較 し て 人 顕 昌 仔 昌 に 対し , フォ イル ゲン 反 
応 に よる デ ヅ キシ リポ 核酸 及び り リ - 氏 の 染色 法 に よる 
多糖 類 の 染色 性 を 減少 せしめ る 事 を 認め た 。 こ の 事 は 陽 
性 者 血清 が 陰性 者 血清 に 比較 し て 人 顕 虫 仔 虫 に 対し 障 
作用 を 与え る 一 誕 拠 と な る も の と 考え られ る 。 
(岐阜 医大 ) 森 下 撫 内 

Feulgen 染色 で D.N.A. 反応 の み を 見 られ た 理由 如 

何 


以上 の 実 


と 


三 の 研究 
【 休 予 防 
群 大 小児 松村 欄 雄 ・ 友 松 新 地 
織田 答 了 ・ 由 上 修三 ・ 細 谷 隆 


137. 名 虫 に 関す る 二 . 
上 中 アレ ルギー と て 頻 下 選 


Several studies on ascariS. On ascarisalle- 
rgy and prevention of ascaris infection. 
Tatsuo Matsumura, Shingo Tomomatsu, 
Toshiro Oda, Syuzo Yugami, 
Takashi Hosoya 


魚 虫 アレ ルギー の 研究 に 於 て ・ 著 妥 動物 と し て , 従来 
所 詩 無 負 置 動物 が 用 いら れ て いる が , 我国 で は 顕 虫 寄生 

が 夢 延 し て いる か ら , 無 処 置 動物 と 難 も , 既 住 に お ける 
虫 感染 を 否定 し 得 ぬ 。 実際 に , 豚 玉 虫 体腔 液 を 海 用 に 
背 主 し た 場合 の 致死 量 が , 従来 の 突 験 と アメ リカ の 実験 
と で は , 著しい 差 が ある 。 私 共 は この 点 に 注目 し て , 鯛 
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昌 ア レル ギー の 対 陣 動 物 と し て , 私 共 の 考案 し た 飼育 方 
法 に ょ る 無 感染 動物 を 用 いた 。 即ち , 飼育 室 は 予め 見 
化 メ チル で 煙 蒸 し て RW し て お き , 、 常 に 密 閉 し , 餌 は 
100?C に 加熱 し た も の を 用 い , か か る 条件 の 下 で 出生 直 
後 か ら 飼育 し た 海 無 を 無 感染 動物 と し て , 対 早 に 供し 


ナ ェ = 
ムー 


まず , 豚 顕 虫 体腔 液 を 無 感染 海 無 に 静 注 する と , プロ 
キロ 10 cc の 大 量 に も 耐え る が , 豚 虫 仔 虫 包 蔵 卵 約 
5000 個 を 経口 感染 せ し 。 プロ キロ 0.1cc 
の 少量 で 慈 く 死亡 し , 致死 時 に お い て 両者 の 間 に は , 
100 倍 以上 の 差 を 認め た 。 次 に 感染 海 狂 に , 体腔 渡 を 致 
死 量 の 7/』 量 か ら 始 め て 静 注 せ し め て , 連日 倍増 し た 所 , 
致 死 基 の 100 僅 以 上 の 量 に 柚 え し め る こと が 出来 , 腕 感 
Me し 得る こと が 明らか と な つた 。 次 に Schultz-Dale 法 
に より 腸管 反応 を 夷 験 し , 感 肖 海 手 腸 管 に 体腔 液 を 作用 
せしめ る と , 了 縮 の 起 る こと を 認め , 面 も 一 度 収 縮 し た 
後 は , 腸管 を 洗 つ て 再び 体腔 液 を 作用 せしめ て も , 脱 感 
作 せ られ て 2 度 晶 に は 改 縮 せ ぬ こと を 見 た 。 以 上 より , 
体 膝 液 の 拓 元 倫 が 明か と な つた 。 次 で 体腔 液 を 分 画 に 分 
ち , 核 算 白 を グロ ブリ ン を 王 成 


する 分 画 , 





め た 海 無 で は , 







主 成分 と する 分 画 , 


アテ アルプ ブ ミ ン を 主 成 分 と する 分 画 及 び 多 糖類 る 


詩 成 分 と する 分 画 を 得 た 。 そ て そして, 上 記 の 感 
負 光 実 験 , 本 反応 を 検 し た 結果 , 体 ! 


光 性 は アル プ ミ ン を 主 成分 と する 分 画 及 び 多 精 
最後 に 飼 僅 液 に つい 
面 も 飼 伏 液 ? 
及び 多糖 類 分 画 の 撤 元 





分 と する 分 画 に ある こと を 知 つ た 


て 同様 に 突 験 し , その 拓 元 性 を 確 め , 


性 が 体腔 液 吹 に アル プ 


リト に コ ゴ に < 才 こ キ プラ ー 2 と アッー ン へ 3 
性 と 共通 する こと を 知 つ た 。 怠 虫 感染 予防 に つい て は , 


ミン 分 画 , 
示説 (104) に 護 る 


138. 海 人 草 成 分 の 化学 的 研究 


藤沢 薬品 ee ・ 渡 辺 久 和 礼 
中 野 浩 ・ 高 野 忠 義 ・ 森 本 明 
Chemical studies on digenic acid. 
Michiharu Miyazaki, Kure Watanabe, 
Hiroshi Nakano, Tadayoshi Takano, 


Min IMorimoto 


ミナ 及び イオ ン 交 換 樹脂 を 
此 は 分 解 点 253? ap*5 


海 人 草 の 水 当 エ と キス を アル 
以 て 精製 し て ヂ デ ゲ ニン ッ 酸 を 得 た 。 


= テー12.7 元素 分 析 の 結果 Cio His 04。 な る 分 子 式 を 有 し 
プ タ ノ ー ル 萬 酸 (4:1) を 展 解 剤 と し ペー パー クロ マト 
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グラ ム を 行え ば Rf=0.48 一 0.50 石炭 酸 水 ( 4 : 1 ) で 0.56 
ー0.58( 其 他 省 略 ) を 示す 無色 針 状 結晶 で 酸性 を 呈し 空 祭 
中 で で も る 。 ア デメ ズ 由 金 を で 間 元 すれ 
索 一 分 子 を 吸 改 し て 分 解 点 28.3? 分 子 式 Co H7 O』 N 
な る ヒド ロ ヂ ゲニ ン 酸 と な る 。 ヂ ゲニ ン 酸 は ニン ヒド リ 
ン に より pH5 で 429mz に 最大 吸 改 を 有する 黄色 を 旦 
し 時 の 反応 は 定量 分 析 に 応用 され る 。= ニ トロ プル シッ ド 
ナトリウム 及び リー ベル マン 反応 陽 作 で 第 2 級 ア ミン の 
存在 を 示し 硫黄 レン 00 ぼ の 存在 或 は 単独 に て 強 熱 
する 時 は エー ルリ ッ セ と 反応 を 強く 呈す る ピロ ー ル 化合 体 
が 得 ら れる 私 達 は デ ゲ ニン 院 に ナ トロ ンカ ルク を 加え 
乾 溜 し て 沸点 25mm 67? 分 本 値 な る Cs Hi。 N 物質 を 
に Yeweye クロ ム 酸 で 酸化 し た 所 融点 83? C 
Hs Os N な る 物質 が 得 ら ちら れ た 。 此 の 物 は 当 研究 所 で 別 
個 に 半 き れ 4 ソ プ ロ ピル マレ ン イ ミド と 重点 分 析 値 
赤 外 妹 スペ クト ル が 全く 一 致し た の で 同 物 で ある と 断 


ト 
は 分 析 の 結果 マレ イィ 





定 する 。 面 し て 此 の 原料 の ピロ ル f 


ミ ド た エ り 克 素 1 コバ が バ し * の で 記 ! 


ミ 人 っ 、 





Ii に は g 双 は) 位 
つて 此 は イソ プロ ピ 
日 つ 上 中 の 化合 体 
は ヒド ロ ヂ ゲニ ン 酸 を 原料 と し て も 全く 同一 物 が 得 ら れ 
人 衝 ま タチ デー 根 の | 技 生 の 仙 馬 は 人 D5C き する 
で あろ うぅ 5 と 推定 され る , 次 に デ ゲ ニン 酸 或 は とら ドロ ヂ ゲ 
= ニン 酸 は 近 : 水 酷 上 酸 と 加 刺 すれ ば アセ チル ヂ ゲ ニン 酸 又 は 


に メチ メ 基 が 存在 し た と 推定 され 人 往 





2 メチ ルビ ロー ル で あつ た と 





ヒド ロア セチル ヂ ゲ ニン 酸 無 水 物 と な る 此 は 苦味 を 有 
アル ュ ー ル 中 中 性 で ある 。 此 を 水 と 共に 煮沸 すれ ば 
酸性 を 呈し , 再 結 唱 後 滴定 れ ば 二 鹿 基 性 を 早 す 中 より ヂ 
ゲニ = ニン 酸 中 4 個 の 酸素 は カル ボン 酸 に 基 囚 し , 且つ 無水 
物 を 作り 安い こと より 相 隣 れる 位 回 に ある も の と 推定 さ 


一 


れる 以上 種々 な る 事象 を 織 合 し 禄 内 に 於 ける 二 重 結合 の 
位置 及び ぇ メチル の 位置 は 休 未 定 で る る が ヂ ゲ ニン 酸 の 化 





池 は メチ ルイ ソ ツ プ ロビ ピル デカ ル ボ キシ ピロ リン で あ 


る と 推定 


( 阪 大 医学 部 菜 学 ) 衝 本 常 松 

ヂ ゲ ニン 酸 発 見 以来 鋭意 その 化学 構造 を 検討 し て いる 
が , ヂ ゲ ニン 酸 の 構造 を 2-methyl-3-iso propy1l-4, 5, - 
dicarboxy-pyrrolidin と すれ ば 説明 出来 な たい 欧 多 の 反応 
を 経験 し て いる 。 何 れ 合成 的 研究 と 相 待つ て チゲ ニン 酸 
の 正しい 構造 を 適当 な 機会 に 発表 し た い 

(大 阪 市 立 医大 ) 守 屋 何 

(1) チゲ = ニン 酸 が メチ レン ブラ ウ の 脱色 を 了 基 止 し た 時 
の 材料 

(2) その 場合 浮 渡 液 に 添加 され た 物質 (Glucose, Suc- 
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cinate etc) 
(藤沢 薬品 ) 宮 崎 道 治 
) 虫 筋 1.0g, 7 mmHg, pH, 7.2, 0.1 メチ レン 


表 0.5cc. ヂ チゲ ニン 酸 1 溶液 1.0cc, 脱色 時 間 25 分 以 


上 対照 デ ゲ = ニン 酸 1 用 溶 液 1.0cc 脱色 時 間 7 分 30/ 


139. 海藻 中 の Terpen 系 物質 の 
上 上 有 涼 除 作用 に 関す る 実験 前 研究 
北大 楽 理 深山 秀憲 
Experimental studies on the anthe- 
Imintic action of sesquiterpenic 
Compounds of seaweeds. 
Shuken Miyama 
私 は 第 二 回 楽 理学 会 北部 会 に 於 て , 11 種 の 海藻 の 水 浸 
浪 , 2 和泊 其 の エキ キス , 並び に 之 等 海藻 の 比較 的 純 粋 


に 近い 有効 成分 と 思わ れる Pheno 系 物質 の 豚 六 虫 に 対 


て 報告 し , 就 中 フシ スジ ど モ クエ キス 





する 作用 強度 に 就 
の 作用 が 最も 強い と 輝 べ た 。 此 度 は 北大 水産 学部 水産 化 
学 教室 より 海 洒 中 の Terpen 系 物質 の 提供 を 受け た の 
で , 之 等 の 豚 題 虫 に 対す る 作用 強度 に 就 いて 報告 する 。 

実 駅 方 法 並び に 成績 

アラ ビア ゴム 加 Bunge 氏 液 に , 0.1 用 の 視 合 で 検体 
を 溶解 し , この 中 に 豚 融 虫 を 投入 し て , 38?C に 於 て 蓮 
動 を 時 間 的 に 和 観 鶴 し 旦 つ 鯛 昌 が 死亡 する 迄 の 時 間 を 測定 
し た 

1。 壮 と し て Cadinen 及び その Isomer より な る 
Sesquiterpen 

油分 3.9 が 45 日 で , 潤 分 8 が 4 一 8 日 で 溜 分 2 は 5 
日 で 豚 問 虫 を 死亡 せしめ , 油分 4 が 5 一 6 日 か ゝ つた 。 
以上 より 溜 分 3.9 が 4ー5 日 で 最も 強 か つた 。 
2。 王 と し て Vetivazulen より な る Sesquiterpen 


( 低 沸点 部 

潤 分 1 は 4 一 ? 日 で 豚 弟 虫 を 死亡 せしめ た 。 

3。 主 と し Cadinol より な る Sesquiterpen-alcohol 
油分 2 が 2 て 5 日 で 豚 癌 虫 を 死亡 せ しめ, 34 日 を 要 し 
た 油分 1 より も 作用 が 強 か つ た 

4. Cadinen の 脱水 素 に より 得 ら れ た Cadalin, 及び 
1.6-DimethylInaphthalin 

Cadzlin が 3 て 7 日 , 1.6-Dimethylnaphthalin が 4 ン 


7 日 を 要 し た 。 
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6. Terpen の 分 汐 に 用 いら れ た 海藻 の 原油 , 並び に 
原油 分 測 残 深 

ッ ゾ 原油 は 2 日 で 豚 題 中 を 死亡 せしめ , エゾ ヤ ハ ズ 原 
油 は 5 一 6 日 . エゾ ヤ ハ ズ 原 油 の 分 溜 残 済 は 45 日 で あ 
の だ 

以上 の 実験 の 結果 を 要約 すれ ば , Sesquiterpen, 並び 
に Sesquiterpen-alcohol 中 作用 が 最も 強い の は Sesqu 
iterpen-alcohol の 潤 分 2 で あつ た 。 原油 で は リゾ の 原 
油 が 最も 強 か つ た 。 エ ヅ ヤ ハズ の 原油 並び に 原油 分 溜 残 
営 を 比較 する と , むしろ 後 者 の 方 が 作用 が 強い の は , 何 
等 か の 有効 成分 が 残 注 中 に 存在 する の を 示す も の と 思わ 
れる 。 ソ ッ ゾ 原油 は フロ ログ ルチン 誘導 体 を 含有 し て 居 
る の で 作用 が 強い の で は な か ろう か と 思わ れる 。 
140. サン トニ ン 誘 導体 の 

in vitro test に つい て 


阪 大 微 研 
伏見 純一 ・ 大 幡 勝也 
Studies on the in vitro test 
santonin derivateseS. 
Junichi Fushimi, Katsuya Ohata 


豚 昌 の が ガラス 管内 の 運動 な ら び に サン トニ ン の それ 


に 及ぼ す 有 影響 に つい て は , 昨年 二 回 の 近畿 支部 例会 に て 
報 吾 し た 。 私 和 着 は 上 學 の 知見 を も も と と し て , サン トニ ン 


様 作用 物質 の im vitro の 効力 比較 の 可能 性 を 検討 し よ 
5 と し て , 10 種 の サン ト = ニン 誘 導体 に つい て 実験 観察 を 
行 つて 来 た が ぃ の 結果 を 得 た の で 報告 する こと と す 

この 際 最 も 重要 な 変動 要因 は , 顕 虫 の 感受 性 の 個体 差 
に ある の で , それ も 出来 る だ けさ ける た め , 一 日 供 試 是 
昌 は 5 隻 ま で と し , 一 楽 物 一 濃度 に つい て 30 奪 を 用 い 
た 。 従 つて 10 種 に つい て 各々 二 濃 度 (一 率 に 15ooo と 各 
系 物 に つい て 適宜 な 濃度 と ) に て 行 つ た か ら , 鯛 虫 は 600 
刻 , 日 数 は 120 日 其 上 を 要 し た 。 こ 5 し て 詳細 な 観察 記 
鉄 を と り 検 討 し た と ころ , 効力 の 指標 と し て は , まず 第 
- に 私 達 の い 5 第 TI 期 が 明瞭 に 存在 する か ど うか と い 
う こと , 第 二 に は 第 III 期 に 於 ける 頭 端 の ギ マ チ ナ ィ 振 
動 と いう こと を と る べき で ある と いう こと が わか つた 。 


そこ で 私 達 は , 次 の 様 な 値 を 以 つ て 比較 値 と する こと と 
ーー ザ 1/2(A 十 B) XN, (A oe eee 
明 腔 な も る の の 宴 , B 


し た 。 即ち 1 
と の 境界 の 


I 期 と 期 
…T 期 と III 期 と の 境 
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界 の 明瞭 な も る の ヽ 錠 , N・…・ 全 体 を 通じ て 少し で も 作用 
が ある と 見 個 し うる も の ヽ め ) 薬液 は pH, 6.2 一 6.5 の 
1 多 食 塩水 に 各 楽 物 を それ ぞ れ の 濃度 に 投入 し た も の で 
あり , 汐 度 は 38*C, 緩衝 液 を 用 いて な いか ら , 楽 物 に 

より 少し の pH の 変動 は ある 。 結果 は 次 に 示す 如く で あ 
つて , 之 の みか ら サ ント ニン の 化学 構造 と 効力 と の 関係 
を 云 々 する こと は 困難 で ある が , 具 ラ クト ン 環 が 完全 で 
ある 必要 は な いと いう こと, 分配 係 数 は 殆 ん ど 問 題 に は 
な ら な いと いう こと は 革 い ぅ る 。 


薬物 濃度 1 
1/5000 92 
サン トニ ン 
1/50000 7?6 
1/5000 37 
クロ ロサ ント ニン 
1/50000 13 
1/5000 71 
サン トニ ン オ キシ ジム 
- 1/40000 63 
50 
サン トニ = ニン アミ ン (HCI 塩 ) As が 
1/2000 94 
1/5000 17 
デス モト ロボ サン トニ ン 
1/50000 8 
ディ クロ ロ 。 ディ ヒド ロサ ント ニン AN ae 
ます 2 三 > 
た 6 1/50000 7 
トラ ヒド ロサ ント ニン が 員 学 
チ ゞ ロサ < ニ > 
34 * る す 録 : 1/35000 19 
pa 1/5000 92 
be 性 1/2000 98 
SA 1/5000 93 
サ > EL う トコ エス / 
2 1/7500 97 
9 1/5000 76 
ッ > = > ム 
本 1/2000 279 
9 1/5000 20 
Ei 1/2000 。 21 


サン トニ ン 様 作用 物質 の in vi- 
る べき 多く の 点 が ある と いう こと 


以上 の 如く で ある が , 
tro test は 今後 検討 さ 
を 強調 し た い 。 

(追加 ) ( 順 天 犬 ) - 板 東 丈夫 

me 
結果 と 異 る 点 は 実験 効果 判定 上 の 規準 が 相違 する 点 に あ 
る か と 思わ れ ま す 。 Merry 
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141. 新 及 目 バ ボンバ ラジ 
トー アン に つい て 


東生 病院 
宮川 逸 尋 ・ 石 若 大 三 ・ 篠 原 進 


A new worm cure remedy Danparasitol. 
Itsuro Miyagawa, Daizo Ishiwaka 


Susumu Shinohara 


私 等 は 宮川 米 次 博士 の 創案 に よ つ て 四 塩 化 エ チレ ン , 
アス カリ ドー ル , サン トニ ン を 居 糖 の 結晶 上 に 分 散 し 粉 
末 状 コロ イド 化す る こと が 出来 た 。 こ れ を ペン パラ ジ ト 
ー ル と 命名 し た 。 こ の 分 散 法 に よ つ て 各種 の 薬剤 は 化学 
的 性 状 を 変じ し な いた ゞ 物理 的 に コロ イド 微粒 子 と な つて 
いて 水 に 溶解 する と 乳 濁し た コロ イド 液 に な る 。 分 散 せ 
られ た 楽 剤 は 毒 力 の 増強 は な いか と 蓋 う 5 こと を 確か め る 
為 に 種々 の 割合 に 分 散 し た も の を 人 体 に 使用 し て 一 般 的 
副作用 肝腎 機能 上 に 及ぼ す 影 響 を 検 し た の に 毒 力 の 増強 
の な いこ と を 知る こと が 出来 た 

これ を 海 手 に 経口 的 に 使用 し て 一 般 状態 の 変化 と 割 検 
所 見 組織 学 的 変化 の 追及 に よ ょ つて 何等 の 毒 力 の 増強 な き 
こと を た し か め た 。 

アス カリ ドー ル サ ン ト ニン だ け の 粉末 状 コ ロイ ド , ペ 
ン パ ラジ イィ は 豚 虫 効果 が 充分 で は な い が 四 癌 化 エ チレ ン 
2 錠 , アス カリ ドー ル 20 宅 ,。 サン トニ ン 1.5 守 , 羽 精 
58.5 22 の 粉末 状 コ ロイ ド は 其 の 一 定量 を 3 日 間 連 用 す 

こと に よ つ て 多 虫 , 東洋 毛虫, 暁 虫 , 顕 虫 は 100 に 
90yNHEK ペ ンク ジ トー ルコ ょ の 内 楽 が 駆虫 上 相乗 作 
用 を な す と 思う ぅ 。 然し 副作用 は 少し ゃ 増強 が な い 。 






142. 暁 虫 の 経 肛 感染 有無 に つい て 


1+ー た 内 広 > 醒 時 
日 大 内 科 ・ 病 田 病院 


本 間 誠 
On the rectal infection of 
万 7e ヶ 7224S の 6Z27C/72S. 
Makoto Honma 
Schdffner が 時 虫 経 肛 感 染 の 存在 を 称え た 事 に 召 同 を 
も ち , 実験 的 に 肛門 外 , 肛門 及び 直腸 F 部 に 各 時 期 の 忠 
卵 及 び 脱 殻 直後 の 仔 責 を 付 葵 させ て , 時 司 | 的 経過 を 観察 
し た 実験 成績 に 就 * て 報告 する 
1。 産卵 直後 の 成熟 卵 を 肛門 外皮 膚 面 と . 肛門 に 付 薔 


( 104 ) 


【 寄 生 忠 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 1 


qn 


させ る と , 12 時 間 乃 到 24 時 間 で 感染 卵 ま で 発育 し , 36 
時 間 と 48 時間 後 の 検査 で は , 全て 忠 体 の 膨張 し た 仔 虫 
期 卵 だ け で , 脱 殻 仔 虫 或 は 仔 虫 の 脱出 し た 卵殻 を 検出 出 
来 な い 。 

IT. 肛門 に 腕 帝 直後 の 仔 虫 を 付着 さ せ て , 12 時 間 後 


に 検査 する と , 肛門 附近 の 清 苦 , 革 腸 , 世 , 
に よ つ て 精細 に 検査 し て も 仔 昌 は 検出 出 

III. 直腸 下部 に 産 駄 直後 の 成 吾 卵 を 挿入 し て 8 時 計 
後 及 び 12 時 間 後 検索 する と , 是 卵 の 発育 は 認め ら れ な 
い 。 感染 卵 を 挿入 し て , 10 時 間 後 と 時 間 後 に 検査 す 
る と , 合計 3000 挿入 し て , 117 ュ の 仔 躍 期 邪 を 発見 する 
だ け で 卵殻 , 仔 虫 を 検出 出来 ず 。 

IV. 直腸 下部 に 脱穀 直後 の 仔 虫 を 挿入 し た 場合 , 1 時 
間 後 と 2 時 間 後 に 於 て , 約 10 20 用 の 活 当 
見 し た が , 24 時 間 後 と , 36 時 間 後 と 48 時 間 後 の 検査 で , 
洗 腸 , 下痢 投与 に て 検便 し て も 仔 虫 を 検出 出来 ず , 

V. 上 逃 の 実験 成績 で は 肛門 及び 直腸 下部 に 於 ける 仔 
虫 は , 排便 と 共に 体外 に 排出 され た みか 或 は 体内 に 侵入 し 
た か , 人 答 不 明 で ある が , 腕 殻 直後 の 活 蒲 な 仔 虫 を 直腸 
部 に 多数 挿入 し 寄生 の 有無 を 検 する 実験 3 例 に 於 て , 
和 テー フ 肛 
検 , 検便 , 半 腸 及び 下剤 投与 等 の 方 法 で 精査 し た 結果 , 
1000 隻 を 挿入 し た 1 例 に 於 て , 唯 1 隻 の 成 誤 時 母 虫 を 発 
見 し た に すぎ な い 。 

VI. 以上 の 実験 成績 か ら 考 披 する と 

1。 rawe で 時 虫 卵 は 発育 し な い 。 

2。 直腸 下部 に 於 ける 脱 殻 仔 虫 が 人 体 に 寄生 する 可能 
co 

3. 体外 に 産卵 され た 虫 卵 が 脱 帝 し た 体内 に 侵入 する 
可能 性 は 否定 出来 な い が , 時 虫 感染 上 の 意義 は 少な いと 
考え られ る 。 ( 完 ) 


下剤 投 与 等 











143. 四 國 の 顎 口 目 (1) 
徳島 大 医学 病理 山口 富雄 


On the Czg7 太 os7o726 in Shikoku Island (1). 
Tomio Yamaguchi 


1953 年 1 月 か ら 1954 年 3 月 の 間 に お ける 調査 で , 四 
国 に も , 有 間 , 日 本 及び ドロ レス の 3 種 問 口 虫 が 存在 す 
る こと を 明らか に し た 。 現在 まで に 判明 し た 分 布地 は , 
有 東 顎 口 虫 は 香川 県 仲多度 郡 , 日 本 顎 口 虫 は 徳島 県 下 吉 
野川 の 下流 地帯 で ある 麻植 郡 , また , ドロ レス 宮 日 中 
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正和 29 年 6 月 (1954)} 


は , 徳島 県 那賀 郡 , 高知 県 吾川 郡 及 び 長 岡 郡 で ある 。 
1) 有意 器 口 虫 の 調査 成績 : まだ 成虫 は 見 出し て いな 
い が , カム ル チ ィ に 寄生 し て いる 第 3 期 幼 下 を 本 種 と 固 


定 し た 。 第 2 中 間 宿 主として 判明 し た の は , すべ て 香川 
県 産 (仲多度 郡 ) の も の ば か り で あり , 寄生 部 位 も すべ て 
筋肉 内 で ある 。 す な わ ち , 魚類 3 種 ( カ ムル チイ ィ , フナ , 
ドジ ョ ツウ ) 中 , カム ル チ イ は 71.4 用 . ドジ ョ ウッ 10 慣 中 
2 尾 , 伺 類 10 種 中 ア ィ サギ 5 移 全 部 ( 守 生 数 2 一 61) ヵ 
ィ ッ プリ 1 移 , カワ セミ 1 移 及 び ト ビ 1 絢 に 寄生 を 認め 
た 。 カ ワ セ ミ と トビ は , 新しく 自然 界 に お ける 第 2 中間 
宿主 と し て 追加 する も の で あり , トビ に は , 187 匹 の 寄 
生 で あつ た 。 その他, 香川 県 産 の ィ タチ の 筋肉 内 か ら は 
か 
アメ リカ ザリガニ , ウシ ガエル 及び 野 
鳥 4 種 は す < CME っ Ao 

2) 日 本 顎 口 虫 の 調査 : 徳島 県 麻植 郡 産 の イ タチ 20 
項 を 検査 し 。 その 中 1 頭 の 食道 2HKOi を HL 
, 同 県 那賀 郡 産 の 


を 1 
) も の 1 頭 に は 寄生 を みな 


トノ サマ ガエル , 


日 本 顎 口 虫 と 同定 し た 人 王 MA 低 
も の 8 頭 及 び 香 川 県 仲 多 郡 
の つた 

3) ドロ レス 句 日 虫 の 調査 : 徳島 県 那賀 郡 産 の す ノシ 
シ 5 頭 ,i 人員 座 の も の 5 i び 表 了 の も の 
1 頭 , 計 11 頭 の 全部 に ドロ レス メ 誤 日 虫 成虫 の 寄生 を 
め た 。 審 生 数 は 1 一 59 匹 で , 総数 207 匹 , 寄生 部 位 ! 
胃 P 胃 長 の 変化 は 一 般 に 著 明 で は な い が , 少 
数 の も の で は , 強い 肘 肛 性 潰瘍 を 示す も の も ある 

4) 人 
県 仲多度 郡 に 集中 し て お り , 
ル チ ィ の 不 完全 調理 に よる 人 る が , 1 eee の ド 
ジョ ウッ を 生食 し て 感染 , 発症 し た と 考え られ る も の が あ 
る 。 こ の 地域 で 人 体 に 感染 し て くる の は , 頃 口 虫 と 
, 少数 で は ある が , カム ル 


] 歴 - 9 あっ? る 





思わ れる が , 徳島 県 南部 に は 


チ ィ に よる も の で は な い 則 者 の 発生 が あり 今後 の 検討 
を 要 す る 
(追加 ) ( 九 大 医学 部 ) 宮 崎 一 郎 
1) 愛媛 県 南 字 和 郡 の ノシ シ 1 頭 か ら も 31 匹 の G 


doloresi を みつ けた の で 追加 する 
2) 熊本 県 で カワ セミ 


(磯部 光 氏 の 調査 ) 
ジン ツガ ラス 。 
ヤマ シギ , キュ ムシ ュ ウ フク ロウ か ら 幼 
昌 を みつ けた の で , 新しい 宿主 と し て 追加 する 。 (磯部 
親 則 氏 の 調査 , 紙上 発表 の No. 185 参照) 

(岐阜 医大 ) 森 下 親 夫 
こと を 追加 す 。 


ハシ ブ ト ガ 


ケ 交 。 な 放 。 


演題 47 に ある 


その 原因 の 大 部 分 は , カム - 
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144. 有 素 顎 口 点 の 分 


九 大 寄生 東 
宮崎 一 邸 ・ 菊 池 正 ・ 長 尾 正 業 


布 調査 


Studies on distribution of 
ご 744770S7 の 2 S の 272 ge774772. 
Ichiro Miyazaki, Tadashi Kikuchi, 
Masanari Nagao 


本 虫 が 九州 の 福岡 , 佐賀 , 熊本 3 県 MP する こと を 
明らか に し た 後 , 本 州 に うつ り , 兵庫 県 に も 分 布 す る 
と を , ん 講義 び 日 本 医 FRR 告 し た 。 ひ きつ づ 
き 大 阪 府 , 滋賀 県 , 奈良 県 , 迫 知 県 , 栃木 県 及び 四国 の 
天川 県 を し ら べ た の で その 成績 を 報告 する 。 方 法 は 各 
地 か ら 雷 魚 と ディ サギ を 集め 圧 平 透 入 法 で 第 三 期 幼 虫 を 
さがし た (た だ し 両 宿主 カ た 所 も ある )。 

大 阪 府 で は , 北 河内 郡 の ラ ィ と イィ 89 尾 , 南河内 郡 の 同 
魚 1I 尾 に は 陰 価 で あつ た が , 後 の 場所 の カム ル チ ィ 46 
尾 中 1 尾 か ら 1 匹 の 幼 系 


そろ わな か つ : 


を みつ けた 。 滋賀 郡 で は , 浦 生 
郡 の カム ル チ ィ 117 尾 に は 陰 仁 で あつ た が , と な り の 野 
洲 郡 兵 主 村 の 同 魚 に は 16 尾 中 4 尾 に 幼虫 が みつ か り , 

最大 寄生 数 は 2 匹 で あつ た 。 一方, ゴイ サギ は 蒲生 郡 産 
60 移 , 野洲 郡 産 46 ii し ら べ た 結果 , カム ル チ イ の 場 
合 と 同様 に , 野洲 郡 兵 主 村 産 の 8 季 に 15 匹 の 幼虫 を 
奈良 県 で は 北葛城 部 馬見 町 の カム ル チ 1 ィ 53 
尾 に は 陰性 で あつ た が , 大 高田 市 の 同 急 19 尾 中 8 尾 
に 1 一 7 匹 の 幼虫 を 証明 し た 。 迫 知 県 で は 幸 海 都 上 郷 村 
の ゴイ サギ 30 和 狗 し ら べ て , 3 衝 に それ ぞ れ 1, 1, 3 現 の 
細 虫 を みとめ た 。 雷魚 は まだ し ら べ て いな い が , 昨年 記 
も 同村 の ゴマ ィ サ ギ に 幼虫 を 証明 し て いる の で , 分 布 す る 
こと は まち が いな いと 思わ れる 。 栃木 県 で は 下 都 人 損 郡 の 


みとめ た 。 





ゴイ サギ 22 狗 し ら べ た が 陰性 で あつ た 秋 に 硝 川 県 
で は 仲多度 郡 善通寺 町 附近 の 4 つの 池 で 捕 を た カム ル チ 


ィ を 調べ た 。 叶 池 4 尾 , ヒョウ タン 池 4 
尾 , 熊 ヶ 池 3 尾 の 全部 に 幼虫 を 証明 し , し か る 最高 寄生 
数 は 1 尾 に 34 匹 と い 5 濃厚 さ で あつ た 。 また 四 ッ 池 の 
も の は 5 尾 中 2 尾 に 寄生 し て いた 。 ゴ イサ ギ は 1 狗 し ら 
べ て 41 匹 の 幼虫 を みとめ , また カイ ッ プ リ り 1 和 更に 3 兄 
証明 し た 。 


その 結果 , 道 福 : 


に 方 


以上 の よ 5 に 雪 魚 に 幼虫 を みとめ た の は 大 阪 , 滋賀 , 
香川 , ゴイ サギ に みとめ た の は 滋賀 , 愛知 , 得 川 の 諸 府 
県 で , 九州 や 兵庫 県 の 成績 も 併せ 考え る と , 雷魚 か ら み 
た 分 布 と ゴイ サギ か ら み た それ と は , 大 体 一 致す る よ 3 
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で ある 。 最も 濾 厚 に 分 布 し て いる と 思わ れる の は 硝 川 県 


で あつ て , 上 昨年 末 患 者 の 集団 発生 で 注目 を ひき は じ め た 
が , すでに 数 年 前 か ら 散 発し て いた こと は 大 体 確 実 で あ ゎ 
る 。 と に か く 同 県 は , 本 下流 行 地 と し て 注意 すべ き 存 在 
し MP か Am 
(追加 ) ( 九 大 医学 部 ) 宮 崎 一 郎 
1) 香川 県 で は すでに 昭和 22 年 頃 か ら 患 者 は 発生 し 


議 


て いた (国立 和 川 病院 大 久保 博士 に よる ) 。 患者 が で て 
も , また だ 気付 か れ て いな い 地 方 も ある と 思う の で , 御 注 
意 を お ね が いし た \ 


2) 大 阪 府 と 奈良 県 高田 市 の 成績 は , 大 阪 市 中 央 市 場 
市 場 の も ゃ の に , か な り 幼 虫 が み 


られ る こと は 注意 すべ き 点 と 考え る 。 


の も の を 調べ た も の で , 


YA 


145. 有理 顎 口 是 第 3 期 幼 皿 
食道 腺 の 生物 学 前 作用 


九 大 寄生 虫 森田 隆 
AA biopathological study on the 
esophageal gland of larval 
CZg77057 の 7 S の 2777 ge77472. 
Takashi Morita 


私 は , 朋 回 の 報告 で , 有理 器 口 虫 第 3 期 幼 虫 の 食道 の 
解 宮 学 的 構造 に つい て 選べ た が , 今回 は , その 生物 学 的 
作用 を 追 完 し た 

広 眼 解剖 頭 微 鏡 の 下 で , 晶 体 を 解剖 し , 食道 , 腸 舟 , 
及び 体腔 液 に わかち , その ま ょ , よく すり つぶ し た 後 , 
少量 の 生理 的 食塩 水 を 加え て 乳剤 と し , ナン キン ネズ ミ 
の 皮膚 に 注入 し , 一 定時 間 後に 殺し て , 注入 局所 を 組織 
学 的 に 検索 し た 。 観 察し た 時 間 は , 15 分 か ら 48 時 間 に 
上 芋 つて いる 





食道 乳剤 を 注入 し た 場合 の 主要 な 】 給 肌 *( 真皮 深層 か 
ら 皮 下 組織 こ か け て の , 正 管 の 反 張 , 好 酸 球 , 単 肌 
を 主 と する 弥 胞 浸潤 , 腸 原 線維 の 離 開 , 弾力 線維 の 断 
裂 , 一 部 脱 原 線維 の 線維 素性 変 価 で ある 。 特に , 好 酸 球 
の 態度 は , きわ め て 特長 的 で , いた る 所 で 胞 形 質 が 崩 斑 
し て , 好 酸 弟 粒 が ,. ビ マ ン 性 に , 腸 原 線維 の 間 に 散 乱 し 
て いる 。 こ の よう な 変化 は , 15 分 後 か ら , すでに みとめ 
られ , 24 時 間 で も , 注入 局所 を 中 心 に , 著 明 た な 好 酸 題 粒 
の 集積 を みる こと が で きる 


つぎ に , 他 部 分 , 即ち , 腸管 , 体長 , 及び , 体腔 液 で 
も , や は り 急 性 炎症 症状 を お こす が , 食道 に くら べ で て, 
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好 酸 球 浸潤 の 程度 が すく な く , 病因 作用 が か る い 。 

さら に , 第 3 期 幼 虫 , 10 匹 を 用 いて 同様 な 実験 を , 人 
Mn こ 直 後 か 
ら , いずれ も , 高度 の 発赤 を お こす が , 腸管 , 体 壁 , 及 
び 。 体液 で は 。 合 。 すみ や か 経過 する に 反し 食 
道 で は , 5 時 間 頃 か ら , ビ マ ン 性 腫 妥 , 圧痛 ある 春 結 を 
発生 し , 24 時 間 後 も , な お , 著 明 な 症状 を 示し , 発赤 , 
硬 結 は 約 6 日 間 持 続 し た 。 以 上 の 実験 か ら , 有 東 顎 口 虫 
第 3 期 幼 虫 の 体 成分 の うち で は , 食道 が , も つと る, < 
物 学 的 作用 が つよ ょ く , 顎 口 虫 症 の 発生 に あたり , 帳 体 の 
機械 的 , 異物 的 作用 の ほか に , 食道 歴 を 構成 する 食道 腺 
か ら の 分 泌 物 が , 重要 な 意義 を も つも の と 考え られ る 
( 問 (分 大 農学 部 ) 一 色 於 算 四 朗 
貴重 , 且つ 美しい 組織 標本 を 興味 深く 拝見 いた し まし 
Pe 

(1) 骨 壊 好 酸 球 間 に シャ ル ュ ー・ ラ イデ ン の 結晶 は あ 
り ま せん で し た か 

(2) 単 核 の 好 酸 球 は 如何 で し た か 

(3) 好 酸 球 の 核分裂 像 は 如何 で し た か 。 

( 答 ) 森 田 際 
1) 注意 し て お り ま す が , みあ た り ま せん で し た 。 
2) 殆 ん ど が 単 核 好 酸 球 で す 

3) 認め て お り ま せん 


146. 礼 交 島 に 於 ける 多 房 性 テヒ 
ノ ュ ックス 発育 環 に 就 て の 調査 , 
並 に 同 症 血清 反 應 の 試み 
北海 道 衛生 研 
安保 豊 ・ 市 川 公 穂 ・ 飯 田 広 夫 
The investigation on the life cycle 
of multilocular cz の CO の ccZ24S 1m 
Rebun Island and serological 
examination of hydatidosiS. 
Hiroshi Anbo, Kimiho Ichikawa, 
Hiroo Hida 
礼 婦 島 に 多 房 性 テ エ ヒ ノ ュ ッ クス 症 の 存する こと は 昭和 
20 年 以降 略 々 明か と な つた 。 信 来 同島 に 於 ける 終 宿主 
(感染 源 ) 並び に 中 間 宿 主 の 検索 が 行わ れ て 来 た 。 崎 
24 年 迄 に 犬 50 余 頭 そ の 他 が 割 検 さ れ , 引続き 昔々 も 調 
査 を 行う こと 6 度 , 犬 の 割 検 数 40 頭 余 に 及 ん だ が 郊 に 
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| 「 ェ 」 成 虫 を 見 出し 得 な か つた 。 一 方 島内 の 諸 動 物 を 一 覧 147. 閉 小 條 虫 の 代謝 に 関す る 
、 する に 牧畜 に は 全く 見 る べき も の な く , 比較 的 多数 棲息 研究 (第 3 報 ) 














: する 動物 と \ Meet 900) 厳 (甚だ 多数 ) そ の 
他 狐 。 い た ち 等 で ちる 。 更に 最近 明か と な つた 島内 の 加 犬 阪 市 立 医 大 
6 の る に ル モ スト ン ょ 者 人 の - 地 域 に 限ら れ て 守屋 向 二 ・ 佐 野 湾 基 
いる 。 此処 に 於 ] MSf6PYA 人 人 間 と 比較 的 Studies on the metabolisSm of 
] Wey W っ 雪 遇 人 際 ま 人 と し て 猫 に 注目 し , 面 万 yyzez07e カ ZS 7 の. (777). 
この 一 地 堪 に 量 点 を / 攻 いて 計 胡 を 人 め る 事 と し た Shoji Moriya, Takizo Sano 
8 6 月 犬 2 猫 57, 大 50 の 検索 を 行 5 内 . ス ュ 
トン で 得 た 1 匹 の 猫 の 喝 了 に 体長 約 4 5mm, 3 体 節 特定 の 呼吸 器官, 循環 器官 を 持た な い ナ ナ 条 虫 の 酸素 
0 より 成る 小 条 昌 を 見 出し た 。 恋 虫 の 頭 部 は 1 個 の 類 購 を 消費 が 如何 な る 方 法 で 満 さ れ て いる か を 考察 する 為 に 種 
有 有 [ その 基部 に は 4 個 の 吸 角 を 証明 し , 新鮮 本 本 で は 忠 ぇ の 酸素 圧下 に 於 ける 酸素 消費 を 測定 し た 結果 , 短 時 間 
体 全体 に 同 大 球形 の 石灰 球 を 見 。 婦 額 睦 の 周囲 に は 識 細 中 で は 全 虫 で は 酸 索 圧 上 昇 と 共に 酸素 消費 も 増加 する 
た 多 と 認め た 。 更 た ス ュ トン で 栓 に た 価 の て 四 の 林 の ・ 下 体 を 磨 硬 し て 各 組 織 へ の 酸素 次 衝 の 距離 を 充分 小 
由 容 物 中 に 長き 約 4mm, 幅 1.5 乃 到 2mm 4 さく する た 了 間 計 する 疫 の 江 拓 は 光ら れ な 
[ 見 出し た 。 こ の 体 節 は 多数 の 条 虫 卵 で 売 た され , 卵子 = で mm Te 得度 の 修 股 素 圧 下 で も , 260 mm Hg 
PP 和 を 合 AM04B で を 程度 の 高 酸 素 圧 下 で も 酸素 消費 は 殆 ん ど 同 じ で ある 。 丸 
ki 同一 酸素 圧下 で は 座 桁 虫 体 の 酸素 消費 は 全 虫 体 の それ よ 
此 多 に 於 て 当 釣 中 間 宿 主 が 問題 と な る の で ある が , 現 りゃ 大 きく 諸 砕 後 , 虫 体 組織 の 酸素 負 牧 We 
在 江 に 注目 し て 今春 迄 に 369 匹 を 得 , 目下 検索 中 で ぁ 攻 は 少く と も それ ら 絡 胞 の 最大 能力 に 於 て 貞 化す る 
る 機会 を 持つ 事 が 暗示 され る つて ナギ 入線 天 
次 に 本 症 の 血清 反応 を 試み た 結果 に 就 て 湖 べ る 。 患 者 が 体 表 か ら 深部 組織 へ の 酸素 拡散 に よ つ て 充 さ れ て いる 
り 虫 寄生 部 の アル ュー ル 抽 出 液 を 抗原 と し て 補 体 結合 事 が 想 作 され る ee と 酸素 消費 の 関係 を 更に 時 間 的 
礼文 島 住 民 204 名 の 血清 に 就き 実施 し Mrs タ お 38 mmHzg 程度 の 比較 的 低 酸 
E, 20 倍 史 上 で 陽性 を 示 し た 者 7 名 で 内 2 名 は 組織 素 圧 下 で は 信夫 常 な 酸素 消費 が 見 られ 特に 38 mmHg で の 
学 計 に , 2 名 は 臨床 的 に 本 症 と 診断 され た 者 で あつ た 。 は 時 i【 週 と 共に 万 に な る か の 如き 傾向 さえ 
中 つ 他 の 3 名 も 助 下 き 横 指 以上 の 話 区 大 を 呈し 本 定 を 。 認め られ る 。 木 虫 の 寄生 局所 で ある 小 孤 拓 部 の 最 商 
わ し め る 。 対照 と し て の 札幌 市 民 290 名 に 就 て は 20 酸素 圧 が 30 mmHg で ある 事 を 考慮 する と 極め て 興味 
僅 陽 性 1 名 を 見 た の み で , 此 の 1 名 に 就 て は 調査 中 で あ 深い 。 即 ちと の 博信 の 清和 株 人 に 取り 
2 更に カタ 作用. 肝 内 有用 基軸 時 出し た 場合 の 交 玉 量 で ある が これ を 本 運動 の 上 界 に よ 
移 等 の 肝 疾 只 々 fHhW に て も 作ら 本 区 な を る 追加 的 エネ ルギー 需要 に 原因 する も の と 考え る と 本 虫 





仁 の 結果 を 得 本 反応 が 包 虫 症 に 特異 的 の 至 適 環境 酸素 圧 は 30 mmHg 附近 で ある と いう 推論 
で ある と は 加 断 し 得 な た い が , 較 村 所見 並び に 純 織 前 所 が 成立 つの で は な い だ ろ うか 。 こ れ に 対し て 760 mmHzg, 
見 に 一 致し た 成績 が 得 ら れ た 事 は 興味 深い 。 380 mmHg 程度 の 高 酸素 圧下 の 酸素 消費 は 時 間 の 経過 
と 共に 減少 し , この 傾向 は 酸素 圧 が 高い 程 顕著 で ある 。 

同様 な こと が 廊 砕 虫 体 で も 認め られ る 。 過 酸化 水素 が 本 
由 の 酸素 消費 を 相当 度 に 阻害 する 事 実 か ら , 高 酸素 圧下 
で は 過 酸 化 水 素 が 体内 に 蓄積 し て 酸素 消費 が 阻害 され る 
こと を 予想 し ,. カタ ラー セ 作 用 を 特異 的 且つ 可逆 的 に 強 
力 に 限 害 する 2.4 ジクロロ フェ ノー ル の ナナ 条 申 酸素 消 
費 に 対す る 影響 を 実験 し た が , 大 し た 阻害 作用 は 認め ら 
れ な か つた 。760 mmHg の 酸素 圧下 で 1 時 間 に 本 虫 が 
産生 する 過 酸 化 水素 量 を 藤田 氏 法 に よ つ て 測定 し た が , 
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本 法 で は 測定 出来 な い 程度 の も の で あつ た 。 又 本 虫 体 ヵ 
タラ ー ゼ 量 は マウ > 肝臓 の 約 5 で 比較 的 大 量 で ある 事 
舌 か ら 上 記 現 象 は 酸化 課程 に 於 ける 過 酸 化 水素 の 甘 積 に 
原因 する も の と は 考え られ ず , むし ろ 禁 素 重 白 が 高 酸素 
圧 に よ つ て 変性 し , 酵素 が 不 活性 化 さ れる 結果 と 考え る 
の が 節 当 で ある 。 


148. 分 芽 せ る マン ッ ン 陣 昌 
Diphillobothrium erinacei 
の 自然 寄 4 生 【 2 


< 学 鞭 た 
示 共 子 ノヽ 


岩田 正俊 ・ 秋 田 一 貫 
A natural branched form of pleroce- 
rcoid of の e ヵ y772 の 97777227772 67272C62. 


Seishun Iwata, Ikkan Akita 


て , 分 芽 状 に 再生 し 面 も 芽 殖 預 虫 WMA 似せ る 形態 の 
東 体 を 得 た こと 更に 頭 部 の 無い ン 預 虫 を 家 各 
及び 海 狂 の 腹 脱 10 三 期 間 入 れ て お く と , 頭 部 を 再生 
し , それ を 犬 及 び 猫 に 試食 せしめ て 成 条 虫 を 得 た こと を 
報告 し た 。 面 し て 分 募 状 の マン ツン 珈 虫 も 自然 寄生 が 当 
然 あ る べき で ある と 予告 を し た も の で ある 

然るに 今 報告 せん と する も の は 岩田 が 予告 し た 分 式 状 
の マン ツン 孤 虫 が 自然 寄生 せる も の を 秋田 が 採集 し た の 
で , こ ょ 報告 する も る の で ある 

宿主 は ヤマ カ ガ シ の で , 1953 年 秋 奈 良 春日 山中 で 
採集 し た も の で , 体長 約 80 cm の 老成 せる も の で , そ 
の 皮下 に 寄生 し て いた 多数 の マン ツン 珈 昌 の 中 か ら 見 出 
し た 例 で ある PR 
分 財 し て いる の で な い : か と 思わ れ た が , 包 尋 か ら 虫 体 を 
出し て 見 る と , 3 条 の 孤 下 が お り そ の 中 の 1 個体 は X 字 
状 に 頭 部 及び 尾部 が 分 骸 し た も の で , 明らか に 体 の 一 部 
が 二分 上 財 し た も の と 思わ れる 。 又 考 え 方 に よ つ て は 2 個 
体 の 接着 し た も の で な いか と も いえ る が , 分 上 枝 の 状態 か 
らち 考 えて 前 者 と 思わ れる 。 

大 正 10 年 の 外科 学会 で 三田 源四郎 氏 が 「 包 豚 内 に 2 個 
以上 いる の は 分 体 法 に よる 。 の で は な いか 」 と 述べ , 本 虫 
の 無 性 増 殖 を 暗示 し て いる の に 対し , 岩田 は 上 記 (1934) 
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[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 1 呈 


の 報告 に 於 て 装 意 を 表し て いる 通り , 本 例 に 於 て も また 
: 田 氏 の 暗示 を 支持 する も る の で ある 。 
何 お へ ビ に 寄生 せる マン ツン 孤 虫 の 包 膨 内 に ある も の 
数 条 包 まれ て いる も の を 見 る と や は り 1 個体 が 分 離 
し て 毅 個 に な つた も の と 思わ れる 点 が 多く ある 。 


149. 縮小 條 虫 の 人 体感 染 に 於 け 
る 肛 下 岳 見 に 就 し ( 
日 本 寄生 虫 病 研究 所 
梶 、 房 ・ 土 肥 幸 枝 ・ 大 田 垣 博 台 
On the anthelmintics appliied for 
ye7076 の 2S の 77277 1m man. 
Fusa Kaji, Sachie Dohi 


Hiromasa Ohotagaki 


中 の 半 和 は と し て 誠 と 独 乱 さ れ て 居る が 


岩田 は 1934 年 日 本 動物 学 韓 報 第 6 巻 第 1 号 に て , 芋 
近 来 人 体 に も 恨 ょ < 昌 を 肛 
殖 孤 中 の 本 熊 を 究め る た め の 一 手段 と し て , マン ツン 胸 6 

4 除 証明 せら れ た 報告 例 る も 決し 

頭 条 虫 の Plerocercoid に 人 工 的 に 傷害 を 手 え を, これ を MA 0 総和 9 
ド AE て 策 有 な ら ざ る 所 で ある : 虹 人 入 査 

家 兎 及び 海 手 の 腹腔 内 に 挿入 し , 一 定期 間 後 に 割 検 し 9 ii > MA 
に 於 て 本 条 上下 卵 子 を 検出 せ 6 ょ い 。 然 





し 人 ER $ 本 貝 久 
れ で な い 。 従 つ ~ MA ぎの 例 に 於 て は 成虫 を 確認 せら れ ざ 
る 限り 1 回 の 松 鏡 所 見 の みみ により 本 条 虫 の 寄生 例 と は 即 
断 し 得 ら れ ざ る 所 で ある 。 余 等 は 幼児 1 名 , 小学 児 斉 3 
4 条 昌 の 人 体 和 寄生 の 4 例 を 認め , 之 に カマ ラ 務 


員 し 何れ も 成虫 を 有 除 陰 認 し 得 た の で を 


ンコ 














第 1 例 砂原 ( 男 ) 1 年 8 月 貝 体 6 条 虫 体 の 長 さ 16--19 cm 
第 2 新生 ( 6 歳 。 虫 体 9 条 昌 体 の 長 さ 15--25 cm 
第 3 例 送 山 ( 女 )8 歳 中 体 3 の 藤 さ 35 一 39 cm 
第 4 例 高 椅 ( 男 )7 歳 貝 体 2 条 虫 体 の 長 さ 34 一 36 cm 

本 条 虫 の 人 体 に 寄生 する 感 菜 機転 に 就 て は 今日 の 報 
吾 を 見 る に 未だ 明確 で な い 。 余 等 が 証明 せる 4 例 は 各 例 
共に それ 等 の 家庭 に 於 て は 多く の 上 功 が 本 人 息 せ る 点 は 共通 
で あつ た 。 更に 又 そ れ 等 の 家庭 より 捕 失 せる 厳 (ドブ ネ 
ズミ ) に 於 て は 68 頭 中 42 頭 (61.8 ) に 本 条 虫 の 寄生 せ 
る を 証明 し た 。 殊 に 第 3 例 , 送出 〇 子 の 家庭 に 於 て は ッ 
ル シ 柿 に 発生 する 有 帝 里 の 一 種 に 擬 襲 尾 虫 を 証明 し , 之 が 








感染 機 序 に 関 写 せる 事 を 動物 実験 に より 認め た る 興味 あ 


る 事実 を 証明 し た 。 
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150. 北 埼 地 方 に 於 ける 縮小 條 里 
の 感染 事例 に つい て 
埼玉 行田 保健 所 
大 竹 省 吾 ・ 塚 越 邦 二 
On the cases of 万 yeo7e が 2 
gz222727Z infection in Saitama. 
Shogo Otake, Kunizo Tsukagoshi 
縮 少 条 虫 の 人 体感 染 事例 に 関す る 報告 は 比較 的 少く , 
近 近 知 県 寄生 虫 分 布 に 関す る 報告 に 於 ける 例 が 最大 事 





餅 等 は 崎 玉 県 行田 保健 所 管内 に 於 いて 昭和 25 年 1 月 
ト り 29 年 1 月 迄 4 年 間 に io 470 名 中 18 例 
まい 条 虫 卵 保有 者 を 検出 し た 。 こ れ を 年 度 別 に みれ ば 
25 年 4 例 (0.53 狐 )26 年 5 例 (0.15 )27 年 1 例 (0.009 
ググ )28 年 7 例 (0.029 2)29 年 1 例 (0.086 巡 ) で ある 。 
用 半 みれ 男 が 12 例 , 女 が 6 例 で ある 。 双 年 
齢 別に これ を 観察 する に , 其 の 大 部 (15 例 ) が 15 歳 以 下 
の も の で , 特に 10 歳 以 下 9 例 (50.0 ) な る こと は 注目 
縮小 条 虫 卵 は 被 検 者 が 実際 に 縮小 条 虫 に 感染 し な く と 
も , 揃 の 開 , 又は 同 虫 卵 含 有 物 を At E に 摂取 する こ 
と に よ つ て , 腸 間 内 を 一 時 的 に 卵 が 通過 する こと も 考え 
られ る の で , 検便 時 に 訟 て , 極め て 稀 で は ある が , か か 
る 偶然 交 出 来 例 が 存在 する こと も 考慮 され る 。 余 等 の 事 
例 に 於 て か か る 通過 事例 の 存在 も 考え を られ る の で , 由 卵 
陽 仁 者 に 対し て 直ちに 引続き 再 検便 を 行う こと を すす め 
た が , 大 多数 の 者 が 応じ し な か つた 為 め , 真 の 感染 事例 か 
事 例 か は 判別 不可 能 で あつ た 。 
面 し 昭和 25 年 の 2 例 及び 28 年 10 月 以降 の 3 例 に 付 
き 引 続き 検便 し た 所 , 3 例 は 陽 了 時 で あつ た の で , この 事 
から 考 える 時 は 上 記 の 18 例 中 , 少く も , その 半数 は 
ん の 本 休演 何 29 年 2 月 に 訟 て 12 名 の 
陽 仁 者 を 再 検査 し た が , 全部 虫 卵 を 認め な か つた 。 3 例 
の 再 検査 陽 林 者 も 3 ヵ月 後 は 陰性 の 結果 で あつ た 事実 か 








ら 考 えて , 縮小 条 虫 は 人 体 に 感染 し て も , それ 程 長期 に 
小 つ て 感 肖 は し て いな いと 考え られ る 。 

維 18 例 の 自 他 覚 的 症候 を 調査 し た が , 何等 認め 得 べ 
き 病 状 を 発見 出来 な か つた 。 

縮小 条 昌 の 人 体 へ の 感染 は 其 の 中 間 宿 主 で も る 虹 の 幼 
東 , 昆虫 , 節 足 動物 の 幼虫 に 存在 する 凝 肛 尾 虫 の 摂取 に 
よ つ て 生ずる も の で ある が , 


中 間 宿 主 の 凝 枯 尾 虫 の 自然 
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感染 は 其 の 本 来 の 宿主 で ある 渦 の 本 虫 に よる 自然 感染 を 
前 提 と する 。 余 等 は 虫 卵 陽性 者 の 居住 する 村 2 ヵ 村 に 於 
ける 厳 に 本 虫 の 感染 を 検査 し た 所 9 例 中 2 例 , 1 匹 の 潤 
に 本 条 虫 3 条 を 見 る 事 が 出来 た 。 


誌上 発表 
151. 無 奪 椎 動物 に 符 居 又は 
短 生 せる 原 是 の 研究 (III) 


東邦 大 訪 井 玉 夫 
Studies on the protozoa 
parasitie in invertebrate. 

Tamao Fukui 


中 止 


152. Trichomonas muris の 


多糖 頻 反 鷹 に つい て 
慶 大 寄生 中 野村 弘 


Studies on reaction of polysaccha- 
rideS in ブ ァ 2c770777S 772272S 
iroshi Nomura 


腸 内 原虫 麺 の 形態 的 , 生理 的 研究 に 於 いて は 間接 的 な 
方 法 で は ある が , 最近 或いは 比較 的 古く か ら 行 われ て 居 
る 細胞 化学 も 此 の 分 野 に 試み て みる こと は , 彼 等 の 特殊 
の 生活 機構 を 解明 する に 意義 有る こと を 考え られ る 
ここ 人 於 いて 「 ト リュ モナ スム リス 」 を 材料 と し , 
MM 特に グリ コー ゲン の 分 布 に 就 いて の 観 

き を 主として 行 つ た 

「 ト リコ ュ モ ナス ムリ ス 」 は , 「 マ ウス 」 の 盲腸 内 容 か ら 
得 , 内 容 を 生理 的 食塩 水 に て 稀 和 駅 し 極 く 薄 く 「 被 覆 」 グ ラテ 
ス ろ 谷 東 ,。 フォ ル マ リ ン 漆 衝 液 を 以 つ て 約 1 時 間 固 定 後 , 
水洗 30 分 間 行 い ホ ッ チ キス , マッ クタ マー ヌス 氏 の 方 法 
に 従い 多糖 天 反 応 を 検 し た 

この 際 常 に 過 ョ ー ド 酸 投 入 は 5 分 聞 , 
に は 24 時 間 投 入 し , この pH は 3.0 と し た 。 基 染 は 酸 
性 色素 を 使用 し , 何 対 照 と し て は 過 ヨ ー ド 酸 の 変り に 70 
アル ュー ル 双 は 水 に 塗 抹 様 本 を 入れ , 以下 同一 操作 を 
行 つ て その 反応 陰性 な る 事 を 確認 し た 
その 他 発 色 物 質 が 事実 多糖 馬 で も る か 否 か , 其 の 物質 
は な ん で ある か を 究明 する 為 に マッ クマ ヌス 氏 ア セチル 


そ の 多 錠 


シー フ 氏 試薬 中 
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化 法 。 グリ ュー ゲン 確認 の 為 の 睡 液 消化 法 , ヒア ル ロ ン 
酸 の 為 の ヒアル ロニ ダー ぞ 消 化 試験 等 を 行 つた 。 

多糖 類 は 赤色 或いは 赤 紫 色 を 示し , 虫 体 の 変形 は 殆 ん 
ど 見 られ ず 非 常に 朋 MR 

多糖 類 は 軸 索 , 核 週 辺 部 及び 核 後 敵 部 に 著 明 で あり , 
類 染 色 質 粒 列 条 , 基 条 も 厩 ょ 反応 を 示す 事 が ある 。 重 案 
及び 核 後 端 部 の 反応 は 貴 液 消化 試験 に 偽り 完全 に 消失 す 
る 為 こ れ は グリ ュー ゲン で ある 。 動 索 は 甚だ 興味 ある 所 
見 を 呈し 反応 は 暗 赤 紫 色 で 太い 棒 状 を 呈 その 先端 肖 
は 「 プ レフ ァ ロ ブラ スト 」 の 部 位 に 有り 円 く 栓 子 状 を 示 
す , 核 に 接する 部 分 は 他 に 比較 し 反応 弱く 網状 で 核 を 包 
む 様 な 形態 を 取 つ て 居る の が 観察 され る 。 これ は 索 内 
の グリ コー ゲン と 核 と の 間 に 何 等 か 直接 の 関係 の 有る 


と を 示し て いる 様 で ある 。 核 後 敵 部 の 多糖 類 は その 多く 
の 物 に 見 られ , 軸 索 と 基 条 の 中 間 に そ れ 等 と 平行 し て 太 


く 長 い 旦 粒 状 の グリ ュー ゲン と し て 見 られ る 。 恐らく は 
バラ アキ ソス タイ ル 或 い は 伴 基体 と いう 様 な も の で は な 
いか と 想像 され る 。 核 周 囲 , 類 染色 質 粒 列 条 , 及び 基 条 
の 多糖 類 物質 は 今 の 劉 な ん で ある か は 不明 で ある が , い 
づれ に し て も 「 ト リュ モナ ス 


スリ ス 」 が 多量 の グリ コー ゲ 


ン , 及び 其 の 他 の 多糖 類 を 多く 保有 し て 居る と いう 5 事 は , 
之 等 の 物質 が 彼 等 の 活動 力 の 源泉 を な すこ と を 示す も の 
で あろ 5 


153. [Trichomonas vaginalis 
ク 酸 股 水 素 酵素 | 


浅見 敬三 


の コ 


慶 大 寄生 


ーー・ 


Succinic dehydrogenase in 
プア 2 の 720722S の 7g27272S. 


Keizo Asami 
寄生 原虫 問 が その 代 誹 過程 中 で Tricarboxylic acid 
* か と い 5 点 に 関す る 研究 は 未だ 数 が 少 
で 此 の 種 の 論議 が 見 られ る 


cycle を 通る か る 
く , 僅 に OPDROBOmme 類 ・ 
様 で ある 

著者 は 礎 ト リュ モー ナメ Trichomonas vaginalis が 
本 cycle を 通り 得る る の で ある か 否 か を 決定 する 手段 の 
ー つ として, ュ ハ クタ ク 酸 脱水 酵素 の 有無 を 検 し た 。 Thun- 


berg 法 を 用 い メ チン 青 の 退 色 を indicaton と し た 。 
チ ス ティ ンー ブイ ョ ンー 血清 培地 中 で 無菌 的 に 継 代 培 

養 し て いる T. vaginalis の 二 株 を 実験 に 供し た 。 接種 

後 約 48 時 間 を 経た 最大 虫 体 数 を 示す と 思わ れ 


る 培地 直 
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の 虫 体 を "ピペット で 吸 取 り , Ringer 氏 液 と M/15 pho- 
sphatte buffer と を 等 量 混 合 し た 液 中 に 懸 濁 せ し め , 
2000 r.pm. で 約 5 分 間 憶 心 沈 滅 し , その 洗 溶 に つい て 
同上 の 操作 を 3 回 繰返し , 上 清 を 捨て ヽ 虫 体 を 濃厚 に 採 
集 し た , 

此 の 忠 体 材料 の 0.5cc を Thunberg's tuhe の 側 管 
に 入れ , 他方 に M/40 ユ ハ ク 酸 費 達 (Ringer-Buffer so- 
Iution に て 溶解 ) を 2.5cc と 約 M/30000 メチ レン 青 
2.0cc* 大 れ 。 


Me 


(Ringer-Buffer solution に て 溶解 ) を 
空 ポ ンプ を 用 いて 吸引 し 無 酸 素 状態 と し た 。 
体 材料 と ュ ハ ク 酸 費 達 ・ メ チレ ン 青 混合 液 
直 に 37?C の 恒 光 器 中 に 留置 し ォ メチ レン 青 の 完 
要する 時 間 を 測定 し た 。 対照 と し て 忠 体 材料 を 加え ぬ も 
の を 用 いた 

約 2525000 史 の 可 及 的 新鮮 な 虫 体 材料 を 用 いた も の に 
於 て 平均 約 28 分 で 完全 に メチ レン 笛 が 旭 所 し た 。 略 * 


同数 の 虫 体 を 用 いて 行 つた 2 株 の 間 に 著 明 な 差異 は 生じ 


ハー 





さ 退 世に 








キラ マン 





な か つた 中 体 を 玉 地 か ら 取 出 L し て か ら 実 験 に 革 ゴ やら 
に 要する 時 間 の 経過 に 伴 9yoweoc 用 は 減 翌 する も の 


ヽ 様 で , 速 沈 洗 泊 後 氷室 内 に 12 時 間 保 存 し た 様 に 実験 
を 行 つ た も の で は メチ レン 青 は 退色 し な い 

cyanide に よ つ て は 本 員 素 の 作用 は 阻止 され ぬ が , 本 
杉 素 の 阻止 剤 で も る mono jodacetate に 依 つ て は 完全 
に 阻止 され る 

以上 の 所 見 か ら , TTF. vaginalis 中 に は ュ ハ ク 酸 脱水 素 
酵素 が 存在 する も の で あり , 従 つて 代 講 遇 程 
arboxylic acid cycle を 通過 し 得る も る の で あろ うと 推定 


に Trie- 


154. 培養 赤 導 アメーバ の 
赤血球 捕 喰 機電 
鹿 大 寄生 下 佐藤 入 治 


On the erythrocyte-ingesting acti- 
vity of 万 722296 の 2 72s7o/y72c の . 
Reiji Sato 

E. histolytica の 赤血球 捕 喰 現象 は 欧 多 先 人 に 佐 り 研 
究 さ れ て 来 た が , 私 は 異な る 5 つの 条件 の 下 で 5 株 の 
E. histolytica の 捕 喰 能力 を 実験 し た の で 報告 する 

H 及び KK 株 は 人 より 得 た も の で , 実験 開始 時 H 株 
は 既に 140 代 に 達し て 居 た 。R, A 及び B の 3 株 は 自然 
感染 せる 動物 より 得 た も の で , R 株 は 実験 開始 時 70 代 
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に 達し て 居 た 。 他 の 株 は 分 離 後 問 も な く か ら 観 察 が 出来 
た 。 

此 等 の 株 を 1) 米粉 添加 培養 , 2) 米 粉 除去 培 八 , 3) H 株 
の み を ラッ テ に 1 回 より 10 回 迄 通過 し , その 都度 培養, 
4), 人 義 便 混入 に 依る 随伴 細菌 変換 培養 , 5)3) の 如く に 
培養 し た も の に , 感染 ラッ テ の 赤血球 浮遊 液 を 添加 し て 
観 容 し た も の 

以上 5 つの 条件 で 5) 以 外 は 全 血 液 を 0.25 cc 添加 し て 
その 後 30 分 か ら 6 時 間 迄 観察 し た 

1) の 場合 は 最初 は 各 株 と も 捕 喰 を 示し , 特に KK 株 は 
極め て 盛 で も つた 。 併 し 継 代 培養 の 長 び くに 従い , その 
能力 は 減弱 し て 来る 。IKK 及び A 株 は H, R 株 より 人 矯 
に 万 で ある 。 

2) の 場合 で は 各 株 と も 共に 捕 喰 は 歴 に な つて 居る 。 最 
も 時 選 な の は KK 株 で あり , 次 で H, A,R の 順に な つ 
て 居る 。 此 の 場合 も 各 株 と も 継 代数 の 若い 得 よ く , 吾 く 
な る 程 悪 い 。 令 KK, A 株 の 如く 能力 の 強い も の は , 血 
液 添加 後 30 分 か ら 捕 喰 が 高 率 で ある の に , 芽 ,R 核 は 
4 時 間 後 位 に 最高 率 を 示し て 来る 。 捕 喰 率 が 1) の 場合 
り 上 昇 し て 居る と は 言え , その 起伏 状態 は 1) の 成績 の 起 
伏 と 一 致し て 居る 

3) の 場合 で は 1 回 通過 し た も の と 10 回 通過 し た も の 
と で は 大 差 な く , 捕 喰 の 上 昇 は 認め られ な い 

4) の 場合 の 如く 人 の 腸 内 細菌 を 混入 し て も ぁ 捕 喰 が 良く 
な る と 区 う 事 は な か つた 

5) の 場合 の 様 に 種 属 を 考慮 し て , 感染 し た ラッ テ の 腸 
テ の 赤 碧 球 を 与え て 


本 


内 か ら 得 た histolytica に その ラッ テ 
$ 捕 喰 を 示さ な か つた 。 

以上 か ら 考 える と , histolytica の 赤血球 捕 喰 は 分 離 
後 の 継 代 培養 の 若い も の 程 良 好 で あり , 耳 つ 動物 より 得 
た も の より 人 より 得 た も の ゝ 方 が よく 捕 喰 す る 様 で あ 


プ 


や 
一 度 捕 喰 能 力 を 失 つ た か 或 は 減退 し た 株 は , その 後 い 
か に 多加 し て も 仲 々 その 能力 を 取り 戻し に くい 様 で あ 


る 。 又 米 粉 除 示 培養 に 依り 一 時 的 に 捕 喰 が よく な つて 
も , 間もなく する と 米 粉 除去 
の 一 途 を た どる 如く で ある 


に 依 つ て も 捕 喰 能力 は 減弱 





155. 本 


形成 其 の 2 共 棲 細 群 電 換 の 影 
慶 大 寄生 虫 山田 英幸 


Encystation of 万 727206 の 2 Zs7o/y72c の 
in vitro. TI. InfHuences of alternation 
of associated bacterial flora. 
Hideyuki Yamada 


第 1 報 に よる 方 法 に て チ ス テ の 形成 を 続け て 行 つ て い 
る 内 に , 馬 株, RI 株 と も に 殆 ん ど チ ステ を 作ら な い 様 
に な つた 。 そ こ で これ ら の 株 に 種々 な る 操作 を 加え て チ 
ステ を 形成 さ せる 奉 力 を し た が , 何れ も 不 成 功 で あつ 
た 。 併 し 随伴 細菌 を 変更 する こと に よ つ て , 途 に 再び チ 
ステ を 形成 せしめ る こと に 成功 し た 。 即 ち 培 地 を 「Prec- 
ondition」 し, それ に 抗生 物質 を 加え た 後 ア メー バ を 接 
種 し て , 増殖 する 細菌 の な い ア メー バ の 培養 を つく り , 
目 の ア メー バ と 新た な 細菌 郡 を 新 培地 に 移植 し て , 絹 商 
群 変更 の アメ ー バ を 得 た 。 こ の 移植 絆 菌 群 は ょ , アメ ー バ 
用 培地 に 原虫 感染 の な い 人 業 便 を 入れ て 増殖 させ , 継 代 
し た 曽 郡 で ある ty 
と に より 今 ま で チ ス テ を 形成 し た な か つた アテ アメーバ 株 は 
久 的 よく チ ス テ を 形成 する 様 に な つた 

炊い で この チ ス テ を 形成 する に 至 つ た 株 と 原 株 と の 間 
に 画 種 に 相違 が ある か 否 か を 見 る 為 に 絹 苗 の 分 離 を 行 つ 
た 。 そ の 結果 は 勿論 菌 種 に 相違 は 見 られ た が ., 一 方 同じ 
業 便 か ら の 綱 菌 郡 を 投入 し た 2 株 の アメ ュー バ の 間 に お い 
て も , その 絹 菌 群 に 相違 が 見 られ た 。 この 両 株 に 較べ , 
矢 張り 同じ 細菌 群 を 投じ た 他 の 1 株 ( 犬 か ら 分 離し た も 
の ) で は チ ス テ 形 成 は 甚だ 困難 で も つた 。 こ の 株 は 他 の 
株 に は な い 非常 に 粘 科 な colony を 作る Escherichia 
coli の 1 種 を も 含ん で いた 。 又 こ の 分 離し た 綱 菌 の 内 
で , どの 菌 が 主役 を 演じ て いる か を 見 る 目的 で , チ ス テ 
形成 培地 に 移植 直後 及び 必 衝 時 の 細菌 数 と 各 細 菌 の 比率 
を も 検査 し た が , 何 の 細 菌 が チ ス テ 形 成 に 好 影 響 を 与え 
る か を 断定 出来 る 様 な 結果 は 得 ら れ な か つ 

要する に 培養 z 基 内 の チ ス テ 形 成 に ! ト 開 作 ナ る 閑 曽 種 が 
重要 な 影響 と 与え る こと は 以上 の 実験 で 想像 され る 所 で 
ある 。 如 何 な る 癌 商 租 が よく チ ス テ 形 成 を 助け る か は 軍 
に 引 続 い て 検討 する つも り で ある 














156. 赤 記 アメーバ の モル モツ ト 
威 染 実 了 殊 に 拡散 因子 剤 の 感染 に 
及ぼ す 影 故 


慶 大 寄生 虫 山川 速水 
On the effects of hyaluronidase upon 
the experimental infection of 万 72- 
22 の の の 2S797y72c in guinea Dig. 
Hayami Yamakawa 


欧 散 因子 剤 は 組織 内 に 存在 する 多糖 類 の 一 つ で ある と 
テア ル ョ ロン 酸 を 分 解 し て , その 粘 材 度 を 減少 せしめ る 酵素 
で ある 。 従 つて 結合 組織 内 に 注入 され た 物質 の 拡散 を 容 

な らし め る 作用 が ある po ァ メ ー バ が 拡散 因子 剤 を 
分 泌 す る か 人 否 か は 別 と し て 動物 へ の 実験 感染 に 際 し て , 
この 本 を 同時 注入 する 事 に よ つ て 感染 に 如何 な る 影 
喜 を 与え る か と 記 5 事 は 興味 ある 事 で ある 。 この 実験 に 
於 て , アメ ー バ と 拡散 因子 剤 を 混合 し て 接種 する の で あ 

拡散 因子 剤 が アテ メ ー バ 自身 の 生活 力 又 は 増殖 に 
何ら か の ya を 与え る か 人 杏 か を 知る 事 が 必要 で ある 。 
拡散 因子 剤 は 持田 製薬 の Sprase 2000 VRU を 1.0 cc 
の Ringer Be に 溶解 し , 培養 基 の 液体 部 に 夫々 250, 
500, 1000, 1500, 2000 VRU を 添加 し て , その 直後 略 

一 定数 の 栄養 型 を 含有 する アテ メー ペ 浮 液 0.1cc を 
移植 し た 双 次 に 数 本 の アメ ー バ 培養 基 に 48 時 間 ア メ ォ 
ー バ を 培養 し て , 分 裂 増 殖 の 盛ん な 時 , 上 記 と 同じ 各 濃 
度 Sprase を 加え て , 添加 後 の ア メー ババ 増殖 の 変化 を 観 
祭 し た 。48 時 間 ま で の 間 に 於 て , 対照 より 策 ょ 増殖 率 

は 低下 し て いる が , 72 時 間 以 後に 於 て は , 殆 ん と 増殖 率 
に 差異 は 認め られ な い 。 次 に 48 時 間 塔 養 後に , Sprase 
を 添加 し た 場合 に 於 て も , その 後 の 増殖 は 対照 に 比 し て 
殖 ん と 差 を 認め な い 。 そこ で 200 一 25038 の モル モッ ト 
ea br 的 2 2000 VRU を ge 1.0 cc 


S コ 


な 


る か ら , 





済 液 に 江 5 背 腸 内 た 注入 1 し た 。 ア メー バ は 広瀬 株 で 
前 記 妹 地 に 48 va 間奏 後 の 最 も 分 像 増殖 の 盛ん な 時 の 
ゎぁ の 學 用 いた 。 実験 成績 と し て , 拡散 因子 剤 を 用 いた も 
テ メ ー バ の み 注入 し た も の は 
20 頭 中 55.6 少 に 夫々 感染 を 示し た 。 感染 例 の 病理 組織 
像 を 見 る と 粘 打 , 粘 腕 物 板 の 1 j 度 で , 粘膜 下 組織 も 
竹 々 の 程度 の 破 震 が 見 られ る 。 筋 層 , 毅 膜 の 障 守 さ れ て 
いる ゃ も の 人 は 殆 ん を ど な い 。 ア メー バ は 交 膜 下層 ま hy 
誕 明 出来 る が 筋 層 迄 は 侵入 し て いな い 。 披 散 因子 剤 を 合 





用 し た も の で は 僅か に 出 正 像 が 強い 様 で ある 。 


157. 白 渦 の 実 駿 的 赤痢 アメ ー ツ 
感染 に 対す る 数 種 抗生 物質 の 作用 
慶 大 寄生 虫 林 礁 


Effects of antibiotics upon the 

experimental infection of white 

ratS With 万 272206 の 2 72s72/y72cG. 
Susumu Hayashi 


約 250 頭 の 販 厳 を 用 いて , その 育 腸 部 に 虫 体 を 直接 接 
種 し て 実験 的 赤痢 アメ ー バ 症 を 起 さ せ , これ に Chloram- 
phenicol(CM), Chlortetracycline HC1I(AM) Oxytetr- 
acycline HC1(TM), Dihydrostreptomycine(SM) 等 の 
拓 生 物質 を , omio 50mg/kg の 投与 午 で , 1 日 1 回 
7 日 間 連 続 使 用 し て , 各種 抗生 物質 の アメ ー バ 症 に 対す 
る 感染 及び ・ [ 止 に 対す る 影響 を 観察 し た 。 実験 
白 厳 は , 虫 体 接種 後 直ちに 抗生 物質 使用 群 と , 虫 体 接種 
後 48 時 間 後 より 拓 生 物質 用 群 と , 下 体 接種 の み の 対 曲 
群 と の 3 群 に 分 け て 行 つ た 

以上 実験 の 結果 抗生 物質 投与 群 に あつ て は , 一 般 に 感 
染 率 , 沖 瘍 形成 率 共に 対照 群 に くら べ て 低位 で , 耳 つ 感 
染 に 対す る より ゃ 潰瘍 形成 に 対す る 防 作 効 果 が 著 明 で あ 
つた 。 即ち その 治 勤 率 (0 千 ポ アー 提 和 吉光 100) は 
AM を 除い て , 44 一 68 の 問 に あつ た 。 又 抗 アメーバ 
価 の 極め て 低い SM, CM が 50 一 68 称 と 抗 アメーバ 作 
用 を 有する AM, TM より も ゃ 高い 潰瘍 形成 阻止 効果 を 
示 し た 。TM は 44 て 55 少 と AM 17 完 よ り 治 効率 は 勝 
つて いた 。 虫 体 接種 後 48 時 間 目 よ り 拓 生 物質 を 投与 し 
た 群 は , 虫 体 接種 後 直ちに 抗生 物質 投与 群 と 殆 ん と 差 は 
な か つた 。 

潰瘍 の 組織 学 的 所 見 に 於 て は , 各 実 験 群 を 通じ て その 
組織 像 に 変化 は 見 られ な か つた が , 組織 に 侵入 し た アメ 
ー バ 像 に 若干 の 差 異 が 見 られ た 。 即ち 対照 群 に は 典型 的 
な アメ ー バ が その 組織 に 認め られ , CM, TM, AM, 近 
与 群 に は 典型 的 な アメ ー バ は 認め られ ず , SM 投与 群 に 
は , 上 記 三 者 の 中 間 的 な アメーバ の 所 見 が 見 られ た 。 
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158. 因 先 記 に 久 が る 
概 便 成績 に 就 て 


邑久 光明 園 紳 宮 長 一 
ヶ 松本 驚 雄 
横浜 医大 寺島 英 喝 
Incidence of parasitic nematodes 
1in a leprosariumn. 
Ryoichi Kamimiya, Shigeo Matsumoto, 
Hideshi Goto 
戦後 全 又 療 養 所 に 於 て も 寄生 虫 が 延 し て 約 
80 少 以 上 だ と 1 こ が , 人 こ 流 て 戦後 検査 し 
唱 和 25 年 か ら 28 年 まで , 特に 顕 





2 


た 成績 を 発表 し ます 
昌 卵 鉛 虫 卵 に つい て 


25 年 。 26 年 272 28 午 


敵 点 9 40.22 30.1 26.0 28.52 

多 虫 卵 4.9 用 6.9 1.8 を 13.5 
と な つて 正忠 久 は 瀬 減 で す が 釣 昌 卵 は 38 年 著しく 高 ) 
に 発見 され て 居 ま す が , 28 年 の 詩 査 3 村 横 大 

を 試み た 結果 か と 思わ れ ま す , 集 28 年 の 検査 に つい て は 
少し 詳し く 輝 べ ま す と 検査 人 員 861 名 で 電 + 28.5 
, 人 和 の 凌 虫 卵 50.8 用 その 他 0.9 , 鞭 虫 
卵 を 含む と 66.5 2 で 之 を 除く と 38. eV 

2 に 暴 状 を 訴 を ん た も の と し て 顕 虫 で は 胸痛 , 茅 践 
食欲 不 進 , 疹 療 感 等 何れ も 50 少 そ の 
他 腹痛 下 靖 俺 意 等 が あり , 釣 由 で は 密 ろ 各 症 状 は 少な く 
俸 意 18 その 他 駿 聞 , DE ぎの つた o 


AscarismyOSiS, 

















種類 思 問 中 2 旨 際 の 
攻 礁 へ 、 数 。 数 。 多 数 = 
腹 痛 31 10。 、 2 5 16.1 
6 3 50.0 
12 2 16.6 
ド 痛 7? 2 28.6 
便 訓 3。 。 39。3 1 16.6 
3 2 50.0 1 25.0 
全身 俺 妃 16 6 37.5 。、 3。、:399 
胸 義 6 3 50.0 1 16.6 
忠 咽 4 2. 50.9 
4 


誠 
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又 園 内 で 便 急 理 に 小 茶園 を 作 つ て 肥料 と する こと も あ 
る の で 地域 別に 調査 し た 移 , 特に 変化 は な か つた が 少年 
舎 に 於 ける 銘 虫 卵 の 多い の は 特に 少年 舎 は 農園 を 実習 用 
と し て 居る 為 で は な いか と 思う 。 





地 合 。 検 功 卵 狗 虫 べ ん 更 基 その 他 
区 | 況 


数 ( 二 )  (+)  (+) を (+) 
| 男 軽 199 6030.13919.611356.8 4 2.0 
| 女 軽 41 1639*0 512.2 1639.0 1 2.5 
中 | 男 不 自由 146 45 30.8 20 15.0 7552.4 2 1.5 


女 不 自由 48 613.9 818.6 14 32.5 





20 27.4 2 2.7 4257.5 


2 15.4 323.r 10 73.0 
149 26.1 77 15.2 270 51.2 7 0。85 


94 29.1 33 10.3 158 49.2 1 0.3 








3 12.0 6 24.0 


9 36.0 


詩 劉 平均 861 246 28.5 116 13.5 439 50.0 8 0.9 





次 に 駆虫 後 の 成績 を , 記 虫 薬 は 顕 虫 卵 に は サン ト ュ ン 
二 = 指 腸 虫 卵 そ の 他 ( 本 虫 , 条 虫 ) に は へ ノボ ポジ 油 , チ モ 
ー ル , へ キジ シー ルレ ゾル シン を 1 週間 堂 に 4 回 投与 
1 ヵ月 後 再 検便 を 行 つ た , 成績 は 次 の 通り で あつ た 。 








駅 虫 前 駆 東 後 
咽 虫 卵 246 28.5 有 29 3.32 
多 是 卵 116 13.5 内 14 1.6 用 
そ の 他 8 0.9 狐 2 0.222 


又 多 虫 の 116 名 に 対し て は 務 虫 薬 を へ ノ ポジ 油 29 名 , 
チモール 40 名 , へ キシ ー ル レゾ ヅル シン 47 名 に 分 け て 投 
与 し て 見 た 。 結果 ヘ ノ ポジ 油 4 名 , チモール 7 名 , へ キ 
シー ルレ ゾル シン 3 名 計 14 名 の 双 虫 出来 な か つた . も の 
が あつ た 。 















159. 名 古屋 市 肉 に 於 ける 
寄生 是 威 染 度 調査 
森山 寄生 虫 研 
森山 和典 ・ 早 川 有 


The examination on the parasite 
infection at Nagoya City. 


Kazunori IMioriyama, Tamotsu Hayakawa 


名 古屋 市 内 の 小学 校 37 校 , 43, 276 名 の 学童 に つい て 
顕 虫 の 感染 率 並 に 保有 率 の 年 毎 の 推移 に つい て 調査 し そ 
の 結果 を 報告 する 。 

1) 調査 方 法 

a 1 年 聞 に 3 回 検便 を 突 施 し 前 回 の 検便 に 顕 虫 陰性 
者 が 次 回 の 検便 に 顕 虫 卵 保有 に な つた も の を 新 感染 者 と 
し , これ を 前 回 検便 の 昭 虫 険 性 者 に 対す る 百分率 を 求め 
その 期間 の 顕 虫 感染 率 と し 1 年間 総 也 し 12 分 し 1 ヵ月 
平均 感 菜 率 を 算出 し た 。 

b 年 間 3 回 以上 駆 楽 を 施し た に も 拘ら ず 年 間 通 し 
て 此 虫 卵 を 保有 し て いる も の を 年 間 絶 対 保 卵 者 と する 。 

c 年 間 1 回 も 駆虫 薬 を 服用 せ ざ る る 年 間 通 じ て 普 虫 
釣 を 保有 せ せ ざ る も の を 総 対 無 卵 者 と し た 。 

2) 恋 各 学校 の 顕 虫 卵 保有 率 は 次 の 通り で ある 。 


年 度 市 内 中 心 部 ・ 市 内 周辺 部 

昭和 26 年 度 「 平 知 44.9 平均 71.0 多 
昭和 27 年 度 平均 39.4 平均 65.0 負 
昭和 28 年 度 平均 28.6 平均 55.0 
3) 恋 各 学校 の 1 ヵ月 平均 感 感 率 は 次 の 通り で ある 。 
年 度 市 内 不 心 部 市 内 周辺 部 
昭和 26 年 度 5.1ー5.6 巡 6.0 一 7.0 
昭和 27 年 度 4.5 5.3 用 5.6 憲 7.0 夫 
昭和 28 年 度 3.0 っ 3.5 多 5.0 憲 7.0 
4) 恋 各 学校 の 総 時 無 卵 者 率 は 次 の 通り で ある 。 
年 度 市 内 中 心 部 市 内 周辺 部 
昭和 26 年 度 平均 30.0 平均 10.0 
昭和 27 年 度 平均 35.0 平均 12.0 
昭和 28 年 度 平均 60.0 平均 20.0 狐 
5) 恋 各 学 村 の 絶対 有 卵 者 率 は 次 の 通り で ある 。 

年 度 市 内 中 心 部 市 内 周辺 部 
昭和 26 年 度 ・ 平 均 10.0 平均 25.0 
頑 和 27 年 度 平均 9.0 欠 平均 20.0 用 
昭和 28 年 度 平均 2.0 宙 平均 10.0 


何れ の 学校 に 於 て も 顕 虫 卵 保有 率 は 瀬 次 低 率 を 示し 殊 


( 114 ) 
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に 28 年 度 に は 急激 に 低 率 と な り これ と 殆 ん ど 正 比例 し 
て 感染 率 及び 絶対 保 卵 者 が 低 率 を 示し 又 絶 対 無 雅 者 が 増 
加 し て いる 。 

この 主 な る 原因 を 推 宗 す る に 食 生 活 の 向上 , 寄生 虫 に 
対す る 関心 の 高揚 , 学校 保健 の 研究 報告 に 各 学 校 が 競 つ 
て 和 審 生 虫 問題 を 採用 し て いる こと 等 で は な か ろう か 。 


160. 殿 尿 分 離 処理 の 研究 VIHI 
尿 の 化学 薬剤 処理 (③) 


御 奈川 紀 研 
見 玉 威 ・ 原 田 文雄 
武藤 幅 夫 ・ 石 井 衰 二 


Studies on the separatory treatme- 
nts of stool and urine for parasite 
control (VIII). On the chemical 
treatments of stool (3). 
Takeshi Kodama, Fumio Harada 
Nobuo Muto, Joji IShii 


私 ども の 今 ま で の 実験 で は パラ チオ クレ ゾ ヅ ー ル , 二 硫 
化 炭 素 , 亜 硝酸 ツー ダ が 分 離さ れ た 殿 の 処理 に も 有効 で 
ある こと が 確か め ら れ た が , 二 硫 化 炭 素 の 殺 卵 効果 は 時 
に 動揺 する 傾向 が ある の で , 今回 は これ に 乳化 剤 を 加え 
て 乳化 し た の も 馬 に 混合 する 方 法 を 試み , 併せ て 国井 氏 
の 草子 処理 , 和泉 氏 の ネオ ジ ど ク ロン を 追試 し た 。 実験 に 
使用 し た は 10 一 11 月 の 略 ゝ 2 ヵ月 間 分 離 財 溜 せら れ 
た も の を 使い , 訂 500 g に 対し 水 100 cc を 加え た も の 
を 1500 cc 入 ガ ラス ボ ポット に 入れ , 上 記 殺 卵 剤 を 種々 の 
割合 に 混合 し 5?C 氷室 内 に お いて 15 日 間 ま で 作用 させ 
た 。 作用 後 の 顕 虫 卵 培養 成績 に よれ ば , 二 硫化 炭素 so 
混合 剤 が 有効 で , 乳化 の 有無 に 拘ら ず 15 日 間 で すべ て 
の 顕 虫 卵 が 死滅 し て いる 。 し か し ono 量 で は 効果 不 確 
実 で , 一 部 の 卵 は 仔 虫 期 ま で 発育 する 。 草子 粉 (AllyIS- 
ulfoisocyanid 0.364 多 含 有 ) は 共 子 油 と し て \5sooo 混合 
し た 場合 に も 殺 卵 効果 が みみ られ な い 。 一 方 ネオ ジ ク ュ ン 
の 成績 は , 殿 の soo 量 を 混合 し た 場合 で る 虫 卵 の 死滅 
率 は 76 に 止ま り , これ 以下 の 測度 で は 殺 罪 効果 も 極 
め て 低調 で ある 。 以 上 の 成績 に よれ ば , 二 硫 化 炭 案 を 用 
いて 完全 な 殺 卵 効果 を 望む 場合 は , リ soo 量 を 混入 し て 
15 日 以上 放置 (5*C) す る 必要 が ある が , 亜 硝酸 ソー ダ 移 
理 で は 同 量 を 用 いて 3 日 以内 に 目的 を 逢 す る こと が で き 
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る 。 な お 前 記 玉 井 氏 及び 和泉 氏 の 実験 成績 が 極め て 好調 
で ある の は , 殿 尿 量 が 少 い こと と , 作用 温度 が 夏季 に 相 


当 す る 高温 で あつ た こと に よる も の と 思わ れる 。 


161. 肺 吸 是 , 住 血 吸 虫 及 び 横 川 
吸虫 の 免 に 関す る 研究 
岐阜 大 寄生 虫 
森下 新 夫 ・ 小 林 瑞 穂 
Experimental studies on the skin 
tests of paragonimniasis,schiSstosO- 
miasis and metagonimiaSiS. 
Tetsuo Morishita, Mizuho Kobayashi 


突 験 的 に 犬 及 び 家 各 に 各 吸 虫 を 維 加 させ 各 吸 虫 体 抗 元 
に よる 皮膚 反応 を 検 し た 結果 , 功 了 体 の ミラ チ ヂ ッ ウム セ 


ルカ リ 線 こ の } 成 虫 体 抗 元 同様 夫々 特 暴 の 撤 元 性 を 有 
する こと を 衣 明 し た 。 


162. 日 本 住 血 吸 忠 卵 の 解 化 
温度 並び に その 鋼 化 奉 
予 研 寄生 虫 伊藤 二郎 


The effects of temperatures on the 
eggS Of Sz72S7 の 5 の 72 7 の 0722CZ472. 
Jiro Ito 


実験 的 に 感染 せしめ た ウサ ギ の 殿 便 内 の 日 本 住 血 吸虫 
卵 を 用 いて 0?C, 3*C, 8?C, 13?C, 18?C, 235C, 28?C, 
33"C 及び 38"C に お ける 有 身 化 状況 を 観察 し た 。 観察 時 
間 は 実験 開始 後 6 時 間 毎 に 5 日 目 迄 朋 化 ミラ テ シ ジ ッ ム メ 数 
を 濾 定 し て その 貞 化 率 を 計算 し た 。0"C お よび 38?C は 
と も に 肝 化 ミラ テ シ ジ ウム を 全く 検出 し 得 た な か つた 。 す な 
わ も 遇 化 の 汐 度 入 囲 は 実験 し た 限り で は 3?Cー33?C で 
適温 の 範囲 は 13?C 一 28?C で , この 適温 範囲 内 の 衣 化 
曲線 は S 池 状 を 示し , 12 一 24 時 間 目 が も つと る 負 化 が 
時 盛 で も つた 。 一 般 に 豚 化 は 浸水 後 5 日 目 位 迄 続い た 
が , 最終 観察 時 まで の 累 加 身 化 率 は 68.0 一 79.8 に 達 
し た が , 実験 誤差 を 考慮 する と それ より 10 内 外 上 回 

る も の と 考え られ る 。 わ が 国 流行 地 の 春 夏秋 の 気温 は す 
な わ ち も 本 虫 卵 肝 化 の 至 適 汐 度 の 範囲 内 に 入り , 容 患 宿主 
の 殿 尿 対策 の 重要 性 を 痛感 する 。 価 ほ 詳細 は 日 新 医学 40 
巻 10 号 に 掲載 し た 。 
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163. 肺 吸 虫 卵 の 形態 学 的 研究 
(第 2 報 ) 三種 肺 吸 是 卵 の 比較 , 
殊 に 子宮 内 卵 に つい て 
浪 大 ・ 共 ・ 王 医 一 色 於 革 加 
Morphological studies on the egg 
of lung-fluke. IT Comparisons three 
Species, with special reference to 


the egg in the uterus. 
Otoshiro Isshiki 


bk 2 の psi こと と な 
つた 。 過去 及び 将来 人 ・ 懸 ・ 畜 肪 吸虫 症 ( 織 吉 , 排 浴 物 
内 如 ) の 診断 ER 種 の 同定 に は 卵 が 極め て 有力 で ある 。 
今 軸 は ア . zees/ezz277 ( 満 洲 産 , 犬 ), ア . 77g を ZSZzeZe24S2S 
(近畿 地方 産 . ィ タチ ), ア . o 太 7g7( 九 州 産 , 豚 , 2 個体 ) 
の 3 種 母上 東 (ホル マリ ン 水 固定 ) の 子宮 か ら 成 吾 界 を 採集 
し , 各 100 個 ず つ に つい て , 次 の よぅ な 諸 性 質 (夫々 の 
程度 に よる 階段 を も うけ ) を 観察 し た 。 

(1) 大 いさ (平均 )。 PW Me PI 89x50, POa 
89x57, b 85x54 (2) 長 , 幅 径 の 比 (平均 )。 PW 100 
: 54, PI 100 : 56, POa ae b 100 : 64 3) 最大 
幅 部 。 PW 中 央 ょ り 前 方 81 22, PI 中 央 93. POa 後方 
58, b 60 (4) 卵 の 形状 。 PW 逆 卵 形 84 を , PI 亜紗 鍵 
形 93, POa 卵 形 86, b 同 84 (5) 対称 性 。 PW 非対称 
76 , PI 対称 77. POa 対称 93, b 同 62 (6) 蓋 の 大 
いさ (平均 )。 va 点 と な ら な い 。 (7) 蓋 の 弁 
体 に 対す る 傾斜 , 同 前 (8) 卵殻 無蓋 敵 の 肥厚 。 PW 肥 
厚 100 用 , PI 一 様 78,. POa 同 90, b 同 85 (9) 蓋 と 
体 と の 接合 部 に お ける 卵 殻 の 肥厚 隆起 。 何 れ eo 
起 し て いる 。 (10) 卵殻 の 特種 肥厚 部 以外 の 部 分 に お ! 

一 様 性 乃至 非 一 様 性 。 PW 非 一 様 96 22, PLI 一 様 
POa 同 91, b 同 82 (11) 卵殻 無蓋 端 に お ける 瑞 。 何れ 
も 存在 し , 変異 が 著しい 。(12) 卵黄 細胞 数 . 各種 共に 
5, 6 個 の も の が 多い 。 (13) 罰 細 胞 の 位置 。 PW 中 央 53 
錠 , PI 中 央 より 後方 67, POa 中 央 77, b 同 74。(14) 
色 。 PW 殆 ん ど 無 色 . PI と POa, b と は 幽 微 黄 金色 。 

以上 の 諸 鑑 別 点 の うち ①), (2) に は 変 暴 が ある が , 分 
布 図 を 作成 し て 見 る と か な り 有 有力 と な る 。PW と og 
-77o を Zszezes7s 型 と は (5), (8, (10) に より 容易 に , 駐 
PI と PO と は (1), (2②), (3), (4) 等 に より 区 別 す る こ 
と が で きる 。 但し , 組織 内 卵 , 排 潜 物 内 卵 は 物理 化学 的 
諸 感 作 を 受け て いる の で , 特に 考慮 を 必要 と する 。 












164. 実 駿 的 犬 肺 吸虫 症 に 関す る 研究 

(第 二 報 ) 肺 臓 太 び 肝 臓 に 於 ける アル 

カリ り 層 [フォ オス フラ アタ ー ゼ | に 就 い て 

大 阪 赤十字 研究 科 位 坂 清光 
Experimental studies on paragonimi- 
asis of dog (second report). (Alkali 
phosphatase in lung and liver- ) 
Kiyomitsu Isaka 


肺 吸虫 定 に 関す る 研究 は 枚挙 に いと まな い 状 態 で ある 


が , 血液 の 生物 学 的 検索 並 に 組織 化学 的 検索 は 比較 的 等 


同 に され て いる 現状 で ある 。 麗 に 私 は 此 の 方 面 の 検索 を 
行 つ て 来 た 。 今回 は 組織 化学 的 面 特に 「 ラ 
ぞ ゼ 」 に 関 し て 填 の 知見 を 報告 する 
失 は 語 様 の 方 法 で 訂 し て 及 放 及び 用 騰 を 
と L て 検査 た 。 組織 は 「 ア セト ン ア ル ュ ー ル 」 で 固定 
し て 型 の 如く 々 「 バ パラ フィン 」 包 埋 し て 高松 氏 法 に 則り アル 
り 性 「 フォ ス フ ァ ター ゼ 」 の 誕 明 法 を 行 つた 。 列 に 「 へ 
マト キシ リン 」「 エ オジ ン 」 染 色 を 行 つ た 。 

所 見 

肺 肛 : 語 要 衝 週 以後 の 実験 犬 を 検 査 に 供し た が , 肺 腔 
に は 大 小 の 灰 和 白 結 節 或 は # 指 画 大 の 昌 結 節 形 成 が あり 。 上 下 
舞 周 時に は 褐 赤色 の 着色 が ある 。 忠 肛 内 に は 躍 体 寄生 が 


ォ ス ファ ダー 


認め られ た 。 組織 学 的 に は 所 々 に 上 虫 工 が 認め られ , 肉芽 


紐 織 の 形成 が あり 。 その 部 に は 好 酸 球 , 光 思 球 ,「 ア プラ 
スマ 」 光 胞 等 の 浸潤 が ある 。 気管 枝 拡張 , 気管 枝 動脈 拡 
張 , 新生 痕 気管 枝 等 る 認め られ る 。 忠 朋 囲 に は 出血 並 に 
好 酸 球 の 可 成り 混在 する 肺炎 様 の 病巣 形成 が ある 。 肺 胞 
朋 [ 手 細 正 管 は 拡張 の 高 肺 胞 壁 肥厚 も 認め られ る 。 病巣 内 
及び 病 栄 近く の 肺 動 静 脈 は 胡 特 に 外 膜 の 浮腫 或 は 軽度 の 
変性 が ある 。 肺 の アル ヵ カリ 性 「 フ ォ ス ファ ター ゼ 」 反 応 は 
拡張 し た 気管 枝 上 皮 に は 弱 陽 人 性 に 認め あら れる 外 , 病巣 周 
囲 の 肺 胞 上 皮 の 一 部 に も 認め られ る 。 PIN 
ある 。 絹 胞 浸潤 の 多い 病巣 部 に 於 て 人 
反応 は 弱 陽 価 で ある 。 

肝臓 : 肝臓 は 肉眼 的 に は 変化 は 認め られ な い 。 又 組織 
学 的 に も 顕著 な 変化 は 認め 得 な たい 。「 フ 」 反 応 は 肝 小 葉 周 
辺 部 に 僅 に 認め られ る が , 中 心 部 は 不定 で ある 。 胆管 上 
皮 は 「 フ 」 反 応 は 著 明 で ある 。 

以上 肺 吸虫 症 犬 の 肺 臓 , 肝臓 の 「 フ ォ ス ファ ター ゼ 」 反 


応 は , 対照 に 比 し て 必ず し ゃ 顕 著 な 反応 が 認め られ る と 
は 限ら ない 。 然し 肺 臓 で は 病巣 部 に 「 フ ォ ス ファ ター ゼ 」 
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は 弱 陽 性 に 現われ る の が 認め られ た 。 肝臓 に 於 て は 


ee る 大 異 を 認め られ な か つた 。 


165. 愛媛 双 に 於 ける 肺 吸 虫 の 研究 
その 1 
南 字 和 郡 下 に 訟 ける 野犬 の 自然 感 菜 に 就 て 


南 * 和 和 病院 確 部 元 
御 六 保 健 所 倉田 義夫 


Studies on アル 2g の 7227724S 2 の の S76 ア 772 の 777 
in Ehime Pref. Part.1. Natural infe- 
ction of dogs in Minamiuwa district. 


Hikaru Isobe, Yoshio Kurata 


四国 に 於 ける 肺 吸虫 に 関す る 研究 は , , 第 二 中 間 
宿主 の 分 布 に 就 て , 高知 県 で は 商 知 市 を 中 心 する 地 
方 , 及び 吉野 川 流域 を 除く 全 地域 , 次 いで 徴 媛 県 で は , 
北部 及び 西部 地域 等 で , 当該 地域 を 瀧 流 する 河川 の 流域 
洛 い に , 調査 が 進め られ て いる 様子 で ある が , 終 宿主 に 
関す る 調査 は 市 内 及び その 近郊 に 止 ど まり , それ も 現在 
の 了 ど 報 告 は な い 様 で ある 。 更に 愛媛 県 の 南部 地 

, 特に 高知 県 と の 県 境 近 い 地 域 は , 地方 病 と し て 肺 吸 
FR っ の で ある が , 健 地 で ある 為 か , 現在 
迄 に 肺 吸 虫 に 関す る 寄生 虫 学 的 な 検索 の 報告 は な い 様 で 
あぁ る 。 そ こ で 概 活 的 な 分 布 を 知る 意味 で , 1953 年 11 月 
4, 5 日 の 両日 , 同 地域 で 施行 され た 野犬 欠 1 2 
肺 忠 虫 の 調査 を こさ ろ み た 。 

調査 方 法 調査 は 硝酸 スト リキ ュー ネ 注 射 に 依る 居 殺 
後 , その 場 で 割 検 , 胞 部 で は 肺 を 主 と し, 更に 胸腔 内 , 
横隔膜 等 を 精査 , 腹部 で は 肝 , 腸 模 も 同時 に 検査 に た 

調査 成績 野犬 は 総 べ て 南 字 和 郡 下 の , 御 蘭 町 , 東 外 
海 町 , 一 本 松村 で 捕手 し た 雌 12, 雄 7, 計 19 頭 で , そ 





犬 番 紀 性 捕獲 地 下 裏 腫 下 体 数 
虫 絡 腫 1) 5 

4 ? 一 本 松村 3 2) 2 
剖 基 
15 6 = 1 提 還 る 
下 誠 腫 1) 1 

17 $ 一 本 松村 3 2) 1 
3) 3 

胸腔 内 2 

19 @ 東 外 海 町 2 束 豚 用 9 
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の うち も 肺 吸虫 を 証明 し た も の は , 4 頭 ( 東 外海 町 1, 一 
本 松村 3 ) で ある 。 

肺 吸虫 陽性 野犬 か ら の , 貝 英 腫 数 , 虫 体 数 は 下記 の 表 
の 様 で ある 

同定 は 九州 大 学 医学 部 短 生 虫 教室 , 宮崎 教授 に 依り , 
維 べ て , Paragonsmus westermanii(KERBERT, 1878) 
BRAUN 1899 で ある 守 , 御 教示 が あつ た 。 由 体 標本 は 


大 寄生 虫 学 教室 に 在 る 。 
166. 電導 半 靖 な に る 
カマ ラ 朋 是 法 の 應 用 條 値 に 就 


日 本 寄生 虫 病 研究 所 


浅田 順一 ・ 梶 、 房 ・ 越 管 筑 枝 
On the 


kamala applied for the human pa- 


efiiciency of anthelmintic 


raSite 6e7eZ の の eS 720C672S. 
Junichi Asada, Fusa Kaji, Kazue Ochi 


1952 年 (昭和 27) 本 学会 に 於 て 異形 吸虫 問 の 一 新 販 昌 
法 と し て カマ ラ 又 虫 法 を 照 介し 従来 の 上 虫薬 品 を 用 

より re 結果 を 得 た 事 を 報告 し た 。 次 で 1953 年 0 
和 28) 当 研 究 所 員 赤 木 孝 , 戸川 呑 , 正岡 千秋 等 は 異形 吸 
昌 0 有 者 27 名 に 就き 本 法 を 追試 し 何れ も 適 確 に 双 虫 
2 余 等 は 其 の 後 本 法 を 
更に 応用 し 有害 異形 吸虫 保有 者 15 名 其 の 他 Metagoni- 


muSs Yokogawaii 7 例 Metagoninas yokogawaii var 


須 し る 呈 た 事 を 述べ て 居る や < 


takahpshii 9 例 PygidiopsiS summus 5 例 Stellantcha- 
smus farcatus 8 例 計 29 例 に 就き 実 郊 し 本 販 虫 法 の 応 
E 全 駆虫 を 期し 得 ら れる 以 
て , 優秀 任 を 推 す る 


用 1 ae ~ 何 に て 基き 


外 に 虫 体 を 全く 破損 せ さ 


> 品 
に 下る 





ざる 点 に 於 て 


167. [エキ マ 科 」 吸 虫 類 に 於 け 
る 浅田 種 と 小野 種 と の 異同 賠 題 に 就 て 
岡本 ニー 三 


ノ ス ト 


(人 生 RH - 森 - 玉 
画 館 岡本 病院 


Distinguishing characteristics between 


c/729S7972 の 97 7e7s2 AsSada, 1925 and 


csS7972Z C の 22 の 7 Ono, 1930. 
Fuhimi Okamoto 


私 は 久しく 「 エ キノ スト マ 科 」 吸 虫 に 関し て , 研 索 を 続 
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け て 居 ま し た 移 , 最近 標題 に 関し て , 次 の 如き 考 拉 を 得 
た の で 誌上 発表 を な さん と する も の で ある が , 大 方 の 先 
呈 の 御 叱 声 を と どう も の で ある 。 甲 は 大 正 15 年 , 浅田 順 
ーー 博士 が , 始め て 実験 的 に 新種 と し て Echinostoma ho- 
rtense Asada, 1926 と 報告 せら ちら れ た る も の で , 乙 は 妥 
和 5 年 に 小野 定 雄 氏 が 南 満 洲 で 発見 し た も の で , Echin- 
oStoma carnDpi Ono, 1930 と 末 告 さ れ た も の で ある 
この 両 種 は 二 日 各 別 種 と し て 区 
別 せ られ て 居る が , 私 が 浅田 種 吸虫 と し て 報告 し て 居る 
も の が 色々 の 類似 点 よ り 浅 田 種 と CR の 中 間 に 位 置 
する 亜 種 と も 称え 得る る の で ある こと を 報告 し て 御 認識 
Me ` と する も の で ある 。 っ 似 点 , 区 別 
すげ て 説明 すれ ば 次 の 如 し 。 
第 1 中 間 宿 主 に 就 て は , 浅田 種 「 モ ノア ラガ イィ 」「 ヒ メ 


: の 類似 点 が ある が , 





モノ アラ ガイ 」 で あり , 剛 本 種 「 モ を クノ クア ラガ イ 」「 コ モノ 
アテ ラガ ィ 」 の 2 種 を 得 て 居 る 。 小野 種 は 「 モ ノア ラガ ィ 」 
で ある 。 


第 2 中 間 宿 主 は A は (浅田 種 ) 実 験 的 に は 性, 上 笛 , 
板 魚 , 蝶 状 の 幼生 , 食用 時 時 で ある 。B (岡本 種 ) は 実験 
的 に , 星 , 暑 妹 , 鯛 を 挙げ て 居る が , 山 板 魚 幼生 , 蝶 
の 幼生 等 に 就 て は , 後日 の 検索 に 侯 つ も の で ある 。 C 
(小野 種 ) は 昭 射 , 鯛 , 時 に は 「 モ ノア ラガ イィ 」 で 実験 的 に 
は 金魚 , 鯛 を 挙げ て 居る 。 

終末 宿主 に 就 て は , A は 犬 , 白 厳 , 溝 厳 , 『 犬 で あ 
り 。 B は 白 涯 , モル モッ ト , 洪 汽 , (自然 寄生 状態 ) で あ 
り , C は 野犬 , 実験 的 に は 犬 及 び 白 厳 で ある 


成虫 の 形態 学 的 及 0 2 E 6 あく A は 表 守 歯 








東 28 本 で 因 丸 は 不正 円 形 又 は 卵 形 で , 鐘 れ 込 み 
が あり , 目 卵 は 比較 的 大 で あ る 寄生 : 人 は 腸 の 上 


立 年 世 必 - べ \ の る ん 
Me 中 部 で 実験 約 に は 下部 の 事 


ho 0 上 あ よ デ * 圭 写 
ある 。 実験 向 に ある 。 B は 概 し 


指 腸 部 及び 小 胸 - Pi 形態 は A に 類似 す 
C! Wed Wo 少 き こと , 名 黄 腺 の 前 累 丸 の 前 端 , 或 は 
卵巣 後 端 よ り 始ま る こと , 頭 冠 歯 東 列 の 』 W2l で 24 つ 27 
本 で , 背 部 で 中 断 せ られ な い 事 , 及び 第 2 中 間 宿 主 に 魚 
類 を 合 む こと で ある 。 好 寄 生 部 位 は 十 ニ - 指 腸 部 - で ある 。 
第 1 中 間 宿 所 の 如く A と 同じ く B は 主 と 





ュー 古 ま ーー ) 1 
主 に 就 て は 前 


し て 「 モ ノア ラガ イ 」 で ある が B は 最近 「 コ モノ アラ ガイ ィ イ 」 
を 検索 co の で ある 計 更に 継続 研 需 を 
せん と っ od 。 実験 的 に も 「 モ ノア ラガ イィ 」 寄 生 
の チェ ルカ リ テ が 拉 本 し て 居る る の を 「 モ ノア ラガ イィ MA 
認め , C と 同様 , 第 2 中間 宿 主 を 兼用 せる を 認め 得 : 

で ある 。 何 お 「 モ ノア ラガ イィ 」 棲 息 地 に 訟 て 搬 失 せ 。 潮 
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に は , 自然 寄生 状態 の /「 エ キノ スト マ 」 科 吸虫 浅田 種 と 同 
ー 類 似 吸 虫 を 確認 し , 然 も 十二指腸 部 (小腸 部 ) に 16 条 
の 成虫 を 認め た 。B は A と 形態 学 的 に 同 似 で あり 第 1, 2 
中 間 宿 主 に は で C と 近似 し , 好 寄 生 部 位 に 就 て は B, C は 
一 致す る の を 知り , B は A と C と の 中 間 位 に 在 る も る の で 








[寄生 忠 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・ 第 1 号 
あぁ る 。A.B,C 三種 の 比較 表示 すれ ば 次 の 如 し , 

以上 の 諸点 を 参 陣 し て , 文献 上 区 別 せ られ て 居る A 及 
び C は B な る 岡本 種 に 近似 点 多 く , B な る 岡本 種 は , 浅 
田 種 と し て 区 別 す べき 幾多 の 近似 点 が , C (小野 種 ) に 認 
め ら る ょ を 知る る の で ある 。 (文献 略す )。 





















あぁ つて , 一 面 A 種 の 亜 種 と すべ き で ある と 拉 す る も の で 
「 チ ェ ル カリ ア 」 の 計測 (ーー 
り に ーー ーー マー 
時 生ま の 他 の 
長径 幅 径 長径 _ 幅 径 A,B は 表示 する ! チ 
PR < で エー で ーー テ 一 
1 浅 田 種 0.35 0.18 0.48 0.065 排 洪 主 管内 の 選 光 作 球 秩 物 1 一 17 ヶ ェ ュ ル カリ ア 」 に 於 て 
諾 由 一 
2 岡 本 種 0.34 0.19 0.49 0.069 17 ヶ も 近似 す 。 
3 小野 種 0.27 0.14 0.55 0.05 
1, 2 の 大 小 一 0.01 圭 0.01 十 0.01 0.004 
克 に 成 串 に 於 ける 計測 を 表わし て 見 る 時 は 次 の 如 レ し 。( 第 二 表 ) 
「=」 科 吸虫 成 の 計測 表 (第 二 表 ) ( 軍 位 mrm) 
| 休 上 | | 』 到 散 | 明 頭 | 腹 角 | 前 補 後 浴 丸 | 除 状 | 卵巣 | 卵 | 多 
ーーーーー| 歯 つ 韓 数 ーーーー 一 - ーー ーーー - ー 
長 符 幅 筆 | 長径 幅 径 長径! 幅 径 長径 幅 径 長径 幅 径 長径 幅 径 長径 嗣 径 長径 幅 径 人 嘱 符 長径 幅 径 






















岡本 A 


岡本 B 昭 好 を 築 2 中 間 宿 主 と す る 時 
岡本 C 鱗 を 築 2 中 間 和 宿主 と する 時 
岡本 D 溝 選 の 小腸 内 に 自然 寄生 の と き 


168.、 ミラ キジ ウム の 生 態 に 
関す る 研究 III. 
肝 蜂 ミラ キジ ウム の 走 光 性 細 遺 
予 研 寄 生 虫 安 対 岡 一 男 
Ecology of the miracidium. (III) 
On the phototaxis of the miraci- 
dium of 万 2sc2972 7e カ 272c の . 
Kazuo Yasuraoka 
筆者 は さき に 肝 蜂 ミラ キジ ッ ウム の 走 光 性 に つい て 光線 
方 向 , 光線 の 強 さ , 温度 の 影響 等 に つい て 報告 し た が , 
更に 光波 長 及 び ア ル ュ ー ル の 影響 に つい て 観 宗 し た の で 
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小野 種 5.91.1 iu 220. 220. 12 0。 090. 330. 16、 
浅田 種 11.11.26 28 0.160.180.070.060.450.500.850. 650. 890.550.530.620.280.300. 130. 06 

5.51.43 28 0.170.220.190.190. 500. 53.0.31 0. 190. 250.220.37 
岡本 B 7.52.25 28 0.280.230.200.200.520. 411. 010.420.800.480.180. 070. 180.18 


| 
0.220.280.300.120.07(4) 
0.100.07(e) 
0. 100. 08(…)| 
| 








岡本 で C 4.51.29| 28 0.150.200.140.140.460. 490. 610. 460. 660.550.230. 120. 18.0.17| 
岡本 D 2.50.69 28 0.160.230.020.020.360.350.310.190.250.220.1 120. 340. 120. 100.120。 10 (=) 
岡本 A 「 モ ノア ラガ イ 」 を 第 2 中 間 宿 主 と す る 時 


報告 する 。 

1. 種々 の 波長 の 光 に 対す る ミラ キジ ウム の 坪 光 性 
光 エ ネル ギー の 相 等 し い 各 種 の 単色 光 を 得る た め に , 
透過 率 の 相 等 し い (25 2) 4 枚 の 干渉 フィ ルター を 用 い 
て , 二 方 向 か ら 異な つた 波長 の 単色 光線 を 照射 し , ミラ 
キジ ウム が 如何 な る 波長 の 光線 に 最も 強い 走 光 性 を 示す 
か を 観察 し た 。 本 種 ミ テキ ジッ ウム は 緑色 光 (547 土 15m ム ) 
に お いて 走 光 性 刺 戦 効果 が 最大 で , 次 は 黄色 光 (595 王 
14 m), 更に 青色 光 (427 土 18m), 赤色 光 (630 土 14m/) 
の 順に 効果 的 で も つた 。 本 種 ミ ラキ ジウ ム は その 答 状 妥 
に 黒神 色 の 色素 物質 を も つて いる が , ミラ キジ ウム の 坪 
光 性 に 対 し て 緑色 光 が 最 も 有効 で も る こと は , その 光 感 
物質 で ある 色素 が 緑色 光 を 最も よく 吸 改 し , 以下 は 黄色 
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光 , 青色 光 , 赤色 光 の 順に 光線 吸 履 が 行わ れる も の と ょ 考 
えら れる 。 

2. ミラ キジ ウム の 走 光 性 に 及ぼ す ア ル ュ ー ル の 影響 
種々 の 稀 息 放 の メチ ル アル ュー ル , エチ ル アル ュー 
ル 。 プロ ピル アデ アルコール, プ ブチル アル コー ル 及 び ア ミル 
アル ュー ル の 5 種 の アル ュー ル を 用 いて ミラ キジ ウム の 
走 光 性 に 対す る アル ュー ル の 影響 を 観察 し た 。 各 種 ア ル 
ュー ル の 各 稀 釈 度 に お いて 走 光 性 の 陰 転 は 認め られ な か 
つた が , メチ ル で は 4.4 . エチ ル で は 2.4 用 。 プロ ピ 
ル で は 1.6 少 , プチ ル で は 0.1 以 上 の 濃度 に な る と ミ 
ラキ ジウ ム は 陽性 走 光 性 を 失い , 光 に 対し て 何ら の 反応 
も 示さ な く な り , アミ ル で は その 濃度 0.05 用 で すでに 
陽 隆 走 光 性 が 失わ れ て 不 規則 運動 を する の が 観察 され 
た 。 す な わ ち アル ュー ル の 炭素 原子 が 多く な る に つれ て 
ミラ キジ ウム の 走 光 性 の 消失 が 速やか に 行わ れる 。 一 方 
それ 以下 の 濃度 で ミラ キジ ウム が 陽 作 の 走 光 性 を 示し つ 
ヽ あ る 間 は , アル ュー ル の 影響 に よる 反応 速度 の 促進 効 
果 は 認め られ な か つた 。 


169. 肝 星 (Fasciola hepatica) 
の 人 体 異 坊 和 寄生 の 1 例 


予 研 寄生 虫 小宮 義 才 
甲府 病院 河口 忠雄 


A case of ectopic human fascioliasiS. 
Yoshitake Komiya, Tadao Kawaguchi 


肝 蜂 の 人 体 寄生 事例 は 最近 各国 に お いて 比較 的 箕 な ら 
すず 認め られ て いる が , 本 邦 に あつ て は その 確実 な 報告 事 
例 は 舟 田 (1926) の 胆 懇 中 か ら の 検出 事例 の み で ある 。 

余 等 は 昭和 28 年 1 月 上 腹部 腫 張 で 入院 し た 患者 の 開 
腹 手術 に お いて , 腸 間 膜 汐 巴 腺 に 1 隻 の 肝 蜂 の 寄生 し て 
いた 事例 に 遭遇 し た 。 患者 は 23 歳 の 男子 で 山梨 県 中 互 
摩 郡 竜王 村 の 虹 夫 で ある 。 腹部 検診 に より 上 腹部 正中 
線 , 須 部 と 制 状 突 起 と の 中 間 よ りや や 上 方 に 鳩 卵 大 の 
限局 性 の 腫 張 が 認め られ 圧痛 が あつ た 。 開腹 し た と こ 
ろ , 小腸 上 方 に 腸 聞 膜 り ン ベ 腺 の 如き 極め て 硬い 各 鳩 卵 
大 , 鶏卵 大 の 腫 閣 2 ュ を 認め , 特に 後者 の 1 部 に 移動 し 
て いる や や 小型 の 肝 蜂 を 認め た の で 之 を 摘 し た 。 
摘出 し た 中 体 は 扇 平 葉状 で 長 さ 1.7 cm, 幅 0.5 cm, 
その 形状 , 口 , 腹 吸 毅 の 位置 及び 大 さ , 腸 脚 分 枝 状 態 等 
か ら 肝 蜂 た る こと は 明らか で あつ た 。 固定 染色 し て 検 す 
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る に その 内 部 構造 は 部 分 的 な 変性 を 示し て お り , 両 軸 
丸 , 卵巣 , 子宮 ュ イ ル 等 は 破壊 され て お り , 駐 子 宮内 に 
卵 は 認め られ な か つた 。 患者 は 腫 導 摘 出 後 軽快 , 退院 し 
た 。 人 告 お 本 患 者 の 検便 に よ つ て 肝 蜂 卵 は 認め られ な か つ 
た が , 精密 な 検便 法 に よ つ た わけ で な いか ら , 肝 内 に も 
本 虫 が 寄生 し て いた か どう か を 確定 する こと は で き な 
い 。 し か し 著 し 居 つて も 少数 寄生 に 止ま つた で あろ 25 事 
は 推測 で きる 。 因 に 肝 蜂 の 人 体 異 所 寄生 の 報告 事例 は 今 
まで に 8 例 に 過ぎ ず , 旦 つ そ の 殆 ん ど は 皮下 の 寄生 で あ 
る 。 腸 間 膜 り ン バ 腺 内 寄生 事例 は 本 例 が 初め て の も の で 
ある と 考え られ る 。 


170. 肝 蜂 の 免疫 学 的 研究 (第 2 報 ) 
実験 的 肝 蜂 症 に お ける 異種 抗原 (2, 3 の 
黄 虫 ) の 皮 内 反応 に つい て 


浪 大 農 ・ 験 ・ 医 東 出 弘 


Immunological studies on fasciolia- 
sis. II On the intradermal test with 
heterogenic antigen (of some helmi- 
nths) in experimental fascioliasiS. 


Tanehiro Higashi 


肝 蜂 症 の 診断 に 用 いら れる 皮 内 反応 用 抗原 の 類 属 反応 
性 に つい て は , 従来 層 殺 和牛 等 に つい て , 注射 反応 の 成績 
と , 割 検 結果 と を 照合 し て 研究 され て いる 。 (小野 , 渡 
辺 , 東 ) 筆者 は 肝 蜂 を 感染 させ た 小動物 に 対 し て , 異種 
遇 虫 に よ つ て 作 つ た 撤 原 を , その 皮 内 に 注射 し て , 反応 
を 観察 し た 。 

実験 方 法 (1) 抗原 は 肝 蜂 , 騰 蜂 , 双 口 吸虫 (Fischo- 
ederius elongatus) 及び 豚 釧 虫 を アル ュー ル 浸 出 , 熱 衝 
理 , 防 腕 の た め に マー ゾ ニ ン 添 加 。 対照 に は 生理 的 食 
水 を 使用 し た 。 

(2) 実験 動物 は 家 各 , モル モッ ト に 肝 連 被 械 仔 虫 を 経 
口 投与 (ゾン デ 挿 入 ) 後 4 ヵ月 経過 , 肝 蜂 感染 の 有無 は 実 
験 後 割 検 に よる 。 

(3) 注射 法 は 実験 動物 夫々 の 育 部 に 適当 な る 間隔 を お 
いて , 4 種 の 抗原 と 対照 液 を 0.05 cc 宛 皮 内 に 注射 し 
た 。 

(4) 判定 は 注射 後 15 分 , 30 分 , 60 分 時 に お ける 丘疹 
の 直径 を 計測 し て , 腫 張 の 限界 , 厚 さ , 硬 結 , 発赤 等 を 
参考 と し て 判定 し た 。 
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実験 成績 肝 明 症 家 各 3 頭 , 同 対照 2 頭 , 肝 蜂 症 モ ル 
モッ ト 4 頭 , 同 対 照 4 頭 に 夫々 4 種 の 異 つ た 抗原 を 注射 
し た か ら , 実験 に 使用 し た 数 は , 延 と し て 湖 束 20 例 , 
モル そ モット 32 例 と な る 

(1) 反応 の 強 さ は 11 一 17 mm に 及ぶ 丘疹 に 腫 肛 し た 
が その 順位 は 肝 蜂 , 騰 魚 双 口 吸虫, 豚 問 昌 で あ もつ て, 肝 
星 と 腫 蜂 の 反応 に お いて は , 差異 を 認め る こと は 困難 で 

あり , 豚 題 虫 は 最も 弱く 対照 例 と 略 ょ 同 程度 で ある 。 双 
吸虫 は , 肝 退 と 豚 炉 下 の 中 間 各 度 度 で ある 。 

(2) 注射 部 位 反 冊 の 組織 作 に つい て は , な お 研究 中 で 
ある が , 血管 の 血行 障 奄 , 血管 摩 及び 周囲 組織 の 閉 粗 
化 , 血管 の 舌 過 性 の 増加 に よる 好 酸 球 , 形質 細胞 等 の 次 
出 等 , 所 詩 拓 原 撤 体 反応 の 特徴 と 考え られ る 変化 を , 何 
れ の 部 位 に も 認め られ る が , その 発現 の 程度 は , 腫 須 反 
応 順 位 と 略 ふ 一 致し て いる 


171. 岐阜 吹 下 の マン ッ ン 区 忠 症 
岐阜 大 医 病 理 


江口 季 雄 ・ 原 田 直彦 


Sparganiasis in the Gifu Prefecture. 
sueo PEguchi, Naohiko Harada 


マン ツン 条 虫 の 幼虫 症 (即ち マン ツン 孤 虫 症 ) の 人 体 例 
は 既に 130 例 以 上 の 報告 が あつ て , わが 国 で は 珍 ら し く 
な く , 特に 京阪 地方 に 多い が , 酸 阜 県 下 で は 今 ま で に 松 
野 の 報告 例 が か ある だ け で ある の で , 昨年 8 月 私 ら の 経 談 
し た 1 例 を 追加 の 為 め 報告 し て お く 。 

患者 は 峡 阜 県 高山 赤十字 病院 外科 (医長 , 原田 ) に て 受 

診 し た 同市 在住 の 39 歳 の 男子 時 夫 で , 10 日 程 前 か ら 左 
仙 有 名 の 無痛 性 性 疾 に 気 ず い だ が , その 後 軽度 の 芝 痛 が 
ある の で 来院 し た 。 腫 交 は 前 豚 癌 線 と 第 9 助 党 と の 談 


に あり , 3cm? の 境界 依 も | 明 剛 な 類 円 形 肪 邊 交 で に 





の 診断 で 手術 し た が , 粉 銘 の よう な 被 構 の 形成 な く , 遼 

い 結 締 織 の 肝 虐 が 中 心 ま で 続き 中 央 か ら 2.5 cm の 幼 条 
虫 を 克 出 し た 。 虫 体 は その 体制 よ 昌 の プレ ロケ 
ルコ イド で あり , 頭 部 の 吸 漠 も 原始 的 で ある 。 組織 学 的 
人 検 し 石灰 小 体 は 少 い が , マン ツン 条 虫 の 幼 若 な プレ ロ 
ケル ュ イ ド を 同定 し た 。 

後に 調べ る と 本 患者 は 


1 名 5 泊 条 
り 頭 条 





結核 の 自家 療法 の つも り で 約 6 


ヵ月 前 に 蛇 の 肉 を 生食 し て いる 。 恐らく それ が 感染 源 と 
推定 され る 。 そこ て で 高山 市 内 の 野犬 11 頭 に 就 て 便 検 
査 を し , 


1 頭 に マン ツン 条 虫 i 呈 を 誕 明 し た 。 時 星 の 検 
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査 を し て いな い が , 此 の 地方 に 本 条 虫 の ある こと は 確か 
で ある 。 

本 県 下 で は , 古く 安藤 , 松原 , 浅井 は 恵那 郡 と 大 垣 市 
で 犬 滴 に 林 術 の 寄 邊 見 て お り , 私 ら も 最近 征 系 者 の 
犬 に 就 て 本 条 虫 を 央 逐 し 得 て い る 。 前 記 松 野 の 人 体 例 の 
陣 虫 症 は 本 巣 郡 で も る 。 従 つて 本 県 下 各地 で , 人 体 へ の 
本 幼 条 虫 感 泉 の 機会 は あり 得る と 考え ね ば な ら め ぬ 。 


172. 豚 門 卵 の 看 白 膜 形成 に つい て 


r 


人 研 寄生 虫 石井 宗 一 


Studies on the protein coat 
formation of ascariS egg. 
Keiichi Ishii 


豚 及 び 馬 顕 昌 卵 の 完成 邊 白 臓 の 構造 と その 形成 過程 有 
びそ れ に 関与 する 下 体 の 腺 細胞 活動 に つい て 絹 胞 化学 的 
和み 
層 と ぁ 和 蛋白 以外 に 多糖 類 を 含み , これ は PAS 反応 , 
CAS 反応 , wt WI アセ チー ル 化 , 
化 , Toluidin blue に よる メタ クロ マジ イィ イ , プチ アリ ン 
及び ヒア ル ロ ニ ディ ス に よる 消化 , 各種 の 酸 多 理 等 の 組 
合せ に より ヒア ル ョ ロン 酸 父 は 硫酸 エス テル を 含ん だ 高 分 
子 の 糖 で ある と 考え られ る 。 和 蛋白 膜 の 突起 の 基部 外面 に 
My 

ぃ 陽 吐 で り リボ ニュ クレ イス で 消化 され る 。 馬 顕 虫 卵 で 
は 完成 3 Mi0A NR 
同様 で あり , 形成 過程 の も る の で は 罰 粒 状 の 息 白 部 分 と , 
際 の が 人 フォ ス フ ァ 
チ ォ ス , 等 の 反応 は 示さ な い 。 豚 台 
虫 で は 精 部 分 は 主として 輸 卵 管 と 子宮 最上 部 上 上 肥 と か ら 
分 泌 さ れ , その 大 部 分 は 一 是 子 宮上 皮 往 璧 間 に 入り 子 暫 
上 部 及び 中 部 の 上 皮 か ら 分 泌 さ れ た 邊 白 部 分 と と 合わ ホ 
林内 部 に 区 大 れ 控 伏 か ら で 巴 泡 軸 で 凌 
人 RT ポー 
く , 笑 起 も 小さ い が そ の 原因 は 不明 で ある 。 還 顕 虫 で ! 
PMMA で 混合 し て 子宮 
に 入り, 繊維 状 に 固定 され る 様 に な り 子 宮上 , 中 部 より 
分 泌 さ れる 用 自 部 分 と 混合 し て 卵 に 附 湖 する 。 完 砂 で 
は 砂粒 状 で 繊維 状 構 造 は 認め られ すず 突起 も 著 明 で な く 未 
受精 卵 と の 差 も 豚 病 虫 ほ は ど 著しく な い 。 


脱 アデ セテ チー ル 


っ だ オ ズ 、。 だ モズ ニャ ッ 


いい マ 
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市 販 品 の うち エキ サン ト , マク ニン S, MM.S 錠 , ムシ チ 
173. 昭 是 症 に 於 ける 鉄 代 必 ョ コ サ ン トニ ン 錠 等 と サン トニ ン 錠 ( 日 本 新薬 ) と を 集団 
1 : 邊 病院 有 激 虫 法 に よ つ て 比較 投 楽 し 併 せ て 下剤 投与 の 駄 虫 効果 を 
7 773 
際 6 試験 し た の で 報告 する 。 対象 は 群馬 県 勢多 郡 桂 紋 中 
松田 文太 耶 ・ 三 沢 敏也 や < oo 
0 生徒 全員 で 服 楽 は 昭和 28 年 6 及び 7 月 で 検便 方 法 は 前 
本 検便 と し て 浮 洪 法 一 本 値 , 再 検便 は 服 朱 後半 間 後に 浴 
CaSe Of aSCariaSIS. Ao 。 服用 方 法 は 朝食 を 抜き 午前 9 時 一 10 
Fumitaro Matsuda, Toshiya Mitsusawa 時 に 一 齋 頓 用 させ た 。 
抄 銚 な 以上 の 成績 り サ ント ニン と 比較 し て 合 剤 各種 は 何れ 
も 良好 な 有 虫 効果 を あげ て お り , その 差 は Xs-test で 有 
意 で あつ た 。 休 同一 剤 に つい て 下剤 服用 群 は 服用 し な い 
174. 歳 集 周 度 虫 に 及 け る 群 より る 駆虫 勅 果 が 高い こと が 認め られ た 。 服 楽 後 排 虫 
数 を 1 年 生 に つき 1 週間 に 豆 り 各自 検査 させ た と ころ 次 
各種 区 の 上 汰 虫 効果 こ 
生 種 軸 剤 の 太 遇 効果 夷 の 如く で あつ た 。 
千葉 大 医 公 衆 衛生 両 群 と も 排 虫 者 率 , 1 入 当 排 虫 数 の 間 に 大 差 な く , 排 
内 田 昭夫 ・ 矢 島 ふ き 虫 継続 日 数 が 1 週間 以上 に 及 , Me られ た 。 
] 6 3 6 各種 楽 剤 に る 画 作 用 は 埋 微 べき 事 は な い 。 次 
ま Studies on mass extermination Me Pe ci 人 
2 6 で 29 年 3 月 茂呂 小 2 fo ムシ チョ コ サ ン トニ ン 錠 
of human ascarid of school children PS ーー OX ー ンチ 4 ーー 
if > ck の 比較 試験 は 次 の 如く で あつ た 。 検査 法 は 前 後 検便 共 沙 
With VariouS antnelmnintheSs. 
co 抹 法 3 枚 値 で も つた 。 - 基 ち ょ シ チ ョ コ ュ サ ント ニン の 陰 転 
Akio Uchida, Fuki Yazima 率 は 3/14 王 21.4 用 , サン トニ ン は 4/15=26・6 索 で 著 
差 は 認め られ な か つた 。 
虫 朋 虫 薬 と し て サン トニ ン 及 び 海 人 草 ェ キス の 合 剤 の 
の 効果 に つい て は 既に 定評 ある 所 で ある が , 我々 は 各種 
胡 虫 薬 名 処 方 上 用 量 学年 1 陽 性 率 陰 韓 率 み 女 計 陰 英 率 
NGM0Pk ー っ ES ・ oo 
。 海 人 草 = ェ キス 0。80 5 4 be 49757 SA 2/ 和 な 大 =) /7ー ン 
MS 錠 テン トニ ン 0.05 SG の CE 
ピサ チン 0.0 ゃ 36/48 75.0 23/36 63.9 
和 この 』 中 eg FE も す 人 不 生生 の fs の に Sh 4 の キャ 
= か を 3 0.75 " + を 25/55 45.5 45/109 44.03 
タン トニ ン 0.05 ? 58/73 79.5 23/54 42.6 
4 2 2/? 7 。5 32 74 。 っ の /oo 
「 3 上 池 6 23 3 52/77 67.5 2743 74.2 25/gs ?8.6 
ゃ 59/70 84.3 40755 イグ 。 ィ 
T SE っ. だ っ S 3 錠 ! 0 ee 2 不 バ の っ 
2 3 すす 3 さ 6 36/51 70.4 20/33 60.6 37/67 55.3 
eo 区 @ 34/48 70.8 17/34 50.0 
マク = ェ ン S 上 差 本 | 信者 8 有 _26/: 3 2 
1 送 + 2, 3 $ 41/52 78.8 26/35 ee 50/66 75。.7 
- 下 トド 唱 ( ど ティ チン ) ピサ チ ン 0.005 (2②) ゃ 36/48 75.0 2431 27。2 
| SE 1 錠 中 5 2 19/24 79.2 5/17 29.4 8732 28.0 
サン トニ ン 0.020 15/24 62.5 3/15 20.0 
2 0 1 兆 5 2 
填 上 多 寺 2.3 32/50 64.0 9/26 34.6 21/61 34.4 
9 。 2 38/48 79.2 12/35 34.3 














薬 剤 別 . 排 虫 数 の 数 度 分 布 表 





【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 * 第 1 号 











ーー-、 排 東 数 服用 調査 se ん 4 > 。 10- 3} ご 政 と 5 ご  。 平均 排 東 
薬 提 名 --、 者 者 ? た 3 6 7 の 9 2 15 18 27 時 GA 人 当 ) 者 率 
M, S 錠 。 77 68 12 16 19 9 7 4 1 0 351 6.26 82.3 
= キサ ント 109 109 11 44 28 10 7 5 2 2 555 5.66 89.9 
楽 剤 別 , 経 過 日 数 別 度 数 分 布 表 

ーー 1 日 (きき 日 ) 2 日 且 3 日 目 4 日 目 5 日 目 6 日 上 7 日 目 
M, S 11 人 36 匹 35 人 120 匹 35 人 84 匹 16 人 29 匹 9 人 24 匹 6 人 15 匹 3 人 4 中 
= キタ テント 29 71 67 194 40 93 38 69 18 33 15 30 13 31 

家 の 研 究 に よ つ て 遊 雌 の 低級 揮発 性 脂 酸 が 有毒 で ある こ 
175. 遇 是 寄生 者 ょ 非 寄生 者 に と は 証明 され て いる の で ある か ら , 今後 之 を 別に 捕捉 定 


於 ける 装 便 中 の 脂肪 量 の 比較 


慶 大 寄生 虫 吉沢 利雄 


Amount of fats in stools of man infe- 


cted with 4scZZzs /z2772 の 7cO2 の es. 
Toshio Yoshizawa 


脂肪 酸 が 顕 虫 毒 と し て 一 役 与 つて いる の で は な いか と 
は 従来 より 諸家 に よ つ て 論 ぜ られ て 来 た 。 実際 , 脂肪 酸 
殊 に 遊 見 の 然 ふ 低級 脂 酸 は 栄 差 と な ら な い の み か 半 つ て 
有害 即ち 沙 正 作用 か ら 筆 血 , 或 は Acidosis の 原因 た り 
得る こと も 知ら れ て いる 。 一 方 公 , 十二指腸 虫 症 性 筆 面 
$ ぁ 低級 脂 酸 , 蜂 毒 や は ぶ 毒 る 揮発 性 脂 酸 の 与 か る 所 大 な 
り と 論 ぜ られ て いる 。 そ こ で 私 は 顕 虫 寄 生 者 と 非 寄生 者 
と に 於 て 装 便 中 の 脂 酸 , 中 性 脂肪 を 定量 し て 之 を 比較 実 
有 験 し た 。 成績 は 次 の 様 で も る 。 定量 は 滴定 法 に 依 つ た 。 


新鮮 便 100 g 中 の 





遊離 脂 酸 及 結合 脂 酸 中 性 脂肪 総 脂 酸 
寄生 者 2.7g 2.4g 5.0g 
非 奇 生 者 2.5g 2.8g ち 。1 g 


1) 魚 虫 寄生 者 は 7 人 15 例 の 平均 値 で , 新鮮 便 100g 
中 に 脂 酸 及び 結合 脂 酸 (石鹸 ) は 2.7 g, 中 性 脂肪 2.4 g, 
総 脂 酸 は 5.0 g 含有 され て いた 。 

2) 非 寄生 考 は 5 人 15 例 に 於 て 平均 , 脂 酸 結 合 腸 
は 2.5g, 中 性 脂肪 2.8g, 総 脂 疫 は 5.1g で あつ た 。 

3) この 成績 を 比較 する と 両者 に 有意 の 差 は 認め られ 


な い 。 

4) 従 つ て 脂肪 酸 を 素 虫 毒 と し て 取上げ に くい 如く 一 
応 考 えら れる の で ある が , 唯 , 門 に 問題 と な る の は , 脂 
酸 ( 殊 に 遊離 の ) 別 の 定性 定量 を 行 つ て いな いこ と で , 諸 
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量 し 得 れ ば , 有意 の 差 (特に 症状 の 著しい 場合 に は ) の 認 
め ら れる 余地 は 残さ れ て いる も の で ある 。 


176. 器 忠 乳剤 の 経口 感 作 に ょ る 
皮膚 及び 場 避 の Arthus 現象 


慶 大 医 寄 生 虫 小宮 山葵 三 


Investigations on Arthus phenome- 
non in the skin and intestinal wall 
of rabbits which were administered 
with emulsified tiSSueS Of Dig aSCariS. 


Takazo Komiyama 


私 は 先 に 魚 虫 体腔 液 で 静 注 感 作 し た 兎 の 皮膚 及び 腸 璧 
の Arthus 現象 に つい て 報告 し た が , 顕 虫 乳剤 を 経口 
投与 し て 感 任 が 出来 る か どう か , 可能 で ある な ら ば その 
Arthus 現象 が 陽性 に 現われ る か を 皮 膚 及び 腸 壁 に つい 
て 実験 し た 。 

感 作 に 用 いた 抗原 は 豚 部 虫 を 金剛 砂 で 乳鉢 内 で 良く 磨 
砕 し た も の に 等 量 の 生理 的 食塩 水 を 加え て 乳剤 と し た も 
の で , カテ ー テ ル で 胃 直 達 投与 を 行 つた 。 韻 起 注射 に 用 
いた 抗原 は 2 倍 量 の 減 菌 生理 的 食塩 水 を 加え た 乳剤 を 1 
書 夜 水 室 に 保存 し 生日 ザイ ッ 尊 過 器 で 江 過 し た も の を 
(C) と し , 氷室 保存 の 前 に 60?Cx30 分 加 汐 する 製作 を 
加え た も の を (H) と し た 。 動物 は 台 で 腹部 肥 内 に (C) 及 
び (H) の 夫々 10 倍 稀 釈 液 を 0.1 cc 宛 注射 し た 。 対照 
と し て は 感 作 群 に は 生理 的 食塩 水 を , 非 感 作 群 に は 夫々 
(C) 及 び (H) の 10 倍 季 釈 液 を 注射 し た 。 そ の 結果 は 

1) 普 虫 乳剤 7 匹 分 を 2 週間 連日 経口 授与 し た も の は 
皮膚 反応 陽性 で ある 。 
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2) 16 匹 分 を 2 週間 連日 投与 し た も の は 陽性 に 出る 。 

3) 10 現 分 を 3 週間 及び 20 現 分 を 2 週間 連日 投与 し 
た も の は 更に 強く 出る 。 

4) 痢 起 注射 後 反 応 は 1 時間 後 頃 か ら 出 始め , 35 時 
間 後 頃 に 最強 に 達し , 以後 汰 次 消 初 し , 24 時 間 後に は 殆 
ん ど 全 部 が 消失 する 。 

5) (HH) で も な お 抗原 性 を 有 し 反応 陽 作 を 呈す る が , 
一 般 に (C) よ り は 有 弱い 。 

この 様 に し て 皮膚 陽性 と な つた 兎 を 開腹 し 小腸 の 粘膜 
組織 に (C) 及 び (H) の 原液 及び 夫 等 の 10 倍 稀 秋 液 を 
0.1 cc 宛 注射 の 上 腹壁 縫合 し , 24 時 間 後 に 再び 開腹 し 
て 注射 部 位 の 反応 を 調べ た 。 対照 は 皮膚 反応 と 同様 に 感 
作 群 に は 生理 的 食 佑 水 を , 非 感 作 群 に は (C) 及 び (H) の 
夫々 原液 及び 10 倍 稀 邊 液 を 注射 し た 。 その 結果 は 肉眼 
的 に は 

1) 原液 を 注射 し た も の は 最も 出血 著 明 で 

2) 10 倍 稀釈 液 を 注射 し た も の は 夫 よ り 軽 度 で あり 
3) 対照 の 非 感 作 群 に 原液 を 注射 し た も の は 更に 反応 
軽度 で 
4) 感 作 群 に 生理 的 食塩 水 を 注射 し た も の は 殆 ん ど 変 


化 を 認め な か つた 。 
5) (C) と ( 有 H) と の 差 は いづ れ も 認 め ら れ な か つた 。 


串 微 鏡 的 所 見 に つい て は 目下 検索 中 で ある 。 


177. 海 人 草 。 サ ント ニン 合 
の ジ ゲ ニン 酸 及 び サ ント ニン 
と 駆 是 効果 に 就 いて 
大 阪 大 医薬 学 
竹本 常松 ・ 清 水 然 昌 
醍醐 時 二 ・ 冒 達 英 
Studies on the mixture of santonin 
and digenea extracts. 
本 sunematsu Takemoto, Zensho Shimizu, 
Koji Daigo, Tatsuei Sai 


市 販 海 人 墓 ・ サ ント ニン 合 剤 中 の 有効 成分 ジ ゲ = ン 酸 


及び サン トニ ン を 定量 し 併せ て この 種 合 剤 に よる 普 虫 集 
団 駆 除 実験 を 行 つ た 。 ジ ど ゲ ニン 酸 の 定量 に は 先 に 村上 ・ 
竹本 等 が 薬学 雑誌 74 巻 88 綱 に 発表 し た 比 色 定量 法 を 
用 い , 又 サ ント ニン の 定量 に は 竹本 ・ 西 本 等 が 考案 し た 
ラク トン 滴定 改良 法 ( 未 発表 ) を 用 いた 。 そ の 成績 を ま と 
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め る と 表 1 の よう に な る 。 








表 1 
大 人 一 回 の 服 用 量 
楽 品名 成分 表示 量 成分 定量 成績 
の マ 。、、 和 5 
A 6 X.1400 S.60 D.10.8 S.60.0 
B 3 X. 300 S.EO D. 6.5 S. 定量 せ ず 
し と 3 X. 50 S.50 D. 5.6 S.52.0 
D 6 X. 330 S.75 D. 0.8 S.62.0 
S.: サン トニ ン 人文 .: 海 人 草 = ェ キス , 但し 精製 度 は 不 
統一 D.: ジ ゲ = ン 酸 群 物質 


避 上 記 合 剤 を 用 いて 顕 虫 集団 駆除 を 行 つ た 成績 を ま と 
め る と 表 2 の 通り で ある 。 











表 2 
3 5 卵 陰 韓 者 
薬品 名 服用 量 (mg) 年 齢 例 数 -、- 導 
A D.5.4 S.30.0 715 75 60 80.0 
B D.6.5 S.50 13>15 118 74 62.7 
C D.5.6 S.52.0 13ー15 67 45 67.2 
D D.0.5 S.41.2 713 110 33 30.0 


即ち も ジ ゲ ニン 酸 含 量 の 極め て 低い D 剤 は 卵 険 転 率 も 低 . 
いこ と を 示し て いる 。 


178. 鋼 皿 流行 地 報告 (第 12 報 : 
兵庫 取 ( 基 の 3) 


京都 府立 医大 医 動物 
栗林 海 男 ・ ト 部 照 ・ 渡 辺 清 


Studies on the hookworm epidemies. 
(Report 12) Hyogo Prefecture(No. 3) 
Umio Kuribayashi, Akira Urabe, 
Kiyoshi Watanabe 


兵庫 県 有馬 郡 過 村 の 開拓 団員 (総員 約 450 名 , 内 28 年 - 
の 年 間 の 調査 対象 人 員 と な つた も の は 350 名 程度 ) に つ 
き 昭 和 6 年 来 鍋 虫 の 寄生 率 を 毎月 観 符 し て いる が 貯 
和 28 年 1 月 か ら 12 月 迄 の 釣 虫 寄生 率 は 最高 は 8 月 の 
10.6 錠 , 最低 は 12 月 の 1.28 で 27 年 度 の 14.10.7 
多 に 比べ る と 平均 し て 精 ょ 減少 し , 調査 開始 時 の 49.4 
に 比べ て は 極め て 低 幸 を 保つ て いる 。 此 の うち 溢 路 開 ' 
地 団 の 世帯 (総計 48 世帯 ) を 例 に と る と 調査 開始 時 , 家 - 
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族 全員 鈴虫 感染 し て いた 世帯 が 19.5 , 半数 以上 の 感 
楽 世帯 26 用 , 半数 又は それ 以下 の 世帯 28.1 狐 , 全然 
銘 虫 感染 を みな い 世 帯 26 で 
年 間 を 通じ 1 乃至 2 名 感染 し た 世帯 が 38.3 妖 . 全く 感 
染 の な い 世 帯 61.7 2 
6 より ca ま に 保つ こと だ 成功 し て い 
る 。 釣 虫 卵 陽性 者 実数 は 55 名 ( 男 25 名 , 女 30 名 ) で . 
3, 9, 12 月 頃 に 豚 虫 ( チ テト レン に よる ) を 行い ビ = 207 
芝 , アメ リカ 鈴虫 2 新 感染 者 の 平均 排 虫 数 
5.1 租 で あつ た ほ 者 は 何れ も 成人 層 に 多く 
性 別 で は 女子 に 多 か つ た 。 本 年 初め 陰性 で その 後 陽 転 を 
0 月 和 之 で を 


o 肖 mn /『> ノ 
2 より 少 N 


あつ た が , 28 
っ 
J 








い 








だ つ 選 に r / ) ナ + 1 の 
る 。 之 に 反 し 急 下 の 方 ! > 原 下 草 3 投与 し て いる が 寄生 朱 
は 45 用 ー25 用 を 上 下 し , 調査 開始 時 の 60 狙 , 27 年 の 
52 王 24.6 2 に 比べ る と レバ く 低 F し て いる が , 年 間 を 
> 芋 ]" 前 * 目 Mk アッ ITE 糧 そ な ム アニ ナム タロ エー トレ 
通じ 普 虫 卵 ME 1 を 出さ y 志 pi( は 旬 ん と な く PD ぁ 可 虫 に 比 
べ 成 果 が 上 


つて いな い 


179. Ancylostoma duodenale 
仔 昌 に よる 免疫 家 兎 血 済 の 沈降 
物 形成 に つい て (第 2 報 ) 

研 寄生 中 原虫 永井 光 





Precipitate formed by the serum of 

rabbit immunized with the Iarvae of 

用 cy7osZ2722 26ge7 の 7e (Report HU). 
Akjra Nagal 





総会 で 発表 し た 以後 の 所 四 と で 
生 こ 1- プ ルー yr 多用 正 ク と も ュー プ 
表す る 。 ヅ ビニ = 鋼 虫 に よる 沈降 物 形 成 な すう や 





邊 の 場合 prokilo 25 早 





質 は 座 

。 伯 昌 き 家 東 
中 に 飼育 し て 2 一 3 日 後 選 沈 , 仔 昌 を を す て 上 清 を 家 東 に 注 
射す れ ば 腸 転 MO 東 の 分 泌 物 乃至 排 注 物 が この 反 
応 の 実際 の 撤 元 


8 肖 








1 





碧 清 中 の 拡 作 
事 を 推察 し た が 今回 は 硫 安 及び 
を 試み た 硫 安 !。 他 ネ で は 電気 泳動 、 
デリ ン の み の 分 厨 を 得 , この 水道 水 透 析 液 


撤 体 が - ゲ ョ ブリ ン 中 


で 






を 行え ば , 強く 陽性 に 出 た の で , 








[寄生 東 学 雑 


性 
て う 
e 
届 
ょ ー+ 
diH 


に ある 事 は 間違い な い 。 文 硫酸 ソー ダ で は 沈降 物 反 応 に 
える 物質 は 16, 18 の 測度 で お ちる 分 大 中 に 含ま れ , 
は 反応 陰性 - ちな み に 16 究 で の 分 大 


潜 折 後 潜 動 に か けれ ば 10<20 人 2 の 8 グロ ブリ ン を 含 


その 上 # 








ちか 大 部 分 は た ゲロ プリ ン 5 
gr 前 後 の マ ウス を 用 い 
射 マ ウス で は 仔 虫 は 肺 よ 
物質 も この の 申 に 信 まれ る の が 


応 と が 夫 接 な 関係 に 


場合 in vitro で は 沈 ! 














る 場合 が あり , 且つ 』 
波 し な い 仔 虫 が 多く 
48 時 間 以 内 に 体内 移行 が 既に 阻止 され て いる の で ある 
か ら , この 沈降 物 反 応 が 直ちに 他 果 7 7 径 体内 移行 防 


算 9 ゴ ィ ン - の / の レン も と > ・ た wi や 4 hinl ( 二 人 
ブ 〕 て の ゃ の と は 考え ! られ な v い * 犬 釣 ! 曳 及 び 豚 軸 I 貝 仔 貝 


ン 行 つた が , 犬 3 RON ジテ 





>) 豚 遇 人 昌 と は 周 有 の も の より 弱い が お 





TS 必 ELM に た ラッ ニー こつ コー っ 1 =。 相 > モス 色 自 量 
Wet EE を 示す 。 偶 々 混入 し た [ | 直 生 洒 の 線 昌 ボ 

明 ) も ヅ ビ ニ 多 虫 免疫 面 清 店 で 日 及び 肛門 部 よ り 沈 降 物 
を 形成 し て 死滅 する の を 認め た の で , この 反応 


生 線 虫 間 で は 類 属 反応 を 示す 可能 性 ヵ 











On the anemia of hookworm carriers。 
Masarsitsu Ossuru 


一 と 多 避 アー ン ー ) 、 う = ォ ハ 由 円 
こ 由 [ ー り た / の の) キ 舎人 4 お の 除く デー 7F7 
ー ゝ で 保有 者 と いう の は , 集団 検便 の 際 に 見 志 さ 
3) グロ rh 計 [/ iTTT ニー ンー テコ ーー ロ た こ か - テ ハム 隊 EE As 
れ 和 ea 卓 出 者 を 意味 する 。 従 つて その 中 に は , 銘 束 
ジミ / ビ ス 記 = 
3: 二 (に よ や れ ん と 





と 3 ee つう 。 の 
名 由 症 と 診 定 さ れる 者 ま 。 








7 2 
+ す ジー プン ュ > に と に 
の 琵 杖 棚 度 の 者 が 生ま れる で あろ 235 








コロ は / 
は , た と え を 症状 を 示す と いつ て も 指 れ て 始め て それ 
る し て 認識 する 程度 の も の で , 多く は 医師 
を 受け る こと な く 現 に 労働 や 家事 に 科 軸 デ し 





て いる 。 こ ヽ で 実際 作業 に た ず さ わ る 者 が 等 


こ 





HH 
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Nemo 測る 適当 な 規準 が 欲し く 
, 主として か ヽ る 公衆 衛生 上 の 呈 地 か ら 始 され 
た 。 崎 和 24 年 10 月 か ら 27 年 12 月 の 間 , 福岡 , 熊本 
両 県 下 の 炭 鉱 地方 の 居住 者 ( 談 鉱 , それ に 近接 する 都市 
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昭和 29 年 6 月 (1954)〕 


農村 ) に つい て , まず 集団 毎 に で きる だ け 全 員 の 検便 
(Stoll 法 ) を 行い , 選 便 中 の 虫 卵 数 (1g 中 の 卵 数 , E 
PG) を 測定 し た 。 つ いで 多 虫 保有 者 と 非 保有 者 の 両 群 か 
ら 任意 に 抽出 し た 被 検 者 に つい て 血液 検査 を 実施 し て , 
両 群 の 血液 所 見 (血液 諸 成 分 の 水分 量 , 血球 容積 率 , 血 
毅 邊 円 量 , 血色 素 量 等 ) の 比較 を 行 つ た 。 別に で きる だ 
ys * て 実施 し た 駆 出 成虫 或 は 培 伏 成熟 仔 虫 の 鑑 
別 成績 に よれ ば , 被 検 保有 者 は ヅ ビ = 多 虫 寄生 者 が 圧倒 
本 成績 は 同 釣 虫 に 関す る も る の と し て 差 
各 集 [ Tn 鉛 
虫 保有 者 は 非 保有 者 に 比べ て 低 度 で は ある が ., 一 般 に 私 
また 各 集 団 を 通じ て , 銘 了 保有 者 若 
度 と 殿 便 中 の 平均 卵 数 (EPG) と の 間 に 
は , か な り の 正 の 相関 が 証明 され た 。 女 は 男 に 比べ て 保 
有 者 群 の 節 血 が 起り 角 く 平均 卵 数 (EPG) で 男 は 上 過 そ 
2000 個 ( 推 定 寄生 虫 体 数 20 一 30 匹 ). 女 は 過 そ 1000 個 
( 同 10 一 15 匹 ) ーー * 出 現し た 。 子供 
で は EPG が 一 般 に 低く , 貧血 状態 を 示す 集団 に 遭遇 す 
る こと が 稀 で あつ た 。 移 虫 保有 者 群 に 一 定 の 筆 血 状態 の 
出現 する 上 記 の 平均 罪 数 の 限界 を , それ ぞ れ の 集団 に 当 
て は め て , その 保有 群 の 中 で 一 般 に 邊 血 が 現われ て い 
る と 思わ れる 保有 者 の 割合 を 調べ て みる と , 男 で は 平均 
約 30 を , 女 で は 約 46 22 (何れ も 大 人 ) と な り , か な り 
の 者 が 低 度 で は ある が , 筆 血 状態 に ちる と みな され た 。 
な お 保有 者 群 の か ヽ る 貧血 状態 は 集団 肛 昌 に よ つ て , か 
) Ma テーー AR 本 調査 は 銘 虫 保 
有 者 の 貧 面 程度 や 集団 こ 対 し て 公衆 衛生 の 立場 か 
ら 一 つの me に yy る 程度 成功 し た も の と 考 


み 実 
る o 





的 で あつ た の で , 


の 
婦 え ない 


功 状 態 に あつ た 


答 血 の 出現 , 程 





181. 釣 昌 肛 除 剤 の 効果 制定 に つい て 
大 阪 医大 内 科 
岩田 繁雄 ・ 緒 形 一 保 
A Studies on the effect of 


hookworm anthelmintic. 
Shigeo Iwata, Kazuyasu Ogata 


累 剤 の 効果 判定 と 云 う 事 は な か な か 至難 の 事 で ある 

釣 虫 有 激 除 剤 の 効果 判定 こつ いて は まだ 定 見 は な い 。 さ き 
に 魚 虫 に つい て は 厚生 省 よ り 「 虫 駆除 楽 効力 判定 指針 
に つい て 」 な る 基準 が 出 て いる 。 顕 虫 和 寄生 は 全国 的 な 強 
こ ゝ 2ー3 年 に し て 江 減 


力 な 予防 対策 並 に 治療 に より, 
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し て いる 。 然るに 釣 虫 寄生 は 次 第 に 増加 の 傾向 が あり , 
又 臣 床 症状 が 強い の で 我々 の 注意 を ひい て いる 。 又 集団 
訴 虫 の 要望 が 多い の で , 各種 尿 除 楽 の 効力 判定 が 必要 で 
あぁ る 。 我々 は この 問題 に つき 目下 検討 中 で ある が , その 
大 要 に つい て 好 べ よ 5。 

その 判定 基準 の 基礎 と な る , 試験 用 製剤 の 吟 味 , 即ち 
有効 成分 に つい て , 主 楽 に つい て , 製剤 に つい て , 被 検 
薬品 の 服薬 に つい て 等 を 検 する 事 は 薬学 者 及び 臨床 家 が 
分 担 し て 行わ ね ば な ら な い 。 併 し 我々 と し て 行わ ね ば な 
ら ぬ 事 は , 1. 試 験 管内 試験 , 2. 毒 性 試験 , 3 臨床 試験 
4. 効 力 判 定 , 5. 副 作用 の 5 項目 が 最も 必要 で ある 

1. 試験 管内 試験 

人 多 虫 の 場合 は ゲ ザビ =, と ア 
を 得る 事 は 困難 な の で 犬 釣 由 を 以 て 代用 する 。 そ の 殺 昌 
実験 を 行 5 と 共に , アテ ア ォ リカ 魚 虫 仔 虫 の 殺 上 試 
験 , 誹 朋 化 に 及ぼ す 影 響 を みる 。 更に 駆虫 及び 殺虫 し た 
人 釣 虫 , 犬 釣 虫 , 仔 虫 の 組織 学 的 検索 を 行い . その 駆虫 
機転 を 吟味 する 。 

2. 毒性 試験 

之 は 大 体 題 昌 の 場合 に 準 ずる . 

3。 mom 

有 虫 前 後に 於 ける 自覚 症 , 及び 他 覚 前 検査 を 行 5 。 他 

覚 的 検査 と 人 Re 罰 赤 功 球 , 相 色 素 , ヘマ ト 
タリ ッ ト , 酸 好 性 細胞 , 心 雑音 . コマ 音 , 潜 出 箇 , 尿 ウ 
ロビ リノ ゲー ン 反 応 , 肝 機 能 検査 を 行 ぅ 。 和 友 内 反応 

補 体 結合 反応 を 検 す る 事 も 一 方 法 で ある 。 

4. 交 力 判定 

之 が 問題 で 臨床 的 治療 , 集団 訴 虫 を 行い , 排 下 検査 卵 
の 検出 並 に 培養 検査 に Ce 定 を な す , 罰 検 出 の 方 法 
は 如何 な る 方 法 に よる か , その 時 期 を 何 週 後 と する か 等 
に つき いろ いろ 吟味 すべ き 癌 題 が ある 。 之 は 追 つ て 報告 
し た い 。 き 

5. 副作用 

は 顕 虫 の 場合 に 準ずる 。 

人 紅い 

に 勢力 し た い 。 


メリ カ の 2 種 が あり , 之 


ヅ グ ビ ニ 。 


方 法 の 確立 








182.、 1 プロ ム 2 チ ナフトール に よる 
釣 是 集 圏 氷 除 成績 
岐阜 大 病理 高林 藤光 


Result of the hookworm trea- 
tment with brom naphthol. 
Yoshimitsu Takabayashi 


デブ ロム ナフトール が 上 果して 鋼 昌 駆除 楽 と し て 効果 を お 
さめ 得る か 人 否 か を 確か め る た め , 追試 し て 
みた 。 実験 対象 は 可 阜 県 可児 郡 肉 子 村 の 村民 で , 寄生 虫 

保有 状況 は , 被 検 者 1164 名 中 , 釣 虫 275 (23.63 用 ), 顕 
虫 98 (8.42 ), 綾 虫 27 (2.32 少 ), 東洋 毛 様 線 虫 16 
(1.37 22) で ある 。 う も 銘 虫 寄生 者 35 名 に 就 て , ブロ ム 
ナフトール を 大 人 32 名 に 2.0g 宛 , 小児 3 名 に 1.0g 
宛 投 与 し , その 大 人 2 名 に は 2.0 g 宛 速 日 同 授与 し た 。 

実験 成績 : 鋼 虫 の 排出 を 見 或 は 卵 数 の 減少 の 明瞭 の 
も の を 板 由 一 果 が あつ た も の と 見 錠 し 記 レ 豆 効果 の あつ 
た 者 22 名 (62.86 2), 完全 駆虫 者 13 名 (37.14 用 ) で あ 
つた 。 うち 大 人 2.0g 1 固 投与 の 30 名 の み に 就 て みる 
に , 販 虫 効果 の あつ た 者 19 名 (63.33 狐 ), 2 回 投 与 の 
2 名 は 全て 著しい 騙 減 少 を 見 た が , 完全 肛 昌 者 は 序 つ て 
前 者 の み で あつ た 。 

多 虫 以外 の 寄生 虫 で は , 東洋 毛 様 線 東 が , 7 名 中 1 名 
bewetaee を 出し た の み で , 鞭 昌 保有 者 4 名 , 顕 虫 保有 

に は 脳 虫 効果 を 認め な か つた 。 

St と し て は , 頭痛 15 名 (42.86 ), 吸気 6 名 
(17.14 用 ふら ふら する と 云う 者 3 名 (8.57 ) 等 が 
あり , 頭痛 中 等 度 の 1 名 , 嘱 気 2 名 を 除け ば 他 は 全て 軽 
度 で あつ た 。 一 般 に 副作用 を 放 え た 者 は 女子 に 多 か つ 


ご 
ao 
と し て 一 定 の 効果 が あり , 副作用 は 軽微 で も る と 思う 


CRP 
劣る よう に 思う が , 何 多 く の 正確 な 実験 を 経て 効果 を 判 
断 す る 必要 が あろ う 。 
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183. 物 下 症 の 治療 実 駿 
佐伯 市 西田 病院 内 科 並河 注 
Experimental treatment 


of hookworm disease. 
Hiroshi Nabika 


昨年 十二指腸 ツン デ 」 に 依る 狗 虫 駆除 に 就 て 発表 し た 
が , 今回 は 内 服 法 に 依る 銘 虫 有 除 実験 を 行い 前 記 方 法 に 
依る 務 除 成績 と の 比較 を 試み た 。 

実験 方 法 。 駆虫 前 夜 絶食 , 就寝 時 硫 麻 20 瓦 , 重責 3 
巨 を 大 量 の 水 に 溶かし て 服用 せしめ て 可 及 的 腸 内 容 を 排 
除 し , 娠 朝 絶 食 , テ トレ ン 原 液 3cc を 「 カ プ セ ル 」 に 容 
れ て 1 回 に 服用 2 時 間 後 に 同様 下剤 を 服用 , その 方 法 を 
2 日 連続 実施 し , 其 の 後 毎週 1 回 検便 を 3 回 集 野 人 
り て 行い , 3 週間 後 虫 卵 陰性 の も の を 完全 駆虫 と 第 し as 

則 作 用 。 十 - ー 指 有 ゾン デ 法 の 場合 より ふる 副作用 を 認 
る ゃ の 多く , 殊 に 10 歳 以 下 の 小児 3 名 に は 島 性 : 0 
弱 , テ タ ニー 様 症 嫌 等 極め て 重 篤 な 副作用 を 見 た の で 幼 
喝 に 「 テ トレ ン 」 を 投与 する 際 に は 慎重 な 注意 を 要する と 
思わ れる 。 

成績 。 本 法 に 依り 駆虫 を 実施 し た の は 計 205 名 で , 其 
の 内 2 日 連続 治療 を 行 つ た も の 194 名 , 副作用 基 の 他 の 

Me り 1 回 の み 行 つた も の 11 名 で あつ た 。 前 者 に 

て 所 定 の 後 検便 を 完了 し た も の 66 各 で 内 完全 は 
48 8 名 (72.7 2), 後者 に 於 て は 後 検便 を 完了 し た も の 6 
名 で 内 完全 須 虫 は 2 名 (33 用 ) で あつ た 。 之 を 十二指腸 
ゾン デ に 依 る 販 虫 成績 , 80 之 と 比較 する と 生 ょ 劣る 成績 
を が も で 計る 。 

之 を 要する に 「 テ トレ ン 」 内 服 法 に 偽る 釣 虫 完全 駆虫 率 
は 「 十 二 指 腸 グ ン デ 」 に 依っ あ も の より も 劣 つ て いる 。 殊 に 
弄 作 用 は 内 服 法 に 於 て 姜 し いも の が 有る の で , 劉 虫 駆除 
は 「 十 二 指 腸 ヴ ダヴ ン デ 」 を 用 いる の が 有利 で 有る と 考 ん られ 


る 。 
184. 有 鞍 顎 口 是 成 是 前 端 部 の 
微細 構造 
九 大 和 寄生 虫 武市 任 
The morphology of anterior part of the 
adult of Cg7 が Ss7272 の S の 2777 ge7Z777. 

Sen Takeichi 

抄 銚 な し 
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185. 熊本 上 騒 に むけ る 有 束 顎 日 是 
の 第 二 中 間 調 査 (第 2 報 ) 
九 大 寄生 虫 磯部 朋 則 
SurveySs on the second intermediate 
host of で zo の s7 の 7 の S の 2772.96727772 
in Kumamoto Prefecture. 
Chikanori Isobe 
菊地 川下 流 地 帯 の 魚類 , 両 搾 類 , 往 虫 類 に 有 瑞 星 口 虫 
幼虫 の 自然 感染 を 証明 し た こと は 第 6 回 日 本 寄生 虫 学会 
九州 地方 部 会 に お いて 発表 し た が , Cs 
か ら ゃ 自然 感染 を 証明 し た の で 凛 に 報 各 
宿 主 名 調査 数 陽性 数 効 中 数 


間近 0 暫 こう 1 1 

ある ダ 妥 9 4 2 6, 6 
ハシ ボツ ソン ガラ ス 11 5 1 1 1, 3, 5 

ゴル 弘 。)M: 舞 9 2.2,.4.6,10, 10, 15, 17, 20 
P 4 ー ル 2 1 4 

ヤ マ シ ギ 2 1 1 
と 1 2 


Me 人 x04me6eeezroo 
お ける も の と 同様 で , 寄生 部 位 は すべ て 筋肉 内 で あつ 
た 。 カジ セミ 。 バシ ポメ ナガ テス 。 デル 。 や マジ ギ , プ 
クロ ウ の は 宮崎 教授 に よ つ て 再 確 認 さ れ た 

[結語 〕 : 第 2 報 と し て カワ セミ , カイ ツブ プリ, ハシ ボ 
ソ ガ ラス , ゴイ サギ , アヒル , ヤマ シギ , フク ロウ を 報 
告 す る 。 こ と の ほか で , カワ セミ , ハシ ボソ ガラ ス , ア ヒ 
ル , ヤマ シギ , フク ロウ か ら は 今回 が は じ め て で ある 。 
ゝ に 以上 の 5 種 を 新 し い 第 二 中 間 和 宿主 と し て 追加 す 


ー 
ー 
ン 
や o 


( 127 ) 





186. 南 九州 離島 並び に 沖縄 の 
系 状 忠 症 調査 
鹿児島 犬 内科 

佐藤 八 子 ・ 米 沢 藤 士 ・ 編 島 英雄 
花城 清 符 ・ 政 眞 哉 


On wuchereriasis in southern Kyushu 
Islands (Koshikizima, Shishizima, Tane- 
gashima and Oshima) and Okinawa. 
Hachiro Sato, Toshi Yonezawa, 


Hideo Fukushima, Seikyo Hanashiro, 
Shinya Zukasa 


私 共 が 昭和 28 年 一 29 年 初め に 至る 間 に 行 つた 南 九州 
際 隊 で ある 仙 際 閣 子 島 , 種子 島 , 今度 , 我国 に 復 廊 し 
た 奄美 大 島 , 並び に 沖 彰 で 行 つた 糸状 虫 症 彰 査 成績 は 次 
の よう 5 で あぁ る 。 

1. 箇 島 の 仔 虫 検出 率 は 瀬上 64 例 中 13 例 Me (20.3 

学童) で 依然 と し て 江 厚 な 浮 肖 を 示し て いる 。 中 久 
下野 は 149 例 中 11 例 陽性 (7.3 用 , 中 学生 ), 平良 で 
は 419 例 中 3 例 (0.7 多 , 一 般 ) で 低 率 と な つて いる 。 小 
島 で は 隣接 し た 瀬上 部 落 に 高度 な 仔 虫 保有 率 を ろ る に 拘 
ら ず , 62 例 の 学童 を 検索 し , 1 例 も 仔 虫 を 証明 し な か 
つた 。 上 入村 の 各部 落 で 調査 し た 患 者 は 78 例 で , その 
中 , 熱発 作 60 例 で 最も 多く , 次 いで 陰 状 水 往 (26 例 ) 象 
皮 病 (22 例 ) 乳 卒 血 尿 (13 例 ) の 順 で あつ た 。 

2. 今 迄 調査 せら れ た こと の な い 獅 子 島 の 仔 貝 検出 率 
は 288 例 中 26 例 (9.0 用 ) で 隣接 せる 長島 , 熊本 県 天草 
に 比 し 低 率 と な つて いる 。 部 落 別 で は 湯口 11.9 錠 , 片 
側 10.3 錠 , 御所 浦 4.7 衝 , 向 串 1.8 用 , 平野 0 を で あ 
つた 。 愚 者 は 23 例 を 調査 し その 中 , 熱発 作 (19 例 ) 最 も 
多く , 汐 巴 腺腫 (12 例 ) 之 に 次 ぎ , 更に 象 度 病 (4 例 ) 乳 
魔 血 尿 (3 例 ) の 順 で あつ た 。 

3。 種子 が 島 に 於 ける 仔 虫 検出 率 は 373 例 中 53 例 
(14.0 多 ) で その 中 , 南種子 村 14.3 22, 西之表 町 10.8 


で あつ た 。 部 落 別 に みる と 茎 永 14.5 狙 , 平山 24.0 用 
鳥 間 10.2 名 , 西 之 20.5 多 , 上 中 2.4 錠 , 中 視 4.5 守 , 


立山 10 錠 , 安城 25 用 で あつ た 。 加 者 は 85 例 を 観察 し 


熱発 作 68 例 で 最も 多く , 次 に 陰 要 水腫 (28 例 ) 乳 有 魔 尿 
(26 例 ) 象 皮 病 ( 8 例 ) で あつ た 。 

4. 大 島本 島 , 小 宿 部 落 に 於 ける 仔 貝 検出 率 は 100 例 
中 35 例 腸 性 (35 ) で 以前 の 報告 に 比 し 左 租 低 率 と な つ 
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て いな い 。 この 被 検 者 100 例 中 , 有 症 者 は 22 例 で , そ 
の 中 , 熱発 作 10 例 , 陰 葵 水腫 8 例 , 象 肥 病 4 例 で あつ 
Fa 











[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 3 巻 ・* 第 1 号 
沖縄 本 島 中 部 石川 地区 に 於 ける 仔 虫 検出 率 は 2560 

例 中 215 例 (8.4 2) で 以前 の 報告 に 比 し 比較 的 低 率 と な 

つて いる 。 そ の 詳細 は 表示 する と 次 の と お り で ある 。 













































被 検 者 1420 39 77 38 125 107 83 
仔 虫 陽性 者 108 5 15 ら -。 91 90 9 
レブ 7.6 12.8 19.5 13.2 8.0 9.4 10.8 


187. 馬 の 輩 癖 に つい て 


日 大 農 獣 医 谷 ロ 守男 


Studies on the “So-cmlled Kasen 


》》 


disease ” or Dermatomicrofila- 
riOsiS Of horses in Japan. 


Morio Taniguchi 


前 年 度 に ひき つづ き 夏 格 の 共 床 病因 お よび 治療 の 研究 
を 行 つ た と ころ 次 の 如き 結論 を yr o 

1. 本 病 の 主 症状 は 手 秦 を 伴う 丘疹 様 結 節 の 形成 
の 好 発 部 位 は 頭 部 , 顎 部 , 胸部 , eo 腹 側 等 で あ も りこ 
次 的 に 送出 , 出血 , 脱毛 , ある い は 皮 具 の 肥厚 等 が 認め 
られ , 体温 , 呼吸 , 了 時 笠 に は ほとん ど 変 作 が ない 。 

2。 丁 液 所 見 と し て は 好 酸 球 の 増加 が 認め られ 血 中 
mf は 検出 され な い の が 通例 で ある 。 し か し 時 に 認め 
られ る Setarja eguina の ば rnf oe ら 関 係 は な 
い 。 

3. 皮膚 の 病理 組織 学 的 所 見 と し て は 真皮 上 剛 内 の 円 形 
清 胞 浸潤 と mf の 検 出 で 陳 旧 な る 病巣 に お いて は 好 酸 球 
の 浸潤 と 個 有 組織 の 増生 で ある 。 

4. 皮膚 内 mf を 流出 法 に より 採集 し ギ ム ザ 液 を 用 い 
て 小林 氏 変 渋 に より 染色 し その 形態 を 観察 する に mf は 
形 が な く 体 長 168 一 225 / 体 幅 4.0 一 5.1 z で 神経 輪 , 
肛門 等 は 明らか に みとめ られ る が その 他 の 原 基 綱 胞 は 不 
鮮明 に し て その 形態 は Onchocerca cervicaljs の mf に 
一 致す る 。 

5. すなわち 本 症 は Onchocerca cervicalis の mf に 
よる も の で ある と の 前 年 度 の 報告 を 再 確認 する こと が で 
きた 。 

6, 本 症 の 治療 を ピ ベ ラジ ン 系 誘導 体 Supotonin お 
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ツテ 恩 納 村 
部 石 Se ーーー ss 
N 落 。 呈 字 哲 座 山 沖 前 富谷 南 属 太 瀬 変 二名 
名 衣 ※ 3 因 「 補い 衝 
市 地 屋 田 田 泊 欠 着 茶 納 納 田 相 起 原 間 





55 128 58 105 44 100 80 67 34 2560 
11 6 2 11 1 15 5 0 2 215 
20.0 4。7 95 10.5 2 づ 15.0 6.93 9 5 の 9 934 


よび アン チェ モン 剤 Neo-Stina13 号 に より 14 半 ia 
行 つ た が 前 者 に よる 場合 は 10 mgjkg を 20 日 間 あ る 
は 20 mg/kg を 10 上 連用 する の が Nr G 
きわ め て 高 率 の 治療 効果 が みとめ られ 後者 に よる 場合 は 
少数 治験 例 で は ある が Sb 4ー5 mg/ ト kg を 7 日 間 連 用 す 
る 方 法 が 最も 有効 で も つた 。 

し か し これ ら 2 種 の 楽 剤 の 使用 時 に お いて は まつ た く 
副作用 は 認 Rch 了 。 

本 研究 は 文部 省 科 学研 究 中 「 人 * 浴 状 虫 症 の 研究 」 の 一 


部 に ま る # や の で ある や < 


(追加 ) 「 オ ー ラ ミン | 氷 光 に 依る 
是 卵生 死 の 判 》 
埼玉 衛生 研 分 島 整 


The discrimination of alive and 
not alive Ascaris eggS by means 
of auramine fluorescence. 
Tadasu Wakeshima 


著者 は 「 オ ー ラ ミン 」 色 素 の 弥 光 作用 を , 昌 卵 の 生死 判 
別 の 補助 手段 に し ょ ぅ と 考え , 左記 の 方 法 に 依り 大 要 次 
の 如き 成績 を 得 た 。 

使用 顕 虫 卵子 , 燈 靖 出生 内職 

2。 沙 色 用 オー ラミ ン 液 70 の 「 エ チー ル アル ュー 
ル に 0.1 用 の 視 に 氷 酷 酸 を 混 じ , 其 の 液 に 1.0 辺 の 割 に 
「 オ ー ラ ミン 」 を 溶解 し , 摂氏 5 度 以 下 の 氷 室 に 保ち 衣 き 
使用 す 。 

3. 菜 色 並 に 鏡 検 法 可 検 卵 を 5 分 間 染 色 , 水洗 後 暗 
室内 で 鏡 検 す 。 鏡 検 に 当 つ て は , 夫々 200 個 の 卵 を 通常 
光線 と 対比 検索 す 。 

4. 卵子 の 菜 色 所 見 
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a. 視野 は 藍 色 に 見 える 。 卵殻 は 黄金 色 , 緑色 , 緑 宰 
色 , 少数 の 場合 に は 褐色 に 上 染 色 さ れ , 卵殻 の 一 部 又は 全 
部 が 黄金 色 又 は 黄金 緑色 の 強い 光輝 を 発する 事 が 多い 。 

b. 卵殻 の 内 部 は 暗黒 で 細胞 の 境界 を 殆 ん と 識別 出 来 
な い 場 合 (以下 此 の 場合 を 生存 反応 と 仮称 する ) 。 卵殻 
内 の 細胞 が 購 灰 白色 , 灰白色 , 蒼 緑 色 , 緑色 , 黄 緑 色 , 
黄金 色 に 柴 色 され て 居る 場合 (以下 此 の 場合 を 死 反 応 と 
仮称 する ) と が ある 。 何れ の 場合 に も 卵殻 が 相当 程度 の 
菜 色 を し て 居る 時 は 其 の 程度 に 応じ 殻 内 に 其 の 薄い 色 を 
抽 影 し て 居る 。 

5. 実験 成績 

a。 子宮 より 取り 出し て 間 も な い 鏡 検 上 確実 に 生存 し 
て 居る と 思わ れる 卵 は , 全 卵 が 生存 反応 を 示 し た 。 但し 
不 受 精 卵 は 全 卵 が 死 反 応 を 示 し た 。 

b. 卵 を 硝子 面 に 附 落し て 50 日 間 乾 燥 器 内 (摂氏 20 

) に 保存 し た も の は 全 死 反応 を 示 し た 。 

c. 卵 を 沸 混 水 に 10 秒間 又は 70 度 の 汐 湯 に 30 秒間 
浸漬 し た 物 は 全 死 反応 を , 60 度 に 30 秒間 浸 潰 し た 物 
は 200 個 中 6 個 が 死 反 応 を 他 は 生存 反応 を 示 し た 。 


会 C 


1. 会 員 各 位 へ の 御 連絡 の 際 , 住所 不明 の 為 戻 され る 
郵便 物 が 例年 数 通 を 算 し , 各位 へ も 御 迷 惑 を か け て 居り 
ます 。 住所 変更 , 退会 届 等 の 御 通 知 は 速 か に 願い ます 。 
PE 御 知 合 の 方 で 若 し 住所 等 に 間 

発見 され まし た ら 御 手数 で も 学会 事務 所 宛 御 通知 

F さ る と 系 いま す 。 ・ 
2. 中 の 度 編 集 委員 会 の 申 合せ に より 寄生 虫 学 に 関す 
る 谷 位 の 業績 目 負 を 作 次 速報 する 事 に な り ま し た 。 就き 
まし て は 各位 の 原著 報 文 等 1 部 当 学 会 事務 所 宛 御 寄進 戴 
まし て その 目 銚 を 到 落 順に 作成 し , 本 誌 各 号 に 掲載 し 
た いと 存じ ます 。 又 戴き まし た 原著 報 文 は 永く 学会 事務 
所 に 保管 し て 各位 の 縦覧 の 便 に 供し た いと 存じ ます 。 昭 
和 28 年 (1953) の 分 か ら 始 め て 居り ます か ら , 上 記 の 主 
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d。 20 22 の クレ ゲー ル 石鹸 液 に 10 日 聞 , 

負 の 石炭 酸 に 11 日 間 , 10 タ 2 人 oe 
Pe wszwo の 氷 酷 酸 に 11 日 間 , 30 辺 の 氷 酷 酸 
に 68 時間. 純 水 訟 に 34 時 間 避 流し た 計 子 は 。 内 ふ 全 
卵 が 死 反 応 を 呈 し た 。 

e. 特別 な 人 工 的 女 置 を 行わ ず , 多 期 3 ヵ月 間 フ ォ ル 
マリ ン 水 培養 を 続け た 卵 は , 200 個 中 約 半数 が 生 反 応 を 
他 は 死 反 応 を 示 し た 。 

6. 生存 反応 及び 死 反 応 と 通常 光線 鏡 検 処 見 と の 関係 

通常 光線 に 依る 鏡 検 で 完全 に 細胞 の 変性 を 否定 出来 る 
卵 は 総 べ て 生存 反応 を , 変性 を 明らか に 認め 得る 物 は 極 
く 一 部 の 例外 を 除き 統 べ て 死 反 応 を 示 し た 。 但 し 綱 胞 の 
融解 が 著 明 な 時 等 は 稀 に 生存 反応 に 類する 処 見 を 示し 
た 。 双 綱 胞 が 単に 縮小 し て 居る 時 は 生存 反応 の 時 と 死 反 
応 の 時 と 両者 が あつ た 。 

7。 結論 

本 楽 色 は 生死 判定 の 補助 手段 と し て 有力 で , 殊 に 単 細 
胞 期 以後 の 判定 に 便宜 が 多い と 思う 。 


連続 し て 


旨 を お 波 取 り の 上 御 協力 下さ る 様 願 いま す 。 倫 そ の 際 掲 
載 誌 名 , 巻 号 真 発行 年 月 等 が 別 吊 に 明記 な きも の は , 目 
多 作 成 の 関係 上 特に 明記 - F さ る 様 願い ます 。 
3. 学会 事務 所 に 於 て 下記 の バッ ク ナ ン バー を 販売 致 
し ます の で 希望 者 は お 申込 下さ い 。 
日 本 寄生 躍 学会 記事 1 年 一 21 年 
但し 1 一 9 年 は 答 朋 100 円 , 10 一 21 年 は 各 有 冊 200 
円 。 2, 4, 6 年 は 欠 本 , 8, 13, 14, 15 の 各 年 は 環 僅 
少 , 16, 17, 18 は 合 本 で 目 銚 だ け に な つて 居り ま 
す 。 
寄生 虫 学 雑誌 第 1 巻 ・ 第 1 
1 部 150 円 。 
寄生 虫 学 雑誌 2 巻 ・1, 2, 34 号 各 200 円 
日 本 寄生 虫 学 文 献 集 吸 虫 篇 (山口 左 仲 博士 編 , 昭和 
15 年 1 月 発行 ) 1 部 200 円 。 


号 ( 昭 和 26 年 10 月 発行 ) 









投 稿 規 定 


投稿 は 原著 , 投稿 者 は 会 員 に 限る 。 
日 本 女 の 下 に 了 欧文 訳 を 附 する 事 。 
原稿 は 新 か な づか い に よ る 國語 常 体 (で ある , あつ 
た ・…・ 式 ) の 柄 組 み と し , 当 用 漢字 を 用 いる の を 原 
則 と する 。 促音 ・ 提 音 は 「 あ っ た , ハン ショ ウ 」 の 
よう に 小さ < く 記す , 動植物 の 和 名 や か な 書 を 普通 と 
する 化合 物 , 薬品 名 は か た か な で 書く 。 
名 読点 に は ュ ン マ と 學 ( 。 ) を 主として 用 い , その 
他 必 要 に 鷹 じ て ュ コロン, セミ コロ ン , ダッ の に 3 
つて も いい 。 1 
数 字 , 文字 , 名 詞 な ど を 並 記す る に は コン マ ま た は 
黒丸 (・) を 身 当 に 用 いる 。 例 : 第 5, 8 図 45- 
c の 27S。 272226 へ マト キシ リン , アセ モト カー ミン , ポ 
ンプ ・ ュ ユック, 用 語 ・ 文 体 
数 字 , 旧 位 
ィ ) 25cm 5.3 kg 23.5?C pH 6.0 
( 晶 位 に は 点 を 打 た ぬ ) 
g) 5 個 9 人 第 5 表 昭和 28 年 7 月 
^) 一 見 し て 二 硫 化 災 素 数 十 人 
ィ ) 図 , 図版 , 表 に は 必ず 番号 , 0 
ロ ) 図 , 図版 , 表 の 番号 に は アラ ビア 数 字 (1, 
3, ・……・) を 用 いる 。 図版 は 赤 ィ ン キ で 縮小 宮 を 
指定 する こと 。 
へ ) 1 つの 番号 は 原則 と し て a. b. c. な ど と こま 
か く 分け ぬこ と 
=) 図版 中 の 図 の 番号 は 本 廊 内 の 図 か ら の 続 ミ 
号 に する こと 。 
脚 生 に は 通し 番号 を 「・ 
付け る 。 
本 文中 の 文献 著者 名 に は 必ず 年 号 を 括弧 に 入れ て 附 
記す る こと , 引用 婦 献 は 著者 , (年 号 ) : 標題 . 雑 誌 , 
需 ( 号 )。 頁 一 頁 . の 順序 に 廊 示 に まとめ て ABC 順 
に 並べ , 各 文 献 に は 必ず 表題 を る 附 記 する こと 。 
小 活字 や 特殊 活字 (プシ ッ ク , イタ リッ ク な ど ) を 
使う べき 所 は 忘れ ず に 赤 イ ン キ で 明記 する こと , 文 
中 お よび 文献 表題 中 の 学名 は イタ リッ ク で 組む か 
ら , eee 
引い て お く , た だ し , 各種 の 見 出し の 体 ・ 活 : 
関す る こと は 編集 係 ! ve を 。 
原稿 の 本 文 ・ 図 ・ 図 説明 ・ 表 ・ 脚 往 は それ ぞ れ 別々 


が 題 
著者 及び 頑 名 は 


に まとめ , 図 ・ 表 ・ 脚 征 を 入れ る べき 本 女 中 の 場所 
に は 友 佐 外 に 赤 イ ン キ で 第 3 図 , 脚 二 5 の よう に 
示し , また 図 ・ 表 ・ ーmAe - れ ぞ れ に は 「p. 25 に 
入れ る 」 の よう に 朱書 す 
10. 表 の 形式 は 原則 と Were する と た ょ た 。 
第 5 表 傘 採 標本 枚数 に ょ る 顕 虫 卵 検出 府 
同 信頼 限界 5 
76.4>m ン >64.2 
89.0>m>78.4 
93.1>m>83.6 





検査 枚数 陰性 陽性 陽性 午 ( 用 ) 


1 枚 43 104 70.7 
3 枚 合計 2 125 85.0 
6 枚 合計 12 132 89。7 





wi 0 字 詰 原稿 用 紙 20 枚 以内 と し , 掲載 料 1000 
So し , 表 は 5 枚 以 内 と し て 右 の 制限 内 に 
せる こと 。 図版 及び 超過 分 は 著者 負担 と する 。 
( 直 頁 に 1 頁 印 刷 概算 時 償 1000 円 ) 
同一 号 に 同一 人 が 2 篇 を 同時 に 掲載 する 場合 に は 1 
篇 を 除い て 他 は 超過 真 と 見 徴 す 。 
。 別 期 は 100 部 を 介 位 と し て 別に 実費 を 申 受け る 。 
。 原 稿 は 原則 と し て 到 六 順 に 掲載 する も , その 控 否 掲 
載 順 序 , 体 吉 等 は 編集 者 に 一 任 さ れ た い 。 
こ 原稿 の cM 先 は 東京 都 港 区 芝 白金 台 町 國 立 予防 衛生 
日 本 寄生 虫 学 人 と する こと 。 
7 論 娘 の 吾 き 方 に つい て は 冨田 軍 二 著 ( 彰 倉 書店 ) 
「 科 学 論文 の まとめ 方 > 書き 方 を 参照 の やこ と 。 





SS し らち 。/ 形 
御 投稿 の 際 別 刷 の 必要 部 数 を 明記 し て 下さ い 。 人 荷 別刷 
は 通常 紙 の 表紙 を つけ た ゞ さけ に し て あり ます が , 表紙 
に 標題 著者 名 雑誌 名 等 印 測 御 希 望 の 方 は 実費 で 申 受 け ま 
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